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　　　　塩化ビニル樹脂製医療用具から溶出するフタル酸エステルの

　　　　　　　　　　　　ガスクロマトグラフィによる分析

大場琢磨。伊東宏・水町彰吾

GLC　Determination　of　Phthalate　Esters　Eluted　from　PVC　Medical　Devices

Takuma　OBA，　Hiroshi　ITδand　Sh6go　MIzuMAcHI

　　Di（2－ethylhexy1）phthalate（DEHP）extracted　from　polyvinyl　chloride　for　medical　uses　to　water　was

determined　by　gas・liquid　chromatography　after　the　ester　extracted　by　n－hexane，　and　any　other　phthalate

esters　except　DEHP　were　nQt　detected．

　　Medical　devices　like　as　blood　bag，　PVC　tubes　for　arti丘cial　kidney，　PVC　parts　of　blood　oxygenator，

and　infusiQn　set　were　tested．

　　DEHP　dissolved　in　ACD　solution，　sodiロm　chloride　solution　or　sodium　citτate　solution　in　PVC　blood

bag　was　determined，　and　lt　was　found　that　the　concentratlons　of　DEHP　in　these　solution　were　very　Iow

as　O．2　PPm　to　O．8　PPrn．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1973）

ま　え　が　き

　軟質塩化ビニル樹脂には，可塑剤としてフタル酸エ

ステルが30％前後含有きれている。このため血液セ

ット，輸血・輸液セットおよび採血セットなどの塩化

ビニル樹脂製医療用具から，輸液および血液中にフタ

ル酸エステルが溶出してくることは予想されることで

ある．

　医療用具の溶出物試験は厚生省基準1）に記載されて

おり，その試験法は，樹脂部分を蒸留水中で一定条件

下で溶出し，溶出液の外観pH値，重金属量，過マ

ンガン酸カリウム消費量および蒸発残留物の量を測定

することである．この場合，フタル酸エステルは不揮

発性なので，蒸発残留物として測定されるが，この蒸

発残留物の大部分がフタル酸エステルであって，一部

に他の物質が含まれている．例えば，輪液セットの溶

出液中の蒸発残留物の実測値は通常，限度値の数分の

1以下であり2），基準に示されている限度値は100。で

の溶出量を規制しているのであくまでも材質の試験で

あって，普通の使用状態でのフタル酸エステルの許容

限度ではない．

　フタル酸エステルの分析法については赤外吸収スペ

クトル法，薄層クロマトグラフィ，ガスクロマトグラ

フィなどが主なものとして知られており，その他，紫

外吸収スペクトル法，比色法，カラムクロマトグラフ

ィ，ポーラログラフィ，重量法などが報告されてい
る3）・4）・5）．

　フタル酸ジエチルヘキシル（DEHP）およびフタル

酸ジブチル（DPB）の赤外吸収スペクトルをFig．　f

に示す．1725cm『1付近にエステル基のレC；0に起因

する吸収，1285～1280cm一工および1120　cm－1に

りC＿0＿Cによる吸収，1600cm，乳および1580　cm－1

にべソゼソ環に起因する小吸収ならびに740cm－1に

ナルト置換ベン・ビン環C－Hの面外変角振動による吸

収がフタル酸エステルの特性吸収である．DEHP　と

DBPとはアルキル基の吸収および950　cm塵1付近の

吸収の相違によって識別することができる．

　またDEHPの紫外吸収スペクトルはFig．2に示

すように226mμおよび276　mμに吸収がある．

　これらの分析法のうち，感度および分離能などの点

から，ガスクロマトグラフィが最も勝れていると思わ

れるので，われわれは溶出の実態を把握するために，

水素炎ガスクロマトグラフィにより市販の塩化ビニル

樹脂製医療用具の，溶出液中のDEHPを種々の条件

で定量した．その結果，若干の知見を得たのでここに

報告する．

実　験　方　法

1．実験装置：柳本製ガスクロマトグラフィ

　GCG－550　F

　カラム：内径3mm，長さ1．5　m，

　カラム充填剤：5％SE　30，　Chromosorb　W　AW

　（60～80mesh）

　カラム温度：230℃

　キャリヤーガス流量，窒素0．8kg／c皿2，

　水素30mJ／min，　air　O．9’／miロ
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　Fig．2．　Ultravio！et　spectra　of　DEHP
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試料

塩化ビニル樹脂製血液セット3種

塩化ビニル樹脂製血液七ット中の保存液4種

人工腎臓血液回路2種

人工心肺用ディスポーザブル七ット2種

ディスポーザブル輸血セットおよび輸液・ヒット7

種

試験方法

内部標準物質の設定

標準品：フタル酸ジメチル（DMP），フタル酸ジー’2一

ブチル（BPB），フタル酸ベンジル23一ブチル（BBP），

ブチルフタリルブチルグリコレート（BPBG），フタ

ル酸ジ2z一オクチル（DnOP），フタル酸ジ（2一エチ

ルヘキシル）（DEHP）の6種．いずれも東京化成特

級品，ガスクロマトグラム付．

　ガスクロマトグラフィのカラム液相については

OV－1，　XE－60およびSE－30などについて検討を行

ない，5％SE－30で良好な結某がえられたので，これ

を用い，フタル酸エステルのtRを測定した結果は下

記のとおりである．

　DMP（0．2），　DBP（0．8），　BBP（2．78），　BPBG（2．63），

DEHP（4．6），　DnOP（8．8）

　tR，化学構造などからDnOPを定量分析の内部標

準物質として選定した．

II．　検量線および定量法

　DEHPおよびDnOPの濃度がそれぞれ300　PPm

になるようにかヘキサンに溶かし，それらの溶液を

0。2：1，0．5＝1，1：1の割合で混合し，それを試料溶

液として，ガスクロマトグラフィを行なった．

　縦軸にDEHPIDnOPの面積比をとり，横軸に

DnOP　O．3　mg中のDEHPの量（mg）をとり検量線

を作った．さらにDEHP（1000　PPm）とDnOP（300

ppm）の，トヘキサン溶液を　0．5：3，0．2：3，0．1：3

の割合としたものについても同様にして検量線を作成

した．これらの検且線はF19．3に示すように直線性

が認められた．

　試料中のDEHPの定量は，謝i十の抽出物を，　DnOP

300PPmを含む刀一ヘキサン液1m1（DnOP　O．3　mg

含有）に溶かし，そのガスクロマトグラムからDEHP／

DnOPの面積比を求め，上記検量線を用いて試料中の

DEHPの量（mg）を求めた。

III．　溶出法および実験結果

　III・1．血液セット

　試料の袋の部分10gを切りとり，約25　mm2の

細片とし，それを：丸底フラスコにとり水100mJを加

え還流冷却器をつけ100。で30分およびオートクレイ
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ブ中で121。，20分抽出を行なった．冷後，分液ロー

トに移し，π一ヘキサン50m’を加えて，2分間振り

まぜて抽出し，さらに同一条件で2回抽出後，各π一

ヘキサン抽出液を合し，無水硫酸ナトリウム約ユOg

を加えて乾燥し，，2一ヘキサンを減圧で留去し，残留物

に内部標準液（DnOP　3000　ppm含有，3一ヘキサン溶

液）1mJを加えて溶解し，ガスクロマトグラフィ用

試料溶液とした．その分析結果をTable　1に示す．1

セット分の袋の部分の重量は15～20gである．

　Table　1．　AmQunt　of　DEHP　eluted　from　PVC

　　　　　　　sheet　of　bloQd　bag

Sample　No．

i DEHPμg／10　g
1・・・・…m・・l12・・…m・・

1

2

3 i

111

172

108

144

181

123

　III・2．　血液セット中の保存液

　セット中の保存液の全量（60m’～100　mZ）をメス

シリンダーで量り，分液ロートに移し，，レヘキサン50

m’を加え，以下III－1と同じ操作を行ない，その結

果はTable　2に示した．ただし検量線はFig．3のB

を用いた．

　保存液の容量とその組成，および各成分表示含量は

次のとおりである．

　Sample　1および2；1セット30　mJ入り，100　mZ

中日本薬局方クエン酸ナトリウムー2．20g，日本薬局

方クエソ酸一〇．80g，日本薬局方ブドウ糖一2・209

　Sample　3；1袋200　mJ入り，塩化ナトリウム・

0．9％

　Sample　4；1袋40　m’入り，クエソ酸ナトリウム・

2Aq　4％

　Sample　5；1セット601nJ入り，100　mJ中クエ

ソ酸ナトリウム・2Aq　2．639，クエン酸・1Aq　327

mg，リソ酸一ナ1・リゥム・1Aq　222　mg，無水ブドウ

糖2．329

　111・3．　人工腎臓血液回路および人工心肺ディスポ

　　ーザブルセット

　試料のチューブ109を3～5mmの長さに切り，

水100mJを加え，37。の恒温槽中で，時々振りまぜ

ながら8時間抽出した．以下III・1と同一操作を行な

Table　2．　Assay　of　DEHP　in　solution　for　blood　bag

Sample　No． Amount　of　DEHP　found
　in　assayed　solutions

1

2

3

4

5＊

13　μg／60mJ

22　μg／60mJ

23μg／100mJ

23　μg／100mJ

49μ9／60m1

Concentration DEHP　in　a　set

0．2ppm

O．3ppm

O．2ppm

O。2ppm

O。8ppm

6．5　μg／30m’

11。0μ9／30m’

　46μ9／200mJ

9．2μg／40m1

　49μ9／60m’

＊　Fenwal　blood　bag，　Belgium．
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い，その結果をTable　3に示す．

Table　3．　Assay　of　DEHP　eluted　from　PVC

tube　of　artificial　kidney　and　blood　oxygenator

Sample　No．

Arti丘cial　kidney

Blood　oxygenator

1

2

1

2

DEHPμg／10g

57

46

54

45

　IIL4．輸血・輸液セット

　試料のチューブの部分10gを3～5mmの長さに

切り，丸底フラスコに入れ，還流冷却器をつけ100。で

30分間抽出した．以下III－1と同一操作を行ない，そ

の結果をTable　4に示す．

　1セット分の塩化ビニルチューブは普通約7．5gで，

実際の使用条件は常温で4時間程度行なわれるので，

そのとき溶出されるDEHPの量は，　Table　4の約

1110と考えられる．

Tabie　4．　Assay　of　DEHP　eluted　from　PVC

tube　of　blood　transfus三〇n　and　infusion　set

S・凱P1・N・・lDEHP1・・／1・9

1

2

3

4

5

6

7

273

258

189

197

361

297

232

考 察

　市販の塩化ビニル樹脂製医療用具から水により溶出

されるDEHPを実験方法に示す条件でガスクロマト

グラフィを行なった結果，それ以外のフタル酸エステ

ルは，いずれの試料にも検出されなかった．それ故，

定量にはDnOPを内部標準物質として用い，また抽

出液中のDEHPの濃度が試料により，非常に異なる

のでFig．3に示すような高濃度用と低濃度用の検量

線を作成して実験した．

　並1液セットの袋の部分10gから溶出するDEHP

はTable　1に示すように100℃，30分間では108～

172μ9，121℃，20分間では123～181μ9であって，

温度による両者の差は僅かであった．

　1血液セット中の保存液に溶山している　DEHPは

Table　2のように外囚製品のみ0．8　ppmで，国産品

はその1／4である．昭和47年初期までの，この外

国製品は最高50ppmまでのものもあったが，最近は

改良されたものと考えられる．R．　J．　JegerおよびR．

J．Rubin6）の報文に記された，セット内に血液を導入

し，4℃で20日間貯蔵したときの10～14mgとい

うDEHPの溶出量は，この50　PPmまで溶出してい

た製品の場合であって，ここで試験をしたものであれ

ば約1／200以下と推定される．そこで今後血液または

プラズマを用いて確認する必要がある，

　人工腎臓，人工心肺の回路から実際の使用条件に近

い37℃，8時間という条件で溶出した結果はTable

3に示したように45～57μg／10gであり，100DCあ

るいは121℃といった温度条件での溶出量よりも1

桁少ない値である．

　輸血・輸液セットの塩化ビニルチューブ10gから

溶出されるDEHPの量は197～361μ9で，血液七

ットの袋の部分のそれにくらべて約2倍である．

　仮に塩化ビニルチューブ10gから常温で4時間に

溶出されるDEHPの量を30μ9とすると1セット

分（7．59）では22μ9となり，チューゾ全表面積を

内面積のみに換算すると，その約40％の約10μgが

実際の使用条件で1セットから溶出されるものと計算：

される．このような量では急性毒性値のLD6。：509／

kgあるいはA．R．　Singhら1）の催奇形性実験の最大

無作用量5g／kgから考えるならぽ一応安全と考えら

れるが，なお各方面からの研究が必要と思われる。

　本研究は昭和47年度厚生科学研究として行なった．

文 献

1）塩化ビニル樹脂製血液セット基準（昭和40年

　9月28日厚生省告示第448号，昭和42年4月
　6日改正，同門134号，昭和46年4月1日改正，

　同点74号，昭和46年7月17日改正，同第271
　号），ディスポーザブル輸血・輸液セット基準（昭

　和45年8月10日，同第301号，昭和46年4
　月1日改正，同第74号），ディスポーザブル採血

　用器具基準（昭和45年8月10日，同第300号，

　昭和46年4月1日改正，同上74号），人工心肺
　ディスポーザブルヒット基準（昭和46年7月19
　日，同学278号）

2）　大場琢磨他：衛生試報，90，96（1972）

3）　L．　Fishbein，　P．、V．　Albro：ノ．　C1ぴ。♪πα’08一

γαρ1～y，　70，　364　（1972）

4）　H．J．　Hugos：FZ）、4　Bンーム’π85，3，127（1972）

5）　同上訳（大場琢磨他）＝国立衛生試験所調査月

月艮；6（2），1（1973）

6）　R．J．　Jaeger，　R．　J．　Rubin：3cゴθπcθ，170，46〔〉

（1970）

7）A．R．　Singh，　W．　H．　Lawrence，　J．　Autiam

ノ。　Pゐαγ’π．　3cどサ　61，51　（1972）



慶田ほか：食品・食品添加物中のギ酸・ギ酸塩含量の測定法について 5

食品・食品添加物中の虫酸・ギ酸塩含量の測定法について

慶田雅洋・海老根涼子・谷村顕雄

Determination　of　Formic　Acid　and　Formate　Contents　in

　　　　　　　　　　　　　Foods　and　Food　Addltives

Masahiro　IwAIDA，　RyQko　EBINE　and　Akio　TANIMuRA

　　　To　establish　the　determination　method　for　formic　acld　and　formate　content　in　foods　and　food

additives，　this　work　was　carried　out．

　　　The　procedure　of　the　mercuric　chloride　method　adQpted　is　as　follows．

　　　Hydrogen　peroxide　solution　was　added　to　either　alkalized　solution　or　homogenate　of　the　sample，　to

oxidize　all　oxidi2able　compQunds　except　sodium　formate，　the　mixture　was　sublected　to　steam　distilla－

tlon，丘na11y　mercuric　chloride　was　added　to　the　distillate　to　form　mercurous　chlorlde　precipitate　which

was　measured　gravimetrically．

　　　The　recovery　of　this　method　was　compared　with　both　bromine　chloride　method　and　potassium

manganate　method，　from　the　results　it　became　clear　that　the　recovery　of　reagent　chemical　sodium

formate　by　mercuric　chloride　was　around　95％supposing　the　titration　value　as　100％，　while　the　recovery

level　of　the　other　two　methods　was　beyond　99％．　Although　lnercuric　chloride　method　showed　a　little

lQwer　recovery，　this　method　was　concluded　to　be　superior　to　the　latter　two　because　it　was　little　affected

by　the　presence　of　other　components　in　foods　or　food　additives．

　　　In　the　next　place，　the　mercuric　chloride　method　was　applied　to　several　foods，　with　the　results　ob－

tained　as　followed．

　　　honey　l　O．9～9．11ng％，　cheese：0．5～2．9　mg％，

　　　speclal　formulae　powder　milk＝34．4～77．9　mg％，

　　　peach：1．11　mg％，　Chinese　citron：0．22　mg％

　　　Formic　acid　contents　of　sodium　hyposul且te（food　additive）prepared　by　sodium　formate　method

were　found　to　be　within　the　range　of　O。47～0．61％shortly　after　preparation，　while　the　values　obtained

after　5　mQnths’storage　at　room　temperature　in　bluish　bottle　were　found　to　fall　off　to　less　than　one

half　of　the　original　value。　In　the　O伍cial　Formulary　of　Food　Additives　of　Japan，　the　formate　content

in　hyposulfite　is　provided　to　be　determined　after　reduction　to　formaldehyde　by　chromotropic　acid

method，　both　formic　acid　and　formate　being　detected　by　the　sum　with　rongalite．

　　　The　minimal　lethal　death　of　sodium　formate　is　on　the　same　level　as　sodium　formate，　being　muc血

10wer　than　salicylic　acid，　sodium　citrate　and　calcium　chloride．

　　　The　maximal　daily　intake　of　formic　acid　through　sodium　hyposu1丘te　calculated　according　to　the

data　of　total　diet　studies　in　1962　was　1．13　mg／day，　being　much！ower　than　the　Ievel　recommended　by

FAOIWHO（0～5　mg／day）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1973）

ま え　が　き

　ギ酸は天然にははち，ありなどの毒腺中またはいら

くさ，まつなどの葉にも含まれている．二品は工業的

には有機薬品の合成原料，染色，皮なめしなどに広く

使用されており，防腐，殺菌などの目的で用いられる

こともある．本品は皮膚に対して刺激性があり，内服

によりメタノール類似の中毒症状を示すといわれる．

ギ酸は亜硝酸，亜硫酸，ホウ酸などと共に通常毒物と

して扱われているが，わが国では亜硝酸塩，亜硫酸塩

および無水亜硫酸が特定の食品に食品添加物としての

使用が許可されているのに対して，ギ酸類はその使用

が認められていない．

　山門・ギ酸塩の定量法としては，マソガソ酸カリウ

ム酸化法1），ホルムアルデヒドに還元後定量する方法，

プロムクロライドと反応させ（BrCl十HCOO一＋OH『

→H20十CO2十Br十C1つ，生成したBビおよびC「

をヨウ素滴定するプロム酸化法2），ベソジジソ銅と反

応させて反応生成物の吸光度より分子吸光係数により

求める方法3），　リン酸マンガン酸化法り，ガスクロマ

トグラフィー5）および酸性で塩化第二水銀と反応きせ

（HCOOH十2HgC12＝Hg2C12十2HC1十CO2），生成した

塩化第一水銀を秤量する方法（塩化第二水銀法）など

がある．しかしながら，ホルムアルデヒド還元法は食
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脳中の漂自剤により妨げられ，次亜硫酸ナトリウムの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋2H
場合｝こはこれと反応して2HCHO＋Na2S204一→

2CH20HSO2Naの反応によりロンガリットを形成す

るので応用できない．銅ベンジジン法は有機酸の種類

に対する特異性のないことおよび工学の分子吸光係数

の低いために推奨できない，リン酸マンガン酸化法で

はギ酸の約25％が酸化されるに過ぎない．ガスクロ

マトグラフィーは比較的低温（120。以下）で行なえばギ

酸の損失を少なくすることができるが，その分解を完

全に防止することは不可能に近く，エステル化による

誘導体の形成も定量的に行なうことは困難である．し

たがって塩化第二水銀法，プロム酸化法および過マン

ガン酸カリウム酸化法について検討することにする．

試料および実験方法

　1．試料

　くi）　食品

　a　はちみつ：直接養蜂家のところで採取したはち

みつ（collected　honcy）2点および市阪はちみつ

（commercial　honey）7点を使用した．

　b　チーズ：ナチュラルチーズとしてはナラソダ産

輸入ゴーダチーズ1点とパルメザンチーズ（粉砕した

もの）1点を，プロセスチーズは国産品2点をそれぞ

れ使用した．

　c　特殊調製粉乳1昭和43年製造の4社のもの4

点を使賎した。

　dその他：ももおよびなつみかんは生鮮物を，粉

末清涼飲料は市販晶2点を使用した．

　（ii）食品添加物

　三菱江戸川化学（現在名三菱瓦斯化学）株式会社製

次亜硫酸ナトリウムを使用した．なお比較のために

JIS試薬1級の次亜硫酸ナトリウムも使用した．

　2．試薬

　臨地ナトリウムおよび次亜硫酸ナトリウムはJIS試

薬1級を，その他についてはJIS試薬特級品を使用し

た，

　3．実験方法

　（i）プロム酸化法

　Schulekら2）の方法を使用した．すなわちギ酸12

～27mgを含む試料溶液に01　N臭素酸カリウム・

塩化臭素を100％過：量になる程度に添加し，さらに5

N塩酸5mJを追加する，1分経過した後，5N水
酸化カリウム5m’および酢酸緩衝液（酢酸60．05　g

およびCH3COONa・3H20136．08　gを水に溶かして

1000mJとしたもの）5m’を加え，5分間放置する．

5N水酸化ナトリウム5m’および10％ヨウ化カリ

ウムを加え，α1Nチオ硫酸ナトリウムで滴定する．

　（ii）マンガン酸カリウム酸化法

　Polakbの方法によって行なった．すなわちギ酸約

40mgを含む試料溶液25　m‘に3M水酸化カリウ

ム50mJを加えてアルカリ性とした後，マンガン酸

カリウム　（K2MnO4）250　mgを添加し，60つに1時

間保持して反応せしめる．冷却後ヨウ化ナトリウムを

加え，硫酸で酸性とした後，遊離したヨウ素をα1N

チオ硫酸ナトリウムで滴定する．

　（ii量）塩化第二水銀法

　次亜硫酸ナトリウム10gまたは食品50gをビー

カーに取り，水50m～を加えて溶かし，20％水酸化

ナトリウム20mJを加える　（チーズのように不溶性

の試料ではワーリソグブレソダーでかき混ぜてホモジ

ネートとする）．これに30％過酸化水素水25mJを

少量ずつ加え，ホットプレート上で静かに煮沸させて

ギ酸ナトリウムを除く他の還元物質を完全に酸化させ

る．10％硫酸で中和後，内容物を蒸留フラスコに移

し，酒石酸1窪を加えて酸性とし，飛まつ止めつき

の蒸留管をつけて蒸留を行なう．（はち蜜のようにたん

ぱく質と脂肪をほとんど含まない食品では過酸化水素

による酸化を省略してもよい），受器には21のビー

カーを使用し，予じめ炭酸バリウム2gおよび水100

m1を入れ，冷却器の下端をこの液の中に浸す．蒸留

終了後，冷却管の下端を液面から離し，少量の水でそ

の部分を洗い込み，留出液および山回を合せ，蒸発・

濃縮して150mJとし，再びろ過した後，1N酢酸

ナトリウム溶液10m1，10％塩酸2mJおよび0．5％

塩化第二水銀溶液25mJを加え，よくかき混ぜた後，

水浴中で2時間加熱する．つぎにこれを重量既知のガ

ラス凹凹器（1G3）でろ過し，残留物を水でよく洗

い，最後に少量の無水エタノールで洗浄する．100。で

30分乾燥後，放冷・秤量して次式によりギ酸または

ギ酸塩1の含量を求める．

　　　　含量（（》〆。）一．1海燕2餓貿畜貯×100

　ただし沈殿物は塩化第一水銀よりなり，／は換算係

数であって，ギ酸の場合にはHCOOH／2HgC1＝0．0975

を，ギ酸ナトリウムの場合にはHCOONa／2HgC1＝

0，1440を使用する．

　（iv）JIS試験法6）：試薬のギ酸および旧註ナトリウ

　　　　　　　　　　ムの含量測定法を使用した．

実　験　結　果

1．　塩化第二水銀法の検討

試薬特級のギ酸および1級のギ酸ナトリウムを使用
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して塩化第二水銀法における留出性を，JIS試験法に

よる測定値を100として比較した結果はTable　1に

示すとおりである．すなわち，十分な回収率を得るに

は留出液を1，000m’以上門門することが必要である

と認められるので，以下の実験においては留出液の採

取量を1，000m1と定める．

Table　3．　Formate　content　in　several　foods

　　　（expressed　as　free　formic　acid）

Kind Formic　acid
　（mg％）

Table　1．　Distillation　rate　of　formic　acid　and

　formate　in　the　mercuric　chloride　method

Formic　acid　Sodium　formate
recovered　（％）　　recovered（％）

Co11ected　honey　No，1

　　　　〃　　　　No．2

Commercial　honey　No．1

Disti11ate（m1）

　250

　500

1，000

1，500

81．3

89．4

96，2

96．2

78，6

85．5

95．0

95．5

〃

〃

〃

ノノ

〃

〃

No．2

No．3

No．4

No．5

No．6

No．7

9．07

3．86

3．63

3．42

4．79

2．50

5．78

2．49

0．96

Range　of　honey 0．9～9．1

Note．　Recovery　was　calculated　providing　the

titration　value　obtained　by　use　of　the　assay

method，　described　in　the　provisions　of　JIS（Japa－

nese　Industrial　Standard）Reagent　Chemicals，　as

100％．

Imported　Gouda　cheese

Parmesan　cheese

0．56

0．65

Processed　cheese　No．1

　　　　〃　　　　No．2

0．91

2．82

Range　of　cheese 0．5～2．9

　塩化第二水銀法による沈殿反応はギ酸に特異的であ

って，モル比で5倍量のL一システイン，L一アスコル

ビン酸，チオグリコール酸ナトリウムおよびホルムア

ルデヒドの存在によって影響されないことを認めた．

　2．塩化第二7k銀法，プロム酸化法およびマンガン

酸カリウム酸化法の比較

　3法による試薬1級ギ酸ナトリウムの測定結果を

JIS試験法による測定値を100として表わした結果は

Table　2に示すとおりである．

Special　formu！ae　powder　milk　No．1

　　　　　　　〃　　　　　　　　No．2

　　　　　　　〃　　　　　　　　No．3

　　　　　　　／1　　　　　　　　No．4

34．44

77．81

63．53

55．40

Range　of　speclal　formulae　milk
powder

34．4～77．9

Peach

Chinese　citron

1。11

0．22

Table　2．　Comparison　of　the　determination

　　　　methods　of　sodium　formate

Soft　drink　powder（orange）

Soft　dr三nk（orange）

Method

1．93

0．69

Brolnine　chloride　method

Potassium　manganate　method

Mercuric　chloride　method

Sample　Sample
No．1　　No．2

99．53　　　　99．51

99．86　　　99．47

95．29　　　94．39

Note．　Extra　pure　grade　reagent　chemical　so－

dium　formates　were　used，　results　being　ex－

pressed　as　percent　of　sodium　formate　in　the

chelnicals　assuming　the　titration　values　obtained

by　use　of　the　assay　method　described　in　the

provision　of　JIS　Reagent　Chemicals　as　100％．

　すなわち塩化第二水銀法は他の2法にくらべてやや

低い値を与えることが認められる．この点からいうと

回収率の高いプロム酸化法およびマンガン酸カリウム

酸化法が試薬中のギ酸・ギ酸塩含量の測定には優れた

方法であり，後者はRosin7）にも採用されているが，

過酸化水素等の存在する場合には影響を受けるので食

品全般に応用することはできない．またプロム酸化法

ではチナサルフェート，As3＋およびCr3＋等が存在す

ると定量結果に影響するとされているのでその応用範

囲は限られて来る．したがって上記2法にくらべて試

薬のギ酸およびギ酸ナトリウムに対する回収率はやや

低いが，塩化第二水銀法が食品中のギ酸・ギ酸塩含量

の測定法としては適当であると考えられる．

　3，　食品中の甲州・ギ酸塩含量の測定

　天然に由来するギ酸を比較的多く含むものと思われ

るはちみつおよび，熟成中の異常発酵の防止のために

原料乳にホルムアルデヒドを添加する場合のあるとい

われるチー．ズ，その他の乳製品の例として種々の添加

物を使用する特殊調製粉乳，その他，果実，粉末清涼
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飲料および清涼飲料水について塩化第二水銀法により

ギ酸・ギ酸塩含量を測定した．結果を遊離ギ酸として

表示するとTable　3の通りである．すなわち，はち

みつには数mg％のレベルでギ酸が含まれることが認

められた．市販はちみつNo．7ではギ酸含量はやや

低くなっているが，本品はしょ糖加水分解物（転化糖）

による偽計が行なわれていることが認められたもので

あり，天然はちみつ成分が少ないために低い値が得ら

れたものと推定される．チーズでは，とくに熟成期間

の長い（12か月またはそれ以上）パルメザンチーズで

はホルムアルデヒドの添加を行なうことが知られてい

るが8），製品の分析結果からは高い値は検出されず，

むしろプロセスチーズにやや高い値を示すもののある

ことが認められた．これは融解の際に使用する乳化剤

等に山来するものと推定されるが，因果関係は未だ確

められていない。特殊調製粉乳（special　formulae

powder　milk）には数十Ingの水準でギ酸が含まれて

いるが，溶かした際には約1／6に減少する．

　4．次亜硫酸ナトりウムのギ酸含量

　次亜硫酸ナトリウム（ハイドロサルファイト）は食

品添加物として指定された化学的合成品であって，食

品に定められた使用基準の範囲内で用いることができ

る．従来から次亜硫酸ナトリウムの製法としては酸性

亜硫酸ナトリウムの亜鉛末還元による方法，ソーダ灰

溶液に亜鉛末を分散させ，二酸化イオウを通じる方法

が使用されている．このほかに最近M社よりギ酸ナト

リウムの水メタノール溶液に亜硫酸および水酸化ナト

リウムを徐々に加えながら加熱反応せしめて，晶出す

る次亜硫酸ナトリウムをろ過・分離し，十分洗浄して

爽雑物を除いた後，真空乾燥して製品を得る方法（ギ

曹法）が開発された。これを反応式で示すとHCOONa

十NaOH十2SO2＝Na2S204十CO2十H20となる．この

場合に当然酸性亜硫酸ナトリウムが副生するほかに，

ギ酸塩が未反応のまま残ることが考えられるので，こ

れらが除去されずに最終製品に残留することを規定し

なけれぽならない，以下，次亜硫酸ナトリウムのギ酸

含量の測定に塩化第二水銀法を応用した結果について

報告する．

　ギ曹法により製造したM社の次亜硫酸ナトリウム4

ロットおよび市販の試薬1級次亜硫酸ナトリウム（合

成法不明）についてギ酸含量を測定した結果はTable　4

に示すとおりである，すなわちギ曹法による次亜硫酸

Table　4．　Determinatlon　of　formic　acid（％）in　sodium　hyposu1飢e

Sample

Food　additive（prepared　by　sod三um　formate　process）

No．1

No．2

No．3

No，4

Shortly　after
preparatlon

After　5　months伽storage

at　room　temperat町e

Extra　pure　grade　reagent　chemicaI＊

0，56

0．47

0．57

0．61

0．003

0，23

0．19

0．25

0．21

＊　Date　of　preparation　unknown

ナトリウムのギ酸含量：は製造直後においては0．47～

0・61％であったが，500gのびんに密封し直射日光を

避けて室温に5か月間放置した場合には0．19～0．25％

に低下していることが認められ，次亜硫酸ナトリウム

中のギ酸は保存中にかなり分解することが知られる．

　食品添加物公定書には“次亜硫酸ナトリウム”の純

度試験中ギ酸塩については，規格の作成当時は項目が

設けられていなかったが，ギ触法による製品の出現に

より新たに規格化するに当っては，塩化黄二水銀法を

　　　　　　　　2H20
2HCHO十Na2S20r一→CH2（OH）SO3Na十CH2（OH）SO2Na
　　　　　　　　　　ホルムアルデヒド　ロンガリット
　　　　　　　　　　2一チナン酸ナトリウム

採期せずギ酸をホルムアルデヒドに還元した後検出す

る方法を採用した9）。これは，公定脅の純度試験は定

量を要求しているものではなく限度試験であり，還元

により生成したホルムアルデヒドは次亜硫酸ナトリウ

ムと反応してロソガリットおよびホルムアルデヒド

2一チオン酸ナトリウムを形成し，後者は次亜硫酸ナト

リウムにより還元されてロγガリットになるので，こ

のロンガリットをクロモトロープ酸法によって比色す

るものである．

＋2H

　→ロソガリッ　ト　1
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　次亜硫酸ナトリウム中にすでにロンガリットが存在

する場合には，この方法では実際のギ酸塩含量よりも

高い値を示すことになるが，これはすなわちギ酸塩を

低く抑える方向に作用するものであり，また純度試験

（6）でロソガリットを規定しているので，検出しうる

：量のロンガリットが存在することはないものと考えて

よいので，ホルムアルデヒド還元法を採用しても実用

上は問題はないものと考える．なお公定書では対照と

して希ホルムアルデヒド溶液を用い，ギ酸ナトリウム

として0．675％以下（ギ酸として0．46％以下）に規

制している．

考 察

　ギ酸は通常毒物として取扱われているが，食品添加

物の中には多少毒性はあっても使用基準を定めて許可

されているものも少なくない．ギ酸・ギ酸塩の急性毒

性を他の，食品添加物として許可されている有機・無

機化合物と比較するとTabIe　5に示す通りである．

Table　5． Toxicological　evaluation　of　formic　acid，　formate　and　other　chemicals　designated　as

　　　not　injurious　to　human　health　for　use　as　food　additiveslo）

Kind

Sodium　formate

　　　〃

Formic　acid

Sodium　acetate

Sodium　citrate

Salicylic　acid

Calcium　chloride

Sodium　nitrite

Anima1

dog

dog

rabbit

dog

dog

dog

dog

do9

Route

1ntraVenOUS　lnJeCt10n

　　　pe「os
intravenOUS　injeCtion

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

　　　per　os

Minimal　Iethal　dose
　　　（mg／kg）

3，000

4，000

　239

3，000

　370

1，000

　444

　330＊

＊　Ietha星dose

すなわちサリチル酸のいぬに対する毒性は静注でギ酸

ナトリウムの約3倍，同じく塩化カルシウムはギ酸ナ

トリウムの約7倍，クエン酸ナトリウムは約8倍，亜

硝酸ナトリウムのいぬに対する毒性は径口でギ酸ナト

リウムの12倍以上（LD）となっており，酢酸ナトリ

ウムがギ酸ナトリウムとほぼ同程度の毒性（いぬ，静

注）を示すことが認められ，ギ酸・ギ酸塩の毒性はこ

れらの食品添加物として指定された化学的合成品と同

程度またはそれよりもはるかに低い．

　FAO／WHO合同食品添加物専門家委員会では人の

ギ酸摂取許容量を0～5mg／kg／dayと定めている．

ただしこの中には天然物に由来するギ酸・ギ酸塩は含

まれない．ここで天然物以外のギ酸・ギ酸塩の供給源

として次亜硫酸ナトリウムを考えて見ることにする．

亜硫酸類の使用基準と各種食品の大人の1日当りの摂

取量をTable　6に示す．総亜硫酸摂取量を試算する

と無水亜硫酸として90．4mgになる．この無水亜硫

酸は亜硫酸水素ナトリウム，亜硫酸ナトリウム（結晶），

同（無水），無水亜硫酸，メタ重亜硫酸カリウムおよび

次亜硫酸ナトリウムに由来するものであるが，今この

無水亜硫酸がすべて次亜硫酸ナトリウムに由来するも

のと仮定すると，次亜硫酸ナトリウムの摂取量は

245．7mgとなる．これは1965年度の厚生科学研究

による次亜硫酸ナトリウムの摂取量調査（18mg）と

比較しても大変多い目に計算したものであることが認

められる．いま，食品添加物としての次亜硫酸ナトリ

ウムのギ酸含量を製品検査において得られた最高値

0．46％を基準に考えると245．7mg中のギ酸含量は

1．13mgになるが，これはFAO／WHOの基準であ

る0～5mgの範囲に収まる。

要 約

　食品・食品添加物中のギ酸・ギ酸塩含量：測定法につ

いて検討した．まず試料の水溶液または乳濁液にアル

カリ性で過酸化水素を加えてギ酸ナトリウム以外の物

質を酸化した後，酒石酸酸性で水蒸気蒸留し，留出液

に塩化第二水銀を加えて生成する塩化第一水銀の重量

を測定する操作法（塩化第二水銀法）を確立した．プ

ロム酸化法およびマンガン酸カリウム酸化法と比較し

た結果，試薬のギ酸ナトリウムでは，塩化第二水銀法

による回収率は約95％であって，他の2法（ともに

回収率99％以上）にくらぺてややおとるが，食品中

の他の成分による影響が少ない優れた方法であると認

めた．本法を食品に応用した結果，はちみつ0．9～9．1

mg％，チーズ0．5～2．9　mg％，調製粉乳34．4～77．9

mg％，もも1。11　mg％，なつみかん0．22　mg％で
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Table　6．　Daily　intake　of　sulfur　dioxide　through　foQds

Food

Dried　apricot（Hoshi・anzu）

Dried　peach（Hoshi・momo）

Dried　pineapPle

Dried　gourd　shavings　（1くanpyo）

Gelatin

Wine

Fruit三uice

ハ．lolasses

ムlillet　jUiCe　（八liZUame）

Sugared　red　beans（Amanatto）

Boiled　beans（Nimame）

Candied　cherry

Powder　of　devi1’s　tongue（Konnyaku－ko）

Other　foods

Tota1

Maximal　Ievel　of

　residua正SO2
　　（9／kg）

2

2

0，5

5

0．5

0．45

0．15

0．3

0．3

0．1

0．1

0．3

0．9

0．03

Average　daily
　　intake
　　（9）＊

Maximal　daily
intake　of　SO2
　　（mg）

｝

｝

｝

10

10

5

30

10

2

2

7

2

10

20

50

2．5

13．5

1、5

0．6

0．6

0．7

0．6

about　o．4

i 90．4

＊　accurd量ng　tQ　the　total　diet　studies　carried　out　in　1962

あった．

　また，ギ曹法により調製した食品添加物“次亜硫酸

ナトリウム”については，ギ酸含量は製造直後は0．47

－0．61％であるが，常温で5か月間貯蔵した後には半

分以下に減少することを認めた．食品添加物公定書で

は次亜硫酸ナトリウム中のギ酸塩はホルムアルデヒド

還元法を使用してロンガリットと合せて検出する方法

を採用している。

　次亜硫鮭ナトリウムに由来するギ酸の摂取量を食品

摂取量調査より推定した結果は，亜硫酸系添加物をす

べて次亜硫酸ナトリウムに換算してみても最大限1．13

m9であって，　FAO／WHOの許容基準（0～5　mg）

の範囲内に入ることを認めた．

　終りに臨み，種々御指導を賜った国立衛生試験所非

上哲男部長，種々御協力戴いた三菱瓦斯化学株式会社

の慶松勝太郎氏，吉川義夫氏および加藤智丈氏に感謝

します．

　本研究の概要は昭和43年9月14日の日本農芸化

学会関東支部会同245回講演会で発表した．

1）

　　　　　文　　　　　献

H．L．　Polak：Fresenius’Z．ん3α1．α」2’π．

176，　34　（1960）　．

2）　E．Schulek　et　aL：〆1cfαPlzα7”3．11z‘ηg．31，

241　（1961）

3）　Z．D．　Dragani6：、47忽1．　C〃，π．イ4c’α28，394

4）

5）

6）

7）

（1963）

谷野孝一：理研報告．38，662（1962）

中西武雄，中江利孝：日農化誌．37，302（1963）

JIS　K82〔㍊，　K8267（1961）

J．Rosin＝ム1即8ρノ」’C乃θη2∫c〃5αη4　S’σπ4α〆43

p．403（1961），D．　van　Nostrand　Co．　Inc．

8）　M．Magnani：五σ”¢34，852　（1960）；A．

Bonomi，　M．　Magnani：ゴ∂fゴ，37，537　（1963）

9）昭和46年2月26口：厚：生劣告示第39号
10）　National　Academy　of　Science。National　Re・

search　Council＝11ヒηε4∂oo々　o∫Toエゴcolo群Vol．

5　（1959＞，　、V．　B．　Saundcrs　Co．
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サイクラミン酸ナトリウムの代謝に関する研究（第1報）

サルにおけるシクロヘキシルアミンの尿中排泄ならびにウサギ，

モルモット，ラットに対するシクロヘキシルアミン排泄サルの

　　　　　　　　　　　　　　　糞便投与と市販固形飼料の影響

林長男・岩原繁雄・谷村顕雄・降矢強・川俣一也・金子豊蔵

Studies　on　Metabolism　of　Sodlum　Cyclohexylsulfamate（1）

On　Urinary　Excretion　of　Cyclohexylamine　in　Monkey　and　Ef［ect　of

　　Administration　of　Feces　of　Cyclohexylamine　Excreting　Monkey

　　　　　　and　Commercial　Diet　to　Rabbit，　Guinea　Pig　and　Rat

Nagao　HAYAsHI，　Shigeo　IwAHARA，　Akio　TANIMuRA，　Tsuyoshi　FuRuYA

　　　　　　　　　　　Iくazuya　KAwAMATA　and　Toyozo　KANEKo

1．

2．

3．

　Fourmonkeys　were　administered　daily　O．5　g／kg～2．1　g／kg　of　sodium　cyclohexylsulfamate（CHS・Na）

for　60　days．　The　results　were　as　follows＝Monkey　which　was　adminlstered　O．5　g／kg　of　CHS・Na

excreted　a　large　amount　of　cyclohexylamine（CHA）in　the　urine　and　regular　excretion　of　CHA　was

a！so　observed　till　the　last　day　of　the　administration．　The　other　three　groups　administered　daily

lg／kg，1．9　g／kg　and　2．1　g／kg，　showed　the　cxcretion　of　CHA　in　urine，　but　these　amounts　were

rather　decreased　than　O．59／kg　group　because　of　laxity．

　Eighteen　rabbits，　eighteen　guinea　pigs　and　thirty　rats　were　used　in　the　experiments．　Nine　rabbits，

nine　guinea　pigs　and配teen　rats　were　fεd　with　each　an至mal　diet　respectively，　and　the　others　were

fed　with　commercial　monkey　diet．　These　animals　were　divided　into　the丘rst　group（oral　admini－

stration　daily　of　CHS　Na），　the　second　group（oral　admlnistration　of　O．5　g　or　l　g　of　fbces　of　CHA－

excreting　mQnkey（M1）on　the丘rst　day　of　the　experiment）and　the　third　group（introduction　of

O。5gor　l　g　of　feces　of　M。1　into　the　caecum　on　the五丁目t　day），　and　administered　daily　O．5　g／kg　or

O．25～0．3g／kg　of　CHS・Na　for　210r　28　days．　The　results　were　as　follows：

Rabblし＿．．three　an1mals　which　were　fed　with　rabbit　diet　and　three　f6d　with　monkey　diet　in　the

頁rst　group，　excreted　no　CHA　in　the　urine，　in　the　second　group，　two　of　three　animals　which　were

fed　with　rabbit　diet　and　three　fed　with　monkey　diet　excreted　CHA　in　their　urine，　and　in　the　third

group，　three　animals　fed　with　commercial　rabbit　diet　and　three　fed　with　monkey　diet　excreted　CHA

in　their　urine　from　the丘rst　day　till　the　last　day　of　the　administration．　A　large　amount　of　and

regular　excretion　of　CHA　were　also　observed　till　the　last　day　of　the　administration．

Guinea　pig．．．＿ExcretiQn　of　CHA　was　not　observed　in　the　urine　of　three　animals　in　the　first　group

which　were　fed　with　commercial　guinea　pig　d三et，　but　observed　in　three　animals　which　were　fed

with　monkey　diet．　The　second　and　third　group　showed　the　excretion　of　CHA　in　the　urine　especially

in　the　third　group．

Rat＿＿All　animals　in　the且rst，　second　and　third　group　showed　the　excretion　of　a　large　amount　of

CHA　in　their　urine　and　also　regular　excretion　from　the　first　day　to　the　last　day　of　the　admini。

stratlon．

Monkey　which　was　introduced　of　l　g　of　feces　of　M。1　intQ　caecum　on　the丘rst　day　of　the　exper1－

ment　showed　the　excretion　of　134　mg　of　CHA　per　day　in　the　urine　of　the五fth　day　of　the　admini・

stratlon．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1973）

ま　え　が　き

　サイクラミソ酸ナトリウム（CHS・Na）は，つい先

年まで砂糖に変わるべき甘味料として用途の広い食品

添加物であったが，1969年FDAによりラットのぼ

うこうガソ発生の指摘がなされてからほとんどの国で

その使用が禁止されている．CHS・Naの使用禁止に至

る迄の歴史的経過をみると，1937年Seveda1）が発見

して以来，この物質をヒトや動物に投与した場合大部

分が未変化のまま体外に排出され2）3），また毒性実験
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においても下痢と軽度の生長抑制以外に何らの異常は

認められない4），という実験結果からCHS・Naは比

較的安全な人工甘味剤として一般に広く使用されてき

た，ところが1966年児島ら5）はヒトおよびイヌに経

口投与し，尿中にその代謝産物であるシクロヘキシル

ァミン（CHA）の排泄を認め，さらに1969年Lega・

tQr6）はこのCHAが染色体異常と関連性があると報

告，にわかにその安全性が疑問視されるようになった．

最近多くの研究者によりCHS・NaのCHA転換機序

の究明が行なわれてきたが，現在は腸管内徴生物によ

り転換されるといわている7）8）9）．

　そこで著者らは腸管内微生物によるCHS・Na分解

機構を究明するに先だって，まずサルにCHS・Naを

経ロ投与し，CHAの尿中排泄について検討してみた．

そしてこの際確実にCHAを排泄するサルの糞便を

CHA転換菌の源とみなし，この糞便をウサギ，モル

モット，ラットに経口投与あるいは盲腸内直接注入を

おこなって，これら動物のCHA排泄に相違が認めら

れるかどうかについて検討をおこない，さらにこの場

合動物飼料成分と腸管内細菌叢の関係も考慮に入れて

これら動物の飼料別による検討もあわせておこなっ

た．

実験材料ならびに方法

　供試動物ならびに飼料

　〔サル〕　サルは神奈川県小田原動物園より分与を受

けた体重2～7．2kgのカニクィザル3匹，アカゲザ

ル1匹，クロザル1匹でいずれも実験前一定期間当所

内で飼育して健康，栄養状態共に良好と判定したもの

を用いた．

　飲料水は原則として与えず，飼料は食パン，鶏卵，

ニンジン，サツマイモ，リンゴ，キャベツを主体とし

給餌量はサルの体重，食思に応じて適宜増減して与え

た．

　〔ウサギ〕体重3．5～4kgの雄の日本自色在来種

を用い，ウサギ，モルモット固形飼料＊1（ウサギ固形

飼料）飼育群9匹とサル固形飼料＊2飼育群9匹計18匹

をいずれも長期間にわたって飼育し，飼料に十分馴ら

してから実験に供した．

　〔モルモット〕ウサギ，モルモヅト固形飼料＊1（モ

ルモット固形飼料）飼育群9匹は体重400～5009，サ

ル固形飼料飼育群9匹は750～1，000gのHartley系

の雄を用い，いずれも長期間にわたって飼育したもの

である．

　〔ラット〕　体重300～4009のWister系30こ口

15匹つつラット固形飼料＊3飼育群とサル固形飼料飼育

群とに分け，それぞれを5匹一群として長期にわたっ

て飼育したものである．

　CHS・Naの投与方法

　〔サル〕CHS・Na（上野製薬株式会社製品）の一定

：量を乳鉢にとり，よく応溶してから5％アラビアゴム

水溶液10m’を加えて懸濁液とし，数人で保定した

サルにゴムゾンデを用いて胃内に経口投与した．

　〔ウサギ，モルモット〕　20％CHS・Na水溶液を作

り，ウサギに対しては5m’（CHS・Na　O。25－0．39／kg）

をゴムゾンデによりモルモットに対してはモルモット

用島山ゾンデを用いて1～2．5mJ（CHS・Na　500　mg／

kg）を胃内に経口投与した．

　〔ラット〕　10％CHS・Na水溶液を作り1．5～2　mJ

（CHS・Na　500　mg／kg）をラット用経ロゾンデにより

胃内に経口投与した．

　CHA排泄サルの糞便投与方法

　〔経口投与〕　CHAを尿中に排泄しているサル（M1）

の新鮮な糞便を採取，これに10倍量の生理食塩水を

加え，軽くホモジナイズし，ウサギでは1匹に10mJ

（糞便19），モルモット，ラットでは5m！（糞便0・5

g）をゾンデにより胃内に経口投与した．

　〔盲腸内直接注入〕　糞便採取方法，各動物に対する

注入量は経口投与の場合と全く同様であるが，この実

験にはサル1匹を追加し，ウサギの場合と同様に10

m‘（糞便19）の注入をおこなった．

　いずれの動物も麻酔開腹後盲腸に静脈針1／2を用い

てできるだけすみやかに直接注入し，直ちに縫合した．

　開腹時における麻酔はサル，ウサギに対してはチオ

ペンタールナトリウム（ラボナール，田辺製薬株式会

社）0．025g／kgの静脈内注射を，ラットに対しては

0，05g／kgの筋肉注射を，モルモットではエーテル吸

入麻酔をおこない，手術中覚醒が認められる場合は適

宜追加麻酔を施し，手術後2時間以内には回復するよ

う6こ・〔二♪カ～けた．

　採尿方法

　尿は各動物それぞれの採尿ケージを用いて採取し，

メスシリンダーで計量した．

　試料の調整

＊1 D橋農場製品：水分6．00％，粗タンパク質
　20，54％，粗脂肪4．22％，粗繊維15。06％，国侍

　分6．43％，可溶性無窒素物47，75％
＊2 D橋農場製品＝水分6．00％，粗タンパク質
　28．24％，粗脂肪5．31％，粗繊維2．15％，粗灰分

　6．02％，可溶性無窒素物52．28％
＊3 D橋農場製品＝水分5．5％，粗タンパク質
　23．7％，粗脂肪5．9％，粗繊維4。2，粗灰分
　6．0％，可溶性無窒素物54．7％
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　尿：採尿後直ちに遠沈（2，500×910分）し，上清

30mJを試料とした．

　試料からのCHA抽出ならびに定量法

　試料からのCHA抽出ならびに定量法は朝比奈らの

方法1。）に準じておこなった．すなわち試料を6N－

NaOHによりpH　13とし，分液ロートに移し，クロ

ロホルム（特級）30m’を加えてKM式万能シェー

カー（K．K．イワキ）により5分間振とう後，しぼら

く放置してクロロホルム層が分離したものはクロロホ

ルム層のみを，分離しないものは試料全部を共栓遠沈

管に移し，3，700×g30分間遠沈し，分離したクロロ

ホルム層20m’を血栓遠沈管にとり，0．5　N－HCl　l

mJを加えて再び5分間振とう後，クロロホルム層を

捨て，塩酸層0．5m‘を共栓小遠沈管にとり，6N－

NaOHでpH　13とし，内部標準物質として1％η一

トリデカソ含有クロロホルム液0．2mJを加えてさら

に5分間振とう，このクロロホルム層をガスクロマト

グラフィーの試料液とした．

　測定器械ならびに条件

　ガスクロマトグラフィーは下記の条件で行なった．

Apparatus

　YANAGIMOTO　Gas　Chromatograph　GCG－550F

Coiumn

　Glass　i．d．3mm×1ength　150　cm

　20％carbowax　20　M十3％KOH／chromosorb　G

　AW－DMCS　80／100　Mesh

Column　condition

　Temp．94℃，　Carriergas　N222．5　m1／min

Detector　condition

　Detector　EI．D．，　Temp．210。C，　H225　mJ／min，

　Air　O．85〃min，　Sensitivity　109，　Attenuator　1／4

1nlection　Temp．200℃

　検量線

　CHS・Na末投与のウサギ尿30　mJに一定量（1　mg，

2mg，3mg，4mg，6mgおよび12　mg）のCHA
を添加し，上述の方法で操作後求めた検量線をFig。1

に示す．

　直線性はCHA　1～6　mg／30　m’の間に認められ，

6～12mg／30　mJで直線からわずかに下降する曲線を

示した．そこで本実験では1＾げ6mg／mJ間を検量線

として採用することにした．

実　験　成　績

ICHS・Na経ロ投与サルにおけるCHA尿中排泄

　の検討

サルの種類，性別，体重，CHS・Na投与量ならびに

15

ε

廻

嚇10
薄
避

莞

£

5　　　　　　　10
CyclQ｝lexylamine　（mg）

15

Fig．1．　Calibration　curve　of　Cyclohexylamine

　obtained　from　30面of　rabbit　urine

　Peak　height　ratio　was　calculated　from　the

　height　of　cyclohexylamine　and　of　internal

　standard（π一tridecane）

60日間のCHS・Na投与期間を通してCHAの消長
を測定した結果をTable　1，　Exp．1に示す，なおCHA

の定量は表中に示す所定日の尿30mJについておこ

なった．

　Exp．1に示すようにCHS・Na　1～15　g投与のう

ち，投与量が少ないものほど尿30m’あたりのCHA

量が多く，M1では投与第1日，　M2では第7日から

尿中のCHAが陽性（＋）となり，60日間の投与期

間を通して量的にはかなりの増減はあるが一応実験終

了時までCHAの排泄が認められた．これに対し投与

量の多いM3，　M4はCHAの排泄が減少し，かつ不

規則な傾向を示し，投与日数が進むにつれて下痢も激

しく，M3では粘液便を排出するに至った．またM4

は30日頃より投与直後にロ区吐を繰り返し，下痢も止

まり，CHA量も増加してきた．

　Exp．2はExp．1におけるCHS・Na　1～159の

投与のうち，投与量の少ないサルがCHAを多く排泄

したという実験結果を再確認するため，さらにCHA

転換菌がCHS・Naの投与を中止したあとも長期にわ

たって腸管内に定着しているかどうかを検討する目的

で，Exp．1の投与を60日目で打ち切り，その後70

日間の投与中止期間を置き，Exp．1と反対に体重の

最も重いM4にCHS・Naの投与量を少なくして，1



14 衛生試験所報告 第　9］」号　（1973）

Table　1．　Cyclohexylamine　Contents　in　Urine　Qf　Monkeys　administered　orally

　　　　　　　　　　　　　SQdium　Cyclohexylsulfamate

　　　　　　Exp．1．　Oral　administration　of　CHS・Na　for　60　day＄

Animal

　No

M．1

M．2

M．3

M．4

Species Sex

Mσoα‘α」η’5

M．fノ’‘3

ル∫，”2〃α〃σ

M．fπ‘5

8

♀

♀

3

Body
weight
（kg）

　　CHS・Na
administered／day

9

2　　　　　1

5．1　　　　5

5．3　　　10

7．2115

9／kg

0，5

1

1．9

2。1

Days

1 7 14　　　21　　　28　　　35　　　60

CHA　excreted　in　Urine（mg／30　mの

十　　25，6　　2．4　　十　　1．6　　13．2

－　　　0．25　　　　十　　1．7　　　0．75　　　2．3

一　　　 十　　 一　　十　　1．9　　0．6

十　　　 一　　 一　 2．6　　　十　　9。2

12．4

3．3

2．6

　●

　Exp．2．　Eκect　of　telnporary　stop　of　administration　of　sodium　cyc1Qhexylsulfamate

Oral　administration　of　CHS・Na　in　Exp．1was　continued　for　60　days，　the　administration

　was　stopped　for　70　days，　and　thereafter　the　animals（M2，3，4）were　used　in　Exp．2．

Animal

　No

M．2

M．3

M．4

　　CHS・Na
administered／day

9

1 5
2．5

1

9／kg

1

0．5

0．14

Days

1 3 5 8 14

CHA　excreted　in　Urine　（mg／day）

÷

0．5

1．9

　十

8．4

18

1．28

2．17

72

27

4。0

73

　十

5，6

33．6

十：Trace　or〈0．1　mg　of　C｝IA 一：not　detected

　　　　　　　Exp．3．　Effect　of　introduction　of　monkey　feces　into　caecum

One　gram　of　feces　of　monkey（M1）was　introduced　into　caecum　and　then　l　g　of　CHS・Na

　　　　　　　　　　　　　was　administered　orally　for　28　days．

Animal

　No
Species Sex

Body
weigllt

（kg）

　　CHS・Na
administered／day

9

M・・1卿’〃・・・…㎏・刊ε1・・411

9／kg

0．18

Days

1 3 5 8 14　　21　28

CHA　excreted　in　Urine（mg／day）

1・・1971・37134・16 3．3　72．154．3953

Monkey（M1）excreted　CHA　in　urine　by　oral　administratlon　of　CHS・Na．

9（0．149／kg／day），つぎはM3，2．59（0．59／kg／

day），　M2，5g（1　g／kg／day）と投与量をふやし，14

日間連続経口投与をおこない，1日尿中のCHAを求

めた成績を示す．

　ExP．2でもやはりCHS・Na　1～5　g投与のうち，

投与量の少ないサルにCHAの排泄が多く，　Exp．1

と比較して3匹とも投与第1日目らCHAが陽性とな

り，特にM3，　M4ではガスクロマトグラフィーによ

り定量可能で，14日間を通して排泄が顕著に認められ

た．

　II　CI｛A転換菌の源とみなしたMlの糞便の挙動

　　物に対する投与実験ならびに市販固形飼料の影響

　各動物種川市阪固形痴1料で飼育したウサギ，モルモ

ット，ラットとサル固形飼料で飼育したこれらの動物

にCHS・Naのみ経口投与，　M1の糞便を初日のみ経

口投与，M1の糞便を初日のみ盲腸内に直接注入の三

種の投与方法を試み，これら動物間のCHA排泄に対

する差が認められるかどうかについて検討した．

　（1）CHS・Naのみ経口投与：第一群

　〔ウサギ〕体重3．5kg前後のウサギ固形飼料飼育

群（ウサギ飼料群）3匹とサル固形飼料飼育群（サル

飼料群）3匹に28日間CHS・Na　lg（0．25～0．3g／

kg／day）の連続経口投与をおこなって表中に示す所定

日に尿中のCHA量を測定した結果，ウサギ飼料群は
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Table　2． Effect　of　Administration　of　Monkey　Feces　and　Commercial　Diet　on　Urinary

　　　　　　Excretion　of　Cyclohexylamine　in　Rabblts＊

Commercial　Diet

Group　No

Animal　No

Adm三nistration　of
Monkey　Feces＊＊

Days

1

3

5

8

14

21

28

CHA　excreted

　in　Ur量ne

　（mg／day）

Commercial　Diet

GrOup　No

Animal　No

Administration　of
Monkey　Feces＊＊　・

Days

1

3

5

8

14

21

28

CHA　excreted

　in　Urine

　（mg／day）

for　Rabbit

1 i 2

R・1 R・2 R・3

ControI

R4 R－5 R－6

Oral　administration

（0．13＞

　十

　十

〇．27

十

十

0．2

3

R－7 R・8 R－9

Introduction　into

　　caecum

÷　　　　十

1．48　　0．4

十　　　　十

十　　　1．0

0．44　　　2．17

0．53　　　1．35

0．33　　　　1．08

0．35

0．5

9．5

45．6

37．16

●

for　hlonkey

1

R－10　　R－11　　R・12

Control

■

■

○

十

2

R・13　　R・14　　R・15

Oral　administration

十

（0．8）

十

（0．1）

十

●

一　　　　十

（0．4）　　（16．6）

・　　（8．8）

（3．2）　　（0．35）

十　　　5．3

4．7　　3．9

3

R・16　　R・17　　R噂18

Introduction　into

　　caecum

十　　　　十　　　　十

〇。3　　　　0．45　　　　十

十　　　　十　　　　十

1。2　　　17．25　　　2．35

1．26　　　8．0　　　　0．45

十　　　　15．51　　　　1．43

一←　　　　4。5　　　12．92

＊　All　animals　tested　were　orally　administered　with　l　g　of　CHS・Na　every　day．

＊＊One　gτam　of　feces　of　monkey（M1）excreting　CHA　in　urlne　was　administered　orally　or　introduced

　　into　caecum　in　the　first　day．　The　control　was　administered　no　feces。

Values　in　brackets　showed　the　amounts　of　CHA　in　urine　of　30　mJ．

十：Trace　or〈0．11ng　of　CHA．　一：not　detected．

28日置全期間を通してCHAは陰性，サル飼料群が

1匹，投与第14日に陽性を示したのみであった．

（Table　2）

　〔モルモット〕　モルモット固形飼料飼育群（モルモ

ット飼料群）3匹とサル飼料群3匹に21日間CHS・

Na　O．59／kg／dayの連続経口投与した結果，モルモッ

ト飼料群がほとんどCHA陰性であるのに対し，サル

飼料群は3匹とも　CHA陽性またはそれ以上で最高

32．64mg／1日置を排泄した個体もあり，飼料別によ

る差が顕著に認められた．（Table　3）

　〔ラット〕　ラット固形飼料飼育群（ラット飼料群）

5匹とサル飼料群5匹をそれぞれユ群として別々のケ

ージ内で飼育し，CHA量はその1匹あたりの平均1

日尿中の数値であらわし，CHS・Na投与量はモルモ

ットと同様に0，59／kg／day，投与期間は28日おこ

なった，その結果両飼料群とも投与第1日より尿中に

CHAを排泄した．しかしサル飼料群はラット飼料群

に比較して投与第1日よりガスクロマトグラフィーに

よる定丑が可能で第8日まで優位の差を示した．

（Table　4）

　（2）M1の糞便経口投与：第二群

　〔ウサギ〕羊飼二二3匹づっに対しM1（CHA　12

mg／尿30　m’）の糞便1gを10　mZの生理食塩水

溶液として初日のみ経口投与し，CHS・Na　19を28

日間連続経口投与した結果，ウサギ飼料群では3例中

2例，サル飼料群は3例ともCHA陽性であった，さ
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Table　3，　Effect　of　Administration　of　Monkey　Feces　and　Commercial　Diet　on　Urinary

　　　　　　　　　　Excretion　of　Cyclohexylamine　in　Guinea　Pigs＊

Commercial　Diet for　Guinea　Pig

Group　No 1

Animal　No

Administratioll　of
Monkey　Feces＊＊

Days

1

3

5

8

14

21

28

CHA　cxcreted

　in　Urine

　（mg／day）

G－1 G－2 G・3

Contro1

十

十

十

2

G4 G－5　　　G－6

Oral　administratiQn

十

0．13

11．5

1．55

十

0，10

十

十

十

十

3

G－7 G。8 G－9

Introduction　into

　　caecum

1．96　　　2．80

17．60　　　4．88

13．44　　　24．00

4．20　　　2．52

14．90　　10．50

4。72　　　1．35

0．15　　　0．75

2．16

●

●

●

■

CQmmercial　Diet 1 for真lonkey

Group　No 1 1

Animal　No G－10　　G・11　　G－12

Administration　of
Monkey　Feces＊＊

Days

1

3

5

8

14

21

28

CHA　excreted

　in　Urine

　（n、9／day）

Contro1

　十　　　　　　　　十

7．05　　　　　十　　　　　3．64

11．34　　　0．10　　32．64

2．03　　　　　十　　　　22．0

14．40　　　0．20　　　1．00

2 1 3

G－13　　Gの14　　G－15　　G－16　　Gの17　　G－18

Oral　administration

十

十

十

●

十

0．69

2．15

8．40

2．10

0．10

十

十

IntrOduction　into

　　caecum

5．44　　　0．10　　　0曾10

31．52　　　　0．43　　　　0．25

44．16　　　2．64　　　0．43

56．56　　　7．60　　11．04

28．20　　18。00　　35．50

18．47　　33．60　　　33．28

30．96　　21．12　　33。12

＊　AU　animals　tested　were　Qrally　administered　with　o．59／kg　of　CHS・Na　every　day。

＊＊@0．5gram　of　feces　of　monkey（M1）excreting　CHA　in　urine　wa＄administered　orally　or　introduced

　　into　caecum　in　the丘rst　day。　The　control　was　administered　no　feces．

十：Trace　orく0．11ng　of　CHA．　一＝not　detected。

らにCHA陽性を示した両飼料群を比較すると前者で

はCHA量が少なく，かつ排泄も不規則であるのに対

し，後者ではCHA量も多く，排泄の期間も長く持続

し，飼料別による差が顕著に認められた．（Table　2）

　〔モルモット〕各飼料群3匹づっに対し，M1（32

m9！尿30　m～）の糞便。．59を初日のみ経口投与し，

21日間CHS・Na　O．5　gの連続経ロ投与した結果，い

ずれの個体もCHAを排泄したが両飼料群間に顕著な

差は認められなかった．（Table　3）

　〔ラット〕第一群と全く同様に用意したラットに対

し，Ml（CIIA　48　nlg／尿30　m1）の糞便0・59を初

1」のみ経rl投ワし，28日間CHS・Na　O．5　gの連続経

口投与した結果，サル飼料群の方が企期間を通して

CHAを多く排泄し，両名に顕著な差が認められた．

（Table　4）

　（3）M1の糞便盲腸内寸按注入：第三群

　〔ウサギ〕　麻酔開腹したウサギに対し，M1（CHA

15．5mg／尿30　m1）の糞便19を10　m’の生理食

塩水溶液として初口のみ盲腸内に直接注入し，CHS・

NaIgを2δけ問連続経口投与・した結果，両飼料群

とも投与第1日よりCHA陽性となり，28日間を通し

てすべての個体から排泄され，第二群と比較してもか．

なりの高濃度であった．また両飼料群を比較すると前

半においてはCHAの排泄に余り差は認められない

が，後半に至ってサル飼料群が優位を示し，量的にも

持続する傾向が認められた．なおR－9は投与第1日

が1日尿中CHA　O．35　mg，以降日数の経過と共に増

加し，第8日には45．6mgと最：高に達した，このウ



林ほか：サイクラミン酸ナトリウムの代謝に関する研究（第1報） 17

Table　4． Effect　of　Administration　of　Monkey　Feces　and　Commercial　Diet　on　Urinary

　　　　　　Excretion　of　Cyclohexylamine　in　Rats＊

Commercial　Diet

Group　No

Administration　of
Monkey　Feces＊＊

Days

1

3

5

8

14

21

28

CHA　excreted

　in　Urine

　（mg／day）

for　Rat

1

Control

十

〇．11

0．52

4．85

7．44

7．13

8．4

2

　Oral　ad－
mlnlstratlon

十

〇．16

0．65

2．02

2．89

3．3

2，39

3

Introduction

lnto　caecum

　十

〇．81

15．46

10。18

2．36

16。86

3．35

for　Monkey

1

Contro1

0．27

0．93

4．06

5．19

4．8

7．81

7．52

2

　Oral　ad・
mmlstratlon

0．35

2．07

4．97

8．82

11．03

7。58

5．3

3

Introduction

into　caecum

0．1

1．18

8．25

8．71

9．55

12．08

8．47

＊　＊＊　The　same　as　in　Table　3．
ロ

Values　in　Table　showed　the　amounts　of　CHA　per　rat． 十＝Trace　orく0．1　mg　of　CHA．

サギは第10日より下痢をはじめ食思，飲思共に不振，

次第に衰弱が激しくなり第15日に驚死した．

（Table　2）

　〔モルモット〕　M1（CHA　70．4　mg／尿30　mのの

：糞便0．5gを初日のみ盲腸内に直接注入し，　CHS・Na

O．59を28日間連続経口投与した結果，両飼料群と

も投与第1日目りCHAの排泄が顕著にあらわれ，第

3，第5日とCHA量も急速に上昇し，サル飼料群で

は第8日まで上昇が認められた．また両飼料群を比較

するとモルモット飼料群は後半からCHAの排泄が減

少するのに対し，サル飼料群では後半に至っても排泄

量の減少が認められなかった．特にG－16は投与第1

日で5．44mg／1日目を，第8日には最高の56・56　mg／

1日尿のCHAを排泄し，他のモルモットと比較して

最：も顕著であった．（Table　3）

　以上モルモットの第一，第二，第三群の結果を飼料

群別に各群の1匹あたりの平均CHA量として図示す

ると両飼料群間の差および糞便投与方法による違いが

明らかである．（Fig．2）

　〔ラット〕M1（CHA　4．8　mg／尿30　m’）の糞便

0・59を初日のみ盲腸内に直接注入し，CHS・Na　O．5　g

を28日間連続経口投与した結果，ラット飼料群は第

3日に15．461ng／1日尿を，第21日に16・86　mg／1

日尿を排泄したが，この群は28日間を通してCHA

量の増減が著しかった．これに対しサル飼料群では第

21日までCHA量が上昇し，最高12．08　mg／1日尿

を排泄：した．ただしこの群では投与第2日に1匹つつ

艶死したので4匹の平均値である．（Table　4）

　〔サル〕　麻酔開腹したクロザルに対してM1（CHA

4．8mg／尿30　m’）の糞便1gを盲腸内に直接注入

し，CHS・Na　lgを28日間連続経口投与した結果，

投与第1日はCHA　O．19　mg／1日尿）というわずかな

量であったが第3日より急速に上昇，第5日にはCHA

134．16mg／1日尿と最高に達し，以後かなりの増減は

あるが第28日まで排泄が続いた．

考 察

　腸内微生物によるCHS・NaのCHA転換説を究明

するには，まず次の2つの手段が考えられる．その1

つはサルに対しCHS・Naを経口投与し，確実に尿中

にCHAを排泄しているサルの糞便をCHA転換菌の

源とみなして，この糞便をウサギ，モルモット，ラッ

トに投与することである．他の1つは飼料成分の異な

る飼料（サル固形飼料）で飼育したウサギ，モルモッ

ト，ラットにCHS・Naを経口投与した場合・果して

各動物心用市販固形飼料で飼育したこれらの動物と

CHAの排泄に相違点が認められるかどうか，換言す

れぽ飼料成分をかえることでCHA転換菌がこれら動

物の腸管に定着可能になるかどうかということであ

る．すでに片岡ら1りは動物飼料成分をかえることによ

って腸内細菌叢の変動を認めており，また著者ら12）も

モルモットに赤痢菌を投与した場合，飼料をかえるこ

とによって糞便内赤痢菌の生存日数が延長するのを確

認している，つぎにこの2つの手段を組合せた場合，

佃々の実験例よりもさらに明確な成績が得られるので

はないかと考え，CHA排泄サルの糞便を飼料成分を

かえて飼育したウサギ，モルモット，ラットに経口投

与あるいは盲腸内直接注入をおこなって，CHS・Naの

み経口投与の対照群と比較してみた結果，CHA転換

菌はサル，ラットの腸管に常在し，各動物種用市販固
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Fig．2．　Average　amounts　of　cyclohexylamine

　excreted　in　urine　of　each　group　of　guinea

　pigs

　Feed　for　monkcy

　×一×The丘rst　group；administered　orally

　O，5　g／kg　of　sodium　　cyclohexylsulfamate

　（CHS・Na）

　●一●The　secondgroup：adminis†ered　ora1・

　1yO．59／kg　of　CHS・Na　andO．5gof　feces

　of　monkey（M1）

　○一〇The　third　group：administered　oraレ

　ly　O．5　g／kg　of　CHS・Na　and　introduced　O，5　g

　of　feces　of　monkey（M1）into　caecum

　Feed　for　guinea　pig

　x一一×The　first　group；administered　orally

　O，5g／kg　of　CHS・Na

　●・」●The　secondgroup：administeredoral岬

　1yO．5g／kgofCHS・Na　and　O．5gof　feces

　of　monkey（M1）

　○。一〇The　third　group：administered　ora1・

　1y　O，5　g／kg　of　CHS・Na　and　introduced　O．5　g

　of　feces　of　monkey（M1）i【1to　caecu皿

形飼料で飼育されているウサギ，モルモットの腸管に

は常在せず，これら動物の腸管内容物をかえた場合（動

物蛋白を多く含む飼料の給露）のみ定着が可能になる

ある種の菌と推定された．

結 語

　（1）サル4匹に1～159のCHS・Naを60日間連

続経口投与した結果，19投与例が尿中にCHAを多

量にしかも長期にわたって排泄した，つぎにこれらの

サルに70日のCHS・Na投与の中止期間を置いて再

投与を試みた結果，初回と同様な成績が得られた．

　（2）サル固形飼料で飼育したウサギ，モルモットに

M1の糞便を盲腸内に直接注入した例が最もCHAを

多量にしかも長期にわたって排泄した．

　飼料別による差は各種動物用捨賑固形飼料と比較し

て，特にサル固形飼料飼育ウサギの糞便経口投与例，

サル固形飼料飼育モルモットのCHS・Naのみ経口投

与例で顕著に認められた．

　（3）糞使を盲腸内に直接注入したサルは最高134．16

mg／1日尿のCHAを排泄：した．

　以上の実験結果からCHS・NaのCHA転換には腸

管内に生そくする微生物が関与していると推定した．

　稿を終るに臨み，終始御指導を賜わった国立衛生試

験所，医化学部長山羽力博士ならびに実験に際し，い

ろいろ御便宜を計って載いた食品添加物部辰濃隆技官

に深甚なる謝意を表します．なお本研究の一部は昭和

45ならびに46年度国立衛生試験所特別研究費によっ

ておこなわれた．
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フェライトの毒性に関する研究

鈴木幸子・川崎　靖・米丸　寛・小林和雄・戸部満寿夫・池田良雄

Toxicological　Study　on　Ferrites

Sachiko　SuzuKI，　Yasushi　KAwAsAKらHiroshi　YoNEMARu，

　Kazuo　K：oBAYAsHI，　Masuo　ToBE　and　Yoshio　IKEDA

　Acute　and　subacute　toxicity　studies　on　four　fe面tes（Fe，　Cu，　Mn　and　Ni）were　carried　out　in　the　mouse

and　rat．

1．Oral　LD500f　each　ferrites　was　more　than　209／kg　and　109／kg　respectively，　in　mice　and　rats　of

　both　sexes．

2．　The　procedures　of　subacute　toxicity　test　were　as　follows．

　Five　groups　of　10　male　and　female　rats　were　used。　Four　ferrites　were　suspended三n　the　solution

　containing　2％of　starch　and　o。20％of　sodium　arginate　at　a　level　of　40　w／v％．　The　suspension　of　1・25

　m1／100　g　was　administered　to　the　rats　by　stomach　tube　once　a　day　for　one　month．

　Aslight　decrease　of　body　weight　in　all　ferrites　groups　was　noted．　However，　no　signi丘cant　changes

　due　to　the　administration　of　ferrites　were　observed　in　general　appearance，　organ　weight，　apd　histo・

　pathological　examination　of　the　animals　of　all　groups．　A　decrease　of　Ht．　values　of　Cu・ferrite　and

　Fe－ferrite　groups　was　observed，　and　in　the　female　rats　of　Fe－ferrite　group　an　increase　of　transaminases

　was　found．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1973）

序

　現在，胃腸管系のX線造影剤として硫酸バリウムが

広く利用されている．しかし，硫酸バリウムでは服用

量が比較的多く，しばしば嘔吐あるいは便秘を生じ，

三栖者や衰弱した人等には使用し難いこと，又目的と

する場所に望む量の硫酸バリウムを付着させることが

困難であるから，小さい患部を発見したり，病状を適

確に診断するには高度の技術が必要とされているこ

と，またさらに一回の診察でも殊に腸管の場合などで

はX線照射を繰返さなければならないために，患者の

被曝線量が多くなることなどの欠点があげられる．こ

れらの欠点を補うために約10年前からX線吸収能を

有し，かつ磁性のある粉末を患者に飲ませ，外部から

磁石で目的二二にだけその磁性粉末を付着させたり，

あるいは付着量を調節することが試みられている．こ

のために，細かい鉄粉あるいは鉄の微結晶などが用い

られたが1）・2）鉄粉は胃液に容易に溶解するので広く実

用化されるに至らなかった．

　その後，X線吸収率が勝れ，磁性が強く，しかも酸

やアルカリに溶解することが少いフェライ1・の利用が

注目されるようになった3）・4）．理化学研究所・磁性研

究室では，胃腸管系へ適用した場合，溶解性が少な

く，かつ造影能のすぐれた各種フェライトX線造影剤

を試作した．そこで著者らは試作したX線造影用フェ

ライトについての生物学的作用，ことにその毒性を明

らかにするため，マウスおよびラットによる急性およ

び亜急性毒性試験を行なった．

方 法

1）　検体およびその投与法

理化学研究所磁性研究室から提供された4種のフェ

ライト　（Table　1）を澱粉2w／v％とアルギン酸ナ

Table　1．　Compositions　of　Four　Ferrites

ferrite CQmposltlon

A－M MnO　30　mol％

ZnO　20　〃

Fe203　50　　〃

B－N Nio　　25　mol％

ZnO　25　〃

Fe20350　〃

C－C CuO　25　mo1％

ZnO　　25　〃

Fe203　50　　〃

D－F FeOFe203　50　mol％

ZnO・Fe203　50　　〃
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Table　2．　Procedures　for　Acute　Toxicity　Test　in　Mice　and　Rats

compound
animal dose

specles sex number　　volume（m〃10　g）　concentration（％）

　　　2％starch
　　O．2％Na－arginate

　　　A－M

I　　　B－N

　　　C－C

　　　D－F

mlce

　ノ！

　〃

　〃

　〃

both

　Zノ

〃

〃

〃

10

〃

〃

〃

〃

0．5

　〃

　〃

　〃

　〃

10

〃

〃

〃

〃

　　　A－M
II　　　～

　　　D－F

mice both 5 0．1 40

　　　A－M
m　　　　～

　　　D－F

mlce both 10 0．5 40

　2％　starch

O．2％Na－arginate
　　～

　D－F

rats bQth 8 0．25 40

Table　3．　Procedures　for　Subacute　Toxicity　Test　in　Rat

compound
Anima1 Dose

sex number　volume（m1／100　g） COnCentratlOn

　　Total
　ferrites（9）

male　　fe　male

　2％　starch

O．2％Na・arginate

　　A－M

　　B－N

　　C－C

　　D－F

both

〃

〃

〃

’ノ

10

〃

〃

〃

〃

1．25

〃

〃

ノ！

〃

40

〃

〃

〃

〃

0

34．0

32，7

34．2

32，9

0

24．1

24．3

25．1

24．3

トリウム。。2w／v％を含む溶液に10および40　w／

V％の割合に懸濁して用いた．

　急性試験ではマウスおよびラットを6時間絶食させ

た後，Table　2に示す量の検体を一回経口投与し，ま

た亜急性試験ではTable　3に示すように毎日一回検

体を40w／v％含む懸濁液を体重100　g当り1，25　m1

の割合で30日間経口投与した．

　2）動物

　市阪のdd系マウスおよびウィスター系ラットを使

用し，急性試験ではTable　2に示す群別を，また亜

急｛生試験ではTable　3に示す通りの群別を行なった．

　3）　観察および測定

　急性試験では，検体を一回投与した後2週間飼育し

て，一般症状を観察し，さらに2週間目に動物を解剖

して肉眼的病理倹査を行なった．

　また亜急性試験では，摂水量，一般症状，死亡率，

および体重を調べ，さらに1ヵ月目に動物の半数（各

群雄雌それぞれ5匹）を十割し，次の諸検査を実施し

た．

血液形態学的検査として赤血球数，白血球数の測定

（ミクロセルカウンター），ヘマトクリット値（毛細管

法），ヘモグμビン量（シアンメトヘモグロビン法），

生化学的検査として総蛋白量　（ビューレット法），ア

ルカリフォスファターゼ：AIP　（K：ing＆Kind法）

トラソスァミナーゼ：GOT，　GPT（Reitman　Frankel

法）脳，肝，腎，脾中の重金属の定量（原子吸光法）

臓器重量ならびに病理学的検査として肉眼的，組織学

的検査を行なった・

　なお，残り半数の動物は検体投与を中止して1ヵ月

間経過を観察した後解剖し，上述の検査と同様の諸検
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査を実施した．

結

1急性試験
1・L　マウスによる試験

果

　2週間の観察期間を通じていつれの群でも対照群と

比べ，特に記すべき症状の発現は認められない．動物

の死亡数は，実験1，即ちフェライトとして59／kg

を投与した群では0，実験II即ちフェライトとして

49／kgを与えた群ではD－F群の雌iで4日目に1例，

また実験III即ちフェライトとして209／kgを与え

た群では同じくD・F群の雌で2例である．

　2週間目に生存動物を解剖し肉眼的に臓器並びに組

織の状態を検査したが各群とも検体投与によると考え

られる変化は見られない．又，途中死亡例の死因につ

いては，肺および腋下部に検体の存在が認められたこ

とから投与操作のミスによるものと推定される．

　2・2．ラットによる実験

　2週間観察したが，特に記すべき症状の発現はなく

死亡例は3日目で対照群の雄，6日目にC－Cの雄に

各々1例認める．

　2週間目に生存動物を剖検したが，平群とも検体投

与によると考えられる変化は認められない．又途中死

亡例にはいつれも肺炎が認められる．

　又顕徴鏡的検査においても，マウス，ラット共に対

照群と各処置群との間に差を見ない．マウスおよびラ

ットともに経口投与によるLD5。値の算出はできなか

ったが，少くともそのLD50値はマウスで20　g／kg，

ラヅトで109／kgを越える量にあると考えられ，い

つれのフェライトもその急性毒性は弱いと判断され

る，

　II亜急性毒性試験

　1）　一般症状および死亡率

　一般症状についてはいずれのフェライト群でも対照

群と比べ特に記すべき症状の発現は認められない．死

亡例はA・M群で18日目に雄で1例，C－C群で11，

17日目に雄で1例ずつ，D－F群で26日目に雄で1例

に見られ，いずれの動物でも肺内に検体が充満してい

る．

　2）　体重

　Fig．1a，　bに示す通り雄では各検体ともに，全期間

を通して対照群に比べ増加の抑制が見られ，特に15日

目頃まではB－N群で抑制が強く，また15日目以後

はD・F群で抑制が強い．30日目頃では』A－M群，

C。C群は対照群と大差を見ない．

　雌については投与後1週間各検体ともに，わずかに
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抑制されるが2週間目頃より回復しその後は対照群を

むしろ上廻わる増加を示す．

　3）　血液形態学的検査

　Table　4に示すように30日目で赤血球数および白

血球数に著変を見ないが，ヘマトクリット値では，雄

のB－N，C－C，　D－F群で有意の低下を，また雌のA・

M，C£，　D－F群でも有意の低下が見られる．ヘモグ

ロビン量はいつれの検体投与群でもわずかに減少の傾

向を見る．

　60日目ではヘマトクリット値が雄のB－N，D－F群，

雌のB－N群で有意の低下を示す．

　4）血液生化学的検査（Table　5　a，　b）

　雄では，30日目でA－M群のGPTで有意の減少，

60日目のA－M群でGOTの有意の減少を示す・

　雌では30日目のD－F群で総蛋白の有意の上昇，

A－M群でAIPの有意の減少，　D－F群では，総蛋白

およびGOTの有意の上昇を示す．

　60日目では，全群でGPTの有意の減少が認めら

れる．

　5）　臓器内重金属の測定

　フェライトを投与することによる生体内の重金属特

にマンガン，亜鉛，銅および鉄の分布に影響があるか

否かを調べる目的で，雄について脳，肝，腎および脾

の4臓器と血清および赤血球について検査した．その

結果はTable　6　a，　bに示す通りである．



22 衛生試験所報事 理91号（1973）

Table　4a．　Morphological員ndings　of　blood　at　30　and　60　days

Male Red　ce11
　×104

White　cell

　×102
Ht
％

Hb
mg／dl

　　　　　Cont

　　　　　A－M

30days　B・N

　　　　　C。C

　　　　　D－F

766．0±　59．83

761．0±102．63

740．5→一　33．67

776．3＋195。3

743．6±　67．39

181．1＋40．43

159．8＋22．26

160．3＋37．44

182．0＋58．22

138．3十32．17

54．80　　一」一2．80

51．50　　＋4．64

47．10＊＊＋2．95

46．38＊＊一←3，42

48．00＊＊＋3．04

16，61＋1．57

16．46±1．58

15．16一←0．85

15．97＝ヒ0．94

15。81＝ヒ0。73

　　　　　Cont

　　　　　A・M

60days　　B・N

　　　　　C。C

　　　　　D・F

812．2＋　41．23

797．3＋　46．74

815．5＋128．4

833．8＋　58．12

812．9＋　23．34

163．2＋60．99

181．8十44．82

189，2＋59．05

149．5＋29．11

163．3＋59。38

54，00　　一←2．85

48．13　　＋5．36

46．93＊＊＋3．97

49．76　　＋6．08

46．75＊＊一←1．50

17．97±2．15

15．83一←0．70

16．59±0．44

17．53±1．24

16．19＝ヒ1．14

Figures　indicate　average±S．D．　　＊＊：P〈0．01

Table　4b．　MorphoIogical∬ndings　of　blood　at　30　and　60　days

Female Red　cell
　×104

White　celI
　×1（界

Ht
％

Hb
mg／d！

　　　　　Cont

　　　　　A・M

30days　B－N

　　　　　C・C

　　　　　D・F

751．4＋45．84

734．3＋161．46

697．9→・　60．06

706．2＋　46．60

691．2＋　44．69

141．6＋33．72

145．7＋　9，08

125．5＋38．15

132．4＋36．51

145．7±23．37

51．60　　＋3．52

45．63＊　±1．46

47．50　　→一6．82

47．OQ＊　＋1．22

44．60＊　÷3．97

16．22十1．26

14．61÷・0．76

15．59→一1．38

15．27＋0．91

15．89＋1．07

　　　　　Cont

　　　　　A－M

60days　B－N

　　　　　C・C

　　　　　D－F

793．7＋　96，74

801．9＝ヒ50．62

747．0±　49，05

805．8±　82．42

710．4＋45，97

157。4±34．20

163．8十23．Q6

166。4＋19．72

134．7一←21．52

165．6＋40．60

51，30　　一←4．00

47．80　　一÷一〇．45

45，30＊＊一手一2．36

49，60　　±2．95

47。60　　＋1．92

16．17÷1．53

16．15＋0．65

15．57＋0．61

16．57＋1．16

15．25＋0．74

Figures　indjcate　average±S。D．　　＊：Pく0．05　　＊＊＝P＜0．01

　30日間連続投与した場合腎でA・M群の鉄が有意の

上昇，脾でD－F群の鉄が有意の上昇を示している．他

の金属の測定値には対照群と比べ差を認めない．

　30日間フェライト投与後30日間普通飼料にもどし

た群については各群ともに，いつれの金属にも：有意の

変化は認められない．

　6）臓器重量

　対照群と比べ，いずれのフェライト投与群にも有意

の差を見ない．

　7）　肉眼的および組織学的検査

　いつれの群でも対照群に比べ殆んど差がなくフェラ

イト投与の影響を見ない．

考 察

　磁性体を動物に与えてその毒性を調べた報告は現在

認められない．しかし，このことは磁性体の人体への

応用がこれまで殆んどなく，僅かにベットに磁石を仕

込むとか，あるいは磁気バンドと称する腕輸をするな

どの利用が一種の健康法として行われただけで，少く

とも磁性体を体内に適用することが考えられなかった

ためでもあったに違いない．

　Freiら（1968）はMg－ferriteを消化管用のX線造

影物質として用いることを試みたが，詳細な報告を行

なっていない．

　杉本らは，各種のフェライトを作製し，X線吸収能，

磁性強度，および人工胃液に対する溶解性を試験し，
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Table　5a．　Blochemical　anaIysis　of　serum　at　30　and　60　days

Male
Protein
9／d’

　　AIP
n1細るpheno1／d’

GOT
u．

GPT
u。

　　　　　Cont

　　　　　A－M

30days　B－N

　　　　　C－C

　　　　　D・F

8．44＋0．89

8．37＋0．92

8．19一ト1．22

7．97＋0．49

7．73一畢一〇．71

29．22＋11．19

38．73＋　7．33

33．76→一16，49

24．05＋15．00

29．91一「一11．63

236．60　　±42．15

237．80　　±16．12

222．60　　＋25．53

239．50　　＋38．39

247．81　　＋38．43

33．60　＋4．39

27’60＊＋　3．58

32．40　＋　5．86

26．25　＋　5．85

36．00　＋　9．19

　　　　　Cont

　　　　　A・M

60days　B－N

　　　　　C－C

　　　　　D－F

8．20→一〇．33

8．13一←0．33

8．34＋0．70

8．25±0．33

7．57＋1．57

28．17＋14．56

32．03±　7．96

33．07＋14．88

24．94＋11．23

25．17一←11．63

269．25　　＋46．50

173．25＊＊一←11．96

238，80　　±62．71

225．00　　±62．76

239．25　　一ト35．19

31．75　一←　5．56

28．00　＋　5．94

37．40　＋　7．83

32，50　＋10．41

36．00　＋4．24

Figures　indicate　average±S．D．　　＊：Pく0．05　　＊＊：P〈0。01

Table　5b．　Biochemical　analysis　of　serum　at　30　and　60　days

．一＿　．．二　7一　｛一＿＿

　　　Fema】e
Protein
9／d1

　　AIP
mg。　pheno1／d’

GOT
u．

GPT
u．

　　　　　Cont

　　　　　A－M

30days　B・N

　　　　　C－C

　　　　　D－F

7．74　±1．40

9．08　＋0．50

9．32　＋1．16

9．25　＋0．46

9。51＊±0．47

33．62　　＋　5．24

23．19＊＊＋　5．04

22．35

32．51

31．79

9．76　±0．61

8．85　＋0．54

9．74　＋0．59

9．13　一←1．59

9．15　＋0．57

＋12．68

＋13．93

＋11．16

　　　　　Cont

　　　　　A・M

60days　B・N

　　　　　C－C

　　　　　D－F

200．80　　＋20．04

212．75　　＋45．51

205．20　　＋23．26

215．20　　＋36．49

270．60＊＊一ト31．49

36．20　　一←10．16

35．60　　＋　7．16

43．60　　一ト　5．55

44．40　　＋　5．08

51．40＊　＋　8．99

18．08

24．34

17．13

21．99

28．52

＋8．07

＋9．32

＋3．60

＋16．49

＋11．48

212．25　　＋25．85

216．00　　一←22。72

222．40　　＋34．32

187．80　　＋32．39

203．40　　＋28．49

41．80　　一ト　8．23

28．20＊＊一←　6．46

24．80＊＊＋　3．90

25．00＊＊＋11．34

27．60＊＊一←　6．70

Figures　indicate　average±S，D．　　＊＝Pく0．05　　＊＊：P〈0．01

今回われわれが試験した4種のフニライトが人に適用

可能なものとして選んだ．

　4種のフニライトは各々マンガン，ニッケル，銅お

よび鉄を主体とするものであるが，共通して亜鉛およ

び鉄を含む化合物である．従ってもし，これらのフェ

ライトが吸収過程あるいは体内において分解すること

があれば，その生物学的作用は複雑なものになること

が考えられよう．一方，このような重金属無機化合物

の吸収は極めて悪く，1回の投与ではその生物学的作

用があるとしても検知することは難かしいことも予測

された．

　4種のフェライトのマウスおよびラットの1回経口

投与の成績は後者の推測を裏付けるものであり，10～

209／kgの大量でも殆んど見るべき影響が現われなか

った．

　しかし，このように急性毒性が全く認められないも

のであっても，連続して動物に与えた場合には，何ら

かの影響が生ずることは，十分考え得るものであり，

ことに重：金属類の一般的性質として体内蓄積性が高い

ことが知られているものにあっては，もし1回の吸収

量では認めうる影響を生じないようなことがあったと

しても，蓄積作用の出現を予測することは適切である

と考えられた．そこで，4種のフェライトについて5

g／kg／dayを1カ月連続して経口投与したが，同時に

もし動物に何らかの変化が現われた場合それが検体投

与の影響によるか否かを一層明らかにすること，およ

び，生ずる変化が可逆性のものかあるいは非可逆性の

ものかを見るために，用いた動物の半数について換体
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Table　6a．　DistributiQn　of　heavy　metals　in　sQme　organs　at　30　days

Mn
（ppm）

　Zn
（ppm）

Cu
（ppm）

Fe
（ppm）

Brain Cont

A－M

B・N

C・C

D－F

0，82＋0．4

0．61＋0。5

0．73＋0．2

0．67→一〇．2

0．41＋0．3

16．06＋2．9

17．19＋　4。6

14．76＋　2．9

13．54＋　3．6

18．32＋　3．5

5．89＋3．8

4．08＋1．1

4◆59＋3ら6

5．78＋3．4

3．29＋0．3

41．34＋　10．5

43．30一←　　7．6

42．33一｛一　10。2

36，41→一　10．1

38．26＋　　4．2

Liver Cont

A－M

B・N

C－C

DρF

2．84±0．2

2。87±0．7

2．28±0．3

2．39±0．3

2，39±0．8

29．29±14．3

26．67＋　6．9

11．43±　3．9

15．53＋　7．0

15．39＋8．7

4．75＋1．7

3．26±L4

2．34＋0．9

2．97＋0．6

3．28十2．2

60．51一←　　8．1

73．66一←　　7．8

89．80±　41．0

80．87＋　40．2

82．85＋　　3．5

Kidney　　Cont

　　　　A・M

　　　　B・N

　　　　C－C

　　　　D－F

0．72±0．1

1．00±0．2

0．90±0，1

1．03＋0．3

0．60±二〇．3

15．91→一　6．7

18．88±3．2

11．24十2．7

18．14±6．4

12．52±4。4

4．86±1．4

4．73＋0．8

2．93±0．3

5．47＋3。4

5．20＋1．1

32．52＋　　7。5

59．61＊＊±4．9

42．00＋　　7．5

42．05＋　13．7

44．71＋　　8．1

Spleen　　　Cont

　　　　A－M

　　　　B－N

　　　　C－C

　　　　　D－F

0．75±0．5

0．68＋0．2

0．59±0．1

0．74±0．1

0．70±0．6

44．91一←23．3

78．45±58．3

26．63＋2．2

54．49＋27．8

27．76±17．2

3．84＋1．7

1。98＋1．2

1．63±9．8

1．66＋3．3

5．36＋4．1

269，88±　14．8

333．23＋129。6

330．80＋・53．9

422．03＋132．7

385．99＊＊一事一53．49

Serum　　Cont

　　　　A－M
　　　　　B・N

　　　　C－C

　　　　　D・F

0．08

0．08±0．03

0．06±0．（睡

0．09±0．01

0．06±0．04

8．06±6．〔珪

8．58＋　3．78

5．94＋　2．01

8．63±　2，15

6．78±　4．17

1．48＋0．24

1，46一←0．49

1．73一ト0．68

1．42±0．24

1．21±0．28

1．18±

1．26±

1．01±

1，17±

1。08±

Red　cell　Cont

　　　　A－M

　　　　B－N

　　　　C－C

　　　　D－F

0．38＋0．14

0。49±0。39

0．52±0．23

0．54±0．11

0．69±0。51

12．64±　0．76

12．62±　2．53

15．62＋　4．65

14．82±　4．73

14．06±　3．68

0．94±0．71

1，11±0．62

1．36＋0．27

1．82±1，05

1．44±0．47

10．66＋

9．23±

12．89±

15．69＋

15．73↓

0．59

0．61

0．48

0．25

0．73

1．85

2．22

4．46

6．37

5．03

Figures　lndicate　average±S．D．　　＊＊＝＜0．01

投与を中止して，その経過を観察した．

　1ヵ月の検体投与期間中および投与終了時点の成績

では右意の変化としてヘマトクリット値の低下が認め

られた。この変化は雄ではニッケル，銅，鉄群で，雌

ではマンガン，銅，鉄で認められ，銅，鉄群が両性で

共通していた．なおこのようなヘマトクリット値の低

下は投与を中止した後1ヵ月では，ニッケルおよび鉄

群で尚認められ，その低下の持続が推測される．

　この他，トラソスアミナーゼおよびアルカリ性フォ

スファター・ピに若干の有意の変化を示すものがあった

が，いつれも活性低下であり，毒性上の意義は不明で

あった．

　臓器内の重金属測定の結果は，Table　6　a，　bに示す

通りであり，これらの検査結果のうち，1カ月目では

マンガン群で腎の鉄，鉄群で脾の鉄がともに有意の上

昇を示すが，その他には有意の変化を示すものはなく，
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Table　6b．　Distribution　of　heavy　metals　in　some　organs　at　60　days

Mn
（ppm）

　Zn
（ppm）

Cu
（ppm）

Fe
（ppm）

Brain Cont

A。M

B－N

C－C

D－F

0．77＋0．14

0．75±0．21

0．63十〇．10

0．76＋0．22

0．58＋0．09

17．81±　3．8

21．51＋　5．2

16．73±3．1

23．87±　6。7

17。78±　2。1

3，05±0．3

3．69＋1．9

2．73＋0．2

3．18＋0．6

2．64＋0．3

32．34±　　6．9

33．98＋　　9．5

32．93＋　　5．3

43．46＋　20．5

31．83±　7．3

Liver Cont

A・M

B－N

C－C

D・F

2．87＋0．89

2．66±0．17

2．57＋0．99

2．51＋0．07

2．36＋0．51

27．44±　1．7

26．79±　2．9

36．30±2．8

26。60±　2．0

23．64＋　2。7

4．00＋0．1

5．66＋1。2

3．87＋1。2

3。88±1。5

3。20十1。0

74．17±　16．8

73．29＋　　8．9

71．06＋　23。7

86。58＋　20。1

72．70±　　8．3

Kidney　　Cont

　　　　A－M

　　　　B－N

　　　　C－C

　　　　D－F

1．09±0．14

1．02＋0．15

0．99＋0．15

0．99＋0．12

1．02＋0．13

19．48＋　4．8

21。69±　2．0

17．26±　3．6

18．35±　1。6

19．43＋　2．0

6．07→一1．5

7．89±1．8

6．51＋0．4

5．30＋1．1

5．47＋0．9

46．87＋　14．9

48．29＋　　4．3

45．89＋　11．6

51．64±　10．4

47。56±　　9．2

Spleen　　　Cont

　　　　A－M

　　　　B－N

　　　　C－C

　　　　D－F

0．87±0。35

0．64±0．15

0．77＋0，19

0．49＋0．16

0．74±0．08

53．48＋25．3

43．01±　9．1

37．79±17．0

37．25＋　5．2

35．89＋18．3

2．99＋1．3

2．28十〇．2

7．39±4．2

6．44＋1．1

7．82十〇．6

232．9　＋　43．3

299．2　±　61．2

241．5　±130．0

250，9　±　98，7

209．0　±　46．2

Serum　　　Cont

　　　　A・M

　　　　B－N

　　　　C－C

　　　　D・F

0．08±0．04

0．09一←0．02

0．09＋0．05

0．08±0．03

0。09＋0．05

5．93　±　2．53

5．11　±　1．13

4．71　一ト　2．12

2。95　±　0。56

3．06　±　0．74

1．87＋0。75

1．73＋0．18

1．38十〇。13

1．53→一〇，20

1。44一←0．18

1．13＝ヒ　　0，29

0．96＝ヒ　　0．34

1．09±　　0．49

0．75±　　0．29

0．91±　　0．36

Red　cell　Cont

　　　　A－M

　　　　B－N

　　　　C－C

　　　　D・F

0．20＝ヒ0．05

0．25＋0．21

0．22十〇，11

0，11±0，03

0．17±0．05

12。24±　2。58

13．03＋　3．75

12．00＋　1．47

7．81±　1．09

10．58±　1。46

2．20＋1．78

1．73

1．64＋0．81

0．88十〇．31

0．64＋0．06

21。78±　　1．80

20．87±　1．80

20．51±　　1．81

18．92±　　0．61

21．25±　　2．00

Figures　indicate　average±S．D．

また60日目の結果では全く有意の変化例を見なかっ

た．

　しかし，これらの成績を一層明瞭に認識把握するた

めに，その結果をFig．2。に図式化した．この図から，

1ヵ刀目ではいつれのフェライトでも肝，腎，および

脾で鉄の上昇傾向が見られ，また，ニッケル，銅，お

よび鉄群で赤血球中の金属がいつれも高い傾向が見ら

れる．

　また，60日では同じくニッケル，銅，および鉄群で

血清および赤血球中の鉄，銅，亜鉛が逆に低下の傾向

を示す．

　なお，全体的にマンガン群で，測定した4種の金属

の変動が最も低いことが推測された．病理組織学的所

見では，いつれのフェライト投与群でも対照群に比べ

温位が見られず今回用いた4種のフェライトがいつれ

もその毒性に見るべきもののないことを示唆した．
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結 論

　1．4種のフェライトの急性毒性は非常に弱くその

LD50他は，マウスで209／kg，ラットで109／kgを

越える量にあると考えられる．

　2．30日間連続投与した場合黙黙共に4種のフェラ

イトでヘマトクリット値の低下を示し，雄では，B－N，

C－C，D。F群で，雌ではA・M，　C£，　D－F群で，い

つれも対照群に比べ有意の低下を示す。そしてこの低

下は，その後30日を経過しても，雄ではB－N，D－F

群で，依然として続き回復を示さない．

　3．臓器内重金属の分布を1ヵ月間フェライトを投

与した直後および投与中止後1ヵ月間経た時点の2回

測定したが，直後ではいつれのフェライト投与群でも

肝，腎および脾の鉄含旦が対照群に比べ，やや増加の

傾向を示し，また中止後1ヵ月ではマンガンフェライ

トを除く他のフニライト投与群で血清および赤血球中

の亜鉛，鉛，飼および鉄含量が対照群に比べやや低値

を示す．

　4．病理組織学的検査では，いつれのフェライト投

与群でも，対照群との間に著しい変化は認められなか

った．

　終りに．理化学研究所磁性研究室の各位に深く感謝

致します．

　なお．本研究は昭和44年度科学技術庁特別研究調整

費によって行った．
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発熱時における薬物の吸収・代謝に関する研究（第1報）

アセチルサリチル酸の粒子径と薬効，毒性および血漿中濃度との関係

伊丹孝文・吉田　稔・加納晴三郎

Studies　on　the　Absorptioll　and　Metabolism　of　Drug　in　the　Febrile　Anima1．　I

　　InHuence　of　Particle　Size　of　Acetylsalicylic　Acid　on　the　Antipyretic

　　　　　　　　　Activity，　Toxicity　and　Plasma　Concentration

Takafumi　ITAMI，　Minoru　YosH1DA　and　Seizaburo　KANoH

　　We　studied　the　bioavailability　of　some　acetylsalicyllc　acid（ASA）preparations　with　different　particle

size．

　　Antipyretic　activity，　acute　toxicity　and　plasma　concentra亡ion　of　ASA　after　oral　adm至nistration　were

s加died　in　the　normal　and　febrile　rabbit　which　was　injected　by　bacterial　pyrogen，　and　the　following

results　were　obtained．

　　1）ASA　with　the　smallest　particle　size　among　the　three　preparations　showed　the　most　active　anti－

Pyretlc　actlvlty．

　　2）The　toxicity　of　ASA　with　small　particle　size　was　stronger　than　the　others．

　　3）ASA　with　the　smallest　particle　size　showed　the　higher　plasma　concentration　of　ASA　or　salicylic

acid　than　the　others　in　the　both　of　normal　and　febrile　rabbit．

　　4）　The　higher　plasma　concentration　of　ASA　of　three　preparations　were　observed　in　the　febrile

rabbi亡than　the　norma1．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1973）

　従来より，市販のアセチルサリチル酸（ASA）製剤

の薬効は，ばらつきが大きいといわれてきた．野上ら1）

は種々の粒子径のASAをヒトに経口投与した時の血

中の総サリチル酸濃度を測定した結果，粒子径が小さ

くなるにしたがい高い血中濃度が得られた。このこと

より，市販品の薬効の相違は主として粒子径の差に由

来するものであろうと考察している．

　また他の難溶性の薬物についても同様の報告2幽5）が

多い．この原因について掛見ら6）は粒子径の大小から

生じる溶解速度の差がin　vivoでの吸収速度に影響を

与えるためであると推定している．

　一方，薬物の効果，吸収，代謝および排泄などは投

与される生体側の状態により著しく異なるものと考え

られる．特に薬物は病的な状態で投与されることが多

いことから，これらの検討も必要であると考えられる．

　以上より，薬物の効果および生体内での挙動につい

ては，粒子径などの製剤的因子と投与時の生体の状態

を考慮した検討が必要であると思われる．

　本論文において，著老らは細菌性発熱物質を与えた

発熱家兎を用い，種々の粒子径のASA標品について，

その薬効，毒性，血漿中濃度などについて比較検討し

たので報告する．

実験材料および方法

　1）　アセチルサリチル酸（ASA）

　実験に供した各ASAの粒度分布をTable　1に示

した．ASA－1はエビス薬品製，　ASA・IIは三井東圧製

の局方品である，さらに粒子径の小さいASAを得る

ために，ASA－IIを磨卜し，ふるいで粒子径を調整し，

ASA・IIIとした．いずれもASA含量は99．5％以上

であった．

　2）細菌性発熱物質①PS）

　丑co’f　UKTB株の乾燥菌体よりWestphalら？）の

方法に多少の変更を加えた加納ら8）の方法にしたがい

精製LPSを得た．

　3）家兎

　2．5～3．Okgの雄性家兎を用いた．16時間絶食させ

実験に供した．

　4）　体温の測定および発熱量（FI・5）の計算

　加納ら8）の方法にしたがった．

　5）　家兎に対する経ロ投与

　ASAを500　mg／10　mJ／kgになるように0．25％ア

ルギン酸ナトリウム溶液に懸濁させ，約30cmのカ

ニューレを用いて経口投与した．

　6）　ラットおよびマウスに対する急性毒性（LD50）
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Table　1．　Distribution　of　particle　s量ze　in　the　three　acetylsalicylic　acid（ASA）preparations

Preparation
＜50

　　　　Particle　size（mesh）

50－100　　　　　100噌150　　　　　150－200 20〔ト250 250〈

ASA－I

ASA－II

ASA－III

89

30

0

11

37

0

0

17

61

0

13

39

0

3

0

0

0

0

Every　numbers　represent　the　percent　distrlbution　of　the　preparatiQns

ASA－1＝produced　by　Ebisu　Yakuh三n　Co。，

ASA・II：produced　by　Mitsuitoatsu　Co．，

ASA・III＝prepared　from　ASA－II　by　pulverizatiQn

　（i）　ラット経口投与時の工D50

　種々の旦のASAを5m’の0．25％アルギン酸ナ

トリウム溶液に懸濁させ，1群5匹の雄性ラットに経

口投与した。48時間後にその生死を判定し，Litch一

丘eld－Wilcoxon法9）にてLD5。を算出した。

　（ii）　マウス腹腔内投与時のLD5G

　ASAを少量の水に懸濁させ，氷冷下で水酸化ナト

リウム溶液を徐々に加えて溶解させた．この操作中，

溶液のpHは7を越えないように注意し，最終のplI

は6－7であった．

　直ちに必要な濃度に希釈し，その0．5mJを1群5

匹の雄性マウスに腹腔内投与した．24時間後に生死を

判定し同様にLD5。を計算した．

　7＞　血漿中ASAおよびサリチル酸（SA）の定量

　Rowlandら10）の方法に多少の変更を加え，つぎの

ように行なった．

　家兎耳穀静脈より採血した血液に，直ちに50％フ

ッ化カリウム溶液およびヘパリン溶液（1000units／

1nのをそれぞれ100分の1容量加え，氷冷する．冷却

下に遠心分離し血漿を得た．この血漿0．5m1に5％

硫酸水素カリウム溶液0．5mJを加え，エーテル8m’

で抽出する．エーテル層を遠心分離し，ASAおよび

SAの定量に供した．

　（i）ASAの定量

　エーテル抽出液5m1にべソゾフェノン・エーテル

溶液（5μg／mZ）1mZを加え，42。の水浴上で約50

μ1まで濃縮する．つぎにビス（トリメチルシリル）

アセトアミド・二硫化炭素溶液（20μ1／m1）1m’を

加え，55～60。の水浴上で約50μ’まで濃縮する．こ

の濃縮液をガスクロマトグラブィーの試料とした．得

られたクロマトグラムよりASAとべソゾフェノンの

ピーク而積の比を求める．別に既知量のASAについ

て同様の操作を行ない，得られた結果を比較し，血漿

中のASA濃度を求めた．ガスクロマトグラフは

Perkin－Elmer　900型，水素炎イオン化検出2：｝を使用

し，カラムは3mm×2mガラスカラム，充填剤5％

OV・17（Shimalite　W　80－100　mesh），カラム温度，

190。，キャリヤーガスとして窒素を用い流量30mJ／

minの条件にて行なった．

　（ii）SAの定量

　エーテル抽出液0．5mZを0．1　Mリソ酸緩衝液（pH

7．0）5m’で再抽出する．エーテル層を除いた後，窒

素ガスを通じて溶解しているエーテルを可及的に除

く．この溶液の蛍光を日立分光蛍光光度計MPF－2A

型で測定した．励起波長300mμ（未補正），蛍光波長

4081nμ（未補正）で行なった．この蛍光強度を濃度

既知のSA溶液のそれと比較し，血漿中のSA濃度

を求めた．

実　験　結　果

　1．家兎における解熱効果

　家兎にLPS（0．2μ9／kg）を静注し，直ちにASA

（500mg／kg）を経ロ投与した。そのときの発熱曲線

をFig．1・（a）に示した．各発熱曲線はそれぞれ尿兎

4～5羽の体温の平均を示した．

　すなわち，体温はLPSの投与により2。の上昇を

示したが，ASA投与を行なうと，初期にはASA・II

およびASA・IIIは著しく体温の上昇を抑制するが，

粒子径の大きいASA・1では効果が認められない，ま

たASAの投与後2時間以後ではASA－IIIおよび
ASA・IIの場合は対照と平行して体温が上昇するが，

ASA－1では体温の上昇を抑制する傾向にあった．得

られた発熱曲線より計算した発熱量はFig．1・（b）に示

すようにASAの粒子径が小さくなるにしたがい小さ

い値を示した．

　以上の結果，ASAの解熱効果は粒子径が小さいほ

ど強く，かつ効果の発現もすみやかであった．

　II．ラットおよびマウスにおける急性毒性

　解熱効果が強く，かつ，効果の発現が速いことは，

他面では毒性が増強されている可能性が考えられるた



伊丹ほか：発熱時における薬物の吸収・代謝に関する研究（第1報） 29

P

2．0

1．0

（a） （b）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3
　　　　　　　　　　　　　　　　…tr・1　　　　　　　よ40
　　　　　　　　　　　　　H　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　〆π1へ・　　　　　　　　　話3。

　　　　　〈v／・万＼黙　　　　1，。

　　乙・一ノ　　　＼　　　三1。

をレノ
，’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　1 coηtro】III　JIl
　　　　　　　　Time　in　hr

Fig．1．　Effect　of　particle　size　on　the　antipyretic　activity　of　acetylsalicylic　acid（ASA）

　　LPS：0．2μg／kg　Lv．，　ASA：500　mg／kg　p．o，，1：ASA・1，　II：ASA－II，　III：ASA－III

一

め，ASAの粒子径と毒性について検討した．

　種々の粒子径のASAを懸濁液とし，ラットに経口

・投与したとき，およびASAを溶液としてマウスに腹

腔内投与したときのLD50をTable　2に示した．

Table　2．　Toxicity　of　three　preparations　of

acetylsalicylic　acid（ASA）in　ra亡s　and　mlce

Preparation 　Toxicity（LD50）mg／kg

Rats（P．o．）　　　Mice（i。P．）

ASA－I

ASA－II

ASA・III

1400　（1300－1600）　　　900　（840－　970）

1100　（800－1500）　　　920　（850－1000）

1100　（1000－1200）　　　920　（850－1000）

The　ranges　in　parentheses　represent　95％con一

βdence　】imits

’すなわち，ASAを溶液として腹腔内に投与したと

きには，どの漂品もほぼ同じ毒性を示したが，懸濁液

として経口投与したときにはASA－1とASA－IIまた

はASA－IIIとの間に差が認められた．

　以上のように，ASAの薬理効果および毒性が粒子

径の違いにより，かなり変化することから，血漿中の

薬物濃度についても変動があると考えられたので以下

の検討を行なった．

　111．ASA経ロ投与時の家兎血漿中のASA濃度

　（a）正常家兎の場合

　各ASA標品を正常家兎3～5羽に経口投与したと

きの血漿中のASA濃度の平均をFig．2一（a）に示した・

　血漿中のASA濃度は，どの場合についても5～10分

後に最高濃度に達した．最高濃度に達する時間は，粒

子径の大きいASA－1およびASA－IIを投与した場合

は，ASA・IIIの場合に比し，やや遅れる傾向にあった．

　また，最高濃度は粒子径の小さいASA－IIIを投与
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『Flg．2．　Effect　of　particle　size　on　the　plasma　concentration　of　acetylsalicylic　acid（ASA）after

　oral　administration　of　ASA　in　normal　and　febrile　rabbit

　LPS：0。2μg／kg　i．v．，　ASA：500　mg／kg　p．o．1：ASA－1，　II＝ASA－II，　III：ASA－III
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Fig．3．　Effect　of　particle　size　on　the　plasma　concentration　of　salicylic　acid（SA）after　orai　ad『・

　ministration　of　acetylsalicylic　acid（ASA）in　normal　and　febrile　rabbit

　LPS＝0．2μg〆kg　i．v．，　ASA：500　mg／kg　p．o．，1：ASA－1，　II：ASA－II，　III：ASA・III

した場合がもっとも高く，他の標品では低かった．

　（b）　LPSによる発熱家兎の場合

　LPSの静注と同時にASAを経口投与したときの

ASAの血漿中濃度を測定した．各下品につき3～5羽

の家兎を用いて行ない，得られたASA濃度を平均し

たものをFig，2一（b）に示した．

　ASAの投与後，最高の血漿中濃度を示すのは5～10

分後であり，正常家兎の場合と差は認められなかっ

た。しかし，正常家兎の場合に比し，最高濃度はどの

ASA漂品についても著しい増加が認められた．また

この変化は粒子径の大きいASA－1およびASA－IIに

ついて苫明であった．

　IV．　ASA経口投与時の家兎血漿中のSA濃度

　一般にASAは並L漿中です’5やかに水解されSAに

変化することが知られているが，上述の実験において

も，血漿中ASAの消減がかなり速いことは確認し

た。ASAの水解がすみやかであり，かつ生じたSA

はASAと似た薬理効果を示すことより，　SAの血漿

中濃度についても検討する必要があると考え，ASA

投与後の血漿中SA濃度を測定した．血漿中のASA

濃度の場合と同様に家兎3～5羽を1群として行なっ

た．

　（a）正常家兎の場合

　正常家兎にASAを経口投与したときの血漿中の

SA濃度の平均をFig．3一（a）に示した．

　ASA・IIおよびASA－IIIの場合は投与後30分まで

は，血漿中のSA濃度はすみやかに増加するが，それ

以後は1・ヒ較的遅くなる．しかし，ASA－1の場合は30

分以後もほぼ同じ増加速度を示した．

　濃変ばASAの場で7と1言工様に粒子徒の小さいASA・

IIIがもっとも高い値を示した．

　（b）　hPSによる発熱家兎の場合

　LPSと同時にASAを経口投与したときの皿L漿の・

SA濃度を求め，平均値をFig．3一（b）に示した．

　粒子径の違いと血漿中濃度の関係は正常家兎の易合

とほぼ同様であったが，各標品間のSA濃度の差はや・

や少ない傾向にあった．

考 察

　解熱剤の効果の検定には，発熱物質として精製

LPS，試験動物として家兎を用いることの合目的性に

ついてはすでに四尾ら11）によって主張されている．今

回，著老らは解熱剤としてのASAの粒子径と解熱効．

果，急性毒性および血漿中の薬物濃度を，正常家兎と

LPSによる発熱家兎について検討した．

　解熱効果については，粒子径が小さくなるにしたが

い増強きれ，かつ効果の発現が早められるという従来

からの説D・6）を強く支持する糸、畳r果を得た．

　急性毒性については，粒子径の大きいASA一工が他

の2つの標品に比し閉らかに低かった．このことよ

り，粒子径の大きさに起囚する溶解速度の差が吸収速

度に影響を与え，毒性の強さの変化として顕れたもの

と考えられる．

　一方，血漿中の薬物濃度について野上ら1）は総SA．

量にふれているにすぎないが，ASAおよびSAとも

に解熱作用があり，特に前者が強い12）ことから，両者

について検討する必要があると考えられる．今回，著

老らは血漿中のASAおよびSA濃度を測定した結

果，ASA濃度は発熱時の場合が正常時に投与した場

合よりも高い値を示した，しかし，SAの血漿中濃度、
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にはその傾向は認められなかった．

　また，ASAおよびSA濃度は正常時では標品の粒

子径の大小により著しい差が認められたが，発熱時に

はその差はやや縮まる傾向にあった．

　以上のようにLPSの投与によりASAの血漿中濃

度は増加するが，SA濃度はほとんど増加しないとい

う成績は，きわめて興味深い知見である．しかし，こ

の機序についてはLPSの発熱を介しての効果か，ま

たは消化管13）その他に対するLPSの直接作用による

ものかは現在なお不明である．この点については他の

発熱物質を用いて，さらに検討を要する問題であると

考えられる．

総 括

　各種の市阪アセチルサリチル酸（ASA）製剤を家兎

に経口投与したときの解熱効果，急性毒性，血漿中の

ASAおよびサリチル酸（SA）濃度などを，標品の粒

子径との関係において比較測定し，以下の結果を得た．

　1）　粒子径が小さくなるにしたがい強い解熱効果が

認められた．

　2）経口投与時のLD50は粒子径により影響をう

け，粒子径の小さい標品の毒性が強かった．

　3）粒子径の小さい標品では正常時および発熱時と

もに血漿中ASAおよびSA濃度は高い値を示した．

　4）LPSを投与し発熱させた家兎では正常家兎の

場合よりもASAの血漿中濃度は高い値を示した．

　本研究の一部は昭和47年度厚生科学研究費により

行なった．関係各位に深く感謝致します．
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幻覚剤に関する研究（第1報）

硫酸メスカリンの合成
大野昌子・島峯望彦・高橋一徳

Studies　on　Hallucinogens．1

Synthesis　of　Mescaline　Sulfate

Masako　ONo，　Mochihiko　SHIMAMINE　and　Kazunori　TAKAHAsHI

　　The　most　important　hallucinogens　are　the　phenylalkylamines　with　methoxy・and／or　methylenedioxy－

substituents　in　the　phenyl亘ng，　the　indoles　and　the　tetrahydrocannabinols．　They　are　widely　disthbu亡ed

in　some　kind　of　mushrooms　and　cacti　etc，　of　tropical　area，　and　have　been　used　by　natives　for　tradi－

tional　religious　purpose．

　　These　legend　drugs，　however，　are　often　subject　to　abuse　and　illicit　tra田。．　Hence　speci丘。　method

for　their　identi丘cation　is　essentiaL　In　1971，　Commission　on　Narcotic　Drugs　of　United　Nations　adopted

the‘℃onvention　on　Psycotropic　Substances”．

　　The　purpose　of　our　study　is　to　establish　synthetic　procedures　and　develop　new　identi丘cation　tests

for　mescaline，　dimethyltryptamine（DMT），　diethyltryptamine（DET），　psilocin，　psilocybin，　LSD，2，5。di－

methoxy－4－methylamphetamine（STP），　tetrahydrocannabinol（THC），3一η。hexy1－tetrahydrocannabinol（para－

hexy1＞and　3・κ一（1，2－dimethylhepty1）。tetrahydrocannabino1（DMHP）before　the　convention　is　rati丘ed．

　　Synthetic　procedure　of　mescaline，　an　alkaloid　ofβ一phenylalkylamine　type　and　constituent　of

ムoρんoρ〃。プ（zτ｛〃’σ〃35”，量sshown　in　Fig・1・

　　The　structure　of　the　resultant　crystals　were　con丘rlned　by　UV一，　IR一，　NMR・and　mass・spectrometry．

The　data　of　these　are　also　descdbed．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1973）

　わが国におけるたんでき性薬物関係の事犯は，最近

heroinから大麻および覚醒剤に移り，また幻覚作用

を有する1ysergic　acid　diethylamide（LSD）の不正

取引および自己使用の事例もしばしば生じてきてい

る．

　熱帯地力には，古来から原住民のあいだで宗教的な

儀式や快楽の目的に用いられてきた植物が数多く存在

しているが，その多くがこれらの植物の幻覚作用を生

ずる成分に由来することが次第に明らかになり，近年

これらの成分の多くが化学的に確認され，また合成に

も成功している，その後さらに類似体の合成も試みら

れ，LSD1），3・”一hexyトtetrahydrocannabinol（para－

hexyl）2），　2，5－dimethoxy－4・methylamphetamine

（STP）3）のような自然界にない，かつ強力な幻覚作用

を有する薬物が出現するに至った．欧米諸国において

は，実際にこのような幻覚剤を含め向精神剤の濫用が

社会問題になっており，国連の麻薬委員会でもこの現

状を重視して，1971年，ウィーンにおける全権会議

で「向精神剤に関する条約」を採択した，昨年，わが国

でも，この条約を批准するのにさき立ち，重要と考え

られる幻覚剤10種，dimethyltryptamine（DMT），

diethyltryptamine（DET），　mescaline，　LSD，　psilo－

cin，　psilocybin，　STP，　tetrahydrocannabino1（THC），

parahexy1および3一π一（1，2－dimethylhepty1）一tetrahy－

drocannabino1（DMHP）が選ばれ，鑑定用標準品の

製造，理化学的試験による鑑定法の確立，動物実験に

よる幻覚作用の判定法の確立，幻覚作用を発現する機

序の究明および診断治療法の検索などを検討する一連

の研究が発足し，われわれも標準品製造，鑑定法の確

立および動物実験用試料の提供を担当することになっ

た．

　Mescalineはアメリカ南西部からメキシコ中部以北

に産するサボテソムoρ加劾。耀瞬1如魏躍に含まれる

β一phenethylamine型のアルカロ．イドで，通常・0・3

～0．5gを服用すると，1～2時間後に幻覚状態にな

るといわれている4）．

　われわれは硫酸メスカリンの合成にFig．1に示す

方法を用いた．

　3，4，5・Trimethoxybenzaldehyde　Iにニトロメタン

を作用させて，3，4，5・Trimethoxynitrostyrene　llを得
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ll：巳＝◎㌦ll：ゆ　　

　　　　lCH3　　　　　　　　　　　　　　盒CH3

　LiAlH4
in　dry　ether

H2SO4

11：ゆ…
　　　　揺CH3

　100

瑠　30
譲18．

181

167

　1S2

211（M＋）

mescaline　sulfate

Fig．1．　Synthetic　procedure　of　mescaline

るのにK．E．　Hamlinらの方法5）とF．　A．　Ramirez

らの方法6）を試みたが，前者の方法によれば，1とニ

　トロメタンを95％エタノールに溶かし，麗一アミルア

ミンを触媒として加え，暗所に7日間放置して反応さ

せなければならないため，反応時間が長く，また副反

応として高融点重：合物が多：量に生成し，IIの収量はあ

まりよくなかった（収量21．8％）．後者の方法では，

1とニトロメタンを氷酢．酸に溶かし，酢酸アンモニウ

ムを触媒として加え，2時間，加熱還流するのである

が，前者の場合のような副反応も起こらず，かつ収量

の点でもすぐれていた（収量68．9％）・得られた結晶

は融点122。で，赤外吸収スペクトル（IR）は1495，

1320cm‘1に強いニトロ基の吸収および1628，970

cm－しに一CH＝CH一の吸収を示し，また核磁気共鳴

スペクトル（NMR）では，7．28～7．97　PPmの2H

が一CH＝CH一のプロトンを示すことからIIである

ことを確認した．

　Mescaline　IIIはIIをエーテル中過量の水素化リ

チウムアルミニウムで還元して得られるが，IIはエー

テルに溶けにくいため，常法によることはできなかっ

た．エーテルに溶けにくい物質を還元する場合，粉末

を直接水素化リチウムアルミニウムのエーテル懸濁液

に添加する方法7）も知られているが，ソクスレー抽出

器を使用して，R。　F．　Nystromらが行なったSoxhlet

extractor　technique8）によって，　IIを還元し，得ら

れたIIIをさらに硫酸塩IVにした．　IIIは融点35～

36。の白色結晶で，そのIRは3340　cm－1にアミノ

基の吸収を示し，1495，1320cm騨1のニトロ基の吸収

が消失した．NMRでは，1．56　PPmの2Hがアミ

ノ基および2．52～3．08PPmの4Hが一CH2－CH2一

を示すことから，IIIを確認した。　IIIマススペクトル

（MS）をFig．2に示す．

　IVは融点186～187。（混融：mp　187。）の無色りん

片状結品である．

20　　40　　60　　80　　100　120　140　160　180　200　220

　　　　　　　　η／e

Fig．2．　Mass　spectrum　of　llI

111

u

rザへ

3600280020001800160014001200100Q　800　600　400　200

　　　　　　　、Vave　number　（cm－1）

Fig．3．　Infrared　spectra　of　III　and　IV（KBr　tablet）

　III，　IVのIRはそれぞれFig．3に示す．

　以上のようにして合成した硫酸メスカリンは，理化

学的試験で，入手し得た純粋な硫酸メスカリンと同一

の結果を与え，鑑定用標準品として十分用いられるこ

とが確認された．

実　験　の　部

　3，4，5・Trimethoxynitrostyrene（II）　　i）　K．　E．

Hamlinらの方法5）に従って，19．89とニトロメタン

3・059をエタノール60m1に溶かし，この溶液に〃＿

アミルアミン0．43gを加え，よく振り混ぜたのち，

暗所に7日間放置する．析出した沈殿をろ回し，温エ

タノールに溶かし，不溶物をろ別後，エタノールを留

去し，残留物をエタノールから胃結晶，融点121。（文

献記載値9），mp　121～122。）の黄色結晶II　2．69

（21．8％）を得た．

　ii）F．　A．　Ramirezらの方法5）に従って，1とニト

ロメタンそれぞれ5gずつを氷酢酸20　mJに溶か

し，この溶液に酢酸アンモニウム2gを加えて，2時

間，加熱還流する．冷後，反応液を多量の氷水中に注

ぎ，析出した樹脂状物質を吸引ろ取し，エタノールか

ら再結晶，融点122。（文献記載値9）mp　121～122’）

IIの黄色柱状晶4．2　g（68．9％）を得た．

UVλ鯉Hmμ（E塩）・245（340），351（670）

　IR　cm曽1（KBr）：1495，1320（レNO2），1628（レC＝C），

970〔トランスニ置換エチレンのδCH（面外）〕

　NMR（CDC13，　TMS，　ppm）：3．80（9　H，　singlet，

3×一〇CH3），6．66（2　H，　quartet，＿CH＝CH＿）
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　MS＝M＋卿θ239
　Mescaline　sulfate（IV）　水素化リチウムアルミ

ニウム2．59を約200mJの無水エーテルに懸濁さ

せ，よくかき混ぜながら，R，　F．　Nystromらの行な

ったSoxhle亡extractor　technique8）に従って，49の

IIを還元した．反応終了後，反応液を食塩を混ぜた氷

でよく冷却し，かきまぜながら，氷冷した1．5N硫

酸150mJを注意して加え，過量の試薬を分解したの

ち，エーテル層を分離してのぞき，水溶液に炭酸リチ

ウムを加えてpH　6にしたのち，沸騰するまで加熱す

る．熱時ろ過し，澄明な熱溶液にピクリン酸の熱エタ

ノール飽和溶液の過量を加え，一夜放置する。析出し

たピクリン酸塩の沈殿をろ取し，熱湯200m’に溶か

し，塩酸50m’を加え，ピクリン酸腹を分解し冷後，

析出したピクリン酸をろ別し，ろ液をニトロベンゼン，

ついでエーテルと振り混ぜて洗う．水溶液を50％水

酸化ナトリウム溶液でアルカリ性にし，クロロホルム

で抽出，クロロホルム層を水洗後，無水硫酸ナトリウ

ムで乾燥する，クロロホルムを留去し，残留物をエタ

ノールに溶かし，硫酸（1→3）を加えて，pH　3～4に

すると白色の沈殿を析出する．沈殿をろ取し，無水エ

タノールから再結晶，融点186～187。（純粋な硫酸メ

スカリンと混融：mp　187。）の無色りん片時結晶IV

L75g（52．8％）を得た．

UVλ鯉II・Ψ（E｝器）・270（29）

　ムlescaline　III

　IR　cm－1（KBr）＝3340（ツNH2）

　NMR（CDC13，　TMS，　ppm）＝1．56（2　H，　singlet，

一NH2），2．52～3．08（4　H，　multiplet，一CH2－CH2一），

3．80（9H，　singlet，3×＿OCH3），6．33（2　H，　singlet，

aromatic　protOns）

　岱IS：ム五＋　7，2ノθ211

　使用測定機器

　融点：柳本製徴量融点測定装置MP－J　2型

　IR：日本分光製DS301型赤外分光光度計

臨題鶉瑠騰｛工
　本研究は厚生省委託による幻覚剤対策費によった・

　IR，　NMRおよびMS測定などに関して種々御援

助，御教示をいただいた叶多謙蔵技官，小嶋茂雄技官

鹿庭正明技官および阿部久人氏に深謝します．
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幻覚剤に関する研究（第2報）
N，N・Dimethyltryptamine（DMT）およびその関連化合物の合成

大野昌子・島峯望彦・高橋一徳

Studies　on　Hallucinogens．　II

Synthesis　of　N，　N。Dimethyltryptamine（DMT）and　its　Related　Compounds

Masako　ONo，　Mochihiko　SHIMAMINE　and　Kazunori　TAKAHAsHI

　　Synthetic　procedures　of　N，　N・dimethyltryptamine（DMT），　an　alkaloid　of　indole　type　and　constituent

of∠レzα48〃α〃〃κアαρ6グ68ア’ηα　（L確〃～’π05αθ），　Pγ25foηfα　α’παzoπfcπ〃2　（ノ1ρo（ツκσcθ49）　etc．，　and　its　synthetic

homologue＄，　N，　N－dlethyltryptamine（DET）and　N，　N－dipropyltryptamine（DPT），　are　described．

　　Reaction　of　3－indoleglyoxylyl　chloride，　obtained　quantitatively　from　indole（1）and　oxalyl　chloride，

with　alkylamine（methyl・，　ethyl－or　propyl－　amine）in　dehydrated　ether　gives　N，　N。dialky1。3－indolegly・

oxylamide（II～IV）．　Reduction　of　N，　N－dialky1－3－glyoxylamide　with　lithium　aluminum　hydride　in　de－

hydrated　tetrahydrofuran　affords　N，　N－dialkyltryptamine（V～VII）．

　　The　structure　of　each　compound　was　con丘rmed　by　UV・，　IR一，　NMR－and　mass・spectrQmetry．　The

data　of　these　are　shown　here．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1973）

　1496年，四インド諸島HispaniolaのTaina族の

あいだでP繊α46π毎ρ〃98アゴ肥として，広く知られ

ているん忽46πα撹加70ρ9ア昭7加α（乙β9厩〃osαθ）の種

子から“ω1～のゴ’と呼ば矛しるかぎたばこが自製，使用

されていることが初めて知られたD．

　その後1955年，M．　S．　Fish　らによりその有効成

分がbufotenineおよびN，　N－dimethyltryptamine

（DMT）であることが確認され2），ついで1957年に

F．A．　HochsteinらはPγ85’o〃’αα〃」αzoπ’cκ’π（・4ρo噂

のワ～αcεα6）からDMTを分離している3）．　　S。　Szara

はDMTおよびN，　N－diethyltryptamine（DET）を

合成し，自分自身にこれらを投与し，幻覚作用を認め

ている4）．

　米国内で密造され，不正取引されているtryptamine

系薬物のうちではDMTが最も多いとの報告5）もあ

り，また関連化合物である　DETおよびN，　N。di－

ProPyltryptamine（DPT）も完全な合成品であるが，

将来不正使用の危険性があると思われる．

　DMT，　DETはいずれも50～70　mgで幻覚作用を

生じるといわれている5・6）．

　著者らは前報7）に続き同一目的でこの三極の化合物

を合成した，標準品製造には，これまでに報告されて

いる多くの方法3・4・8・9・1ωに検討を加え，最もすぐれ

ているつぎの方法で行なった．

　インドール1にオキザリルクロライドを反応させる

と2－indoleglyoxylyl　chlorideを生じるというGiuaの

報告に対し，M・E・Speeterらは：3・indoleglyoxylyl

　　I　H

（C・CD，，1ﾘ＞NHノ

　　LiAIH亀

　in　dry　THF

＼

グ1
＼　　 N
　　　H

1

N
H

　　　　RCOCONく　　　　R

II：R二CH3
111：R＝C2H5
W：R二η一C3H7

CH・CH・N〈農

V：R＝CH3
VI：R＝C2H5
璃1：R＝71－C3H7

chlorideがほとんど定量的に合成され，2一置換体では

ないことを示している8）．

　著者らはSpeeterの方法で合，成した3－indolegly－

oxylyl　chlorideに無水エーテル中アルキルアミン（メ

チルアミン等）を作用させ容易にN，N・dialkyl－3。

indoleglyoxylamideを得た．このうちdimethy1一お

よびdiethyl一化合物はエーテルにほとんど不溶であ

り，好収量で得られるが，dipropyl一化合物はエーテ

ルに溶けるため，エーテル溶液をよく冷却処理する必

要がある．この反応で同時に生じるアルキルアミンの

塩酸塩は水に易溶であるから多量の冷水でよく洗って
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除くことができ目的のアミドII～IVが得られる．　II

～IVはUV（309～311　mμ），　IR（1620　cm『1　C＝O

の吸収），MS（分子量）およびNMR（dimethy1一，

diethy1・，　dipropy1一の存在）で確認した．

　II～IVは乾燥後無水テトラヒドロフランに溶かし，

同溶媒に懸濁し・た水素化リチウムアルミニウムを添加

すると容易に還元され，常法に従って抽出し，目的の

アミンV～VIIが得られる。　V～VIIはUV，　IRで

C＝0の吸収の消失，MS（分子量）およびNMRで

2×一CH2一の増加を確認した．

　V，VIの塩酸塩およびVIIの塩酸塩のIRをFig・

1，V，　VIおよびVIIのMSをFig．2に示す．

v

W・HCl

粗・Hα

3800280020001β001600L40012001000800　600　400　200
　　　　　　　Wave　nu繭er（cm喝り

Fig．1．　Infrared　spectra　of　V，　VI－and　VII－

　hydrochlorides（KBr　table亡）
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Mass　spectra　of　V，　VI　and　VII

実　験　の　部

　N，N・Dimethy1・3・indoleglyoxylamide（II）　1

3，59を無水エーテル150m’に溶かし，よくかき

混ぜながら，0。に保ち，オキザリルクロライド5

m’を滴加し，ついで5～10。で1時間かき混ぜる．

反応液を再びよく冷却し，これに無水エーテル10m8

にジメチルアミン8gを溶かした溶液をゆるやかに

滴加する．室温でなお30分間よくかき混ぜたのち，

沈殿を吸引ろ幽し，エーテルで洗い，ついで多量の水

で洗い，IIを得る．減圧下に乾燥したIIはべソゼソ

ーメタノール混液より再出品する．

　収量3．7g（57．3％）mp　162。

UVλ匿婁gH　mμ（E監）・247（567），265（475）・

309　（578）

　IR　cm－1（KBr）：1620（レC＝0）

　NMR（CDC13，　TMS，　ppm）：2．96（3　H，　singlet，

一CH3），3．02（3　H，　singlet，＿CH3），7．10～8．30（5　H，

multiPlet，　aromatic　protons），10。50（1　H，　broad

singlet，＝NH）

　MS：M＋ηz／θ216

　N，N・Dimethyltryptamine（V）　II　2　gを無水テ

トラヒドロフラン140mJに溶かし，これによくかき

混ぜながら無水テトラヒドロフラソ80m’に水素化リ

チウムアルミニウム39を懸濁した溶液を滴加し，

ついで3時間加熱還流する．一夜放置後，反応液をよ

く冷却し，過量の還元試薬をメタノールで分解し，硫

酸ナトリウム飽和溶液20m’を加え，生じる沈殿をろ

別する．

　ろ液に5％酒石酸溶液160mJを加え，副生成物

をエーテルで抽出し，ついで水層を4N水酸化ナト

リウム液でアルカリ性にし，クロロホルムで抽出する．

クロロホルム抽出液を無水硫酸ナトリウムで乾燥した

のち，減圧下に濃縮し，少量の濃溶液に石油エーテル

を添加し，氷室に放置しVを得る．Vはリグロイン

より再結晶する．収量0．9g（51．7％）mp　45。

UVλ膿Hmμ（E臨）・274（338）・282（361）・

290　（310）

　NMR（CDCI3，　TMS，　ppm）＝2．25（6　H，　singlet，

2×一CH3），2．40削3．10（4　H，　multiplet，2×一CH2一），

6．60～7．70　（5H，　multiplet，　aromatic　protons），9・3〔》

（1H，　broad　singlet，＝・NH）

　八IS＝h｛＋　〃富／θ188

　N，N・Diethy1・3・indoleglyoxylamide（III）　　ジメ

チルアミンの無水エーテル溶液のかわりに無水エーテ

ル15m’｝こジエチルアミン139を溶かした溶液を

用い，IIを得るときと同様に操作してIIIを得る．

収量4．3g（58．3％）mp　176～177。

　UVλ盟Hmμ（E臨）・247（513）・265（410）・

309　（509）
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　IR　cm－1（KBr）：1620（レC＝O）

　NMR（DMSO，　TMS，　ppm）；1．08（3　H，　triplet，

一CH3），　L20（3　H，　tr三plet，一CH3），3．08～3．67（4　H，

multiplet，2×一CH2一），7．07－8．30（5　H，　multiplet，

aromatic　protons），12．10（1　H，　broads量nglet，＝NH）

　MS：M＋〃3／6244

　N，N・1）ipropyl・3・indoleglyoxylamide（IV）　　ジ

メチルアミンの無水エーテル溶液のかわりに，無水エ

ーテル20m！にジプロピルアミソ189を溶かした

溶液を用い，IIを得るときと同様に操作してIVを褐

る．収量3。1g（37．9％）mp　125～126。

UVλ濫9H叫（El島）・盟3（311），311（304）

　IR　cm，1（KBr）31620（レC＝0）

　NMR（CDC13，　TMS，　ppm）：0．68（3　H，　triplet，

一CH3），0．72（3｝1，　triplet，一CH3），1．17～1．95（4H，

multiplet，2×一CH2一），2．90～3．70（4　H，　multiplet，

2×一CH2一），6．95～8．35（5　H，　multiplet，　aromatic

protons），8．90（1　H，　broad　singlet，＝NH）

　1MS：］M＋　1π／0273

　N，N・Diethyltryptamine（VI）hydrochloride　III

2gを用い，　Vを得るときと同様に操作する．塩酸塩

にするため乾燥後のクロロホルム抽出液は減圧でクロ

ロホルムを留去し，残留物VIを得る。　VIを無水エ

タノール10mごに溶かし，塩化水素・エタノール試

液を加え，pH　3～4にし，減圧で濃縮したのち，氷室

に放置してVIの塩酸塩を得る．無水エタノールより

再結品する．収量1．1g（53．1％）mp　174。

UVλ膿Hmμ（E盈）・273（263），281（276），

290　（245）

　IR　cm－1（KBr）：2640（レ＋NH）

　NMR（VI；CDC13，　TMS，　ppm）：0．85～L25（6　H，

multiplet，2×一CH3），2．30～3．00（8　H，　multiplet，

4×一CH2一），6．65～7，75（5　H，　multiplet，　aromatic

protons），9．34（1　H，　broad　singletレ＝＝NH）

　MS（VI）：M＋〃46216

　N，N・Dipropyltrypta皿ine（VII）hydmchloride　IV

29を用い，VIを得るときと同様に操作してVIIの

塩酸塩を得る．無水エタノールより再結晶する．収量

1．1g（52．4gのmp　178。

UV2謙Hmμ（E急）・275（289），282（301），

290　（274）

　IR　cm－1（KBr）＝2620（ン＋NH）

　NMR（VII；CDCI3，　TMS，　ppm）＝0．68胴1．10（6　H，

孤ultiplet，2×一CH3），1。15～1。88（4　H，　multiplet，

2×一CH2一），2．25剛3．20（8　H，　multiplet，4×一CH2一），

6。68～7．75（5H，　multiplet，　aromatic　protons），8．95

（1H，　broad　singlet，＝NH）

　MS　（VII）＝M＋7π／θ244

　使用測定機器

　融点：柳本製徴量融点測定装置MP・J　2型

　IR＝日本分光製DS301型赤外分光光度計　　　　；

　NMR＝日本電子製C－60HL型　　　　　　l
MS・躰電子製JM3・ISG－2型　　　i
　本研究は厚生省委託による幻覚剤対策費によった．

　IR，　NMRおよびMS測定などに関して種々御援

助，御教示をいただいた叶多謙蔵技官，小嶋茂雄技官

弓庭正明技官および回部久人氏に深謝します．
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幻覚剤に関する研究（第3報）
Psilocinの合成

大野昌子・島峯一病・高橋一徳

Studies　on　Hallucinogens．　III

Synthesis　of　Psilocin

Masako　ONo，　Mochihiko　SHIMAMINE　and　Kazunori　TAKA正｛AsHI

　　Synthetic　procedure　of　psilocin，　an　alkaloid　of　indole　type　and　found　in　mushrooms　of　american

and　mexican　P5fJoρyうθspecies，　is　de＄cribed．

　　Reaction　of　4・benzyloxyindole（1）with　oxalyl　chloride　and　dimethylamine　in　dehydrated　ether　gives

4－benzy玉oxy－3－lndole－N，　N－dimethylglyoxylamide（II），　and　reduction　of（II）with　lithiuln　aluminum　hydride

in　dehydrated　tetrahydrofuran　affords　stable　4・benzyloxy－N，　N－dimethyltryptamine（III）．　Psilocin（IV）is

obtained　by　catalytic　reduction　of（III）．

　　The　strロ。ωre　of（IV）was　con丘rmed　by　UV一，　IR一，　NMR－and　mass・spectrometry．　The　data　of　these

are　also　shOwn。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1973）

　PsilocinはPsilocyblnとともに，1958年R。　Heim，

A．Hofrnannらにより，メキシコ産キノコの一種

Psflo釧∂σ77～6κ’cαπαHeimから抽出，確認され1），1959

年にはA．Hofmannがこれらの合成に成功してい

る2）．その後にも多くのP認。σδθ属のキノコに含ま

れているという報告がある3）．

　これらのキノコは，古くは1519年以前からメキシ

コのA2tec人に“’ooπαπααz””あるいは“伽s1～o∫

酌e8リゴs”　と呼ばれ，宗教的儀式に用いられており4），

1936年および1938年にも南アメリカの一部土民によ

って宗教的に用いられていることが確認されている5）．

これはPsilocin，　Psilocybinの幻覚作用がまじない

など宗教的目的に役立っていたためであり，Psilocin

は6～15mgで幻覚作用を発現するといわれている6）．

　最近アメリカで不正取引された例があるが，ほとん

ど合成品である7）．

　われわれは第1報s）と同一目的でPsi！ocin標準品の

合成を行なった．つぎの製法はA．Hofmann氏法そ

の他多くの方法9即11）に検討を加えて定めたものであ

る．

　4・Benzyloxyindole　Iを原料とし，第2報12）で述べ

たDMTおよびその関連化合物の合成法と同様にし

て，IIを経て比較的安定なdimethyltryptamineの誘

導体IIIを得る．IIは融点（164～165。），　UV（328　mμ），

IR（1610　cm一1），　NMR（dimethy1一の存在）および

MS（分子量），　IIIは融点（125。），　UV，　IRでC＝0

の吸収の消失，NMRで2×一CH2一の増加およびMS

　OCH3C6H5　　　　　　　　　　　　　0CH2C6H5

⑳響く）7㎜儲
　　　H　　　　　　　　　　　　　　　　H

　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　II

　　　　　　　　　　OCH3C6H5

　　　　　　　　　　，H

」響一（㌶r畷昼l
　　　　　　　　　　　wH

（分子量）で確認した．

　ついで5％パラジウム・アルミナを触媒として常法

により接触還元しIVを得る．　IVは融点（173～176。），

NMRで脱benzyl一と重水置換で消失する　broad

signa1を示す一〇H，およびMS（分子量）で確認し

た．なおIVは非常に不安定であるのでIIIを保存し

ておき，IVは必要に応じてIIIの接触還元で合成す

ることが望ましい．

　われわれの合成したIVはサンド薬品KKより譲

渡を受けたPsilocin　と融点，　uv，　IR，　NMR，　Ms

の測定結果が一致した．IVのIR，　MSをそれぞれ

Fig．1，2に示す。
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Fig．1．　Infrared　spectrum　of　IV（KBr　tablet）
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Fig．2．　Mass　spectrum　of　IV

実　験　の　部

　4・Benzyloxy・3・indole・N，N・dimethylglyoxylamide

（II）　159を無水エーテル150　mJに溶かし，0。

に保ち，よくかき混ぜながらオキザリルクロライド5

m’を押目し，ついで5～10。で1時間かき混ぜる．

　：再び反応液をよく冷却し，これに無水エーテル10

m1にジメチルアミン10　gを溶かした溶液をゆるや

かに滴慰する．室温で30分間かき混ぜたのち，沈殿

を吸引ろ下し，エーテルで洗い生成物を得る．減圧下

に乾燥した生成物を熱ベソゼンーメタノール外液に溶

かし，冷後石油エーテルを添加し，IIの結晶を得る．

収猛4．6g（63．7％）mp　164～165。（文献記載値2）mp

146～1500）

UV　2盗gll　mμ（E臨）・252（434），328（180）

　IR　cm－1（KBr）：1610（レC＝0）

　NMR（CDCI3，　TMS，　ppm）：2．85（3　H，　singlet，

＿CH3），2．87（3　H，　singlet，一CH3），5．13（2　H，　singlet，

一〇CH2一），6．45～7．60　（9　H，　multiplet，　aromatic

protons），11．0（1　H　broad　singlet，＝NH）

　MS：M＋，π／β322

　4・Benzyloxy・N，　N・dimethyltryptamine（III）　II

39を無水テトラヒドロフラン150m‘に溶かし，よ

くかき混ぜながら，無水テトラヒドロフラン100m1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
に水素化リチウムアルミニウム49を懸濁した溶液

を滴加し，ついで3時間加熱還流する．一夜放置後，

反応液をよく冷却し，過量の還元試薬をメタノールで

分解し，硫酸ナトリウム飽和溶液30mZを加え，生

じた沈殿をろ別する．ろ液に5％酒石酸溶液200mJ

を加え，副生成物をエーテルで抽出し，ついで水層を

4N水酸化ナトリウム液でアルカリ性にし，クロロホ

ルムで抽出する．クロロホルム抽出液を無水硫酸ナト

リウムで乾燥し，少盆になるまで減圧濃縮し，石油エ

ーテルを添加し析出するIIIの結晶を得る．収量1・7

9（62．0％）mp　125。（文献記載値2）125～126。）

UVλ盗gH　mμ（E｛器）・270（273），282（お1），

292（206）

　NMR（CDC13，　TMS，　ppm）：2．15（6　H，　singlet，

2×一CH3），2．40～3．25　（4　H，　multiplet，2×＿CH2一），

5．07（211，singlet，一〇CH2＿），6．35～7．55（9　H，　mul－

tiplet，　aromatic　protons），8．95（1H，　broad　singlet，

＝NH）

　エMS＝NI＋　η～／ご294

　4・Ilydroxy－N，　N・dimethyltryptamine　（Psilocin）

（IV）　III　1．99をメタノール60　m1に溶かし，5％

パラジウム・アルミナ1gを添加し，接触還元を行

なう．約2時間で理論量の水素ガスが吸収される。触

媒をろ別し，ろ液を減圧濃縮し，氷室に放置し結晶IV

を得る．メタノールより再結晶する．

　収量0．7g（53．Ogのmp　173～176。（文南丸記載値2）

173～176。）

UVλ濫gll　mμ（E臨）・268（329），285（261），

294　（241）

　IR　cm－1（KBr）：3260（レOH）

　NMR（CDCI3，　TMS，　ppm）：2，35（6　H，　singlet，

2×一CH3），2．55～3．05（4　H，　multiplet，2×＿CH2一），

6．35～7．20（4H，　multiplet，　aromatic　protons），8．00

（1H，　broad　singlet，＝NH），10．10～11．80（1　H，　broad

signal，一〇H）

　NIS：貰1＋　2π／6204

　使用測定機羅

　融点：柳本証徴量融点測定装置MP－J　2型

　IR＝日本分光製DS301型赤外分光光度計

　NMR：日本電子製C－60HL型

　MS：日本電子製JMS－OISG－2型

　本研究は厚生省委託による幻覚剤対策費によった．

　IR，　NMRおよびMS測定などに閃して種々御援

助，御教示ウいただいた叶多謙蔵技官．小嶋茂雄技官

鹿庭正明技官および阿部久人氏に深謝します．
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幻覚剤に関する研究（第4報）
2，5・Dimethoxy・4－methylamphetamine（STP）の合成

大野昌子・孔門望彦・高橋一徳

Studies　on　Hallucinogens．　IV

Synthesis　of　2，5－Dimethoxy－4・methylamphetamine（STP）

Masako　ONo，　Mochihiko　SHIMAMINE　and　Kazunori　TAKAHAsHI

　　2，5－Dimethoxy・4－methylamphetamine（STP）is　a　synthetic，　phenylalkylamine　type　hallucinogens．　OJ

the　many　hallucinogens　in　preva！ent　use　today，　the　most　widely　used　by　hippies　in　USA　are　LSD　and

STP．

　　Synthetic　procedure　of　STP　is　described．　J．　C．　Duff’s　method　was三mproved　to　obtain　2－hydroxy－

4－methylbenzaldehyde（II）fromη3－cresol（1）．

　　According　to　Duff’s　method，　hexamine　is　added　to　glycerin－boτic　acid　mixture　at　170。，　but　at　this

temperature　it　decomposes　and　no　reaction　occured　with（1）．　The　reaction　succeeded　at　140σ．

　　2，5－dihydroxy－4－metllylbenzaldehyde（III）is　obtained　by　J．　Renz’s　method　and　lnethylation　of（III）

with　dimethyl　sulfuric　acid　in　alkaline　solution　affords　2，5－dimethoxy・4－rnethylbenzaldehyde（IV）．　Re－

action　of（IV）with　nitroethane　in　the　presence　of　ammonium　acetate　gives　1・（2，5－dimethoxy－4－methy1－

pheny1）一2－nitropropene（V）．　Reduction　of（V）with　lithium　aluminum　hydride　afFords　STP（VI），　and　its

hydroch！oride（VII）is　obtained　on　the　addition　of　hydrogen　chloride－ethanol　TS．

　　（II）～（VII）have　been　characterlzed　by　means　of　UV・，　IR・，　NMR－and　mass－spectrometry　respec・

tively．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1973）

　2，5・dimethoxy－4－methylarnphetamine　（STP）は1

1966年，アメリカDow　chemica1社：のA，　T．　Shul－

ginl）によって合成された幻覚剤で，同国では，現在

LSDについで多く不正取引されている薬物になって

いる．

　STPの幻覚作用については，　S．　H．　Snyderらによ

って検討きれ，人間では3～5mgの経口投与で，

工SD　と同じような幻覚状態を生ずると報告してい
る2）．

　われわれはSTPの合成につぎに示す方法を用い
た．

　m－creso1（1）をホルミル化して2－hydroxy・4－meth－

ylbenzaldehyde（II）を得る方法としては，　Reimer－

Tiemann法3），　J．　C．　Duff法4）などがある．後者の方

法によれば，前者の場合に比べ収量の点で劣るが，ア

ルデヒド基がメチル基のパラ位，すなわち水酸基に対

してオルト位だけにはいるので，前者の方法のように

副生する5－hydroxyI・4－methylbenzaldehydeを分離

する操作の必要がなく，目的とするIIが純粋に得ら

れやすい利点がある5）．

　J．C．　Duκの方法では，グリセリンとホウ酸の混合
　一
物を170。で30分間保ち，完全に水分を除去したの

ち，ヘキサミンを加え．，かき混ぜながら160。にし，

m・creso1を加えて150～155。で15分問反応きせる．

しかし170。では加えたヘキサミンが分解してしまい，

1との反応が行なわれず，原料回収に終わった．われ

われはヘキサミソを加えるときの温度について検討し

たところ，130。にすることによってIIの合成に成功
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　　　　　　　　　　　OCH3
　STP　hydrochoride　　　VI

した（収録11．4％）．得られた白色の結晶は融点60。

で，IRでは2940，1645　cm－1にアルデヒ1！基の吸

収および825cm－1に1，2，4一置換ベンゼンのδCH（面

外）吸収が認められ，またNMR測定の結果，9．82

PPmの1Hがアルデヒドi聾，11．05　PPmの1Hが

水酸基（重水置換により消減）のプロトンを示すこと

からIIであることを確認した．

　ついでIIの水酸基のパラ位への水酸基の導入はJ．

Renzの方抜6）に従った．得られた黄かっ色の結晶III

は融点152～153。で，IRでは3360，1250　cm“エに

水酸基の吸収，NMRでは4．65　PPmの1H（broad

signaDが5位の水酸基（重水置換により消減）のプ

ロトンを示すことからIIIであることを確認した．

　IIIの2，5位水酸基のメチル化は水酸fヒナトリウム

のアルカリ性でジメチル硫酸によった．得られたIV

は融点84。で，．IRでは，2960，2850，1210，1015cm冒二

にメトキシル基の吸収を示し，IIIの水酸基にもとず

く3360cm－1の吸収が消失した．またNMRでは，

3．76，3．83ppmのそれぞれ3Hが2，5位のメトキ

シル基のプロトンを示すことからIVであることを確

認した．

　第1報7）と同じ方法でIVとニトロエタンとを反応さ

せて，得た黄色結晶Vは融点77～78。で，IRは1505，

1285cm－1のニトロ基の吸収と1640　cm層1の
一CH＝CH一の吸収を示し，　IVのアルデヒド基にもと

ずく1658cm一1の強い吸収が消失した．またNMR

では2．38PPmの3Hが側鎖のメチル基，8．1g　PPm

の1Hが一CH二Cくのプμトンを示し，　Vである

ことを確認した．

　Vを第1報7）と同じ方法で還元し，得られたVIを

さらに塩酸塊VIIにする．

　VIは融点61。（文献記載値1）mp　60．5～61。）の白

色二品で，そのIRは3330，3140，1560　cm－1にアミ

ノ基の吸収を示し，1505，1285cm4のニトロ基の吸

収が消失した，またNMRでは1．28　PPmの2Hが

アミノ基，2・5g　PPmの2Hがメチレン基，3．10PPm

の1Hがメチレン基のとなりの一CH2CH－NH2のプ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CH3

ロトンを示し，VIを確認した．　VIのMSをFig．1

に示す．

　100

零18

凄l1

44 166

151

91
209（Mり

20　　　40　　　60　　　80　　100　　120　　140　　160　　180　　200　　220

　　　　　　　　皿！c

Fig．1．　Mass　spectrum　of　VI

　盗酸塩VIIは融点193～194。の白色結晶である．VI，

VIIのIRはそれぞれFig．2に示す．

甲

30002800200018001600140012001000　800　600　4002
　　　　　　、Vave　number　（cm－1）

　Fig。2．　Infrared　spectra　of　VI　and　VII

　　（KBr　tablet）

OD

　以上のようにして合成した2，5－dimethoxy－4・meth－

ylamphetamine　hydroc1110rideは，別に報告する理化

学的試験により，鑑定置戸ll【三品として十分用いられる

ことを確認した．

実　験　の　部

　2・Hydroxy・4・methylbenzaldehyde　（II）　　グリセ

リン1509にホウ酸359を加え170。に30分間保

ち，完全に水分を除去する．130。になるまで放置し，

これにヘキサミン259を加え，かきまぜながら温度

を140。に上げ，1259を加え，15分間150～155。

に保つ．得られたかっ色の反応液を放冷して110。と

し，うすめた硫酸（3→13）130mJを加え，沸騰

（114～117。）　させながら水蒸気蒸留する．留出液を
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放冷し，析出した結晶を吸引ろ回し，融点60。（文献

記載値4｝mp　60。）の無色結晶II　3，69（11，4％）を

得た．

UV穂OH　mμ（E濫）・215（1333），264（1147），

327　（305）

　IR　cm－1（KBr）：1645（レC＝0），2940（一CHOの

レCH），1200（レC－OH），825〔1，2，4一置換ベンゼンのδCH

（面外）〕

　NMR（CDC13，　TMS，　ppm）：2．35（3　H，　singlet，

一CH3），6．68～7。55（3　H，　multiplet，　aromatic　pro－

tons），9。82（1　H，　singlet，一CHO），11，05（1　H，　sin－

glet，一〇H）

　］MS：λ1＋翅／θ136

　2，5・Dihydroxy・4・methy】benzaldeLyde（III）　　　J．

Renzの方法6）に従った．

　II　89を5％水酸化ナトリウム溶液40　m1に溶か

し，30～35。に保：ち，40％水酸化ナトリウム溶液20

m♂および10％過硫酸カリウム溶液150nlJを少量

ずつ，交互に約1時間以内に加え，20。で2日間放置

したのち，塩酸を加えてpH　3にし，析出した樹脂状

物質をろ別する，未反応物質を除去するため，ろ液を

エーテルで洗ったのち，塩酸40m’を加え，水浴上

70。で30分間加熱する．冷後ろ過し，ろ液をエーテ

ルで数回抽出し，エーテル層を水洗後，無水硫酸ナト

リウムで乾燥する．エーテルを留去し，残留物を熱ベソ

ゼソに溶かし，不溶の樹脂状物質をろ嚇したのち，ベ

ンゼンを留凹し，得た残留物（1．7g）をクロロホルム

から再結晶，融点152～153。（文献記載値6）mp　152

～153。）の黄かっ色結晶III　1．39（14．6％）を得た．

UVλ脚H　mμ（E盈）・236（898），269（534）

　IR　cm－1（KBr）；1628（レC＝0），1250（レC－OH），

3360　（りOH）

　NMR（CDC13，　TMS，　ppm）：2．28　（3　H，　singlet，

一CH3），4．65（1　H，　broad　signa1，一〇H），6．72（1　H，

singlet，　aromatic　proton），7．19（1　H，　singlet，　aro．

matic　proton），9．66（1　H，　singlet，一CHO），10．50（1

H，singlet，一〇H）

　N肛S＝hl＋　，η／θ152

　2，5・Dimethoxy・4・methylbenzaldehyde（IV）　III

59を2N水酸化ナトリウム液37m’に溶かし，よ

くかき混ぜながらジメチル硫酸6．3m’を滴目し，反

応液を40～45。に5分間保ち，さらに2N水酸化ナ

トリウム液18m’を加え，ジメチル硫酸3．2　m’を

滴加し，50。で30分間保ったのち，反応液を室温ま

で放冷し，エーテルで抽出する。エーテルを水洗後，

無水硫酸ナトリウムで乾燥する．エーテルを留回し，

融点76～78。の結晶を得た．この結晶をシクロヘキサ

ソから再結晶，融点84。の結晶IV　2．6　g（44．1％）

を得た．

UVえ旗雲Hmμ（E｝器）・229（799），265（573），

353　（329）

　IR　cm－1（KBr）＝1658（りC＝o），2830（一CHO　（レCH），

1210，　1045　（りC＿0＿C），　2960，2850（レCH3），1370（δCII3）

　NMR（CDCI3，　TMS，　ppm）：2．25（3　H，　singlet，

＿CH3），3．76（3　H，　singlet，一〇CH3），3．83（3　H，　sin－

glet，一〇CH3），6．72（1　H，　singlet，　aromatic　proton），

7．16（1H，　singlet，　aromatic　proton），10．30（1　H，

singlet，一CHO）

　MS：M＋〃2／d80

　1・（2，5－Dimethoxy4・methy1）・2。nitropropene　（V）

IV　2．5　gとニトロエタンそれぞれ2。5　gずつを氷酢

酸10mJに溶かし，これに酢酸アンモニウム19を

加えて，2時間，加熱還流する．冷後反応液を多量の

氷水中に注ぎ，析出する樹脂状物質を吸引ろ取し，エ

タノールから再結晶，融点77～78。の黄色結晶V1．9

g（57，6％）を得た．

UVλ踊扇Hmμ（E｝器）・230（398），268（358），

310　（256）

　IR　cm－1（KBr）：1505，1285（りNO2），1640（レC＝C）

　NMR（CDCI3．　TMS，　ppm）：2，25（3　H，　singlet，

Ar－CH3），2．38（3　H，　singlet，＿CH3），3．74（3　H，　sin－

glet，一〇CH3），3．76（3　H，　singlet，一〇CH3），6．66（2

H，singlet，　aromatic　protons＞，8．19（1　H，　broad

single亡，一CH＝C＜）

　MS：M＋η49237

　2，5・Dimethoxy・4・met』y置amphetamine　hydm・

chloride（VII）　水素化リチウムアルミニウム1・59

を150m’の無水エーテルに懸濁させ，第1報7）と同

じようにして，V　1．9　gを還元した．反応終了後，反応

液を食堪を混ぜた氷でよく冷却し，かき混ぜながら，

氷冷した1。5N硫酸100　mJを注意して加え，過量

の試薬を分解したのち，エーテル層を分離してのぞき，

水溶液に炭酸リチウムを加えてpH　6にしたのち沸騰

するまで加熱する．熱時ろ過し，澄明な熱溶液にピク

リソ酸の熱エタノール飽和溶液の過量を加え，一夜放

置する．析出したピクリソ酸塩の沈殿をろ回し，熱湯

200m～に溶かし，塩酸50　m’を加え，ピクリン酸塩

を分解，冷後析出したピクリソ酸をろ別し，ろ液をニ

トロペソゼン，ついでエーテルと振り混ぜて洗う．水

溶液を50％水酸化ナトリウム溶液でアルカリ性にし
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クロロホルムで抽出，クβロホルム層を水洗後，無水

硫酸ナトリウムで乾燥する．クロロホルムを留試し，

残留物をエタノールに溶かし，塩化水素・エタノール

試液を加えて，pH　3～4にすると白色の沈殿を析出

する．沈殿をろ序し，無水エタノールから再結品，融

点193～194。の白色結晶VII　O．79（35．5％）を得

た．

UVえ脚Hmμ（El酷）・225（322），291（182）

　STP（VI）

　IR　cm－1（KBr）；3330，3140（レNH2）1560（δNH2）

　NMR（CDC13，　TMS，　ppm）：1．09（3　H，　doublet，

一CH3），1．28（2　H，　singlet，一NH2），2．18（3　H，　sin－

glet，一CH3），2。59（2　H，　qu1ntet，一CH2一），3．10（1　H，

multiplet，＞CH一），3．70（3　H，　singlet，一〇CH3），3．72

（3H，　singlet，一〇CH3），6．55（1　H，＄inglet，　aroma・

tic　proton），6．59（1　H，　s重nglet，　aromatic　proton）

　へIS＝八1＋　”46209

　使用測定機器

　融点：柳本製微量融点測定装置MP－J　2型

　IR：日本分光製DS301型赤外分光光度計

　NMR：日本電子製C・60HL型

　MS＝日本電子製JMS－OISG－2型

　IR，　NMRおよびMS測定などに関して：種々御援

助，御教示をいただいた叶多謙蔵技官，小鳩茂雄技官

鹿庭正明技官および阿部久人氏に深謝します．
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質量分析法における液状試料測定法の考案

叶多謙蔵・弓庭正昭・阿部久人

ADevice　of　Simple　IntrQduction　Method　of　Liquid

　　　　　Samples　into　Mass　Spectrometer

Kenzoh　KANoHTA，　Masaaki　KANIwA　and　Hisato　ABE

　　An　inexpensive　device　to　enable　easy　introduction　of　accurate　arnount　of　Iiquid　sanlple　intQ　an

ioni2ation　chamber　of　mass　spectrometer　is　presented．

　　It　is　usually　a　matter　of　hazard　to　insert　liquid　compound　into　a　capillary　for　solid　sample　and

causes　so　often　many　kinds　of　trouble　shootings　such　as　contamination　of　ionization　chamber　andlor

worse　sorts　of　mass　spectra。

　　The　method　consists　of　a　choice　of　solid　support　to　hold　liquid　sample　effectively　and　a　glass　ap・

paratus　which　enables　to　drive　off　easily　solvent　for　liquid　sample　solution．

　　It　is　concluded　from　the　experiment　that　Chromosorb　G　of　60－120　mesh　slze　which　has　been　baked

out　previously　at　3500　for　six　hours　is　preferable　as　the　solid　supPort　and　the　san1Ple　can　be　handled

easily　by　the　use　of　the　apParatus．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1973）

ま　え　が　き

　従来，液状試料を質量分析羅導入系に入れる方法と

して常温で適当な蒸気圧を示すような化合物ではガス

試料と同様リザーパーを利用するか，蒸気圧がより低

い場合には水銀もしくはガリウムを満したシンタード

・ガラスに液体試料用キャピラリーを用いてイオン化

室に試料を導入する方法D，液体をそのまま，あるい

に溶液として固体試料導入用キャピラリーに注入して

溶媒などを蒸発乾高したのちイオン化函に装着するよ

うな手段がとられている．

　しかし，固体試料導入用キャピラリーを利用すると

き導入する液体試料量を適当に調整することはなかな

か困難で，屡々多量のサンプリングをしてしまって試

料が加熱される際突沸して，いたづらにイオン化室を

汚してしまうことがあり，また溶媒に溶解させて注入
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する試料量を調整する試みも，低沸点溶媒を用いると

きにおいてさえ溶媒の乾澗にいちじるしい時間を要し

て汚染の機会を増加させることとなる．

　著者らは，リザーパーなど特に高価な附属装置を使

わず，汚染物質の混入をも避けられる液体試料導入法

を検討した結果，試料を適当な不活性坦体に保持せし

めるとよいこと，また簡易な器具を用いることによっ

て試料を定量的に不活性坦体に保持できるような考案

も行なったのであわせて報告する．

実　験　方　法

　2・1　質量分析器　　日本竃子製二重収束型質量分析

器OISG－2型を用いた．検出器は電気検出法ならびに

全イオンモニター法を用いた．

　2－2担体　坦体は液体化合物を保持させることを

目的としているので，吸着能は低い方が望ましいと考

えられるが，坦体の種類と試料の保持能力の関係，ス

ペクトルの変化の有無などを検索するために若干の活

性坦体についても実験を行なった．実験に供した坦体

はDarco製活性炭Darco　G・60，　Merck製活性アル

ミナ（ブロックマン・ナンバー311－III），　MaU三nck－

rodt製シリカゲル，日本クロマト工業扱いによるガ

スクロマトグラフィー用Firebrick　C－22（AW），

Chromosorb　P（AW）ならびにChromosorb　G（AW）

で，いつれも所定の温度で焼出しを行なった後デシケ

ーター（シリカゲル）中に保存してあるものを用いた．

　2・3　担体に液状試料を添着させる器具　　Fig．1の

ようなガラス製器具を考案した．すなわちAの一端a

をアスピレーターに取り付け，コックbを用いて。か

ら入る空気量を適当に調整する．c部はティパーにな

っており，Bの先端dの内径が製品による差があっ

ても常に。とうまく合うようにすることができる．B

は用時作製する使い捨てのガラス管でeの部分が若干

ふくれており，ここにイオン化函に挿入するキャピラ

リーに入れる坦体を置き，fのキャピラリー部を試料

溶液にふれきせて液を吸い上げられるようになってい

る．定性分析のみを目的とするときは加える坦体量は

適当でよいが，定量的実験に際し’てはイオン化室に導：

幽する船体全量をキャピラリーに充填しなければなら

ないから，内径1．0～1．5mmのキャピラリーにほぼ

1mmの高さに充填できる量をあらかじめ秤量して用

いる．fで吸い上げられた試料溶液はアスピレーター

による陰圧のためe部に移行して面体と接触し，溶媒

のみが容易に蒸発乾凋され試料は坦体に添着されるこ

ととなる．これをイオン化函に導入するキャピラリー

に入れてスペクトルを測定する．試料濃度はあまり高

A

b

　　

罐

Fig。1．　A　glass　apparatus　which　drives　o鉦

　solvent　for　solution　and　enables　the　倉Ils　to

　hold　the　liquid　samp1e

くない方が操作が容易で20～30％までがよい．

2・4実験に用いた試料　　‘’5一リノール酸メチル

（Sigma製）．干一テル溶液として実験に供した．

実　．験　結　果

　3・1担体の焼出し温度とブランク・スペクトル

もし坦体に由来するピークがスペクトルに現れると，

汚染物質としてスペクトルの解析の際の妨害となるか

ら，坦体の焼出し条件として170。および350。（いつ

れも6時間）での坦体のみのスペクトルを観察したと

ころ，前者ではChromosorb　Gのみがイオン化室温

度8q。以下で低分子量のピークが出現し，より高温度

とするときはもはや出現しなくなるほかはいつれの坦

体においても高温度においても汚染ピークが消失しな

いことを認めた．特にDarco　G・60では200。以上と

なってもなおかなりの強度の汚染ピークが現われる．

　350。の焼出し条件の場合にはDarco　G－60を除い

ていつれも坦体に由来するピークは出現しなくなる．

　3・2担体のキャピラリーからの飛散　　坦体を利用

する実験の際特に問題となるのは，坦体がイオン化室

に飛散してノイズの原囚とならないよう留意する必要

がある．飛散の難易は主として坦体の比重と関係があ

ると思われるのでFirebrick　C－22，　Chromosorb　P，

Chromosorb　Gの坦体について，250～300，100～120

および60～80メッシュ粒度について検討したとこ

ろ，これらの自体ではいつれも飛散しないことを確め

た．この理由はこれらの坦体は比較的大なる比重を持
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つためであろうと考えられる．Darco　G－60ならびに

参考試料としてMerck製薄層クロマトグラフィー用

Kieselgel　G（Stahlによる10～40μ）を用いたとこ

ろ，いつれもキャピラリーから飛散することを認め，

このような場合にはガラスウールでキャピラリーに栓

をすればよいことが見出されたが，なるべく汚染物質

の混入をさける意図からすれば，特殊な用途のほかは

これらの坦体は使用しない方がよい．

　種々の粒度について検討した上記のガスクロマトグ

ラフィー用団体についても，粒度と比重の関係を考慮

すれば，粒度がより大きく，かつキャピラリーに容易

に挿入できるものを選択すれば機器の保全上都合よい

であろう．その粒度は60～120メッシュである．

　3・3担体の種類と。炉リノール酸メチルの気化の

関係　　Fig．2に坦体としてChromosQrb　Gおよび

1．5

5
71．0
9
×

薯

20．5

三

Chromosorb　G Alumin口m　oxide

　0　　　50　　100」一〇〇
　　　　Temperature　of　ionizat三〇n　chamber

Fig．2，　Relationship　between　solid　supports

　and　vaporization　of　cis－linoleic　acid　methyl

　ester

活性アルミナを幽いたときのイオン化室温度とC’3一リ

ノール酸メチル0．6μ9を試料とした出現ビーム量の

関係を示してある．両者を比較すると試料の出現温度

はほぼ等しいが，Chromosorb　Gではピーク幅のせま

い正規分布曲線が得られ検出感度の良好なことを意味

している．これはChrQmQsorb　P，　Firebrick　C－22に

おいても同様な傾向が認められるが，活性アルミナに

：おいてはいわゆるリーディングしたピークとなるう

え，試料の気化温度範囲もいちじるしく広く，ブロー

ドな曲線となり，Darco　G－60においても同様である．

両者のピーク面積はほぼ等しく，活性アルミナなどで

予期されるような吸首，もしくは接触分解などによる

試料の損失はなく，たとえあったとしても　Chromo－

sorb　G　などにおけるときとほぼ同等と見積ることが

できる．

　両者での差は試料の保持能力にあるように考えられ

るが，これは検出感度と関係を生じる．

　3・4　本法による定量性について　　‘’3一リノール酸

メチル0．6μ9をChromosorb　Gに保持させ，全イ

オン，モニター法によってピークの再現性を求めたと

ころ3回の実験結果について良好な結：果を得た．

考 察

　保持導体を用いて液体試料の筒別な導入法の検討を

行なったが，キャピラリーからの坦体が飛散しないよ

うに配慮するとガスクロマトグラフィー用坦体が優れ

ているように思われる．そのうちChromQsorb　P，

Firebrick　C－22など耐火レンガ系では容易に破砕され

易く実験操作の際に粒度が小となることがあるので，

このようなことのないChromosorb　Gが，比重が

3者のうち最大である点と考え合わせて最適である．

活性アルミナも使用できょうが，保持能力の大きいこ

とが欠点といえる．しかしこれは迅速に気化するため

に測定し難い試料などではかえって利点ともなるであ

ろうから，この応用法は後日検討する価値があろう．

文 献
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改変レイン・エイノン法によるはち蜜の糖含量の測定について

慶田雅洋・海老根涼子・谷村顕雄

Application　of　Modified　Lane　and　Eynon　Method　for　the

　　　　Determination　of　Sugar　Contents　in　Honey

Masahiro　IwAIDA，　Ryoko　EBINE　and　Akio　TANIMuRA

　　Lane　and　Eynon’s　direct　titration　method　is　widely　applied　for　the　determinatlon　of　Iactose　and

sucrose　contents　in　milk　and　milk　products，　such　as　sweetened　condensed　milk．　In　Japan，　the　domestic

law　provides　that　the　direct　reducing　sugar　content　of　honey　must　not　be　Iess　than　65％，　and　that　its

apparent　sucrose　content　must　not　be　more　than　5％，　no　methods　of　analysis　and　sampling　being　ap・

pended．　It　was　attempted　in　this　report　to　apply　the　modified　Lane　and　Eynon’s　method，　as　appended

tQ　the　FAOIWHO　European　Regional　Standard　of　Honey，　for　the　determination　of　reducing　sugar　and

sucrose　contents　of　domestic　honeys．　By　use　of　this　procedure，　the　reducing　sugar　co皿tent　can　be

calculated　without　the　aid　of　the　reference　table，　as　is　required　in　the　ordinary　Lane　and　Eynon’s

method，　since　the　final　volume　in　the　flask　is　always　adjusted　to　35　ml　by　the　addition　of　enough　vo1－

ume　of　water．　In　the　calculat董on　of　apparent　sucrose　content　of　sweetened　condensed　milk，　the　cor・

rection　factor　of　1．0285　is　used　for　the　direct　reducing　sugar　content（expressed　as　invert　sugar）because

the　hydrolysis　of　sucrose　causes　the　2，85％of　increase　in　direct　reducing　power．　So　far　as　honey　is

concemed，　no　correction　factor　is　requi祀d　since亡he　reduclng　sugar　of　honey　consists　of　monosac－

charides（glucose　and　fructose）．　Thirty　commercial　honeys　sold　in　Tokyo　were　sublected　to　the　deter－

Ininations．　The　reducing　sugar　content，　calculated　as　invert　sugar，　was　found　to　be　within　the　range

of　68。40～75．42％，　while　apparent　sucrose　content　within　the　range　of　O～4．81％（see　Tab正e　1）．　1亡was

con血rmed　that　sucrose　as　well　as　reducing　sugar　contents　of　honeys　tested、vere　w三thin　the　limits　of

domestic　standard．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1973）

ま　え　が　き

　ハチミツは天然に得られる代表的な甘味物質であっ

て，約20％の；水分を除いた残りの大・部分は糖質によ

り構成されている．主成分はブドウ糖および果糖であ

り，それぞれ約35および36％存在する．その他に

約2。6％のショ糖，1．4％のデキストリンおよび微量

の麦芽糖，メレチトースなどが含まれている，

　牛乳および乳製品（とくに加糖練乳）中の乳糖およ

びショ糖の定量法としてはLaneおよびEynon1）に

より考案された，メチレンブルーを指示薬として，フ

ェーリソグ液により還元糖を定量する方法（レイン・

エイノン法）が広く．使用されている。

　メチレンブルーはアルドースまたはケトース溶液中

で煮沸すると脱色されるが，二価の銅イオンが存在す

る間はその反応は進行しないので，試験溶液の直接滴

下による滴定の指示薬として使用しうるという原理に

基づくものである．

　吉野ら2）は牛乳成分のうち，タンパク質と脂肪はレ

イン・エイノソ法による乳糖定量法に影響を与えない

が，カルシウムは定量値を低くすることを明らかにし

ている．ハチミツは固形物としてはタンパク質を約

0．3％含む以外はほとんどが糖質であり，レイン’エ

イノン法による直接滴定法を実施するのに適している

と考えられるので，試験した．結果満足すべき成績を得

たのでここに報告する．

試料および実験方法

　1．試料

　ハチミツを密閉容器に入れ，60。水浴上で30分以

内に融解させる（40。の水浴上で，時間を限定せずに，

融解するまで放置する方法を採用してもよい）．十分

に振り混ぜながらハチミツを冷却し，器壁に附着して

いるすべての凝縮水を再びハチミツ中に溶かし込み，

均質な試料を得る．

　a）ハチミツ溶液：上述の処理を行なったハチミツ

29を精密に量り，蒸留水を加えて溶かし正確に200

mJとする．

　b）　ハチミツ希釈溶液＝ハチミツ溶液50m1を正

確に量り，蒸留水を加えて正確に100mJとする．

　2．実験方法

　改変レイン・エイノン法を．使用して直接還元糖およ
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び転化糖の含量を測定した．

　測定法はFAOIWHO欧州調整委員会において作製

されたハチミツのヨーロッパ地域規格に採択されてい

る方法を使用した．

　（i）試薬

　a）　フェーリング試液：衛生試験法の記載3）に従っ

て調製した．

　A液：硫酸銅（CuSO4・5H20）69。28　gに水を加え

て溶かし1000m’とする．

　B液：酒石酸カリウムナトリウム3469および水

酸化ナトリウム1009をとり水に溶かして1000m1

とする．アスベストでろ過してから使用する．

　b）標準転化糖溶液（109／1）＝サッカロース9・59

を精密に量り，塩酸5m’を加え，水で約100　mJに

希釈し，室温に数日間放置（12酎15。で7日間，20～

25。で3日間）した後，11に希釈する．ここに調製

した1．0％転化糖酸性溶液は数か月間安定である．使

用の際には本溶液の一部をとり，1N水酸化ナトリウ

ム溶液で中和した後に希釈して転化糖希釈標準液（5

倍希釈液，2gノのを調製する．

　c）メチレンブルー溶液（0・2％）：メチレンブルー

2gを水に溶かして1000m’とする．

　（ii）直接還元糖の定量

　a）　フェーリソグ溶液の標準化＝A液5mZを取り・

B液約5mJを添加したものが，転化糖希釈標準液

25m’（転化糖0．050　g）と完全に反応するようにA

液の濃度を標準化する．

　b）予備滴定＝レイン・エイノン法では誤差範囲を

低くし，繰返し精度を高めるためにはフラスコ内の総

液量は常に一定となるような条件で行なうことが必要

である．本法においては還元滴定を終了した際の反応

液の総量を35m’と定める・そのためには・滴定を

閉旧する前に適当量の水を添加することが必要であ

る，水の添加量は予備滴定を行なった場合の希釈ハチ

ミツ溶液の消費量を25m’から差引くことによって

求めることができる．

　すなわち，200m1の三角フラスコにA液5m’お

よびB二三5m’を取り，蒸留水約7川’および少

量の軽石粉を加える．ビュレットよりハチミツ希釈液

を約15mJ滴愉し，石綿付き金網上で加熱して煮沸

させる．少し火力を弱めて，きらに2分間ゆるやかに

沸とうさせる．メ千レンブルー溶液1m’を加え，さ

らに煮沸きせながら希釈ハチミツ溶液を少量ずつ滴下

する．メチレンブルーの色が全く消失する点を以て終

点とする，滴定ば沸：珍し始めてから3分以内に終了さ

せる．希釈ハチミツ溶液の滴定量（xm1）を求め，25

m1から差引く．

　注．試料の採取量を2gとした揚合のハチミツの

直接還元糖（転化糖として計算する）含量と必要な加

水量の関係について示すと大略つぎの通りである．

伝化糖含量

　60％

　65〃

　70〃

　75〃

蒸留水の添加必要量

　　　8．3mZ

　　　9．6〃

　　10．7〃

　　11．6〃

　c）　直接還元糖の測定：200m1の三角フラスコに一

A液5mZおよびB液約5m’を取り，これに（25
－x）m！の蒸留水および少量の軽石粉を加えた後に，

ビュレットより希釈ハチミツ溶液　（x－1．5）m’を二

二する．以下予備滴定の場合と同様に操作し，希釈ハ

チミツ溶液の使用量ym’を求める．繰返し測定によ

る精度は0．1m1以内でなければならない．

　d）結果の算定：C＝20001（wy）の式によって見掛

けの直接還元糖量を算出し，転化糖として示す．

　ただしC：ハチミツ100g中の転化糖の重量（％）

　　　　、v；ハチミツ試料の採取量（g）

　　　　y：希釈ハチミツ溶液の滴定数（認）

　（iii）ショ糖の定量

　ショ糖の定量はWaIker法4）によって転化した後に

改変レイノン法によって測定し，還元力の増加よりシ

ョ糖含量を求め，見掛けのショ糖含量として示す．

　a）試料の加水分解＝ハチミツ溶液50mJを100・

m’のメスフラスコに正確に量り，蒸留水を25m1添

加して，65。の水浴中で加温する．フラスコを水浴よ

り取出し，6．34N塩酸を10　m’加え，常温で15分一

間あるいはそれ以上放置して冷却する．1％フェノー

ルフタレイン溶液2滴を加え，5N水酸化ナトリウム

で中和した後蒸留水を加えて正確に100m’とする．

　b）還元糖の測定＝上述の加水分解液を使用して

①の場合と同様に操作する．

　C）結果の算定

　見掛けのショ糖含量＝｛（加水分解後の転化糖含量）

一（加水分解前の転化糖含量）｝×G．95

　結身とはハチミツ100gあたりの見掛けのショ糖含

量（％）として示す．

実験結果ならびに考察

　東京で購入した市販ハチミツ30種についての測定：

成績はTable　1に示す通りである．

　本表より市販ハチミツの還元糖含量は68．20側75．42：

％，見掛けのショ糖含量は0～4・81％の範囲にあるこ

とが認められる．FAO／WHOの欧州地域規格では一
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Table　1．　Apparent　Reducing　Sugar　and　Sucrose　Contents　of　Commercial　Honey

Honey Reducing　Sロgar＊
　　　（％）

N。．11

　　・…

　　31

　　4

　　511

　　61

　　71

　　81
　　9｛

1劉

｝II

i劇

71．94

69．92

71．73

71．73

70。52

75．42

72．99

69．15

68．42

73。91

72．99

70．72

72．57

70．72

72．57

Apparent　Sucrose
　　　（％）

1．22

4．81

3．08

0．41

2．78

1。73

1。65

3．28

3．92

1．06

1。24

1．18

1．85

1．99

1．43

Honey

No．16

　　17

　　18

　　ユ9

　　20

　　21

　　22

　　23

　　24

　　25

　　26

　　27

　　28

　　29

　　30i

Reducing　Sugar＊　　Apparent　Sucrose
　　　（％）　　　　　　　（％）

70．52

70．72

72．15

71．32

72。78

72．15

71．53

72。57

70．32

68．20

71．94

72．54

71。71

73．61

71．92

4．24

0．38

2．46

1．83

2．27

2．05

2．87

1．23

1．15

2．94

2．67

1．21

0、00

2．79

0．97

Range　Reducing　Sugar：68．20・75．42

Note．　＊Calculated　as　invert　sugar

Apparent　Sucrose＝0・4．81

般ハチミツについては還元糖含量は転化糖として65

％以上，見掛けのショ糖含量は5％以下と定められ

ており5），これらにならってわが国でもハチミツに関

する公正競争規約6）により，直接還元糖65％以上，

見かけのショ糖は5％以下と規定された．すなわち測

定に供したハチミツ試料30検体は直接還元糖および

見かけのショ糖含量においていずれも公正競争規約に

合格するものであることが認められる．

　牛乳分析において使用されているレイン・エイノソ

法は試料の乳糖およびショ糖濃度によって最終総液量

が変動し，還元条件が異なるために，試料の滴定量：の

一定範囲内の数値について予じめ調製された定量表を

使用することによって糖含量を求めることが必要であ

る．しかしながら予備滴定を行なった後適宜加水して

最終液量を一定（35mの　とした条件で還元反応を行

なった場合には滴定数と還元糖量は逆比例関係にある

ので定量表を使用する必要がない．この点が改変レイ

ン・エイノソ法の特徴である．

　ショ糖の定量にはWalkerが旋光法による測定の

ために定めた加水分解法を応用した．加糖練乳の場合

には塩酸加水分解によりショ糖を完全に転化する際に

は乳糖も一部分解され還元が2・85％増加するので，

その増加分を補正しなけれぽならないことが佐藤ηに

よって示されている．しかしながらハチミツの還元糖

はそのほとんどが単糖類のグルコースおよびフルクト

ースであるので補正は不必要であると考えられる．

要 約

　レイン・エイノンの直接滴定法は牛乳および乳製品

の乳糖およびショ糖の定量に広く応用されている．わ

が国の国内規格では，ハチミツの成分規格は直接還元

糖65％以上，見かけのショ糖含量は5％以下と定め

られているが，それらの測定法については明示されて

いない．本研究においてはレイγ・エイノソ法におい

て最終液量が35m’となるような条件で還元試験を

実施するように改められた方法（改変レイン・エイノ

ソ法）により，定量：表を用いないでハチミツの還元糖

およびショ糖含量を測定する方法を試みた。ただしシ

ョ糖の定量の際の転化にはWalker法（塩酸加水分解

法）を使用した．ハチミツの還元糖は単糖類（グルコ

ースおよびフルクトース）よりなるので加糖練乳の場

合のように，乳糖の分解による還元力の増加を補正す

る係数の使用は不要である．市販ハチミツ30種類に

ついて測定した結果では，還元糖含量は転化糖として

68．20～75．42％見掛けのショ糖含量は0～4．81％であ

り，両者ともすべて規約の範囲内であることが認めら

れた．
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薬用植物の栽培試験（第1報）

カンゾウの発根試験＊
堀越　司，本間尚治郎，逸見誠三郎＊＊

Studies　on　the　Cultivation　of　Medicinal　Plants．1

Rooting　Experiment　of　G砂の17功たαπ㎎」6π5おFisch．　et　DC．

Tsukasa　HoRIKosHI，　Naojiro　HoMMA　and　Seizaburo　HEMMI

　The　experiment　was　carried　out　in　order　to　investigate　the　effect　of　sixl　kinds　rooting　Promoters

（GA，　OX，　NAA　etc．）on　annual　and　biennial　cutting　ofαyのP〃玩2αμアα’6π5f3　DC．．

　The　results　were　as　follows、
1．

2．

In　contro1，　the　growth　of　aerial　and　subterranean　part　showed　larger　biennial　than　annual　cutting．

Also　the　effect　of　rooting　promoters　was　more　remarkable　in　the　biennial　than　the　annual．

The　followings　were　observed　tQ　be　effective；the　dusts　of　2－naphthylacetamide，　indolbutyric　acid

and　5－chloro・1，　H・3　indazoryl　acetic　acid．

　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1973）

　近年化学工業の発達に伴ない，あらゆる分野で人々

の保健衛生の面が問題にされているなかで，薬用植物

の重要性が認められてきた．マメ科植物のカンゾウは

中国東北部（旧満州），シベリア1）などに多く自生する

多年生草本であり，根および走出茎を乾燥して甘味料，

薬用とする．その需要は多くわが国では年間6～7千

トンの消費であり原料の大部分は輸入に依存している

のが現状である．

　北海道では，カンゾウの栽培が可能なことは既に農

林省北海道農試で1954年～1968年に確認されてお

り2〕，北海道薬用植物栽培試験場でも1964年から試

作し現在に至っている．

　花木，一般花卉では化学物質の処理によって発根を

区分

処理区

無処理区

GA（シベレリン）

液剤
　　　OX（オキシベロン）

　　　NAA（ナフサク）

　　　RO　（ルートン）

　　　RT．（ルチェース）
粉剤

OX（オキシベロン）

CO（対照）

促進することが知られ5），実用化されているもの6）も

あるが，薬用植物についての報告はないようである．

　そこで著者らは取り癒えず国内需要を考え，国内生

産の角度からカンゾウの増殖すなわち，栄養繁殖を目

標に，6種類の植物生長調節剤（発根剤）を供試し，

発恨試験を行ない2，3の知見を得たので報告する．

　本試験遂行のため貴重な発根剤を快よくご恵与賜わ

りました各位に対し，心から感謝の意を表わします．

材料および方法

材料　αy｛ツア〃～fzα3‘γα」θη∫言s

試験設計

1　100PPM

　II　200PPIM

III原液
IV　40倍

　V　100PPM
VI
　　　拝撃
VII

VIII寿衣1．0％
　IX・　〃　0．5〃

　X

　1

a～b
10～10

　〃

　〃

　〃

　〃

〃

〃

〃

〃

陶　　　7

　a～b
10～10

〃

〃

〃

ノ！

〃

ノノ

〃

ノ！

ホ　日本作物学会第155回講演会にて一部発表　　＊＊　エーザイKK，川島工場
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区分　10区7連制

発根剤の性質

　　　　　　I　GA

　　　　　　II　〃

　　　　　III　OX

　　　　　IV　〃

　　　　　　V　NAA

　　　　　VI　RO
　　　　　VII　RT．

　　　　　VIII　Ox

　　　　　　IX　〃

挿穂の基準

ジベレリン3．5％

　　〃　　　　　ル

イン「ドール酪酸0．4％

　　　〃

ナフタレン酢酸

アルファナフチルァセトァミド0．4％

100PPM

200　〃

原液

40倍

100PPM

5一クロルー1H－3一イソダゾリル酢酸ナトリウム0．05％

インドール酪酸1．0％

　　　〃　　　0．5％

試　験　方　法

　長さは1，2年生とも4～6cm，直径は1年生が

2mm～3　nlm，2年生が4mm～5　mm，芽数は1，

2年目ともに1～3ケとした4）．

　発根剤処理法

　試験設計区分の1，II，　III，　Vは挿穂の切り口を2～

3分所定の液剤に浸潰し，VI，　VII，　VIII，　IXは切り口

に各々粉剤をまぶした．IVのみは切り口を3時間液

剤に浸漬した．

　挿し木法（植え付け法）

　素焼の植木鉢を用い耕土即ち沖積砂質壌土を充填し

た．鉢は直径15cmで底から8cm上のところまで

耕土を入れた．その上にカンゾウの挿穂を10本なら

べて，バーミキュライトで覆土した。念のため更に砂

をバーミキュライトの上にふりかけた．

　試験は1972年5月27日から8月3臼までであり，

期間中の管理はバロンスクリーンにて日除けをし，晴

液剤

粉剤

天ならば，朝夕灌水し，生育状況の観察は朝9時に行

なった．

　1972年7月29日～8月3日には全供試個体を掘り

上げ水洗後各個体の発根調査を実施した．

試　験　結　果

　表の数字はすべてconto1に対する百分比である．

括弧内は平均実測値である．

　1）　Table　1（1年生）によれば，地上部と根長は

対照区がはるかに優る傾向を示したが，根数や分岐根

では一部発根剤処理区が優る傾向を示した．

　2）Table　2（2年生）によれぽ，戸長を除き一部

発根剤処理区が対照区に比しはるかに凌駕する傾向を

示した．特に根数の増加することは明らかであり，粉

剤処理は液剤処理よりのその傾向は大きくなる．これ

らのことはTable　1でも認められたが，本表では一

層顕著となることが判明し’た．ただし根数の増加は認

められるが，根長の憎大が全く認められなかった．こ

のことは駅長の発達と肥培管理の問題として検討する

Table　1．　Examination　of　Root　System（1972，7，29～8，3）

　　　　　　αツ。ツ7プ配zα2‘7α’θπs’sDC（annual）

Plot

1iquid

formulation

dust

formulation

GA　100PPM

〃200〃
OX　（f．c．）

ノノ40

NAA　100PPM
RO
RT
OX　1．0％

〃　　　〃

Contro1

aer至al　part

plant
height

petiole

length
petiole

number

40　（4．22）

　6（0．58）

50　（5．20）

35　（3．69）

29　（3．02）

60　（6．28）

35　（3．62）

65　（6．79）

71　（7．48）

100（10．50）

53　（3．28）

　0（0　）

58　（3．61）

47　（2．95）

45　（2．83）

69　（4．33）

34（2．12）

81（5．04）

83　（5．17）

100　〈6．24）

42　（2．40）

　0（0　）

68（3．88）

．51　（2．92）

72　（4．17）

74　（4．25）

73　（4．20）

73　（4．22）

88　（5．08）

100　（5．77）

subterranean　part

root
】ength

root　　　　branched

number　　　root

12　（1．52）

12　（正．53）

31（3．87）

29　（3．68）

15　（1．85）

26（3．20）

19　（2．37）

40　（4．98）

53　（6．62）

100（12．57）

166　（6．63）

100　（4．00）

ユ47　（5∂88）

81　（3．24）

60　（2．39）

134　（5．35）

77（3．08）

176　（7．06）

121　（4。84）

100（4．00）

　0（0）

　0（0）

80（12）

107（16）

33（5）

80（12）

13（2）

73（11）

67（10）

100（15）
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Table　2． Examination　of　Root　System（1972，7，29～8，3）

σ」ン‘♪・プr配2απプ4」6η∫∫5DC（biennia1）

Plot

　　　　　　’GA　100　PPM

　　　　　　　〃200　〃liquid

一回顕福
一lll．聯

㎞蜘X％

aerial　part

plant
height

petiole
Iength

petiQle

number

64（7．53）

26（3．10）

76（8，88）

120（14，07）

123（14．44）

81　（9．47）

111（12．99）

139（16．33）

101（11．91）

100（11．75）

69　（4．50）

72（4．74）

82　（5．40）

99　（6．54）

116　（7．64）

81　（5．34）

88　（5。78）

1（睦　 （6．88）

80　（5．26）

100　（6．57）

89　（4．96）

71　（4．40）

78　（4．85）

90　（5．56）

121　（7．50）

87　（5．36）

100（6．17）

104　（6．42）

81　（5．00）

100　（6．19）

subterranean　part

root
length

root　　　　branched
nI工【頑Lber　　　　　　　 root

27　（3．61）　　107　（5．37）　　　　0　（0）

22　（2．94）　　107　（5．37）　　　　　0　（　0）

42　（5．55）　　159　（7．98）　　　47　（10）

92（12．08）　　　79　（3．97）　　　138　（29＞

53　（6．99）　　99　（4．97）　　129　（27）

35　（4．58）　　244（12．32）　　　133　（28）

54　（7．09）　　175　（8．79）　　　67　（14＞

60　（7．95）　　199（10．01）　　　76　（16）

75　（9．94）　　164　（8．23）　　　　76　（16）

100（13．19）　　100　（5．03）　　　100　（21）

必要があるものと思われる．

　以上のことからカンゾウの発根は1年生走出茎より

も．2年生走出茎がはるかに高いことを確認した．ま

た，カンゾワの発恨を促進したと思われる発根剤は，

アルファーナフチルアセトアミド，インドール酪酸，

5一クロルー1H－3一イソダゾリル酢酸ナトリウムなどの

粉剤であるのが特長である．ただし液剤でも濃度や，

上路時間，方法などによっては発根の促進効果が期待

出来るものと思われる．

　なお，今後は上記の結果を検討し更に機会をつくり

カンゾウの発根促進効果を明確にし，所期の目標であ

る育i貰と増殖の実用化の栽培｝こ役立てたいと考えてい

る．

　　　　　　　　摘　　　　　要

　ウラルカンゾウの1年生と2年生のさし穂を供試

し，ジベレリン，オキシベロンなどの発根促進物質の

効果について試験した．結果は次に述べるとおりであ

る．

　1）無処理の場合1年生に較べ，2年生さし穂が地

上・地下部とも優れ，発根促進物質の効果も1年生よ

り2年生さし穂において顕著であった．

　2）　発根促進に効果のあると思われるものはアルフ

ァーナフチルアセトアミド，インドール酪酸，5一クロ

ルー1H一インダゾリル酢酸などの粉剤である．
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リゾチーム製剤の力価測定について

西崎笹夫・木嶋敬二・横田弓勢・川村次良

On　the　Determination　of　Lysozyme　Containing　in　the

　　　　　　　　Commercial　Preparations

Sasao　NlsHlzAKI，　Keili　KulMA，　Isue　YoKQTA　and　Jir6　KAwAMuRA

　　Results　of　the　assay　for　the　potencies　of　lysozyme　Inater五al　powders　and　for　the　contents　of　lyso－

zyme　in　the　commercial　preparations（material　powders：9，　inlections＝2，　tablets：41，　capsule：1，

Total：53　samples）collected　for　the　o田cial　inspection　in　1972，　were　described．

　　When　the　all　samples　were　determined　by　the　modi丘ed　standardized　method　described　in　the　text，

eleven　tablet　samples　were　shown亡he　values　no亡more　than　70％of　the　labeled　potencles，　as　shown　in

Fig．10f　Exp．1．

　　Several　samples　which　had　low　potency　were　anxious　to　be　decreased　by　grinding，丘ltration　and

by　adsorption　to　the　insoluble　precipitation．　Through　the　investigation　on　each　factor，　fina！ly，　the　al陶

most　samples　which　had　shown　Iower　activities　in　Exp．　I　could　be　ob亡ained　亡he　va1ロes　of　80～120％，

by　using　of　the　solution　for　extraction　containing　of　sodium　chloride　in　O。5　M．　This　fact　will　be　also

interesting　in　the　aspect　of　bioava三lability．　These　data　were　summarized　in　Table　l　of　Exp．　II．　The

authors　could　not　point　out　the　special　components　which　inhibit　these　determinations．

　　The　content　uniformity　of　Iysozyme　tablet　sampies　was　also　reported　in　Table　20f　Exp．　IIL

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1973）

　消炎酵素製剤としてのりゾチーム原末〔御化リゾチ

ーム（内服用）〕の規格試験法は「医薬品の規格およ

び試験法：昭和42年」bに掲載されているが，各製

剤についての公定的な試験法はない．

　著者らはりゾチーム二二ならびにリゾチーム含有製

剤について昭和47年度医薬品等一斉取締試験を行な

った．今回収去された検体は，原末：9，注射剤：2，

錠剤＝（10mg力価含有）31，（30　mg力価含有）10，

カプセル剤：1，計53検体であった．なお，原末には

白色結晶性粉末とりん片状凍結乾燥品品が，注射剤に

は注射用溶液製剤と凍結乾燥したアンプル標品とがあ

り，錠剤では糖衣を施したものは1検体もない．収去

された検体の中では，とくに錠剤について，その原品の

品質はもとより，処方，製造工程，製剤の保存条件，

さらに力価測定の条件などが測定値に及ぼす影響につ

いて非常に興味がもたれた．

　力価測定にあたって，すべての検俸をリゾチーム原

末の規格試験法に準拠した方法をスクリーニング試験

として行なうことにした（実験1）．

　次いでスクリーニング試験の成績に基づいて，全検

体の含量分布曲線から考察して，表示力価の70％未

満の検体を再検討を要すべきものとし，主として試料

液の調製法に検討を加えた結果，酵素含有錠剤の力価

測定に際しての若干の基礎的知見をえた（実験II）．

　なお，実験IIにおいては錠剤数個を用いての測定値

であるため，数社のメーカーの錠剤の1個ごとのりゾ

チーム含量の均一性をも検査したので併せて報告する

（実験IID．

　実験1　スクリーニンゲ試験

1－1＝試薬

　（1）リン酸塩緩衝液（pH　6．2）

　規格試験法1）による．調製後冷所に保存し，1週間

以内に使用した．

　（2）基質液

　規格試験法1）による．ただし，ル徹70000微3｛y30一

ゴ¢謝fα‘5の乾燥解体はロット番号，保存条件などによ

って感度が低下することがあるが，著者らの用いた基

質（生化学工業製，凍結乾燥粉末，ロット番号21－88－

778）はりゾチーム標準品によってスクリーニング試

験を行なうとき，吸光度の低下は約0．100±0．005程

度のものであった．

1－2：検体の前処理

　原末および注射剤は，とくに前処理を必要としない．

錠剤は各20個をとり，その貢量を精密に量り，1個

あたりの平均重量をあらかじめ算出しておき，それを

乳鉢ですりつぶして粉末とした，またカプセル剤は錠

剤の方法に準じた．

1－3：試料溶液および標準溶液の調製
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　原末，錠剤およびカプセル剤の粉末試料は標準品と

同時にデシヶ一回ー（シリカゲル）中で2時間減圧乾

燥し，それぞれ約50〔mg（力価）〕に対応する量を精

密に量り，リン酸塩緩衝液（pH　6．2）を加えて，正確

に100m‘ずっとした．以下，原末については標準品

と平行してその2mJずつを正確にとり，リン酸塩緩

衝液（pH　6．2）を加えて正確に100　m’とし，さらに

2nl’ずつをとり，それぞれにリン酸塩緩衝液　（pH

6．2）を加えて正確に50m1とし，試料溶液および標

準溶液とした．

　注射剤についてはその表示力価に従って原末に準じ

て試料溶液を調製した．なお，錠剤およびカプセル剤に

ついては不溶性沈でん物を認めるので，東洋ろ紙No．

4を用いてろ過したろ液について，以下，原末と同じ

操作によって試料溶液を調製した．

1－4：定量操作

　基質液を振り混ぜながら正確に3mZずつを量り，

各試料溶液，標準溶液および対照液について3回以上

実験するのに必要な本数の試験管に移し，氷水中に浸

し，実験開始直前に順次に35。で3分間加温する．別

に35。で3分間加温した試料溶液，標準溶液およびリ

ン酸塩緩衝液（pH　6．2）を正確に3m1ずつをそれぞ

れ加えてから，10±0．1分間，35。に放置したのち，

水を対照として層長10mm，波長640　mμにおける

吸光度を測定する．各試料溶液，標準溶液および対照液

についておのおの少くとも3回以上実験を繰り返し，

二丁の平均値をそれぞれETi，　EsおよびEoとし，

次の式によって試料1mg中のリゾチーム量を算出

した．

　試料1mg中のリゾチーム量〔mg（力価）〕＝

　翌rETi×　標準品の量〔mg（力価）〕

　ErEs　　採取した試料の重量（mg）

　この数値に検体1丁目たりの平均重量を乗じた値を

検体の表示量で除し，100倍して戸別パーセントであ

らわした．なお注射剤については，希釈倍数から換算

して1アンプル中の含量パーセントを求めた．

1る：試験成績

　実験1の試験成績をFig．1に示す。

　実験結果から，原末のうちの7検体は標準品よりも

若干高い力価を，また2検体はいくらか低い力価を示

したが，9検体とも11ngあたりの力価は，規格に

示された0．8〔mg（力価）〕以上であった．

　なお，注射剤2検体については，両検体の間に力価

の隔たりは認められるが，いずれも許容範囲内にある

ものと判断される．

　錠剤については，80－85％附近にピークを有する

　7

検6

体5

　4
数3

　2

　1

　0
表示量に対する含量（％）

Fig．1．スクリーニング試験による力価測定成績．

　このヒストグラムにおける数字は，低含量から

　高含量への順序に従って付した止りの番号で，

　検体受付番号とは関係ない．また，この番号は

　実験II，実験IIIと共通させてある．

　なお，横軸は5％以下，10％以下……という

　ように5％刻みに示した．したがってNo．12，

　No．13の測定値はいずれも70％の値をえて
　いるので，70％未満の検体はNo．1～No．11
　までである。

正規分布様の分布を示し，最高値約120％から最低

値はほとんど0に近く，幅広い範囲にわたる．著者ら

の経験では，この方法による実験誤差を±10％と想

定し，規格値としては80～120％となることが望ま

しいが，早りにその含量が70％未満の検体を再検討

を要すべき検体の対象とした．これらの検体は，得ら

れた力価値を想定力価として，検液の採取量を調節し

て再試験を行なったが，各検体を通じて両値の間には

10％以内の誤差でよく一致し，しかも70％に達した

ものは1検体もなかった．

　カプセル剤については錠剤に準ずるものと思われる

が，今回の収去検体には70％を超える1検体のみで

あったので，じゅうぶんな検討を行なわなかった．

　巽験II　スクリーニング試験において，表示量の

70％未満の含量を示した錠剤に対する若干の検討

II－1＝すりつぶしの影欝

　実験1において錠剤をすりつぶすとき，ある種の検

体の粉末の性状は吸湿などの若干の変化がみられるも

のがあった．すりつぶしの操作中の衝撃などによる物

性的変化が力価に及ぼす影響を調べるため，約50〔mg

（力価）〕に対応する錠剤の個数（10mg力価含有錠剤

は5錠を，30mg力価含有錠剤では2錠）をとり，直

接リン酸塩緩衝液（pH　6．2）中で均質に崩壊させ，東

洋ろ紙No．4でろ過したろ液について，以下実験1の

方法を準用してみた．

II－2二ろ過の影響

　II。1の結果（Table　1参照）に基づき，不溶性沈で
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ん物への吸着を配慮して，トリプシン，キモトリプシソ

の場合2）3）にならい，II－1におけるろ過操作のみを省略

して試験を行なった．リゾチームの試験には濁度を測

定するため，当然，試料溶液のにごりが影響を与えるこ

とになる．したがって，試料溶液のみを用いたときの

対照値を求めたが，実際にはほとんど測定誤差範囲内

にあることが多かった．

II－31食塩濃度の影響

　実験1およびII・1，　II－2の実験経過から，なおも

70％　に達しない検体が若干あった．それらの成績を

考察するとぎ，（1）同一メーカーの10mg力価含有

と30mg力価含有の製剤の測定値を比較するとき，

30mg力価を含む錠剤は10　mg力価を含むそれよ

りもほとんどの場合有意に高い含量値をうること，

（2）これらの製剤に表示量のリゾチーム標準品を添

加して実験を行なった場合，添加したリゾチーム力

価よりも著しく低い値しかえられないことから，リ

ゾチームが賦形剤などの成分に強固に吸着されるがた

めに，以上の操作ではりゾチームがじゅうぶんに遊離

されないままであると考えるのが妥当のように思え

た．そこで，たん白質などのクロマトグラフィーに繁

用される食塩濃度の変化とリゾチームの旧離状態との

相関性を調べることにした，すなわち，比較的低力価

の検体を選び，表示量に基づいてその約50〔mg（力

価）〕に対応する量をとり，蒸留水，および種々に濃

度を変えた食塩水を用い，100m’のメスフラスコ中

で崩壊させたのちろ過し，以降はリン酸塩緩衝液（pH

6．2）を用いて実験1の方法を準用した．その結果の

一部をFjg．2に示す．

　Fig・2から，ほとんどの検体はある食塩濃度以上に

なると急激な力価の上昇をみせ，ピークに達してから

以後は徐々に下降する傾向が認められた．各検体につ

いてピークを示す食塩濃度は一致はしないが，その濃

度範囲は0．2～0．5Mにある．一方，一部の合格・検体

についてこの方法を適用したところ，力価の増強は顕

著ではなかった．

　以上の実験結果に基づいて，食塩濃度を仮りに0．5

Mと設定して実験を行なった．

II－4：試験成績

　実験IIの試験成績をTable　1に示す．

　実験IIにおいては，実験1における70％未満の

錠剤検体を主な対象として検討を行なった．

　錠剤のすりつぶしの操作を省くことによって有意に

力価の増加がみられたものもある（No．1，2，7，8，11）

が，測定誤差を考慮するとき，力価の増強は顕著とは

いえない．この結果さらに70％未満の錠剤（7検体）

力

価

（％）

150

100

50

0

　　　　　戸
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Fig．2．

　との相関関係

0　　0曾1　0．2　0．3　0．4　0響5　0．6　097　0．8　0．9　1．0・

　　　　　食塩濃度（M）

　錠剤の抽出溶媒中の食塩濃度と力価（％〉

Table　1・実験IIにおける錠剤の定量成績

！糧（％）

検体番ザ 0　　10　20　30　40　50　60　70・80　90100110120130

1 1 △○ ；◎
2 1　　△ ○ ◎
3 1△ Ol ◎
4 1△ 10 ◎
5 1△ 1　　0 ◎
6 1△ iO ◎
7 1 1△ ◎
8 1 i△◎
9 1・ ◎○
10 1；△ ◎
11 ◎

L

12 Ii ◎
14 iI

◎
30 lI ◎
37 i　◎1
41 …

1◎

1：実験1の成績を参考として示した．

△：　　II一工の方法による．

0：　　II－2の方法による．

◎：　　II－3の方法による．

なお，検体番号12以上の検体は参考として行なったものの一部であるト

を対象として，ろ過の操作を省くとき明らかな力価の

増加が認められるものがあった．ただし，No．1，2お．

よび3についてはなおも70％には達しえなかった．

　そこで著者らは錠剤中のリゾチームの抽出に食塩水

溶液を用い，その食塩濃度と力価との相関性を検討し，

食塩濃度を0．5Mと設定してNo．1～No．11およ
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び種々の力価の検体を選んで適用したところ，ほと

んどの検体は80～120％の範囲にあることを知っ

た．これは一種目塩溶効果によるものと考える．また

Table　1に示された◎印はいずれも0．5　Mの食塩濃

度で行なったもので，Fig．2に示したように各検体に

おけるピークの食塩濃度はかならずしも一致していな

いので，詳細に検討するならぽいくつかの検体の定量

値はなおもやや上昇することが予想される．

　一方，今回の錠剤がすべて腸溶性でないこと，最高

の測定値をえるには適当な食塩濃度が必須であること

のために，内服に際しての胃内での変化，腸内での変

化，さらに腸管からの吸収と排泄を含めた医薬品の有

効性の問題とからませて，単なる定量法とは別の側面

において検討を要すべき諸問題が展開されるであろ

う．

　なお，錠剤の申請書にみられる40検体（残りの1

検体は不明）から，賦形剤，結合剤，崩壊剤などのベ

ストテンを示すと，乳糖：39／40，デソプソ（パレイ

ショデンプンまたはトウモロコシデンプン）＝32／40，

ステアリン酸マグネシウム：12／40，タルク：10／40，

CMCカルシウム：7／40，微結晶セルロース：6／40，

ステアリン酸カルシウム：5／40，サイクラミン酸ナト

リウム，軽質無水ケイ酸，アビセル：各4／40の順と

なる．これらの処方に対比させてNQ．1～No．11の

検体の成分を検討したところ，定量法を妨害する特定

の成分4）を指定しえなかった．

　実験III　錠剤中のリゾチーム含量の均一性の検討

　実験IIにおいて，錠剤を直接溶媒中で崩壊させる

場合，2錠あるいは5錠を用いる実験が多かった．そ

こで実験誤差のほかに各錠剤1個あたりの含量の均一

性を参考までに検査した．すなわち，各メーカーの錠

剤10個ずつを無作意に抽出し，1錠ずつにリソ酸塩

緩衝液（pH　6，2）を加えてふりまぜながら崩壊させ，

それを東洋ろ紙No，4を用いてろ過し，ろ液を規定

量にうすめて試料溶液とし，その力価を検定した．実

験1の結果，含量90％以上について検討を行ない，

その典型的な7検体についてのデータをTable　2に

示す．

Table　2．錠剤中のリゾチーム含量の均一性の成績

獅号
猿ﾀ験｝こ轡個数

29

33

34

35

37

40

41

10

ノノ

〃

〃

〃

〃

〃

実測範囲（％）「

（m三・・～max・肩
平均値（％）

　（M）
標準偏差
　（S）

変動係数
（S／M）

79～108

71～105

90～121

91～115

74～120

90～113

96～136

90

90

111

101

103

101

118

　Table　2に示した成績から，ばらつきの指標となる

変動係数には各メーカー｝こよって約2．1から4．2ま

での隔たりがみられた．なお，平均値は実験1の成績

とおおむね一致したが，中にはNo．34，　No・40のよ

・うに約10％の変動を認めたものも含まれる．

ま と　　め

　昭和47年度医薬品等一斉取締試験の対象として，

リゾチーム原末ならびに市販リゾチーム含有製剤（原

末9，注射剤2，錠剤41，カプセル剤1，計53検

．体）の試験を行なった．

　全検体を塩化リゾチームの規格試験法に準拠した方

法をスクリーニング試験として行ない，その結果を実

験1，Fig．1にヒストグラムとしてあらわした．

　原末はすべて規格値の0．8〔mg（力価）〕以上に適

合した，

3．30

3．58

2．81

2．53

4．37

2．14

3．70

3．67

3．98

2．53

2．51

4．24

2．12

3．14

　表示量の70％未満の検体（錠剤11検体）につい

て再検討を行なった．力価低下の要因と思われる（1）

すりつぶし操作，（2）ろ過操作を省くことによって，

11検体中8検体までは70％に達した．さらにα5

M食塩液を拙出溶媒とすることによってこれら11検

体を含めた多くの検体はいずれも80～120％をえた

ので，以上の結呆を実験II，　Table　1に要約した．

これは錠剤の力価測定法に対して示唆を与える知見で

あり，一方では薬品の有効性とも関連した問題として

考慮されねぽなるまい．

　なお錠剤の均一性を若干調べたので，その一部を実

験III，　Table　2に示した．

文 献

1）医薬品の規格および試験法（昭和42年）：厚生

　省薬務局製薬課，P・17
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2）　西崎笹夫，横田椅江：衛生二一，89，97（1971）

3）　西崎笹夫，横田椅江：fうf4．，90，98（1972）

4）丸森二二ら：昭和46年度厚生科学研究報告，

　塩化リゾチームの安定性について

性腺刺激ホルモンの研究（第9報）

血清性性腺刺激ホルモンの安定性

　　　　　　越　村　栄之助

　　　　　　　　　　　　　Studies　on　Gonadotroophic　Hormones．　IX

　　　　　　　　　　　Stability　of　Pregnant　Mares　Serum　Gonadotrophin

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Einosuke　KosHIMuRA

　　In　order　to　investigate　the　stability　of　the　Pregnant　Mares　Serum　Gonadotrophin　preparations

diluted　with　lactose，　solne　parts　of　them　were　stored　for　six　months　at　40つ，　and　the　other，　for　one　year

in　room　temperature，　protecting　from　light．

　　It　was　found　that　the　activity　of　the　former　was　decayed　10％，　whereas，　no　degradation　was　found

in　the　sample　stored　in　room　temperature　for　one　year．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1973）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圏

　乳糖でうすめた血清性性腺刺激ホルモン（PMS）を

40。および室渥に放置し，1箇月，3箇月および6箇

月後に効力の変化を経時的に比較検討したのでそれら

の結果を報告する．ただし，室温に放置したものは1

年後に調査した．

　　　　　　　　実　験　の　部

1．実験材料

　1mg約1700単位のPMSを乳糖でうすめて，五

酸化リソ上で減圧乾燥し，ガラス管中に熔閉したもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　1．

で，その1mgは7．8単位である．これをしゃ光し

て，40。のふ卵盟および実験室に放置した．

2．実験動物

　生後約3週の雌ラット．

3．　実験方法

　第八改正日本薬局方血清性腺刺激ホルモンの定量

法1）による．

　　　　　　　　実　験　結　果

　Table　1に示す．

Change　of　PMS　potency

Potency　of　PMS
　　　（％）

Storage　period　（month）

1

4（ア

room　temp．

　　101
（L＝0．09）

3

　94．6
（L＝0．21）

6 12

　90．8
（L＝α15）

　102
（L＝α31）

　　　　　　　　結　　　　　論

　乳糖でうすめたPMS製剤をしゃ光して40。に放

置するとき，6箇月後にその効力が約10％減少した

が，室温に放置したものは1年後においても効力の減

少を認めなかった．

　　　　　　　　文　　　　　献

　1）　第八改正日本薬方第1部，p．413（1971）
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インシュリンに関する資料（第8報）

日局インシュリン標準品（711）の力価検定

佐藤　浩・小林熊夫。川村次良

On　the　Insulin．　VIII

The　Assay　of　The　Japanese　Pharmacopoeia　Standard

　　　　　　　　‘‘lnsulin　Standard（711）”

Hiroshi　SAT6，　Kumao　KoBAYAsHI　and　Jir6　KAwAMuRA

　　In　the　preparation　of　Japanese　Pharmacopoeia　Insulin　Standard，　the　potency　of　crystalline　porcine

insulin（Connaught　Medical　Research　Laboratories，　Toronto）was　determined　with　the　Fourth　Inter－

national　Standard　for　Insulin（1958）by　J．　P．　VIII　method．

　　On　the　basis　of　the　results，　the　J．　P．　Insulin　Standard（Control　No．711）was　established　with　a

potency　of　25．4　units　Per　m9・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1973）

　日局インシュリン標準品製造に際して，購入した結

品インシュリン紛末の力価を国際標準品と比較し，力

価を検定したのでその成績を報告する．

材料と方法

　1．原料と試料原液：Connaught　Medlcal　Re・

search　Laboratories製のブタ結晶インシュリン（力

価24u／mg以上）を原料とした，硬質小試験管（7×

90mm）中に23　mgずつ秤り入れ，シリカゲル乾燥

器内に一夜放置した．翌日，管の上端を熔閉したのち

冷蔵庫内に保存した．このなかから任意の1本をとり

出し，規定の方法1）で溶解して試料原液とした．

　2．標準品：第4次国際インシュリン標準品（1958）

〔241．U．／mg；50％ブタ十50％ウシ〕を標準品とし

た．試料原液の調製と同様の方法で溶解して標準原液

とした。試料原液および標準原液は，試験当日さらに

希釈して用いる．

　3．　力価検定法：日局VIIIインシュリン注射液の

定量法工）に準じて行なった．各試験に用いた動物は雌

性家兎で，使用数はすべて24である．血糖値測定は

採血当日に行なった．4回の予試験の結果，この試料

粉末の力価は25u／mgであると判断できたので，本

試験における試料原液はこの想定単位に基づいて調製

した．試験実施上の条件，操作法および数値の処理な

Table　1．　Data　from　Assay　of　Insulin　Sample＊and　Combined　Resuits

Exp．　No． N Ta Tb M’ L 、v wM’

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

24

24

以

以

24

24

24

24

24

24

一25

－35

　55

　10

－72

－44

　3
－12

－43

　40

一657

－687

－587

－526

－624

－572

－585

－578

一（彊5

－690

　0．0114

　0。0153

－0．0282

－0．0057

　0．0347

　0，0231

－0．0015

　0．0062

　0．0200

－0．0174

0．1132

0．1306

0．1208

0．1450

0．0930

0．15〔＞4

0．1110

0．1044

0．1212

0．1174

1358．17

1020．38

1192．65

827．77

2012．25

769。40

1412．54

1596．79

1184．79

1262．73

　15．4832

　15．6118

－33．6328

－4．7183

　69．8252

　17．7731

－2．1188

　9．9001

　23．6959

－21．9716

Potency（weighted　mean）＝25．4　units　per　mg．

（＊　Sample，　assuming　to　25　units　per　mg．）
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どは，日局1＞および前報2）を参照されたい．

　　　　　　　結　　　　　果

　L値が規定を外れたものもあるが，10回行なった

本試験のデータのすべてを用いて荷重平均を求めた．

その全成績を表に示す．試験の結果からこの試料粉末

は，1mg当り25．4国際単位の力価を有するものと

判定し，日局イソシェリン標準品（711）と認めた．

　　　　　　　文　　　　　献

　1）　第八改正日本薬局方第一部，p．73

　2）　長沢佳熊・佐藤　浩・白井浄二：衛生回報，75
　　419　（1957）

国立衛生試験所標準品（日本薬局方標準品）

　　‘‘フ。レドニゾロン標準品，，について

　　　　　　　木村俊失・川村次良

On　the　National　Institute　of　Hygienic　Sciences　Standard

（the　Japanese　Pharmacopoeia　Standard）“Prednisolone

　　　　　　　　　Reference　Standard”

　　　　　　　　　　　　　　　Toshio　KIMuRA　and　JirδKAwAMuRA

　　For　establishment　of　prednisolone　reference　standard，　puri丘ed　material　was　obtained　and　tested．

Its　quality　was　compared　with　International　Chemical　Reference　Substance　and　United　States　Pharma－

copoeia　Reference　Standard．　Analytical　data　indicate　that　this　material　is　suitable　to　serve　as　the　Japa－

nese　Pharmacopoeia　Reference　Standard．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1973）

　第八改正日本薬局方プレドニゾロソの確認試験に用

いられる国立衛生試験所標準品プレドニゾロン標準品

を製造したので，その試験成績を報告する．

　原料：三共株式会社から購入した。

　試薬：国際化学参照物質（Control　167029）

　　　　米国薬局方参照標準品（Control　F，　USP標

準品）．

　試験方法：特に記載しない限り，第八改正日本薬局

方の方法によった．

　試験成績

　1．　外観：白色の結晶性粉末．

　2・　　におい：ない

　3．　融点：235。（分解）．

　4．　旋光度：［α1釜：＋98．4。（乾燥後0．1g，ジオキ

サン，10mJ，100　mm，応用電気研究所詮MP・1T型

自動旋光計）．

　5・乾燥滅量10．04％（0．29，105。，恒量），

　6．赤外吸収スペクトル：プレドニゾロンには3種

の結晶多形が存在すると報告されているb．国際化学

参照物質の赤外吸収スペクトルはこれらの結晶形のう

ちエタノールから再結晶して得られる結晶形であるこ

とを示しているので，今回製造した標準品もエタノー

ルからの再結晶品とした。スペクトルをFig．1に示

す　（臭化カリウム錠剤法，日本分光株式会社製DS・

403G型赤外分光光度計）．

4000　　　　2400　　1800　　　　1400　　　　1000　　　　600　　　　　200

　　　　　　　、Vave　number　（cm－1）

Fig．1．　Infrared　spectrum　of　Japanese　Phar－

　macopoeia　Prednisolone　Standard　（KBr
　Tablet）

　ス　紫外吸収スペクトル：Fig．2に示す．242　mμ

に吸収極大を有する（12．6μg／m’メタノール，島津

製作所製D－40R型自動分光光度計）．

　＆　吸光度：E｝臨：413（7回の平均値，標準偏差

0・68％，242mμ，メタノール，島津製作所製QV・50型

分光光度計および日立製作所製139型分光光度計）・同

時に測定した国際化学参照物質およびUSP標準品の

吸光度はともに412であった．

　9．薄層クロマトグラフ法：ケイ光剤入りシリカゲ

ル（メルク製GF254）を250μの厚さに塗布したガ
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Fig．2．　Ultra・violet　absorption　spectrum　of

　Japanese　　Pharmacopoe三a　　Prednisolone

　Standard（12，6μg　per　ml　of　methano1）

ラス板（20×20cm）に，原料，国際化学標準物質お

よびUSP標準品300μg（30　mgをクロロホルム1

mZに溶かし，その10μ1を用いる）ずつを原点に付

け，　（a）クロロホルムーメタノール（911），（b）ク

ロロホルムーアセトン（4：1）および（c）ベソゼン

ーメタノール（9：1）の3種の溶媒系を用いて展開し

た．溶媒系（b）の場合は2回展開を行なった．展開

　　　　　　　　　　　　　　　む後，105。で乾燥しそのまま　2540Aの紫外線下で観

察するか，あるいは乾燥後に過塩素酸を2％含むメタ

ノール溶液を均等に噴霧し，120。で20分間加熱後

　　ご3660Aの紫外線下で観察した，その結果をFig．3に

示す．いずれの溶媒系においても，日局標準品原料の不

純物のスポットはUSP標準品のそれよりも少なく，

国際化学標準物質のそれと同程度であった．不純物の

うち主なものは主スポットに接し，わずかにRfの大

きい，過塩素酸によりけい光を発するスポットであっ

た．不純物の各スポットは，標準品原料0．5μ9を展

開して得られる主スポヅトより小さいので，不純物の

総量は0．5％以下であると推定される．溶媒（a）お

よび（C）の場合には微量が原点に残存した．

結 論

　標準品原料として入手したプレドニゾロンを国際化

学参照物質およびUSP標準品と比較試験を行なった

結果，国立衛生試験所標準品（日本薬局方標準品）に

適した品質を有することを認めた．

（a）

O　　　O　　　o

O　　　　　o

　　　　o
くコ　　　　ロ　　　くコ

C）○（⊃

1δ頁S竃ui顎S

（b）

o　　　　　o　　　　o

o

o

口

（c）

o　　　・　　　　　口
■

呂08
⑫

1δRs　蕗　　U醗S　　　I（i辰S　　了§　U蕊S

←Solvent
　正ront

←Start

Fig．3．　Thin・layer　Chromatograms　of　Prednisolone

　ICRS：International　Chemical　Reference　Substance，　JS：Japanese

　PharmacopQeia　Reference　Standard，　USRS：United　States　Pharma・

　copeia　Reference　Standard．　Adsorbent：Silica　Gel　GF254，　Applied

　amount：300μ9．　Solvent：（a）Chloroform一八征ethano1（9：1），（b）Chloro－

　form・Acetone　（4：1），（c）Benzene－Methanol（9：1）．　Detected　under

　　　　　　　　　　　ゆ　ultraviolet　Iight　（2540　A）．　Shaded　parts　are　detected　only　by　spray－

　ing　2％perchloric　acid　in　methanol　and　heating　at　120。　for　10　minutes・
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　終りに，標準品製造に当って協力いただいた三共株

．式会社およびWHO化学参照物質センターに感謝し

ます．

文 献

1）大場琢磨，小山良子：衛生試報．84，1（1966）

国立衛生試験所標準品（日本薬局方標準品）

‘‘

宴iトシドC標準品，，について

徳永裕司・木村俊夫・川村次良

On　the　National　Institute　of　Hygienic　Sciences　Standard

　　　　　（the　Japanese　Pharmacopoeia　Standard）

　　　　　　“Lanatoside　C　Reference　Standard”．

Hiroshi　ToKuNAGA，　Toshio　KIMuRA　and　JirδK：AwAMuRA

　　The　National　Institute　of　Hygienic　Sciences　Standard，“Lanatos量de　C　Reference　Standard”，　was

prepared．　The　purity　was　a　little　lower　than　that　of　WHO　Chemical　Reference　Substance　by　means

of　the　thin－layer　chromatography．　The　assay　shQwed　96．0％against　WHO　Chemical　Reference　Sub－

stance．　From　the　data　obtained，　this　materia互was　authorized　as“Lanatoside　C　Reference　Standard”．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1973）

　第八改正日本薬局方ラナトシドCの純度試験および

’定量法に用いられる国立衛生試験所標準品ラナトシト

C標準品を製造したので，その試験成績を報告する．

　原料：サンド薬品株式会社から購入した．

　試薬：国際化学参照物質（Control　No．167022）

　　　　米国薬局方参照標準品（Control　F，　USP標

．準品）

　試験方法：特に記載しない限り，第八改正日本薬局

方の方法によった，

　試験成績

　1。性状：白色の結晶性粉末で，においはない．

　2．赤外吸収スペクトルスペクトルをFig．1に示
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Lallatoside　C

．す．（臭化カリウム錠剤法，

G型赤外分光光度計）．

　3．旋光度：十33，9。（乾燥後，02g，

日本分光株式会社DS－403

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メタノール，

25mJ，100　mm，応用電：気研究所製MP－1T型自動旋

光計）．

　4．薄層クロマトグラフ法：原料，国際化学参照物

Fjg．2．　Thin－1ayer　chromatogram　of　Lanato－

　side　C　Reference　Standard　（A）compared

　with　WHO　Chemical　Reference　Substance
　（B）and　USP　Reference　Standard（C），

　Sample：100μg．　Adsorbent：Silica　Ge1　GF254

　250μ．　The　pla亡e　was　activated　at　110。　for

　lhr．　Solvent　system：Dichloromethane・

　methano1・water（84：15：1）．　Detection：

　The　plate　was　sprayed　with　diluted　sulfuric

　acid，　heated　at　110。　for　10　min　and　then

　exposed　to　UV　light．
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質およびUSP標準品100μg（1　mgをメタノール

0・1mJに溶かし，その10μ1を用いる）ずつを，メ

ルク社製GF254を250μの厚さに塗布し，110。で1

時間活性化した薄層板に1cmの間隔でスポットす

る．つぎに東洋ろ紙製サンドイッチ型展開槽（カバー

プレート11．5cm）を用い，ジクロルメタン・メタノ

ール・水（84：15：1）を展開溶媒として約1時間展開

したのち，薄層板を風乾する．これに希硫酸を均等に

噴霧したのち，1100で10分間加熱して得られた黒色

のスポットと紫外線照射でけい光を発する類縁物質の

確認を行なった．クロマトグラムをFig．2に示す．

　5．乾燥減量：2．9％（0。29，減圧，五酸化リン，

6び，4時間）．

　6．　定量：法：96・0％・国際化学参照物質を対照とし，

日局八ラナトシドCの定昼法を準用して定量した．た

だし，アルカリ性ピクリン酸試液のピクリン酸の濃度

（1一→1000）20mZをピクリン酸の濃度（1→100）20　mJ

に改め用いた．

結 論

　標準品原料として入手したラナトシドCを国際化学

参照物質およびUSP標準品と比較試験を行なった．

定量法において，国際化学参照物質に対して96．0％

という低い値を示した結果，「本品はラナトシドC国

際標準品を用い，日本薬局方ラナトシドCの定量法に

よって試験するときラナトシドC96％を含む」とい

う能書をそえて園立衛生試験所標準品（日本薬局方標

準品）として認めた．

　終りに，標準品の製造にあたって協力いただいたサ

ンド薬品株式会社およびWHO国際化学参照物質セ

ンターに感謝します．

国立衛生試験所標準品（日本薬局方標準品）

　　　“デスラノシド標準品”について

徳永裕司・木村俊夫・川村次良

On　the　National　Institute　of　Hygienic　Sciences　Standard

　　　　　（the　Japanese　Pharmacopoeia　Standard）

　　　　　　“Deslanoside　Reference　Standard”

Hiroshi　ToKuNAGA，　Toshio　KIMuRA　and　Jir6　KAwAMuRA

　　The　National　Institute　of　Hygienic　Sciences　Standard，“Deslanoside　Reference　Standard”，　was　pre－

pared．　The　purity　was　a　little　lower　than　that　of　the　USP　Reference　Standard　or　the　Nordic　Referenca

Standard　by　means　of　the　thin－1ayer　chromatography．　The　assay　showed　98．0％against　the　USP

Reference　Standard．　From　the　data　obtained，　this　material　was　authorized　as“Deslanoside　Reference

Standard”．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1973）

　第八改正日本薬局方デスラノシドの純度試験および

定量法，同注射液の確i認試験および定量法に用いられ

る国立衛生試験所標準品デスラノシド標準品を製造し

たので，その試験成績を報告する．

　原料：サンド薬品株式会社から購入した，

　試薬：米国薬局方参照標準品（Control　F，　USP標

準品）

　　　　北欧薬局方標準品（NFN標準品）

　試験方法：特に記載しない限り，第八改正日本薬局

方の：方法によった．

　試験成績

　1．　性状：白色の結品性粉末で，においはない．

八汽♂
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Fig．1．　Infrared　Spectrum　of　Deslanoside

　Reference　Standard．　（KBr　Tablet）

　2．融点：254。（分解）．

　3・赤外吸収スペクトル：スペクトルをFig．1に．

示す　（臭化カリウム錠剤法，日本分光株式会社DS－

403G型赤外分光光度計）．
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　4・　旋光度【α】雪：＋7．5。（乾燥後，0，2g，無水ピリ

ジン，20m’，100　mm，応用電気研究所製MP・1T型

自動旋光計）．

　5，薄層クロマトグラフ法：原料，USP標準品お

よびNFN標準品100μ9（1　mgをピリジン0．1　mJ

に溶かし，その10μ’を用いる）ずつを，メルク同製

GF254を250μの厚さに塗布し，110。で1時間活性

化した薄層板に1cm間隔でスポットする．つぎに東

洋ろ紙製サンドイッチ型展開槽（カバープレート11．5

cm）を用い，クロロホルム・ジクロルメタン・メタ

ノール・ホルムアミド（5：4＝1：0．1）を展開溶媒と

して約15分間展開したのち，薄層板を風乾する．こ

れに希硫酸を均等に噴霧したのち，110。で10分間加

熱して得られた黒色のスポットと紫外線照射でけい光

を発する類縁物質の確認を行なった．クロマトグラム

をFig．2に示す．

　6．乾燥減量：3．5％（0．2g，減圧，五酸化リン，

60。，4時間）．

　7・　定：量法：98．0％USP標準品を対照とし，日局

八デスラノシドの定量法を準用して定量した．

結 論

　標準品原料として入手したデスラノシドをUSP漂

準品およびNFN標準品と比較試験を行なった結果，

国立衛生試験所標準品（日本薬局方標準品）に適した

品質を有するものであることを認めた．
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Fig．2．　Thin－layer　chromatogram　of　Deslano・

　side　Reference　Standard（A）compared　with

　USP　Reference　Standard　（B）and　NFN
　Reference　Standard（c）

　Sample　：100μg．　Adsorbent＝Silica　GeI

　GF254250μ．　The　plate　was　activated　at

　110。for　l　hr．　Solvent　system：Chloroform・

　Dichloromethane・Methano1・Formamide（5：
　4：1：0．1）．DetectiQn：The　plate　was　spray・

　ed　with　diluted　sulfuric　acid，　the　plate　was

　heated　at　110。　for　10　min　and　the　plate　was

　exposed　to　UV　Iight．

　終りに，漂二品の製造にあたって協力いただいたサ

ンド薬品株式会社およびスエーデン薬剤師中央研究所

（ストックホルム）に感謝します．

国立衛生試験所標準品（日本薬局方標準品）

“G一ストロファンチン標準品”について

徳永裕司・木村俊夫・川村次良

On　the　National　Institute　of　Hygienic　Sciences　Standard

　　　　（the　Japanese　Pharmacopoeia　Standard）

　　　　　“G－Strophanthin　Reference　Standard”

Hiroshi　ToKuNAGA，　Toshio　KIMuRA　and　Jir6　KAwAMuRA

　　The　National　Institute　of　Hygienic　Sciences　Standard，“G・Strophanthin”，　was　prepared．　This

material　was　examined　by　means　of　the　thin－1ayer　chromatography，　the　infrared　spectra，　etc．　The

assay　showed　98．4％against　the　WHO　Chemical　Reference　Substance．　From　the　data　obtained，　this

material　was　authorized　as“G－Strophanthin　Reference　Standard”．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1973）

　第八改正日本薬局方G一ストロファソチンの定量法，

同注射液の確認試験および定量法に用いられる国立衛

生試験所標準品G一ストロファンチソ標準品を製造し

たので，その試験成績を報告する．

　原料：サンド薬品株式会社から購入した．

　試薬：国際化学参照物質（Control　No．167026）



64 衛生試験所報告 第91号（1973）

　　　　米国薬局方参照標準llll（Control　F，　USP標

準品）

　試験方法：特に記載しない限り，第八改正日本薬局

力の方法によった．

　試験成績

　1．　性状：白色の結晶性粉末で，においはない．

　2．　融点：187D（分解）．

　3．赤外吸収スペクトル：スペクトルをFig，1に

示す（臭化カリウム錠剤法，日本分光株式会社DS－

403G型赤外分光光度計）．
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Fig．　L　Infrared　spectrum　of　G・Strophanthin

　Reference　Standard．　（KBr　Tablet）

　4・旋光度：【α］召：一30・7。（乾燥後，0．059，水，

10m1，100　mm，応用電気研究所製MP－1T型自動
旋光計）．

　5．阿山クロマトグラフ法：原糾，国際化学参照物

質およびUSP標準品100μg（1　mgをメタノール

0．1m’に溶かし，その10μ1を用いる）ずつを，メ

ルク社製GF254を250μの厚さに塗布し，110。で1

時間活性化した薄層板に1cm間隔でスポットする．

つぎに東洋ろ紙製サンドイッチ型展開槽（カバープレ

ート11．5cm）を用い，クロロホルム・メタノール・

水（74：25：1）を展開溶媒として約50分間切開した

のち，薄層板を風乾する。これに希硫酸を均等に噴霧

したのち，110。で10分間加熱して得られた黒色のス

ポットと紫外線照射でけい光を発する類縁物質の確認

を行なった，クロマトグラムをFig・2に示す．

　6・　耳吃逆減量：18・8％　（0・29，105。，3臥午「召】）。

Fig．2．　Thin・layer　chromatogram　of　G－Stro－

　phanthin　Reference　Standard（B）compared

　with　WHO　Chemical　Reference　Substance
　（A）and　USP　Reference　Standard（C）．

　Sample　：100μg．　Ad30rbent　：Silica　GeI

　GF254250μ．　The　plate　was　activated　110’

　for　l　hr．　Solvent　system：Chloroform・

　Methanol・Water（74：25：1）．　Detection：

　The　plate　was　sprayed　with　diluted　sulfuric

　acid，　the　plate　was　heated　at　110。　for　10

　min　and　the　plate　was　exposed　to　UV　light．

7・定量法：98．4％．国際化学参照物質を対照とし

て日局八G一ストロファソチンの定量法を準用した．

結 論

　標準品原料として入手したG一ストロファンチンを

国際化学参照物質およびUSP標準品と比較試験を行

なった結果，国立衛生試験所標準品（日本薬局方標準

品）に適した品質であることを認めた．

　終りに，標準品の製造にあたって協力いただいたサ

ンド薬品株式会社およびWHO化学参照物質センタ

ーに感謝します．
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昭和47年度における輸入品生薬の検査について

名取信策・西本和光・佐竹元吉・坂東きみ子

On　the　Examination　of　Imported　Crude　Drugs　in　1972

Shinsaku　NAToRI，　Kazumitsu　NISHIMoTo，　Motoyoshi　SATAKE

　　　　　　　　　　and　Kimiko　BANDO

　　Three　kinds　of　imported　crude　drugs；Atractylodes　lancea　Rhizomes，　Atractylodes　japonica　Rhizomes

and　Rhubarbs　were　examined　according　to　J．　P．　VIII．

　　19samples　of　Atractylodes　lancea　Rhizomes　were　examined　and　80f　them　did　not　conform　the

speci丘cation．20　samples　of　Atractylodes　laponica　Rhizomes　were　examined　and　all　of　them　were

correc亡．21　samples　of　Rhubarbs　were　examined　and　60f　them　were　incorrect．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1973）

　昭和47年度医薬品等一斉取締りにおいて，昭和47

年4月目ら昭和47年9月までに輸入された日本薬局

方医薬品「ソウジュツ」，「ビヤクジユツ」および「ダ

イオウ」について，日本薬局方に基づく試験をおこな

ったのでその結果を報告する．

試　験　結　果

表1．収去された検体の試験結果

這壁こ瞬体数 適　数

ソウジュツ

ビャクジュツ

ダイオウ

19件

20件

21件

11件

20件

21件

不適数

8件

0件

6件

考 察

fツJo483力ρo〃ξoαKoidz．）に基づく生薬で日局「ビヤ

クジュツ」の規定に適合するもので，品名を「ビャク

ジュツ」として取り扱われるものである．他の2件は

ナソマソオケラ　（！1．1απ08αD．C．　var．5’駕ρ”cザb〃α

Kitam．）に基づくとおもわれる蒼市であるが，これは

精油含量がいずれも0．3mJ／50　gしかなく，日局に規

定されている0．7m’／50gに適合しない．

　ビャクジュツ：全件日脚であった．しかし，従来良

品のビュクジュツは唐白飛（オオバナオケラ・4・o〃α如

D．C．の根茎）とされているが，今回の調査では唐白

，には1件のみであった．

　他は代用品とされている和白市（オケラ／1．ノ砂。㎎’oα

Koidz．の根茎，日局品）であった。

　ダイオウ：不適品6件の内5件は仔黄と称される非

薬用大黄で線香等の着色料とされているものであり，

他の1件は和大黄に類するものである．いずれも日局

に適さない．

ソウジュツ：不適品8件の内6件はオケラ（Af7σσ一
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エアサンプラーによる浮遊粉じん濃度ならびに

グラスファイバー製ろ紙中の金属成分について

辻楠雄・鈴木康雄・戸部満寿夫・二本温子＊

　　大坂　隆＊・柿崎征夫＊・村松　学＊

Relationship　Among　the　Concentration　of　Particulates　in　Atmosphere　by

　　　　　　High　Volume　and　Low　Volume　Air　Sampler，　and

　　　　　　　　Metals　Components　on　Glass　Fiber　Filters

Kusuo　TsuJI，　Yasuo　SUzuKI，　Masuo　ToBE，　Yasuko　EMoTo＊，

Takashi　OsAKA＊，　Masao　KAKIzAKI＊and　Manabu　MuRAMATsu＊

　　At　the　measurement　of　concentration　of　suspended　particulates　in　atmosphere，　we　have　noted　a

relation　between　concentrations　collected　by　High　volume　and　Low　volume　alr　sampler，　and　have

analyzed　10　kind　metals　in　glass丘ber　filters．

　　Pair　of　High　volume　and　Low　volume　air　sampler　were　operated　for　each　5　days　in　3　seasons　to

determine　concentrations　by　each　air　sampler　under　field　condition　in　Tokyo．　Values　found　by　use　of

High　volume　air　sampler　was　related　to　that　using　Low　volume　one，　by　the　following　equation．

　　　　Y＝2．026X十〇．0583

　　　　γ＝0。961

　　Y＝Weight　of　particulate　by　High　volume

　　X：Weight　of　particulate　by　Low　volume

　　We　used　5　pleces　of　similar　quality　glass員ber五1ters　o匠ered　by　di匠erent　manufacture　for　analysis

of　metal　components　in　filter，　and　detected　calcium，　magnesium，　iron　and　zinc　as　their　main　compo．

nents。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1973）

ま　え　が　き

　空気中の浮遊粉じん（粉じん）濃度測定ならびにそ

の成分分析には，現在各種の二二装置およびグラスフ

ァイバー製ろ紙が用いらてている．従ってその種別や

型式等の差によって成績に差を生じ，結果の評価がむ

つかしくなる．そこで，これらの差を認識し，かつそ

の差を少くするために，法例装置の差異や，ろ紙中に

含まれている金属成分について，検討しておく必要が

ある．

　本研究では，粉じん濃度測定に現在多用されている

ハイボリウム・エア・サンプラー（Hi・voL）とローボ

リウム・エア・サンプラー（Low－voL）装置の2種を

用いて粉じん濃度比および相関関係を求め，さらに，

5種のグラスファイバー製ろ紙の金属成分について，

著者らが分析を行なっている室内浮遊粉じん中の10

種の金属1），すなわち，鉄，亜鉛，カルシウム，マグ

ネシウム，マンガン，ニッケル，銅，鉛，カドミウム

およびコバルトを対象として分析を行ない，知見を得

たのでここに報告する，

＊東京都衛生局環境衛生課

実　験　方　法

　L　Hi－vol．と恥w・▼01．により捕集した粉じんの

濃度比および重量濃度の相関について

　捕集装置；Staplex製Hi－vo1．および柴田化学製多

段式セパレーター付Low－vo1．を用いた．

　測定地点および時期；測定地点は，東京都千代田区

丸の内の建築物の屋上（地上高約．15m）を選定し，

1972年8月，10刀および1973年1月の3期につい

て行ない，測定時間を9：00～17：00の昼間8時間

と，17100～9：00の夜間16時問に分け，それぞれ

連続5日目捕目した．

　捕集方法；Hi－vol．には8×10inchのろ紙を，　Low－

voLには55　mmφのろ紙をそれぞれ装着し，土砂等

を吸引することなく，障害物の影響の少ない場所を選

び，それぞれの装置の間隔を2mに保ち，同一条件

のもとで粉じんと捕集した．

　なお・Hi－vo1・では1・5　m3／minで吸引し，総採気

量は昼間で720m3，夜間で，1，440　m3，またLow－

vol・では20’／minで吸引し総兵気量は，昼間で9．6

m3，夜間では19．2　m3である．
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　2．　各種ろ紙に含まれる10種の金属成分について

　試料；A社製でロット番号の異るA＊とA＊＊・B

社製のBとロット番号の異るC＊とC＊＊の計5種

で55mmφの製品を用いた．

　分析方法；ろ紙を低温灰化装置を用いて灰化し，塩

酸で抽出したのち，0．1N塩酸溶液に希釈し，この試

験溶液を原子吸光光度法により，ろ血中の鉄，亜鉛，

カルシウム，マグネシウムおよびマンガンを，さらに

sodium　diethyl　dithio　carbamate（DDTA）一methyl

isobuthyl　ketone（MIBK）抽出法を用いてニッケル，

銅，鉛，カドミウムおよびコバルトの10種の金属に

ついて定量裏）を行なった．，

実験結果と考察

　L　Hi・Vo1．とLow・vo1．による粉じん重量の相関

関係について

　Hi－vo1．とLow－vo1．を用いて捕集した粉じん重量

について，相関関係を求め，その回帰直線および相関

関係をFig．1に示す．
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§
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。

　　　0　　　　　0．1　　　　　0．2　　　　　0．3

　　　　Suspended　particulate　concelltration

　　　　　byHi－v・L　mg／瓜3・

Fig．1．　Relationship　between　concentration　of

　suspended　particulates　in　atmoshere　by　Hi・

　vo1．　and　Low－vo1．　at　Marunouchi，　Tokyo．

　Basic　equation　for　the　correlation　are　the

　following：

　Y＝2．026X十〇．0583　γ＝0．961

　Y；Welght　of　particulate　by　Hi－voL

　X；Weight　of　particulate　by　Low－voL

　γ；Coef5cient　of　correlation

　Hi－vol．とLow－vol．による粉じん重量の濃度比は

約2：1で，その相関係数は0．961となり高い相関を

示している．

　環境庁の報告2）でも，同一の傾向が見られ重量度比

は測定地域によって異るが，その相関はいつれも高い

値を示している．

　捕集装置によって重量濃度が異るのは，粒径の差異

とHi・vo1．とLow－vo1．による空気の寒気量が7511

とその比が大きく，さらに早牛にあたって流量測定は，

Hi－voLでは通気の一部を測定するために，採気量の

誤差3）などによって生ずるものと考えられる．

　2・各種ろ紙に含まれる10種の金属成分について

　5種類のろ紙中に含まれる10種の金属量は，Table

1に示す通りである．金属総量を試料別についてみる

と，A＊＊は1．3～3．Omg／9で最も高く，B，C＊に比

べて10～30倍も多く含まれている．C＊＊は他のろ紙

に比べて金属成分の総量は最も少ない．また10種の

金属成分中，カルシウム，マグネシウム，鉄，亜鉛は

いずれも高い含有率を示しているが，C＊＊では鉛の含

有量が高かった．

　A＊とA＊＊は，ロットの異なる同一名称の試料で，

いずれも金属成分総量は多い．BはA＊，　A＊＊に比べ

て金属量は少なく，分析のためには良好であるが，金

属成分含有量のバラツキが大きく，またろ紙重量：も不

均一である．C＊とC＊＊もロットの異る同一名称の試

料で，いずれもBをLow－vo1．用として改良した製

品で，厚みを薄くし，軽量化と同時に重量の均一をは

かり，また，ある程度の強度をもたせるため，表面を

プラスチックでコーテングしたもので，特にC＊＊は

金属成分量も少ないが，その反面金属成分のバラツキ

が見られ，他のろ紙と比較して鉛成分の多いのが顕著

であった．

　ろ紙を用いて捕引した粉じん中の金属成分を分析す

る場合，金属成分量の高いろ紙は，カルシウム，マグネ

シウム，鉄および亜鉛を分析するにあたって，予め酸

処理4）などを行ない，含有する金属成分を減少させる

ことが必要である．また，同一名称の試料でも，ロッ

　トの違いによって金属成分量が異なるのは，ろ紙の原

料であるガラス繊維に起因しているものと考えられ，

一連の実験にあたっては，使用するろ紙は同一ロット

の製品でなければならない．

　　　　　　　ま　　と　　め

　空気中の浮遊粉じんを密集するために用いるHi－

vo1．とLow・vol．について，粉じん重量の相関関係を

求め，あわせてグラスファイバー製ろ紙5種類に含有
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Table　1．　Concentration　of　metals　in　5　kind＄glass丘ber創ters（μg／g）

1bとta1

Fe Zn Ca Mg Mn　　Ni　　Cu Pb　　Cd　　Co TotaI
sample

A＊

231．94　　405．91　　6，024，21　　1，707，40

225．51　　702．29　　　6，964．88　　1，894．44

231．94　　702．29　　7，029．30　　1，823。37

4．86　3．70　　15．82　　　0．84　0．24　0．81　　8p　395．74

5．06　　3．34　　19．61　　　0．57　　0．44　　0．06　　　9，906。30

5．12　　5．12　　15．99　　　0．52　　0．48　　0．81　　10，334．20

A＊＊

188。89　373．17　18，128．88

180．50　　306．70　　12，576，42

231，01　　339．43　　30，214．80

7．89

5．86

8．18

0．22　　0．58　　　5，98　　　0．07　　0．18　　0　　　　18，705，88

0．23　　0．51　　5．32　　　0．03　　0．23　　0．03　　13，075，21

0．27　　0．42　　　7．59　　　0．05　　0．25　　0．03　　30，801．90

B

42，07　　20．65

16．58　　0

32．79　　0

192．91　　　535．60

83．97　　　413．05

234．89　　　413．05

0．54　　8．51　　0　　　　　　4．51　　0．37　2．58

0　　　　5．25　　1．53　　　6．04　　0　　　　2．41

0．36　　4．71　　1．90　　　1．50　　0　　　　2．47

808．35

528．70

691．73

C＊

62艦64　　　16。10　　　1，336．63

53．25　　　12．88　　　　998．45

68．91　　　8．05　　　　917，93

0．51

0．39

0．51

0．03　　0．27　　　0．70　　　0．02　　0．12　　0

0．01　　0．36　　0．70　　　0．02　　0．15　　0

0．01　0。14　　0．28　　　0　　　　0．19　　0

1，417．04

1，066．20

　996．02

C＊＊

43．80

55．59

119．93

35．50

40．03

17，07

17．90

11．20

6．71

8．67

0

57．40

54，68

37．46

0

129．90

102．71

72．50

100．60

90．63

0．18　　2．27　　1．64　　101．64　　0．62　　0．82

0．50　　1．51　　1．31

0．66　6．27　　2．60

0　　　　1．74　　　0．65

0　　　　1．29　　　1．95

19．51　0．13　　1．23

40．28　　0　　　　1．03

25．18　　0．50　　0．14

1．89　　0，83　　0

298．28

257．79

309．17

208。47

145．29

する金属成分の定量を行なった．

　L　Hi－voLとLow－vo1．によって捕目した粉じん

濃度は，高い相関関係が認められ，相関係数0。961，

回帰直線はy＝2．026x十〇．0583であった．

2．　LQw・voL用の5種類のグラスファイバー製ろ紙

中に含有する10種の金属成分のうち，多量に存在す

るものは，カルシウム，マグネシウム，鉄および亜鉛

であった．また，同種類のろ紙でも，ロットによって

含有する金属成分比に大きな差異が認められた．

　終りに臨み，本研究に御協力くださった東京都衛生

局環境衛生課ビル検査班の諸氏に感謝致します．
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エレクトロケミカル方式による大気中の一酸化炭素の

　　　　　　　　　　連続測定について

　　　　　　　　　　山手　昇・松村年郎

Continuous　Measurement　of　Carbon　Monoxide　in　Ambient

　　　　　　Air　Using　Electrochemical　Method

　　　　　NQbom　YAMATE　and　Toshiro　MATsuMuRA

　　This　report　describes　the　laboratory　tests　of　electrochemiヒal　carbon　monoxide　analyzer　such　as　re－

producibility，　zero　drift，　span　drift，　response　time，　Iinea［ity，　e任ect　of　coexisting　gases　and、vater　vapor，

and　two　weeks丘eld　test　of　elec亡rochemical　carbon　monoxide　analyzer　in　comparison　with　nondispersive

infrared　analyzer．

　　As　a　result　of　this　test，　the　performance　Qf　electrochemical　analyzer　was　very　satisfactory　and　it

has　been　confirmed　that　the　performance　Qf　electrochemical　analyzer　is　equivalent　to　nondispersive

infrared　analy2er．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1973）

　一酸化炭素（CO）は環境における代表的な有害ガス

の一つである．一酸化炭素の測定を必要とする場所と

しては，

　1）　自動車交通量の多い都市の環境大気ならびに建

　　　築物内の空気

　2）都市ガス，プロパンガス，石油ストーブおよび

　　　炭火などを使用する室内

　3）　駐車場，自動車修理工場およびトンネルなど，

　　　自動車の出入の多い場所

　4）炭鉱の坑内

　5）一酸化炭素を排出する排気筒

などが考えられる．

　環境における一酸化炭素の測定方法としては赤外線

吸収法と検知管法が広く利用されている．前者は非分

散形赤外線ガス分析計を用いる方法で測定精度が高

く，かつ連続測定に適しているが，装置が大形で高価

である．後者は現場に検知管を携帯して容易に測定値

を得ることができるが，速続測定がでぎないこと，測

定精度が赤外線吸収法におとるなどの欠点がある．わ

れわれは，新しい測定原理のエレクトロケミカル方式

を応用した環境用一酸化炭素自動計測器について各種

試験を行ない，実用性を検討したので報告する．

　　　　　　　　計測器の概要

　1．　原理

　試料空気中の一酸化炭素を電解液中で，エレクトロ

ケミカル反応によって生ずる電位を検出し，一酸化炭

素濃度を測定する．

　　　　　CO十H20・→CO2十2H＋十2e一

　2．構造および機能

　試験に使用した計測器は全目盛長0～100ppm，外

形は高さ18．5cm，幅33．O　cm，奥行18．5　cln，重量：

は約3．8kgで電源は交直兼用となっている．　Fig．1

に外観，Fig．2にフロシートを示す．試料空気は毎分

約700mJの流量でダイヤフラム式吸引ポンプ，加湿

器，フィルターを通ってセンサーに送られる．ここで

一酸化炭素は電解液に溶けてエレクトロケミカル反応

Fig．1．　Front　view　of　e【ectrochemical　analyzer

Air　in！et

B

C　　　D Exbaロst

A：air　pump

C：humidi丘er

E：detector　cell

G：dial　indicator

Fig．2．　Schematic　diagram　of　electrochemi－

　cal　analyzer

　　　　　　き
　　　　　国
　　　　　　き・・顧コ

　　　　　団

B：air　How　control　ori丘ce

D：丘1ter

F：electronic　circuits

H：recorder
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により二酸化炭素に変換される．この時生ずる電位を

電厘で検出し，増幅回路を経て，指示記録される．

　　　　　　試験結果および考察

　本試験にはゼロガスとして高圧容器入り窒素ガス，

一酸化炭素標準ガスとして窒素バランスの高圧容器入

りのものを使用した．なお，ゼロガスとしては，高圧

容器入り精製空気，一酸化炭素標準ガスとして空気パ

ラソスの高圧容器入りのものも使用できる．

　1．再現性

　計測羅にゼロガスと標準ガスを交互に3回導入して

：再現性の試験を行なった．結果をTable　1に示す．各測

定値の平均値からの偏差の最高は全目盛長の±0．1％

であった．なお，試験には，濃度の異なる4種類の標

準ガスを用いた．

Table　1．　Results　of　reproducibility　test

入してスパンドリフト試験を行なった．試験結果は

Fig，4に示すように，スパンドリフト（ゼロドリフト

を含む）は全目盛長（0～100ppm）の一1％以内で

あった．

ε6ミ

・‘書

　　　δ毒冨

蕪一1
の

Fu！！5cale〔0－100　ppm1

02468工0121416】δ202224
　　　　Running　hour5

Fig．4．　Span　drift　test

　4．検量線

　計測器にゼロガスを導入しゼロ点の調整を行なった

のち，測定範囲の3種類の標準ガスをそれぞれ導入し

て計測器の指示値と標準ガスの濃度の関係をプロット

し，検量線を作成した．結果はFig，5に示すように

直線性を示し良好な結果が得られた・

　Carbon
　rnonoxide
standard　gas

Value

1

2

87．0

87．0

87．2

45．2

45．2

45．0

3

4

12丘5
　25．5

　25．3

11．5

11．6

11．6

Mean

87。1

Maximum
deviation　to
full　scale，　％

±0．1

45．1 ±0．1

25．4 ±0．1

品

評

o
o
言
．蜀

の

毎

冥
8
竃

100

80

60

11．6

40

20

0～一〇．1

　2．ゼロドリフト

　計測器にゼロガスを24時間連続導入してゼロドリ

フトを調べた．結果はH9，3にみられるように24

時間のドリフトは全目盛長（0～100ppm）の一〇．6％

以内であった．

　3・　スパンドリフト　　　　ビ＼’

　計測器に87．O　ppmのスパンガスを24時間連続導

　　0　　　0　　　　　20　　　　　40　　　　　60　　　　　80　　　　100

　　　　　　　CO　Standard　gas，　ppm

Fig．5．　Recorder　signal　as　a　function　of　carbon

　monoxide　concentration

oもミ

嘉1
七舅　O
o＝＝一1
乙こ

N　　　　o

FuU　scale（0～100　ppm）

2　　4　　6　　8　10　12　14　16　18　20　22　24

　　　　Runn五ng　hours

Fig．3．　Zero　drift　test

　5．応答時間

　計測器の試料空気導入口からスパンガス（87。Oppm）

を導入して応答時問を測定した．デットタイムを除く

90％の応答を示すまでの時間は25．0秒目95飾の応答

を示すまでの時間は35．0秒であった．

　6．共存ガスの影響

　共存ガスの影響は通常の空気中に存在するものと考

えられるガスについて一酸化炭素濃度指示値1ppm

｝こ相当するガス濃度を調べた．結果はTable　2に見

られるように，二酸化炭素にはまったく影響されない

ことがわかった．また，その他のガスによる影響は若

干うけるが，通常の空気中におけるそれらの濃度は低

いので，実際の測定には影響はないと考えてよいであ
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Table　2．　E仔ect　of　coexisting　gases

Coexlstlng　gases

C2H4

NO
NO2
C3H8

H2

SO2

CH4

CO2

　Concentration　level　of
coexisting　gases　equivalent
to　l　ppm　carbon　monoxide

0．5ppm
　2．0　〃

　8．0　〃

10　　〃

50　　〃

190　　〃

　1　　％

no　e鉦ect　at　10％

ろう．

　7．　水分の影響

　計測器に30。C飽和水蒸気を導入して試験を行なっ

たが指示値にはまったく影響はなかった．

　＆　暖器時間

　計測器は置源を投入と同時に安定した指示値が得ら

れた．したがって，通常の計測器にみられるような長

時間の暖器時間は必要がない．

　9．現地試験

　本計測器は国設自動車排出ガス測定所（厚生省敷地

内）に収納して昭和48年1月7日（日）から20日（土）

まで2週問，環境大気の連続測定を行なった．この測

定所には，赤外線吸収方式の一酸化炭素自動計測器を

はじめ，窒素酸化物，イオウ酸化物，炭化水素，ホル

ムアルデヒド，オキシダント，浮遊粉じんの各自動計

測器が収納されている．Fig．6は測定期間中における

本計測器ならびに赤外線吸収方式の計測器による記録

紙上の瞬間値を1時間単位に整理したものである・本

陣測器と赤外線吸収方式の計測器による日平均値およ

び相関係数（試料数24）はそれぞれ，7日2・2ppm，

2．2ppm，0．85；8日2．8　ppm，2．8　ppm，0．96；9日

2．8PPm，2。8　PPm，0．95；10日6．4　PPm，5．8　PPm，

0．97；11日2．4PPm，2．5　PPm，0．87；12日3．5　PPm，

3．3PPm，0．94；13日6．O　PPm，6．O　PPm，0．99；14

日　3．5ppm，3．7　ppm，0．95；15日2．3　ppm，3．1

ppm，0．92；16日3。8　ppm，4．2　ppm，0。92；17日

5．3PPm，5．2　PPm，0．96；18日2．4　PPm，1．g　PPmレ

0．87；19日3．g　PPm，3．2　PPm，0．96；20日2．7　PPm，

2．3ppm，0．87であり，両計測器による測定値はよく

一致していた．また本計測器は測定期間中ゼロおよび

スパンのドリフトはほとんどみとめられず，電気系統

もまったく安定であった．

20

　10民
籍

．§

誉　o

慧20
§

0
8
　　10

N㎝dispersive　infrared　analyzer

Electrochemical　analyzer

　　0　　　　7　　　8　　　9　　　10　　11　　12　　13　　14　　15　　16　　17　　18　　19　　20

　　　　　　　　　　　　　　　Day

　　　　Location：National　exhaust　gas　monitoring　station，

　　　　　　　　Kasumigaseki　Chiyoda・Ku，　Tokyo

　　　　Test　pedod：Jan．7to　Jan．20，1973

F三g。6．　Comparison　of　carbon　monoxide　concentration　reading　with

　electrochemlcal　analyzer　and　infrared　analyzer

む　　す　　び

　以上の各種試験結果が示すように本計測雛の性能は

きわめて良好であり，大気汚染の自動計測器としては

もちろんのこと，各分野における一酸化炭素の計測器

としてじゅうぶん実用性のあることが立証された．本

計測器は小形軽量にして内蔵バッテリーで使用できる

など，携帯用計測器として容易に移動測定ができるこ
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とは大形の赤外線吸収方式の計測器にない特徴と考え

られる。終りに本意究に際し計測器を提供下された東

京プロセス開発㈱の井上氏に謝意を表する．

無機顔料を配合した化粧品中の有害性金属について

外村正治。小幡利勝・根本ひろみ・狩野静雄

Harmful　Metals　in　a　Cosmetic　Product　Containing　Inorganic　Pigments

Masaharu　ToNoMuRA，　Toshikatsu　OBATA，　Hiromi　NEMoTo

　　　　　　　　　　and　Shizuo　KANO

　　Harmful　metals　are　sometimes　detected　in　cosmetic　products　containing　large　anlount　of　inorganic

Plgments．

　　To　resolve　this　problem，　the　authors　determined　the　contents　of　copper，　Iead　and　cadmium　in　the

commercial　cosmetic　products　and　their　raw　materials　by　alternating　cロrrent　polarography．

　　As　the　results，　in　zinc　materials　used　as　a　component　of　cosmetic　products，　cadmium　was　found

so　frequently　and　the　maximum　content　was　103．1　ppm　cadlnium　i雛zinc　oxide．

　　Whereas，　in　cosmetic　products　containing　zinc　materials，　a　slmllar　tendency　was　recognized，　how－

ever，　cadmium　content　in　most　of　the　products　were　much　lower　and　showed　not　more　than　O．1　ppm．

　　But，　based　on　a　fact　mentioned　above，　in　order　to　exclude　these　harmful　metals，　more　severe　in’

spection　should　be　carried　out　before　the　preparation．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1973）

　昭和46年度のアイライナー・製品の一斉試験を行な

った際，この種の製品では，タール系色素とともに着

色料として無機顔料の使用がかなり認められたので，

これらに付随する有害性金属についても検討すること

を考え，銅，鉛，カドミウムについて試験を行なった．

その結果，比較的鉄系顔料を多量に配合したと考えら

れる製品に，時おり銅，鉛の著量を検出したものが見

られた（最高値Cu　6400　ppm．　Pb　790　ppm）．また

同時に微量ではあるがカドミウムを検出した数例も見

られた（最高値Cd　1．75　ppm）．このカドミウムを検

出した製品について処方などから検討したところ，酸

化亜鉛，ステアリン酸亜鉛などの亜鉛系化合物が配合

されているという共通性が認められた．

　そこで，これらの無機系顔料などを比較的多」よに配

合する化粧品中の有害性金属の検出実状およびその要

囚について明らかにすることを口的として，主として

亜鉛系の原料およびそれらを配合した製品例につい

て，銅，鉛，カドミウムの検出量の比較調査を行なっ

たので報告する．

実　験　方　法

　1．試料

　原料類：酸化亜鉛1智5（局方品）6解7（試薬1級）

8～15　（fヒ粋芝占ゐ工；〔＊十）．

　ステアリン酸亜鉛1～4（化粧品原料）．

　ラウリン酸亜鉛1～3　（化粧品原料）．

　硫酸亜鉛1～2（試薬特級）3～4（試薬1級）．

　硝酸亜鉛1～2（試薬1級）．

　塩イヒ亜≦沿　1～2　（試薬特級）．

　製品類：カラミンローション，ボデーパウダー，粉

白粉，ファンデーション，（市阪品）．

　チソク油，石炭酸亜鉛華リニメント，亜鉛華軟膏，

（局方品），

　以上の試料中局方品とは薬局店頭で局方品と称して

入手したもの，化粧品原料とは化粧品製造業界から現

在流通している原料の提供を受けたもの，および市販

品とは一般市場で入手したものを用いた．

　a　試験法

　製品などの有機物を含む試料については，450酎50G。

で灰化したのち6－N塩酸に溶かし，また直接塩酸に

溶ける試料ではそのまま6－N塩酸に溶かし，これを

一度蒸発乾固したのち，1・N塩酸で抽出して試料溶液

を調製した．この溶液について，同一試料溶液から銅，

鉛，カドミウムを簡易に同時に検出するため交流ポー

ラログラフィーによる検出を行なった．すなわち，試

料溶液を強アンモニア水でpH　10．5～11・0に調整し

全量約100m1とした．これに0．2％ジエチルジチオ

カルパミン酸ナトリウム溶液51n1を加え，数分間放

置したのちベンゼン10m’で2回抽出した．抽出液

を合してベンゼンを留出したのち，残留する有機物を
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分解するため，硝酸5m1，30％過酸化水素0．1　mJ

を加えて水浴上で蒸発乾固し，さらに硝酸5mJを加

えて蒸発乾固したのち，塩酸5m’を加えて蒸発乾固し

た．この残留物に支持電解質溶液1）として2M一塩酸・

2M一塩化アンモニウム溶液（1：1）5m1を加えて溶

かし，交流ポーラログラフィーで銅，鉛，カドミウム

の同時定量を行なった．

　製品十三に鉄系顔料を多量に含むものについては，

試料溶液をあらかじめ蒸発乾固したのち8N一塩酸に

溶かし，イソプロピルエーテルで鉄分を抽出除去し，

過剰の塩酸を水浴上で蒸発してからジエチルジチオカ

ルパミン酸ナトリウムによる抽出操作を行なった．

実験結果および考察

　L　酸化亜鉛について

　亜鉛系原料にカドミウム検出の起耕することが予想

されることから，その最も代表的なものとして化粧品

のみならず外用医薬品としての使用頻度も多い酸化亜

鉛について，実状を調査したところ，その結果は

Table　1の通りであった．

　この結果によると薬局店頭などで入手した局方品と

称するもの（Dru9（JP））のうちに一部鉛，カドミウム

の過大値を示すものが見られた．化粧品原料では鉛に

ついて40ppm以下という化粧品原料基準2）の規定も

あり，実際には20ppm以下を原則として流通してい

る実状からも低い値を示すことが予想された．しかし

Cdについては基準の規定はないが，おそらく化粧品

原料の場合，そのものの細末度とか粒状白旗などが品

質管理上要求されることが多いので，これに付随した

精製や厳選が幸して低い値を示したものと思われた．

　2．　その他の亜鉛系原料について

　化粧品用として比較的使用頻度の多いその他の亜鉛

系原料として，ステアリン酸亜鉛，ラウリン酸亜鉛，お

よび硫酸亜鉛，硝酸亜鉛，塩化亜鉛などの無機塩類に

ついて調査したところ，その結果はTable　2の通り

であった．

　これらの試料はすべて化粧品原料もしくは試薬用の

ものであるが，酸化亜鉛と比較するときその検出量は

全般に低い値を示していた．けれどもステアリン酸亜

鉛について，3．65ppmのカドミウムを検出するやや

かけ離れた一例が見られた．無機塩類ではカドミウム

などの検出量はこれに比較して更に低いが，これらの

うちでは比較的塩化亜鉛に鉛，カドミウムを検出しや

すい傾向が若干見られた．

　3．　亜鉛系原料を配合した製品について

　製品中に配合される亜鉛系原料に付随してカドミウ

Table　1．　Contents　of　Cu，　Pb　and　Cd　in　the

　Zinc　oxide

Sample　No．

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

Drug（JP）

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃
Reagent

　　〃

Cosmetfc　materia1

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ノノ

Cu
（ppm）

1．60

0．90

2．40

0．18

0．22

0．50

0．08

0．40

0．85

0．35

0．06

0．13

0．11

0．06

0．25

（Pb垂垂香j「（品）

204．50　　　76．60

64．00　　　　1．80

282．70　　103．10

46．24　　　　0．30

159．80　　　49．46

38．40　　　2．90

29．16　1　　3．27

，1：11「i：嘉

　　　　11．57　　　2。73

　6．37　1　　1．54

12．34　1　　0．54

16．09　　　　1．23

17．79　　　　1．52

　4．44　　　1．14

ムが検出される傾向が考えられることから，これらが

通常配合されることの多い化粧品，ならびに参考試料

として酸化亜鉛が配合された外用医薬品（局方品）の

数例についても調査した。その結果はTable　3の通

りであった．

　この結果によると，今回試験した例については，製

品中からの銅，鉛，カドミウムの検出量はいずれも少

なく，配合された亜鉛系原料に付随すると考えられる

カドミウムについても，化粧品ではそのほとんどが

0．1ppm以下であった．ただステック型のファンデー

ションがたまたま2例とも他と比べてカドミウムがや

や高いことは，今後更に例数を増加して調査する必要

があるものと思われた．またこれらと比較するとき，局

方の亜鉛華製剤がカドミウムについてやや高い結果を

示す傾向が見られた．このことは，化粧品と比べてこ

れらの製品が原料的に酸化亜鉛にのみ由来するもので

あり，またその配合量にも化粧品との相異があること

から当然の結果とも考えられるが，しかし原料の試験

結果から推測するとき更に調査の必要もあるものと思

われた．

　最近特にカドミウムについては飲料水や米などで取

り上げられる機会が多く，化粧品の場合は外用である

ためこれらとは問題が異なり，その量的な許容限界に

はかなりの相異があるものと考えられるが，その実状

を明らかにしておくことは必要と思われた．したがっ

てその焦点を主としてカドミウムに絞り，これが付随

すると予想された亜鉛系原料を配合した化粧品など，
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Table　2．　Contents　of　Cu，　Pb　and　Cd　in　the

　　　Zinc　salts

Table　3．　Contents　Qf　Cu，　Pb　and　Cd　in　the

cosmetics　and　drugs　containing　Zinc　Salts

Zn　Salt

Zinc　stearate

　　　　　〃

　　　　　〃

　　　　　〃

Zinc　laurate

　　　　　〃

　　　　　〃

Zinc　sulfate

　　　　　〃

　　　　　〃

　　　　　〃

Zinc　nitrate

　　　　　〃

Zinc　chloride

　　　　　〃

1

2

3

4

1

2

3

1

2

3

4

1

2

1

2

Cu
（ppm）

0．75

1．14

0．86

0．30

0．24

0．73

1．43

0．03

0．01

0．03

0．03

0．13

0．06

0．04

0．04

Pb
（ppm）

0．88

3．37

1．69

0．81

0．55

0．91

9．63

0．03

0．90

0．06

0．39

1．95

0．65

2．76

5．05

Cd
（ppm）

Sample Cu
（ppm）

1．45

0．79

0．20

3．65

0．32

0，70

0．05

0．01

0．08

0．11

0．80

0．21

0．11

0．28

0．90

その数例を上げて予備調査を行なって見た。今回の例

では，全体的に製品より検出されるカドミウム量は低

く，この結果から考えたとき衛生上さほど問題とすべ

きこともないものと思われた．しかしながら，その原

料中特に酸化亜鉛について，局方品と称するものの数

例のように，時おり極度に高いカドミウムを検出する

ものもあり，製品の安全性確保のため，これらのこと

を考慮して，原料の厳選管理に充分な配慮が必要であ

ると考えられた．

Calamine　lotion

　　　　　〃

　　　　　〃

　　　　　〃

　　　　　〃

Body　powder

　　　　　〃

　　　　　〃

　　　　　〃

Face　powder

　　　　　〃

Foundation　（cake）

　　　　　〃

　　　　　〃　　　　（stick）

　　　　　〃

Zinc　oil　（JP）

　　　　　〃

　　　　　〃

Zinc　ointment（JP）

1

2

3

4

5

1

2

3

4

1

2

1

2

3

4

1

2

3

Phenol　zinc　linlment（Jp）

0．08

0．17

0．12

0．08

0．08

0．31

3．93

0．31

0．88

1．76

0．28

4．81

0．65

4。43

2．06

10．57
1
0．79

0．14

」0，01

’1．34

　Pb
（ppm）

0．33

0．13

0．33

0．31

0．39

0．70

0．96

0．79

1．08

5。37

5．52

11．42

1．46

1．80

7．59

　Cd
（ppm）

0．02

0．02

0。03．

0．01

0．02．

0．01

0．07．

0．02．

0．12．

0，03．

0．11

0．09．

0．01

0．20．

0．23．

5、9210．34
　　　　1

6．05　　0．31

4．80　　0．28

3．82　　0．09

8．49　io．27
　　　　！

1）

2）

　　　　　　　文　　　　　献

衛生化学（衛生試験法注解特集），16，173（1970）

厚生省：化粧品原料基準第一版，p．38（1967）

と 肉 検 印　イ ン ク に　　つ　　い て

酢酸エチル生成に関する検討

　　　　神蔵美枝子・横田重俊＊

Stamp　Ink　for　Butcher’s　Meat

　　Ethyl　Acctate　PrQduced　in　Ink

Mieko　KAMIKuRA　and　Shigetoshi　YoKoTA

　　　Stamp　ink　for　butcher’s　meat　was　made　with　ethyl　alcoho1，　glacial　acetic　acid，　glycerol　and　Acid

Violet　6B（formerly　Food　Violet　No．1），　therefore，　it　may　be　produces　ethyl　acetate　during　strage。

　　　Ethyl　acetate　was　analyzed　by　gas　chromatography（Figures　l　and　2）．　The　analytical　data　for

sample　solution　containlng　ethyl　alcohol　and　glaciai　acetlc　acid　are　sロmmerized　ill　Table　1．　The　amounts

Qf　ethy［acetate　prQduced　in　the　ink　were　1．5　per　cent　after　14　days，3。2　per　cent　after　50　days　from

samPle　preparation，　respectively．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1973）

　＊　｝狂芳く珊巧十大理学音B
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　と肉検印インクについては，と畜場法第十条，同法施

行令第6条Dの定める検印に使用するインクは食用紫

色1号（アシッドパイナレット6B）を主成分とする

ものが適当であるから，すべてこれを使用するよう示

されている．と肉検印無調製法は下記のとおりであ

る．

　1．調製法

　　A液　食用紫色1号（アシッドバイナレット6B）

　　　　　アルコール（80v／v％）100　m’

　　B液氷酢酸1容とグリセリン1容

　A液4分をとり，これにB液1分を加えて調製す
る．

　毒劇物取締法については昭和47年6月30日その

一部が改正され，新らたに酢酸エチルが劇物に指定さ

れた2）．そのため上記処方のと肉検印インクが保存中

に酢酸エチルを生成するものと考えられ，その検討が

必要となり，厚生省乳肉衛生課から依頼があった．こ

の事項につきつぎのような検討を行なったので，その

結果を報告する．

実　験　方　法

　1．　試薬および装置

　1）試薬

　エタノール，’Z一ブタノール，氷酢酸はいずれも試薬

特級品を用いた．

　ガスクロマトグラフ用充屓剤：Chromosorb　101，

80～100メッシュ（App！ied　Science　Laboratohes

Inc．）．

　2）装置

　島津ガスクロマトグラフGC・4BM・PF型．

　2．　試料溶液の調製

　上記処方にしたがい試料溶液の調製を行なったが，

色素ならびにグリセリンは添加しなかった．

実験結果および考察
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Fig．1．　Calibration　curves　for　ethyl　acetate

　and　glacial　acetic　acid

　Internal　standard＝π一Butyl　alcohol

　Gas　chromatograph：Shimazu　Gas　Chromato－

　graph　GC－4BM・PF

　Conditions：Chromosorb　101，80／100　mesh，

　1。5m4mm　i．d．，　glass　column，　column
　ternperature　170。C，　injector　250。C，　detector

　250。C，　carrier　gas　N230　m’／min．

た（Fig．1）．その結果，いずれの場合にも直線性が得

られた．

　2．　と肉用検印川中の酢酸エチル生成量について

　実験方法，2，試料溶液の調製にしたがい，80v／v％

エタノール40m’および氷酢酸5m’の混液につい

Table　1．　Amounts　of　ethyl　acetate　prQduced

　　五nsample　sQlution　and　stamp　ink　for

　　　　　　　butcher’s　rneat

Ethyl　acetate（％）

　1．　酢酸エチルの分析

　エタノールと氷酢酸から生成する酢酸エチルの定量

法としてガスクロマトグラフィー（GC）による方法を

検討した．GCにおける内部標準物質としてはルブタ

ノール，四塩化炭素が考えられたが3），GCの結果から

四塩化炭素は感度が悪かったため，π一ブタノールを内

部標準物質として用いた．酢酸エチル・氷酢酸・かブ

タノール（1：1：5），（1：1：3）など種々の比率にお

いて調製した溶液を用いてガスクロマトグラムを描か

せ，酢酸エチルの面積／π一ブタノールの面積，氷酢酸

の面積／η一ブタノールの面積を求めて検量線を作成し

Day
　　　Sample　solution＊　Stamp　ink（Ca1丑culated＞

1

2

3

14

24

26

50

0

0．2

0．5

1．1

1。7

1．9

3．6

0

0．15

0、5

1．0

1，5

1．7

3．2

＊　Mixture　of　40　mJ　80　v／v％ethyl　alcohol

　and　5　mJ　Glacial　acetic　acid
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1

2

3

After　14　days

4

1

2

3

After　50　days

4

0　　　1　　　2　　　3　　　4　　　5（min．）　　0　　　1　　　2　　　3　　　4　　　5（min．）

　　　　　（retentiQn　time）　　　　　　　　　（retentiOn　time）

Fig．2．　Gas　chromatograms　of　ethyl　acetate　produced　in　sample　solution　containing

　ethyl　alcohol　and　glacial　acetic　acid

　Intemal　standard：π・Butyl　alcohol

　Gas　chromatographic　conditions：Confer　Figure　l

　Peak　No，1：Ethyl　alcohol，2：Glacial　acetic　acid，3：Ethyl　acetate，4：π一Butyl

　alcohol

　Sample：5ml　of　mixture　of　40　mJ　80　v／v％ethyl　alcohol　and　glacial　acetic　acid

　十〇．5mJ’i－Butyl　alcoho1

て調製後0～50日間暗所に放置し，その間適宜6回試

料をとりガスクロマトグラフィーを行なった．得られ

たガスクロマトグラムより生成酢酸エチルの面積を求

め，π一ブタノールに対する面積比から，さきの検量線

を用いて，酢酸エチルの量を求めた．この結果に基づき

と肉検液中における酢酸エチルの生成量を算出した．

試料溶液調製後14日目ならびに50日目のガスクロ

マトグラムをFig．2に，酢酸エチルの生成量を

Table　1に示す．と肉刑液は調製後，保存中に徐々に

酢酸エチルを生成し，50日経過後では3．2％の酢酸

エチルを生成した。

む す び

　と畜場法第十条，同法施行令第6条において定めら

れていた，と肉検印インクは調製後，徐々に酢酸エチ

ルを生成し，50日経過後では3．2％の酢酸エチルを

生成した．

文 献

1）衛発第918号，厚生省公衆衛生局長通知，昭和

　28年12月10日．
2）政令第253号，毒物および劇物指定令の一部を

　改正する政令，昭和47年6月30日．
3）　S．B。　Dave；∫α3ro”3σ’qgアσ助∫o　Scゴθησo，7，

　389　（1969）亀
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酢こんぶ中のグルタミン酸ナトリウムの定量

石綿肇・渡辺晴美

Determination　of　Na・Glutamate　in　Vinegared　Tangles

Hajimu　ISHIwATA　and　Harumi　WATANABE

　　Sodium　glutamate　whlch　were　added　in　vinegared　tangles　were　deterlnined　with　an　amino　acid

autoanalyzer，　The　contents　of　sodium　glutamate　were　O．2－4．9％in　tangles　used　in　vinegared　tangles

and　1．7－56．9％in　dried　vinegared　tangles．　Seven　samples　among　ten　samples　contained　sodium　gIuta・

コnate　Qver　40％．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1973）

　昭和46年から昭和47年目かけて一こんぷを摂取

したもののなかから5～30分後に悪心，脱力感，舌や

顔のしびれあるいはつっぱる感じ等のいわゆる中華料

理店症候群の症状を呈したとの訴えが，福岡県および

：東京都の保健所になされた．この原口として，酢こん

ぶの製造方法，グルタミン酸ナトリウム（MSG＞の使

用量，中毒様の症状などからMSGの過量摂取が考え

られた．しかし，これらの酢こんぶ中に含有されてい

るMSGの定量は行なわれておらず，　MSG摂取量の

．詳細な検討はなされなかった．そこで著者らはこれら

の事故品，市販品等について，含有されているMSG

の定量を行なった．その結果，各種酢こんぶ10点中

7点について40％以上（乾物当り）のMSGが定量

された。以下，詳細について報告する．

実　験　方　法

　1．　試料　酢こんぶ（7社，10点），調味粉（1社，

ユ点）および原料こんぶ（1社，3点）．

　2．装置　アミノ酸自動分析器：日立アミノ酸分析

計KLA－3B型カラム：Dowex　50・X8，0．9×100　cm

　3．ヴルタミン酸標準溶液　グルタミン酸147mg

』を0．01N塩酸に溶かし1Zとしたもの．この液1mZ

・はグルタミン酸1μmo1を含有する．

　4．　操作　（1）乾燥減量　試料を約5mm角に細

切し，その1gを秤取し，デシケ口調ー（硫酸，常

圧）中で1週間乾燥したのち乾燥減量を求めた．

　（2）試験溶液の作製　試料を約5mm角に細切し，

・その5塞を三角フラスコにとり，水50mJを加え，

’1N水酸化ナトリウム溶液で中和したのち，ときどき

．掩はんしながら100。で30分抽出した．これを遠心沈

殿し上清をとり，残渣に水10m～を加え十分に掩は

んしたのち再び遠心沈殿し上清を合わせる．さらにこ

の操作を2回くりかえし，上清を合わせ，水を加えて

100m’とし試験溶液とした．

　（3）MSGの測定　試験溶液をpH　2の塩酸で適宜

希釈し，その0．5mJについてアミノ酸自動分析器で

MSGを測定した．別にグルタミン酸標準溶液より求

めた半値幅より試料中のMSGの量を算出した．

結果および考察

　L　乾燥減量について

　乾燥減量を求めるにさきだち，比較的水分含量の多

い，および少ないと思われる数種の試料を指標として

選び，これらについて乾燥減量の経時変化を求めた．

その結果をFig．1．に示した．水分含量：の多いものでも

3日間で水分の85％以上が除去され，6－7日間でほ

朝
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Fig．1．　Changes　of　we量ght　of　vinegared　tan－

　gles　by　desiccation

　Vinegared　tangles　were　dゴed　in　desiccator

　（conc．　H2SO4）at　atmospheric　pressure．

　A・1，D，1，　J・1＝Same　as　the　marks　in　Table

　1．
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ぽ平衡状態に達した．従って試料の乾燥減量はデシケ

ーター（硫酸，常圧）中で1週間放置したのち測定し

た．

　各試料の乾燥減量をTable　1に示した，原料こん

ぶは3点ともすでに乾燥された状態のものであり，乾

燥減量は比較的少なかったが，酢こんぶでは20～40％

の減量がみられた．調味粉はC社酢こんぶに用いられ

たものであり乾燥減量は約1％であった．

Table　1．　AmoU負ts　of　water　and　Na－glutamate

　　　　　　in　vinegared　tangles

Sample　　Water（％） Na－glutamate（％）

A・l

A－2

B

C・1

C－2

D

E

F

G

H
I

J・1

J・2

J。3

23．3

19．5

20。8

30．4

1．1

37．1

27，7

37．7

40．4

37．8

26．9

2．4

3。0

3．5

49．9

50．8

49．2

59．6

100．2

40．3

59．4

　1．7

　2．1

　2．1

53．6

　4．9

　0．2

　0．6

A。1to　I　with　oロt　C－2：vinegared　tangles

C吻2＝pouder　for　the　condiment

J噌1　to　J－3：tangles　used　for　the　vinegared

tangle

　Amount　of　Na－glutamate　were　given　by　the

percent　for　the　dried　samples．

　2．　MSGの含有量

　酢こんぶ，調味粉および原料こんぶ中のMSGの含．

有量をTable　1に示した．本実験で用いた測定法で

はグルタミン酸とMSGの分別定量は不可能であるた

め製造法および使用目的などから結果はすべてMSG

として示した．

　原料こんぶでは0，2～4．9％のMSGが測定された．

これに対し酢こんぶでは少ないもので1．7％，多いも

のでは59．6％のMSGが測定された．この実験に供．

した10点の酢こんぶ中のMSG含有量は2％前後

のもの（3点）と50％前後のもの（7点）とに大別，

され，後者については極端に多量のMSGを使用して

いた事が判明した．調味粉は製造の最終工程でまぶす．

ためのものであり，すべてMSGであった．

　酢こんぶにおけるMSGの使用量は通常2～3％程

度といわれているが，使用規準が設定されていない1）

ことから調味料としての使用範囲を越え，増量剤とし

て用いられるに至って，このように異常な量のMSG．

が使われるようになったものと思われる．

ま と め

　酢こんぶ中のMSGの測定を行なった．

　酢こんぶの製造に用いられる原料こんぶ中のMSG

は乾燥重量あたり0．2～4．9％であった．これに対し

酢こんぶでは試料10点中1．7～2．1％のものが3点，

403～59．6％のものが7点であった．また調味粉中の

MSGの測定値は100．2％であった．

　アミノ酸自動分析器の使用に際して御指導をいただ

いた当所生物化学部西崎二夫先生に深謝致します．

文 献

1）　厚生省：第二版食品添加物公定書p．523（1966＞
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イオン交換膜の衛生化学的研究
石　綿 甲

Hygienic　Chemical　Aspects　of　Ion－Exchange　Membranes

Hajimu　IsHlwATA

　　The　hygienic　chem量cal　studアof　the　ion－exchange　membranes　which　are　using　for　concentration

of　sea－water　or　desalt　of　some　foods　was　carried　out　according　to　the　ion－exchange　resin　in　The　Japa－

nese　Standards　of　Food　Add三tives。　The　results　of　solid，　water－soluble　substances，　arsenic，　heavy　metals，

residue　on　ignition　and　total　ion£xchange　capacity　were　shown　in　Table　1．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1973）

　イオン交換膜とはイオン交換樹脂を膜状に延展した

ものであり，電気透析により溶液中．のイオンを選択的

に透過させる性質がある．わが国における使用は海水

の電気泳動濃縮による食塩の製造がその発端となっ

た1）．現在では膜質の向上，応用技術の進歩にともな

いビタミンやアミノ酸の精製，乳製品の処理，減塩し

ょう油の製造，ジ“一スの甘味調整などの食品分野に

も一部使用されている．しかしながら，膜の衛生化学

的立場からの検討はあまり行なわれていない，そこで，

食品添加物公定書2）収載「イオン交換樹脂」に準じた

方法により検討を行なった．以下，その結果について

報告する．なお本実験に用いた膜は3社の陽イオン交

換膜，陰イオン交換膜それぞれ2点ずつ計6種であ
る．、

実験方法および結果

　1．　性状　膜にはイオン交換樹脂を膜状に延展した

ものと化学繊維布にコーティングしたものがあり，一

般に黒色，かっ色，黄かっ色または白色の透明，半透

明または不透明で，無臭または特異臭を有していた．

陽イオン交換膜は無臭～わずかに臭気を有する程度で

あったが，陰イオン膜はピリジン様あるいはアミン様

の特異臭を有していた．

　2・確認試験　食品添加物に指定されているイオン

交換樹脂の確認には，強，弱酸性あるいは強，弱塩基

性イオン交換樹脂の4種についてそれぞれの確認を行

なうため，硫酸銅処理を行なったのち，アンモニアあ

るいはフェノールフタレインおよびメチルレッド処理

により色調の変化することを観察して確認を行なって

いる．しかし膜の場合，弱酸性および弱塩基性のもの

は使用されていないこと，黒かっ色のものでは色調の

変化の判別が困難であることなどから次に示す方法に

よった．

　試料を一辺約5cmの四角に切断し，付着水をろ紙

でできるだけ除き，その4枚をとり，4％塩酸20m4

または4％．水酸化ナトリウム溶液20mJを加え，膜

面が密着しないようにときどきかきまぜながら5分間

放置する．溶液を除き，精製水30m1つっで湯疲が

中性となるまで洗浄する．これに10％食塩溶液10

mJを加え，膜面が密着しないようにときどきかきま

ぜながら5分間放置したのちリトマス紙で液性を確認

する．

　塩酸で処理したものが酸性を示せば陽イオン交換

膜，水酸化ナトリウム溶液で処理したものがアルカリ

性を示せば陰イオン交換膜である．

　本法は非常に簡便であり，かつ有効な方法であった．

　3，純度試験．純度試験を行なうに先だち（1）の方

法によって規準型を作り，以下の実験を行なった．

　（1）規準型の作製法　（a）陽イオン交換膜　試料を

一辺約5cmの四角に切断し，その259をとり，4％

塩酸5001n’を加え，膜面が密着しないようにときど

きかきまぜながら30分間放置する．塩酸を除ききら

に4％塩酸5001nJを加え，同様に30分間放置し塩

酸を除く．精製水を加え洗液がメチルオレンジ試液に

より中性となるまで洗浄する（H型）．（b）陰イオン

交換膜・4％水酸化ナトリウム溶液を用いて同様に処

理したのち，精製水を加えて洗液がフェノールフタレ

イン試液により中性となるまで洗浄する（OH型）．

　（2）多型分　陽イオン交換樹脂2）の場合100。で乾燥

が行なわれているが，陽イオン交換膜の場合は変質す

るものもあったため，次に示す方法によった．

　規準型に調製した試料の付着水をろ紙で除いたの

ち，その109を精密にはかり，30mm・Hgの減圧

デシケーター（硫酸）中で24時間乾燥したのち秤量

した．

　念のため48．時間目に再び乾燥減量を測定したが減
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量は認められず，乾燥時間ば24時間で充分と思われ

る．

　（3）水可溶物　規準型に調製した試料の付着水をろ

紙で除いたのち，その109を精密にはかり，精製水

1000m1を加え，ときどきかきまぜながら24時間抽

出する．この抽出液をろ過し，ろ液50m’をとり，

注意しながら蒸発したのち，105。で3時間乾燥したの

ち秤量：する．別に同様の方法で空試験を行なう．

Table　1に示した結果は揮発性成分，低沸点化合物な

どは揮散しているものと考えられ，今後これらのもの

についても検討を行なう必要があるものと思われる．

　（4）ホルムアルデヒドおよびフェノール　水可溶物

の試験で得られた抽出液をろ過し，衛生試験法3）りの方

法によって定量した．ホルムアルデヒドはすべての試

料とも検出されず，またフェノールはC社の膜につい

てのみ10ppm以下の濃度で検出された．

　（5）ヒ素　固出癖の測定に用いた試料2gを分解

フラスコにとり，以後食品添加物公定書収載「イオン

交換樹脂2）（3）ヒ素」に準じて行なった．別に同様の

：方法で空試験を行なった．結果は亜ヒ酸として示した．

最も高い値を示したものはB社陽イオン交換膜であ

り，1ppmであった。

　（6）強熱残留物　固型分の測定に用いた試料2gを

分解フラスコにとり，ヒ素測定法と同様に液が無色～

淡黄色となるまで加熱する・これを蒸発皿にうつし，硫

酸の蒸気がほとんど発生しなくなるまで加熱し，以後

常法5）により強熱残留物の試験を行なった．

　最も多かったものはC社の陽イオン交換膜で，2．3

％，他は0．7％以下であった．本法を行なうに先だち，

試料を直接蒸発皿にとり少量の硫酸を加えて灰化する

方法を試みたが，加熱とともに試料が蒸発皿からこぼ

れたり，蒸発皿に密着せず灰化に長時間を要するなど

実験が困難であった。このため，先に分解フラスコ中

で硫硝酸分解を行なった．C社陽イオン交換膜の場合，

無色酎白色の結品が認められ，これが強熱残留物の大

部分を占めているものと思われるが，重金属類でない

事は次の実験により確かめられた，

　（7）重金属　強熱残留物の試験で符られた残留物に

塊酸2m‘および硝酸0．5　mJを加え，以後，食品添加

物公定脅収載「コンドロイチン硫酸ナトリウム」6）（6）

重金属により重金属の測定を行なった．結果は鉛とし

て示した．最も仙の高いものはB社陽イオン交換膜

であり，0．0065％であった．ただし，この試料の場

合，試験溶液が微かにかっ色を呈していたため結果に

はプラスの誤差が含まれている．

　膜の場合，食品などに一時的に接触するのみで，こ

れらを飲食に供することはなく，ヒ素，重金属の濃度

がそれぞれ1ppm，0．065％程度であれば，溶出量は

さらにその一部であり食品衛生上特に問題はないもの

と思われる．

　（8）総イオン交換容量

　（a）陽イオン交換膜　試料を規準型に調製し，ろ紙

で付着水を除いたのち，その約5gを精密にはかり，

500mJの共せんフラスコにとり，0．2　N水酸化ナト

リウム溶液500mJを加え，密せんしたのち，ときど

き振り混ぜながら24時間放置し，その上澄液10mJ

をとり，0，1N硫酸で滴定する（指示薬：メチルオレ

ンジ試適3滴）。別に同様の方法で空試験を行ない，次

式により総イオン交換容量を求めた．

総イオン交換容量

　　　＿〔空試験の0・1N硫酸の消費量（mJ＞〕一〔本試験の0．1　N硫酸の消費量（m’）〕
試料の採取量（・）・」墨臨（％）

×5（ミリ当量／9）

　（b）陰イオン交換膜試料を規準型に調製し，ろ紙

で付着水を除いたのち，その約5gを精密にはかり

500m1の共せんフラスコにとり，0．2N塩酸500m1

を加え，密せんしたのち，その上澄液10m’をとり，

0．1N水酸化ナトリウム溶液で滴定する（指示薬：フ

ニノールフタレイン試液3滴）．別に同様の：方法で空

試験を行ない，次式により総イオン交換容量を求め

た．

総イオン交換容量

＝〔空試験の0・1N水酸化ナトリウム溶液の消費：量（m’）〕一〔本試験の0．1N水酸化ナトリウム溶液の消費量（m’）〕

試料の採取量（・）・」躍盆（％）

×5（ミリ当量／9）

　総イオン交換容量は陽イオン交換膜の場合，享．9～

2．1ミリ当1止／9，陰イオン交換膜の場合，0．9～1．4ミ

リ当量／9であった．

イオン交換樹脂の場合，放置時間は12時間2）であ
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るが，放置終了後直ちに滴定を行なうには24時間放

置の方が便利であった，このため，放置中に二酸化炭

素の吸収を防ぐために共せんフラスコを用いた．また

24蒔間に膜から溶出する酸，アルカリの量は滴定値

にしていずれも0．04mZ（1滴）以下であり，測定値

への影響はみられなかった．

Table　1．　Results　of　analyses　of　the　io11・exchange　membranes

Sample

Test A B C

H・type　OH・type　H－type　OH－type　H－type　OH－type

Solid　（％） 64．9 76．1 64．8 68．8 75．5 73．0

Total　water－soluble　substances（％）

　Formaldehyde（ppm）

　Pheno1（ppm）

0．101

0．0

0．0

0。092

0．0

0．0

0．050　　　　　0．058

0．0　　　　0．0

0．0　　　　0．0

0．031

0．0

8．0

0．026

0．0

6．0

Arsenic（ppm） 0．25 0．25 1．0 0．25 0．5 0，5

Heavy　metals（％） 0．0015　　　0．0005　　　0．0065　　　0．0010　　　0．0005　　　0．0005

Residue　on　ignition　（％） 0．6 0．2 0．4 0．4 2．3 0．7

Total　ion－exchange　capacity（mEq／g）　　2．1 1，1 2．1 0．9 1．9 1．4

結 論

　市販イオン交換膜の大部分を占める3社の陽，陰イ

オン交換膜計6種について衛生化学的立場から検討を

試みた．その結果，特に問題とされるべき点はみいだ

されなかったが，水可溶物の組成，重金属の種類等に

ついては動物試験を含めた今後の検討課題であろう．
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　　　　　　　　　　　防腐剤に『関する研究

とくにPolysorbate　80およびLecithinによる不活化作用について

石関忠一・岩原繁雄＊1・渡辺　正＊2・大野文子＊1

　　　　　渡辺美奈子＊2・浅賀良雄＊2

　　　　　　　　　　Studies　on　the　Preservatives

Especially　on　the　Inhibitory　Activity　of　Polysorbate　80　and　Lecithin

Chuichi　IsHIzεKI，　Shigeo　IwAHARA＊1，　Tadashi　WATANABE＊2，

Fumiko　ONo＊1，　Minako　WATANABE＊2　and　Yoshio　AsAKA＊2

　　Antimicrobial　activities　of　50　preservatives　were　determined　with　or　without　polysor、・ate　80　and

lecithin．　0．7％poIysorbate　80　and　O・1％lecithin　were　used　as　the　inhibitors　in　the　test．

　　Two　Gram　positive，　two　Gram　negative　bacteria，　and　four　fungal　strains　were　used　in　the　test．

Phenols，　Surfactants，　Organometallic　tin　compounds，　and　Anilides　were　markedly　inactivated　by　poly－

sorvate　80　and　lecithin，　whereas　both　Mercuric　compounds　and　Gerlna11（type　115）were　not　inactivated．

　　CF3，　PCMC，　organometallic　tin　compounds，　hexachlorophene，　chlorhexidine，　benzalkoniunl　chloride，

butyl　paraben，　and　benzyl　paraben　were　shown　to　be　inactivated　by　poIysorbate　800nly．

　　On　the　other　hand，1ecithin　showed　a　marked　inhibitory　activity　against　benzalkonium　chloride

and　chlorhexidine　when　Gram　positive　bacteria（3’αρ乃．翻7εκ∫andβ．5κ∂’漉s）were　used　as　the　test

stralns．

　　The　activity　of　thimerosal（0．5－1μ9／1n’）on　the　growth　of∫∫ψん・僻γεμ5　was　not　markedly　in－

hibited　by　sodium　thioglycollate（50μ9／m1）or　L－Cystine（50μ9／m1）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1973）

ま　え　が　き

　医薬品や化粧品で液体あるいは液体以外の製品であ

っても，比較的長期にわたって使用される製品には少

なからず各種の防腐剤が使用されている．これをその

使用目的あるいは製剤化される各種成分よりみた揚

合，必らずしも適正な使用とは思えない例が多い．

　本来防腐剤は製品が使用され始めた後の二次汚染を

防ぐ目的で使用し，決して製品の製造にさいしての衛

生上の不備をおぎなう目的で使用されるべきでないこ

とはいうまでもない1）・2）・3）・4）．しかし製品中の各種成

分と防腐剤，およびその種類と濃度などとの関係をみ

てみると，明らかに防腐効果を発揮しえない状態で使

用されている場合が非常に多い。これは防腐剤があま

り理解されないまま使用されたものと思われる．これ

がため特定菌の増殖を可能にした危険な製品も最近と

くに多くみられるようになっている．

　一方これら防腐剤を含む製品中の微生物汚染を検査

する揚合には，添加されている防腐剤を不活化しなけ

れぽならない．その力法としては，メソブランフィル

ター法，や希釈法5）等が利用されるが，これに加えて

個々の防腐剤に対する至適不活化剤の選定が必要とな

る．すでに諸外国では多くの不活化事例が報告されて

おり6），・一部の国では試験法にまでとり入れられてい

るのが現状である．

　今回著者らは医薬品や化粧品中の微生物汚染の検査

法に関する一連の研究において，不活化培地の導入を

試み4）・7）・8），50種の防腐剤に対するPolysorbate　80

およびLecithinによる不活化現象をin　vitroで実験

し，多くの不活化される事例を確認したので報告す

る．

瓢　食品薬品安全センター
＊2 ､究生

実験材料および方法

　薬剤：化合物は無差別に選んだもので脂肪族5種，

芳香族20種，異項環3種，有機金属8種，界面活性

剤6種，無機化合物2種，その他6種，計50種を試

験に供した．

　薬剤の希釈：水に可溶性の薬剤は減菌蒸留水，不溶

性の薬剤はDimethyl　formamide（DMF）0．1　mZに

溶解し，これを使用菌種にかなった培地に均一になる

よう混釈平板とした．

　薬剤濃度：薬剤はすべて1－2－5－10，希釈によっ

て所定の濃度に寒天培地中に含まれるように調製し

た．



石関ほか＝防腐剤に関する研究 83

　菌株：細菌4種S’α助yJococα‘3σzヴeκ5　FDA　209君

Esc々θγfc1謬ξα　colf　σ5／41，　Bαcf〃κ3　szめ’flf31／1　M　1213，

、P58κ40一溜3認ηゆ〃。詔乃，真菌4種，　C碑4∫44α1・’

わfcαπs　ハτHL　 4019，　Gθo’7’c1㍑‘”2　cαηゴ’dκ2π．S五一1，

ノ4ερ6〆9”z‘sπ忽θア1V∬乙5088，7’γゴ。乃oρ乃メ。παsゴg7．

of4¢3丁一14．

　培地：細菌試験にはSoybean　casein　digest　broth

およびその寒天培地（SCDBおよびSCDAと略す）．

これにPolysorbate　80を0．7％，　Lecithinを0．1％

加えた不活化培地』（SCDLPと略す）を」また真菌試

験にはGlucose　peptone　brothおよびその寒天培地

（GPBおよびGPA）．これにPolysorbate　80を0．7％，

Lecithinを0，1％，加えた不活化培地・（GPLP）を用

いた．なお培地処方の評細は報告例7）噸10）を参照され

たい．

　試験方法：接種菌として細菌ではSCDA培地保存

菌株を種菌とし，これよりSCDB培地に接種37。，

約18時間培養したものを接種菌液とした．真菌は

GPA斜面保存菌株を種菌としてこれよりGPA培地

に移植して3〔P，1～2週間培養したものを種菌とし，

これを日本工業規格11）の術式に添い胞子懸濁液を調製

して接種菌液とした。

　接種方法＝各種防腐剤を所定濃度に添加したSCDA

（真菌の場合はGPA）培地あるいはSCDALPおよび

GPALP培地に1白金耳量塗抹した細菌（37。，48～721

時間培義）および真菌（30。，1週間培養）のコロニー

め発育状態を防腐剤無添ヵロ培地を対照として判別し，

発育阻止濃度（MIC）を求めた．またこのMIρ値を

防腐剤添加普通培地と，不活化培地でのMIC値を比

較して不活化の程度を求めた．一方不活化現象が

Polysorbate　80によるか，あるいはLecithinによる

か，またこれら両者の相乗作用によって不活化を起す

のか，いわゆる不活化の主因に関する実験は，これら

不活化実験用培地中よりPolysorbate　80あるいは

Lecithinのいずれか一方を取り除いた培地を調製しこ

れに防腐剤8種をえらんで実験に供した．次に水銀系

の薬剤に対する不活化剤としてよく知られているチオ

グリコール酸ナトリウムおよびL一シスチンは，すで

に無菌試験用培地1り15）として利用されているが，これ

ら薬剤の不活化能に関する実験は，防腐剤にThim・

erosa1，菌株にS’α助．σz‘7θ欝FD14209Pをえらび

MONOD三振盤培養法（37。，振回数45回／min）を

適用し分光光度計Spectronic　20の波長650　mμに

よる菌の発育程度を経時的に比濁して不活化度合を求

めた．

実　験　結　果

　不活化剤添加培地と無添加培地の場合における細菌

4株および真菌4株に対する50種の防腐剤の抗菌活

性値（MIC）を比較してみると，試験菌としての細菌

’4種のいずれかに10倍以上の差を認めた化合物は，

用いた防腐剤のうち半数の25種の化合物が，また真

菌4種については17． 墲ﾌ化合物が，著明に不活化さ

れることを認めた．不活化された化合物を種類別にみ

ると，Phenol系，　Surfactant系，　Organometallic

tin　compound系，　Anilide系等に属する化合物であ

った．これに対して不活化されない化合物としては脂

．三族系，水銀系およびその他の化合物であった．しか

し不活化として認められなかった化合物の中には不活

化剤無添加時のいわゆる正常活性値そめものが弱い

か，あるいは試験可能な溶解度に達しないで測定値に

差を生じない化合物もあるわけである．したがって，

ごくわずかでも不活化現象の認められたものはTable

1からも見られるように大部分の化合物がこれに該当

するように思われた．

　一方これら不活化現象において不活化剤として用い

た化合物のうちPolysorbate　80によるものか，　Led－

thin，あるいは両者の相乗作用による不活化なのかを

判別するための実験においてはFig．1に示す如く，

用いた化合物8種のうちほとんどは各試験菌株ともに

主としてPolysorbate　80による不活化がその主辞を

なすことを確認した．それに，Lecithinによる不活化

は，ChlorhexidineとS’α帥．碑r8z‘5あるいはB．

5κδ∫f’f3，それにBenzalkonium　ChlorideとS’α助・

側プα‘Sの場合にみられたのみであった．

　また今日一般に使用されている無菌試験用培地につ

いてみると培地中には水銀系化合物の不活化剤としセ

よく研究されているチォグリコール酸ナトリウムや

レシスチシが含まれている．これら不活化剤のThinl－

erosa1に対する不活化度合をみるとFig．2．に示す如

く，その不活化能はかなり低く培地中に用いられてい

るチオグリコール酸ナトリウムおよびL一シスチン濃

度50μg／mJではThimerosa10．5μg／川1～1μg／m’

までが不活化される程度である．したがって実際の製

品に使用されているThimerosal濃度はz6），おおよそ

2μg／mZ－50μ9／m’であるがゆえに，これらを含む

製品の試験においては，これらを充分に考慮に入れて

．試験することが望ましいわけである．

考察および結論

各種製剤への防腐剤の使用は各処方成分間との適合
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Fig．1．　Inhibitory　effect＄in　the　prεsence　of　either　with　O．7％

　Polysorbate　800r　O．1％Lecithin

　I　Original　activity

　II　Inhib玉tory　activity　with　O．196　Lecithin

　III　Inhibitory　activity　with　O．7％Polysorbate　80

　1V　Inhibitory　activity　with　L6cithin　and　Polysofbate　80

性の問題が究明され，かつ安全性とその効果が実験的

にも究明されているはずであると思われるが，実際に

はそれにかなった製品は少ないようである．

　防腐剤を使用すれば効果が望めるという概念は考え

なおすべきである．また製品の効果確認さえもしてい

ない製品も多々あるとされている．それに加えてその

効果を打ち消す手段も究明されているのが理想的と思

われるが，不活化現象については今までほとんど考慮

されていなかったようである．製剤中での防腐剤の効

果千進に，また防腐剤の微生物試験法13）1り16）における

不活化現象の利用等により試験遂行上右意義であるこ

とはいうまでもない．したがって防腐剤添加製品を試

作する段階で，このような不活化剤の解明にあいまっ

て，使用防腐剤の効果確認がなされてこそ防腐剤に対

する価値も生まれるものと思われる．

　不活化剤として用いたPolysQrbate　80およびLeci－

thinの両者併用によって不活化きれる化合物は主と

してPhenol系，　Surfactant系，　Organometallic　tin

compound系，それにAnilide系等で細菌4種に対

し防腐剤50種のうち25種が，また真菌4種に対し

ては17種の化合物が著明に不活化されることを確認

した．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・



石関ほか：防腐剤に関する研究 87

0．D．

1．0

0．5

0．05％Sod置um　thiog】yco】1ate

　　　　　　　　　　　　　　　　O．D．
　　　　　　　　　　　　Control
　　　　　　　　　　　　O．1μ9／m置1・O

　　　　　　　　　　　　TLimerosa【

0。5μ9／mJ

1．0μ9／mZ

5．0μ9／m♂
↓

0．5

2 4 6

　　　　　ロ0．5μg／mJ　ThimerosaI

Contro1

0．5％Sodium
thioglycollate

　O．1％

0．01％

　0％

hrs え 4 6 hrs

0．D．

1，0

0，5

0．05％L－Cystine

Control　O・D・

1．0μg／m’1．O

Thlmerosa｝

0．5

0．5μ9／m’

1．0μ9／mZ　5・0μ9／m‘

　　　　　　↓

0．5μg／n1！Thi血erosa1

Contro1

0．1％

L－Cystine

0，05％

0％
↓

0．01％

　　　　　　246hrs　
Fig．2．　Inhibitory　effect　of　Sodium　thioglycollate　or　L－Cystine　against　Thimerosal

　（S．aureus　FDA　209P）

　不活化剤単体の作用としでは8種の防腐剤ほとんど

がPolysorbate　80によって不活化きれ，　Lecithinだ

けに不活化される化合物はCh10rhexidineと3∫α助．

α2〃6κ∫あるいはB．5～‘う’f’f3，それにBenzalkonium

ChlorideのS’αρ瓦α～‘79τ‘sの場合だけにみられた．

水銀系化合物の不活化剤，チオグリコール酸ナトリウ

ムおよびL一シスチンの50μ9／mZではThimerosa1

の0．5μg／mJ～1μg／m’程度の不活化能力しかみられ

なかった．
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輸入家禽肉のサルモネラ検査成績について

鈴木　昭・河西　勉・小沼博隆・高山澄江

ASurvey　on　3α1〃20πθ〃αCQntamination　Qf　ImpQrted　Poultry　Meats

Akira　SuzuKI，　Tsutomu　KAwANIsHI，　Hirotaka　KoNuMA

　　　　　　　　and　Sumie　TAKAYAMA

　　The　total　of　6523　samples　of　pQultry　meats，　including　chicken，　duck，　turkey，　snipe　and　other　fowls

imported　from　various　countries　was　exalnined　for　the　contamination　of　Sα〃πoη6〃αduring　July，1971

to　October，1972．

　　The　SαZ，，ユ。π¢”αcontam玉nation　rate　showed　10．3％（617／5996）in　chicken　meats，10．6％（56／527）in

poultry　meats　except　chicken　meats．

　　In　the　contamination　rate　in　imported　countries，　there　wcrc　10．7猛in　U．S．A．p　9．8％ill　P．　R．　China，

3．8％in　Denmark，13，5％in　Bulgaria　and　5．7％in　Hungary．

　　Thirty－two　different　serotypes　of　3α」7πoη〃αwere　isolated　froln　all　the　samples．

　　The　10　predominant　serotypes　were　S．切ノ如”3，　S．乏y助伽鋸7勧”3，　S．〃zoηψ3012，　S．σπo，♂〃刀，∫．ρo，54α，π，

S．5α5π’。ρ4㍑～，　S，ゐ8fd6～う829，　S．ゐ。”うz‘3，　S．επ’εγf’」4’5　and　5．ゐ’ocゐ’の7．

　　It　was　indicated　that　these　serotypes　account　for　approximataly　80％Qf　all　isolated　serotypes．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1973）

ま　え　が　き

　著者らは，1965年以来，輸入食肉（主に，馬肉・

カンガルー肉）のサルモネラ検査を実施してきたが，

その成績の一部は，すでに前報！・2）で報告した。

　今回は，その後，1971年7月から1972年10刀ま

でに輸入された鶏肉を中心とした家禽肉類（アヒル，

七鳥面，シギなど）のサルモネラ検査を実施したので．

その成績をとりまとめて報告する．

検　査　方　法

前報1・2）と同一方法で行なった．

検査成績および考察

　1）　サルモネラの汚染状況と分離菌の0血清群別の

分布について

　1971年頃ら1972年1Q月までに東京，神戸，小樽

横浜の各誌から当所に送付された6，523検体について

サルモネラ検査を行なった．その結果をTable　1に

示す．

　Tab！e　1に示すように，鶏肉および，その他の家禽

肉のサルモネラ汚染の平均汚染率は，検体数別で，

10．3％（673／6，523）．ロット別で24．2％（456／1，903）

であった．

　この結果を輸出国別でみると，ニュージーランドが

検体数別では，44．4％で最も高く，ついで，オラン

ダ28．5％，フランス26．7％の順であり，ロット別で

は，オランダ57．9％，カナダ53．1％，ブルガリア

35．4％の順であった．また，輸出量の多いアメリカ，

中国では，10％前後で平均陽性率に類似していたが，

輸出且が比較的少ないにもかかわらず陽性率の高いニ

ュージーランド，オラソド，フランス，カナダのもの

が今後問題となると思われる．

　0血hl∫による群別の平均分布率は，　Cエ群42．8％，

B群，29．0％，E群15。8％，　C2群7．6％，　D群3．0

％，その他の群はL5％であった．　C1群が最も高率

で，回報1・2）に報告した馬肉などにおけるE群，その他

の群が高率であったのに対し分：布パターンが異なり，

家禽肉特有のパターンと考えられる3）・6）．

　2）　家禽肉の種類別によるサルモネラ汚染率と0血

清による群別の分布について

　この結果をTable　2に示す．
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Table　1．　Sα伽。πθ〃αpositive　rate　and　distribution　of　O　group　in　poultry　meats　imported

　　　　　　　　　　　　　　　　from　various　countries

Country

U．S．A．

P．R．　China

Denmark

Hungary

Bulgaria

Netherland

France

Canada

Taiwan

New　Zealand

Poland

South　Africa

Thailand

Tota1

No．　of
tested

samp】es

2，728

2，219

532

332

340

137

45

153

7

18

5

3

4

6，523

No．　of

POsltlve
samples

　293
（10．7）

　207
（9．3）

　20
（3．8）

　19
（5．7）

　46
（13．5）

　39
（28．5）

　12
（26．7）

　27
（17．6）

　　1
（14．3）

　　8
（44．4）

　　0

0

　　1
（25．0）

　673
（10．3）

No．　of
tested
工ots

770

736

163

63

79

38

11

32

2

5

1

1

2

ユ，903

No．　of

POSltlve

　lots

OgroupofSα1彫。ηθ∬α

B

　191
（24．8）

　163
（22．1）

　14
（8．6）

　12
（19．0）

　28
（35．4）

　22
（5Z　9）

　　5
（45．5）

　17
（53．1）

　　1
（5α0）

　　2
（40．0）

　　0

0

　　1
（50．0）

　456
（24。0）

　111
（37．9）

　　8
　（3，9）

　　16
　（8．0）

　　10
（52．6）

　　8
（17．4）

　　19
（48．7）

　　8
（66．7）

　　8
（29．7）

　　1
（100．0）

　　5
（62．5）

　　1
（100．0）

　195
（29．0）

Cユ

　110
（3Z　9）

　98
（47．3）

　　3
（15。0）

　　8
（42．1）

　29
（63．0）

　20
（51．3）

　　3
（25．0）

　15
（55．6）

　　2
（25．0）

　288
（42．8）

C2

43
（14．7）

2
（1．0）

1

（50）

3
（6．5）

　2
（7．4）

　51
（7．6）

D

　11
（3．8）

　2
（1．0）

　　1
（5．3）

　　5
（10．9）

　1
（8．3）

　20
（3．0）

E

　　8
（27）

　97
（46．9）

　1
（2．2）

　106
（15．8）

（一）

　8
（2．7）

Arizona

　1
（3．7）

　　1
（12．5）

　2
（α7）

　10
（1．5）

　1
（3．7）

　3
（0．5）

Numerals　in　the（　）indicate　percent

　検体数の点から正確には考察できないが，シギ

（snipe）の汚染率が37．5％で最も高く，ついで，ア

ヒル13．2％で，平均汚染率は10．6％であり，鶏肉

と同様の汚染率を示した．

　0血清群別では，C1群が鶏肉と同様に多く，この

傾向は家禽肉全体の特捜と考えられる．

　3）　鶏肉の部位による汚染率と0血清による群別

の分布について

　この結果をTable　3に示す．

　Tab】e　3に示すごとく，汚染率では，くず肉のすり

，身（Comminuted）が59，2％で最も高く，ついで，

Skin　18．5％，　Neck　17。7％，　Neck　skin　16．3％の順で

あった．すり身の汚染率の高い原因は，加工過程にお

ける取扱いの不備によるものと思われる4）・5）．

　4）家禽肉の大陸別によるサルモネラ汚染率と0血

清による群別の分布について

　前述の検査結果を輸出国の属する大陸別に分別して

みたのがTable　4に示す成績である．

　大陸別による汚染率の差はほとんど見られず，各大

陸共に10％前後であった．0血清一別では，北アメ

リカ大陸で，C1群が39．1％で最も高く，ついでB群

37．2％，C2群14．1％，その他の群が2．8％であった・

中国大陸では，Cl群が47．3％，　E群が46．9％と，

この語群で90％以上を占めていた．ヨーロッパ大陸

では，C1群が46．3％，　B群が44．9％と，この両群

でそれぞれ90％以上を占めていた．

　この結果から大陸別により0血清による群別には，

それぞれの相違が認められ，われわれは，これをアメ

リカ型，ヨーロッパ型，中国型と仮称した3）．

　わが国における鶏肉のサルモネラ汚染の状態および

O血清による当別は，いわゆるアメリカ型に類似のパ

ターンを示している5｝．

　5）　輸出国別，大陸別による菌型の分布と相関性に

ついて

　菌型の分布の輸出国別，大陸別をTable　5，　Table

6に示す．
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Table　2。5α〃πo〃6〃αpositive　rate　and　distribution　of　O　group　ill　imported　poultry　meats

Poultry

Turkey

Duck

Goose

Pheasant

Partridge

Snipe

Sparrow

Wild　Duck

、Vild　Pjgeon

Rice　Bird

Spring　Bird

NQ．　of
tested
samples

75

340

13

40

6

8

25

4

6

8

2

NQ．　of

posltlve
samples

　　5
（6．7）

　45
（13．2）

　　1
（7．7）

　　0

　　0

　　3
（37．5）

　　2
（8．0）

　　0

　　0

　　0

　　0

No．　Qf
tested
Iots

32

106

5

18

4

5

11

2

4

4

2

No．　Qf

POSItlve

　lots

　　5
（15．6）

　35
（33．O）

　　1
（20．0）

　　0

　　0

　　3
（60．0）

　　2
（18．2）

　　0

　　0

　　0

　　0

O　group　of　Sα’〃霧02z6〃α

B

　　5
（10α0）

　　10
（22．2）

　　1
（100．0）

　　2
（100．0）

Cl

　18
（40．0）

　　3
（100．0）

C2

　1
（2．2）

D

　1
（2．2）

E

　15
（33．3）

TotaI

Chlcken

527 P，1劃193鵬1、32｝1・1・3711・1・・1・1・・1・1・26｝1・

Tota1

5，996

G，523

　617
（10。3）

　673
（10．3）

1，710

1，903

410
（24．0）

456
（24．0）

　177
（28．7）

　195
（29．0）

　267
（43．3）

　288
（42．8）

　50
（8．1）

1

1　51（乳6）

19
（3．1）

1

1　20（3．0）

　91
（14．8）

　106
（15．8）

（一）

　10
（1．6）

　10
（1。5）

Arizona

　3
（0．5）

　3
（0．5）

Nunlerals　in　the（　　）indicate　percent

　全体で32菌型が検出され，5．f〃ル♪漉3，　S。砂ρ1渉

2’Z～‘7加π，S．α’2α’r‘ητ，　S．ρ0’認σηZ，5．飾0ηψ3ωZ，　S．

54碗一ρα砿S．6漉6ア漉4f3の検出頻度が高かった．

　輸出国別では，アメリカからは24菌型が検出され，

その内∫．ゴ〃ノ加”5が22．5％（66／293）で最も高率で，

ついでS，砂ρノ”〃8〃プ珈η霧の17．4％　（51／293）pS．

〃～oηψ∫oπ9．g％（29／293）などが高頻度に認められた．

　中国では，14菌型が検出きれ，S．ωzα∫’‘η3の41・5

9あ　（86／207），　5．ρo’∫4α〃336．29ち　（15／207）　5．ゴ♪3／bπ”3

5．3％（11／207）などであり，ブルガリアでは，14菌型

が倹出～きれ，S．∂7αθπd〃κ1）30．4％（14／46）が最も高

率であった，

　したがって，主要汚染菌型の割合は，輸出国によっ

て特徴的な分布として認められた．

　さらに大陸別にまとめてみると北アメリカ大陸では

27菌型，ヨーロッパ大陸では16菌型，中国大陸では

14菌型がそれぞれ検出された，

　菌型のパターンからみるとアメリカ型とも考えられ

るものではS．㍑ル’漉∫，∫．’y助f〃班鋤‘規，S．〃zo〃zか

∫0π，S．13ε’ゴθ’∂2響，　S．εαfπ’一ρ0〃，　S．∂10C々1θツ，S・

ゐ。’伽‘ε，S．ω溜γ漉ゴfsなどで全体の約80％を占めて

いた．同様にヨーロッパ型では，S．切物π’∫5，ε・’ツー

ρ1z∫〃㍑‘アゴε‘〃3，　s．ゴ6アδン，　s．ゐ7σθ屈θプκρ，5。ゐ¢湿ε1δθ名9，

5．6漉濡雌5などが全体の約80％を占めていた．こ

の両者のパターンは総体的に類似の傾向を示している

もののようである．中国型では，S．碑α伽η；，　S．ρo雄

46〃zが約80％を占め，明らかに前二者とは異なるパ

ターンを示すことから，中国大陸のサルモネラ汚染状

態は，まだ局地的であるように考えられる．

あ　と　が　き

　前報1’2）に続いて1971年7月から1972年10月に

輪入された6，523検体の家禽肉のサルモネラ検査を実

施したところ，次のような結果を得た．

　輸入家禽肉のサルモネラ汚染率は，輸出国とその家

禽の種類によって異なるが平均汚染率は検体数別で

10．3％（673／6，523），ロット別では24．2％（456／1，903）

であった．

　輸出国別では，アメリカ（10．7％），中国（9．3％）

のように平均陽性率に近いものから，ニュージーラン

ド（44．4％），オランダ（28．5％），フランス（26・7％），

カナダ（17．6％）のように汚染率の高いもの．また，
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Table　3．　30伽。η吻positive　rate　and　distribution　of　O　group　in　chicken　meats

Chicken

Whole

Leg

Skin

Neck　skin

Comminuled

Thigh

Wing

Breast

Neck

Gizzard

Heart

Liver

TaiI

TotaI

No．　of
tested
samples

No．　of

POSltlve
samples

2，136

2，738

405

172

37

23

22

297

34

48

47

33

4

5，996

　225
（10．5）

　221
（8．1）

　75
（18．5）

　28
（16，3）

　22
（59．5）

　　1
（4．4）

　　2
（9．1）

　27
（9．1）

　　6
（17．7）

　　1
（2．1）

　　6
（12．8）

　　3
（9。1）

　　0

　617
（10．3）

No．　of
tested
lots

574

778

124

48

13

6

10

96

12

18

17

12

2

1，710

No．　of

posltlve

　lots

　159
（2Z7）

　148
（19．0）

　40
（32．3）

　15
（31．3）

　12
（92．3）

　　1
（16．7）

　　2
（20．0）

　21
（21．9）

　　3
（25．0）

　　1
（5．6）

　　6
（35．3）

　　2
（16．7）

　　0

　410
（24．0）

Ogroup　of　Sα〃πoπβ〃α

B

　48
（2L3）

　76
（34．4）

　28
（3Z3）

　　8
（28．6）

　13
（59．1）

　1
（3．7）

　　1
（100．0）

　　2
（33．2）

　177
（28．7）

C1

　101
（44．9）

　　86
（39．0）

　　38
（50．7）

　　17
（60．7）

　　4
（18．2）

　　1
（100．0）

　　2
（100．0）

　　13
（48．2）

　　2
（33．3）

　　1
（16．7）

　　2
（66．7）

　267
（43．3）

C2

　　9
（4．0）

　31
（14．0）

　　5
（6．7）

　　2
（7．1）

　　2
（9．1）

　　1
（16．7）

501
（8．1）

D

　8
（3．6）

　8
（3．6）

　2
（2．7）

　　1
（33，3）

　19
（3．1）

E

57
（25。3）

　13
（5．9）

　1
（1，3）

　1
（1．3）

　13
（48．2）

　　3
（50．0）

　　3
（50．0）

　91
（14．8）

（一）

　1
（0，4）

　7
（3．2）

　1
（1．3）

　1
（4．6）

　10
（L6）

Arizona

　4
（0．4）

　2
（9．1）

　3
（0．5）

Numerals　in　the（　　）indicate　percent

　　Table　4．　Sα伽。麗〃αpositive　rate　and　distribution　of　O　group　in　poultry　meats　imported

　　　　　　　　　　　　　　　　　　from　diff6rent　continents

Continent

North　America

China

Europe

Other

TotaI

No．　of

tested

samples

2，881

2，219

1，391

32

6，523

No．　of

posltlve
samples

　320
（11．1）

　207
（9．3）

　136
（9．8）

　10
（31．3）

　673
（10．3）

No，　of
tested
iots

No．　of

posltlve

　lots

802

736

355

10

1p903

　208
（25．9）

　163
（22．1）

　81
（22．8）

　　4
（40．0）

　456
（24．0）

Ogroup　of＆z’〃20ηθ〃α

B C1

　119
（37．2）

　　8
（3，9）

　61
（44．9）

　　7
（70．0）

　195
（30．0）

　125
（39．1）

　98
（47．3）

　63
（46．3）

　　2
（20．0）

　288
（42。8）

C2

　45
（14．1）

　　2
（0．1）

　　4
（2．9）

　51
（7．6）

D

　11
（3．4）

　2
（0．1）

　7
（5．2）

　20
（3．0）

E

　　8
（2．5）

　97
（46．9）

　　1
（0．7）

　106
（15．8）

（一）

　9
（2．8）

　　1
（10．0）

　10
（1．5）

Arizona、

　3
（0．9）

　3
（0．5）

　Numerals　in　the（　　）indicate　percent

デンマーク（3．8％）のように低い汚染率のものまであ

り輸出国によりさまざまであった．

　家禽の種類別では，鶏肉の平均汚染率は．10。3％で

あり，鶏肉を除いた他の家禽肉では10．6％であった．

　鶏肉の部位別の汚染率は，くず肉のすり身が約60％

で最も高率であった．

　分離菌の0血清による品別と菌型では，Cl群
（42。8％），B群（29．0％），E群（15．8％）が最も多く，

全部で32菌型が検出され，その内，∫・切ルπ’縞S・

りφ乃伽〃ア加〃2，5．σ〃αfμ〃3，S．カ0’34α魏，　S・焼02πρSOη・
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Table　5．　Distribut五〇n　of　serotypes　ofεα」解。ηθ！毎in　poultry　meats　imported　from　various　countries

＼．

＼
＼

＼

Serotype

Country

3．απσ’駕7π

s．α9’θαz

s．δαγθ耀y

5．ろ106々」の2

5．δアαπ4εηδ雄9

5．わ70θ72482wρ

3．δノθ4θπのr

5．αz1ヴbプπξα

s．4〃∂y

5．θπ’92ゴ’ゴζだ5

3．9∫〃θ

5．goo4

s．ぬ¢‘4¢あε㎎

5．fη！bη’ゴs

B．々βη∫μ頃y

5．海0琵うμ3

5．」ゴ〃ゴπ85’0πθ

3．！0アπ露α

3．1π6」θ48ノゴ4ゴ5

5．”Z∫ππθ50’α

3．，πξ∫30η

5．，π0π’εび名ゴ60

S。摺μ（ヨ，τCん¢π

5。π6躍ρ07’

5・07σ7謬fεπ∂μ29

S．ρo’s面溺

5。3αゴπ’一ρ6〃

5．3c乃御απεπ8π〃z4

5・∫θ”力θπ加響

3．’θ〃κθ5s6θ

3．酌0〃ψ30η

＆故ρ飯”3μ7’㍑〃z

Not　Typed
、47’zo〃α

Tota1

ぐ

頃

⇒

3

1

11

1

6

2

6

11

4

1

20

66

2

19

1

1

2

1

2

3

1

1

16

1

1

29

51

28

2

293

．舘

‘
Q
醒

‘

謂
お

ヨ

oo
1

臥
」

口

88

1

1

2

2

11

1

1

2

1

75

7

9

7

1

1

3

16

2

1

5

1

1

1

7

1

．鰻

宮

山
5

1

1

3

14

4

5

3

2

2

2

2

1

2

1

3

唱

り

1

6

1

1

4

8

4

1

1

℃

謡
お

エ
部

3

8

7

20

1

①
り
口

」

207 20

i b

1

1

1

1

3

1

4

19 ・・1・・13gl・2

唱

碧

爵

き

z

1

7

邸
≧

●ヨ

←

唱

巽
●罵

‘

11

　1

　1

1

唱

雲
。

．9

と
ぐ

ニ
ぢ

お

肩
ぢ

i 1

8 1 1

　90

　　1

　　1

　17

　3
　15

　6
　3
　21

　20

　6
　　1

　31
1114

　2
　19

　　2

　3
　　2

　　2

　3
　　5

　　4

　　2

　2
　78

　以

　　1

　　7

　　1

　50

　93
41

3

673

Numerals　in　the　table　indicate　number　of　strains

5・sα海噂加昭，5・θπ’67漉ゴ∫3などの検出頻度が高く，

丁丁1・2）の馬肉などの菌型パターンと明らかに異なっ

ていた，

　大陸別では，北アメリカ大陸とヨーロッパ大陸の菌

型パターンは類似していた．しかし，中国大陸の菌型

パターンは，前二者と明らかに異なるものであった．

　この検査に当り特にご協力を賜わった．東京，神戸

小樽，大阪，横浜の各港の食品衛生監視員の各位に感

謝の意を表します．
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Table　6． Distribution　of　serotypes　of　Sρ肋。〃〃σin　poultry　meats　irnported

　　　　　　　　　　　from　different　continentes

Serotype
＼

Continent

3。　αηα∫麗η；

s。　αzf8cσ

s．∂α7επ砂

ε．∂’0σたZのP

s．δ7απ4επゐ～〃9

s．δ7αω74θアε‘ρ

s．∂アα1ω2¢y

3。α；’加7％fα

s．487δン

s．　θη∫8アf’f4’3

s．g助θ

S．9004
s．乃6’4θ」∂θ2宮

s．ゴ唾η’f3

s．たθπ’μ吻

3．　ゐ0”ゐμ5

ε．1fひf”8sfo〃θ

5．　10〃2〃σ

5．1物θ」ε㎎7ゴdξs

3．　解ゴππ硬230’α

S．　翅f350π

5巳．　η20π∫θ〃超60

s．　〃2μεπc乃θπ

S．πα〃ρ07’

3。07αηfθηδμ栂

ε．ρ0’S4α7η

ε。3αfπ’「ρα！‘J

s．5c乃zσα7・2θ7292・㍑η（∫

s．5θ箆ノ～επδε79

s。　’θππθ35θθ

ε．’乃0η2ρSOπ

s．砂ρ乃fηzκ7f麗〃多

Not　Typed
．47fzoηα

Total

North
America

3

1

12

　1

6

2

　6

11

4

　1

20

72

　2

19

　1

　2

2

1

2

4

1

　1

20

　1

　1

37

55

29

3

320

China

86

1

1

2

2

11

1

1

2

1

75

7

9

7

1

207

Europe

1

1

4

3

14

14

　7

11

31

2

3

2

2

4

　4

29

　4

136

Other

1

2

7

10

Tota1

90

　1

　1

17

　3

15

　6

　3

21

20

　6

　1

31

114

　2

19

　2

　3

　2

　2

　3

　5

　4

　2

　2

78

24

　1

　7

　1

50

93

41

　3

673

Numerals　in　the　table　indicate　number　of　strains

ユ）

2）

3）

　　　　　　　文　　　　　献

鈴木昭ら：衛生試報，85，188（1967）

鈴木昭ら：衛生詳報，89，125（1971）

Center　for　Disease　Contro1：Sα」〃20η〃α

　Sureve三11ance　Contents　Annual　Summary　1971

　　（1972）

4）　渡辺昭宣ら：日記会誌，24，186（1971）

5）渡辺昭宣ら：畜産の研究，27，（1）243（1973）

6）坂崎利一：食品衛生研究，21，（9）1119（1971）
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変異誘発剤によるfη協70での形質転換DNAの不活化

吉川邦衛・岩原繁雄＊

Effect　of　Several　Mutagens　on　the　Inactivation　of

　　　　　　Transforming　DNA∫ηびゴ〃o

Kunie　Y◎sHlKAwA　and　Shigeo　IwAHARA＊

　　Eight　mutagens　were　tested　for　the　effects　on　the　inactivation　of　8．5κδ〃”5ル血7∂z‘㎎・168（wild　type）

DNA　using　tryptophan　recipient　celL

　　The　DNA　was　inactivated　by　the　treatment　with　4－hydroxyaminoquinoline・N－oxide，　N・methyl・N’一

nitro・N・nitroso－guanidine，　hydroxylamine　sulfate，　sodium　nitrite　and　hydrogen　peroxide，　but　pheno1，4－

nitroquinoline－N・oxide　and　dimethylnitrosoamine　did　not　inactivated．

　　Sodium　nitrite，　hydroxylamine　sulfate　and　phenol　were　tested　for　their　bactericidal　activity　against

B．58‘δ’”ξ5Mα7∂醐g　168（wild　type）cells．　It　was　indicated　that　phenol　was　the　most　effective　bactericide．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1973）

　変異誘発剤について，fπρ∫’70での形質転換DNA

の不活化実験を行なうことにより，その化学物質が

DNAに対し直接作用するのか（形質転換DNAの不

活化が認められた場合），あるいは化学物質が細胞内で

活性化を受けた後，始めてDNAに対し作用するのか

（形質転換DNAの不活化が認められない場合）を推定

出来る．

　著者らは以上の点に注目して8種類の変異誘発剤に

ついて’，」躍70での形質転換DNAの不活化実験を

行なった．またこれら変異誘発剤の一部について不活

化実験に使用したDNA供与菌を用い，　intact　ce11に

対する殺菌力試験を行なったのでそれらの試験成績を

報告する．

実験材’料および方法

　1．変異誘発剤

　4・nitroquinoline－N－oxide，4・hydroxyaminoquino－

1ine・N－oxide，　N－methyl・N’・nitro・N・nitroso－guani・

dine，　hydroxylamine　sulfate，　sodium　nitrite，　hy・

drogen　peroxide，　dimethylnitrosoamine，　pheno1．

　上記，化学物質を80mMの塩化ナトリウムと800

μMの硫酸マグネシウムを含む，減減したリン酸緩衝

液，酢酸緩衝液またはトリス塩酸緩衝液に溶解した．

一方，難溶な化学物質については少量の95％エタノー

ルに溶解した後，それぞれの緩衝液に溶解し所定の濃

度に調製した．

　IL　形質転換DNAの不活化

　イ）菌株

　DNA供与菌1β．5～‘δ’f〃3〃ごア∂2〃9168（野生株）

　＊　食品薬品安全センター

　DNA受容菌：B．灘δ媚sル血γδ醐g　168（トリプト

　　　　　　　　ファン要求一株）

　ロ）DNAの抽出及び形質転換の検定法は前報の方

法に準じて行なった1）．

　ハ）形質転換DNAに対する変異誘発剤処理200

μ9／m！のDNA溶液。．45　mJに変異誘発剤の溶液

0．05mJを加え，37。あるいは60。にて，種々のpH

で3時間から5時間処理した．変異誘発剤処理形質転

換DNA　O．2μ9／mJをトリプトファン要求性菌と37。．

30分間インキュベートすることにより取り込ませた．

その後G－plate1）上で形質転換コロニーを算出した．

remaining　aCtiVity（％）

　　　number　of　transformants（treated）×100

　　number　of　reference　transformants（contrQl＞

　IIL　殺菌力試験

　G一培地Dでβ．5κδ〃〃3ル勉γ伽㎎P168（野生株）菌を

対数期まで培養した後，各種の緩衝液で洗喧し，105／．

m’に調製した菌液0。9m1にsodium　nitrite，　hy一・

drogen　su且fateあるいはphenol溶液を0．1　mJ加え

pH　4．0あるいはpH　7．2で37。，3時間から4時間．

インキュベートした．その後，反応液0．1m‘を37。，

48時間，普通寒天培地を用いて培養して，生菌数を．

算出した．

survival　of　intact　cells　（％）

　　number　of　viable　bacteria（treated）×100

　　　number　of　viable　bacteria（contro1）

実験結果および考察

1）形質転換1）NAの不活化

4－nitroquinoline・N－oxideとその proxlmate　car一
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Table　1．　Effect　of　compounds　on　the　inactivatlon　of　transforming　DNA加刀〃o

Compounds
Experimental　condition

Conc．（μ9／mの　　Temp． pH

Remaining
　act1Vlty
　（％）

4。Nitroquinoline－N－oxide

4－Hydroxyaminoquinoline・N－oxide

N・Methyl・N’一nitro・N－nitrosoguanidine

Hydroxylamine　sulfate

Sodium　ni面te

Hydrogen　peroxide

Dimethylnitrosoamme

Pheno1

3000

300

3000

　10

300

300

3000

7000

37。

37。

37。

600

60。

37。

37。

37。

7．2

7．2

7．2

7．2

4．2

7．2

7．2

7．2

98

17

　0

　0

　1

15

99

100

　B．5～め’flf3　Mα7δ綴g　168（wild）DNA　was　treated　with　the　indicated　compounds　for　5　hours　in　air．

Sodium　acetate（0．05　M，　pH　4．2）and　sodium　phosphate（0．06　M，　pH　7．2）bu丘er　soIutions　were　used．

Transforming　assay　was　performed　by　using　try－recipient　cells．

℃inogenである　4－hydroxyaminoquinoline・N・oxide

のDNAに対する不活化を検討した結果，4・hydroxy－

aminoquinoline－N・oxideでは300μg／m’の濃度：で

17％の残存活性を示すのに対し，3m9／m♂の4－nitro－

quinoline・N・oxideによる不活化は認められなかった

．（Table　1）。　Tanooka2）らもすでに4－hydroxyamino’

．quinoline・N－ox1deが形質転換DNAを不活化させる

ことを報告している．

　N・methy1－N－nitro－N－nitroso－guanidineの形質転

換DNAの不活化は2mg／m’の濃度で認められず，3

mg／mJの濃度で始めて急速な不活化を示した（Table

1）．またFreese3）　らも　N－methyl・N’一nitro－nitroso・

guanidineが高濃度でのみ形質転換DNAが不活化す

ることを報告している．一方，Iwaharaら4）はE。　colf

544について20μ9／mJの濃度で，プロファージの誘

発作用には10μ9／m’の濃度で，それぞれに突然変異

誘発作用のあることを確認している．これらの結果か

ら，N・methy1－N’一nitro。N－nitrosoguanidineはそのま

まの型で直接DNAに作用しうるものなのか，あるい

は細胞内で活性化体となってDNAに作用するのか，

今後に残された問題であると思われる．

　hydroxylamine　sulfateおよびsodium　nitriteに

よる形質転換DNAの不活化は温度条件により変化し

37。よりも60。でいずれも高い形質転換DNAの不活

化を示した（Fig．1），またこれらの変異誘発剤はpH

依存性が高く，sodium　nitriteによる不活化はpH　4．4

で認められずpH　4．2で始めて不活化の傾向を示し，

pH　4．0では不活化の割合が急速に高まる結果が認め

られた（Fig．2）．　hydroxylamine　sulfate脅よpH　7．2

でもっとも高い不活化を示しpH　5．4，　pH　9．0では不
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Fig．1．　Temperature　effects　on　the　inactiva・

　tion　rate　of　transforming　DNA．

　A，the　effect　of　sod重um　nitrite（300μg／mの

　in　O．05　M　sodium　acetate　a亡pH　4．0．

　B，the　effect　of　hydroxylamine　sulfate（10

　μg／mの0．06Msodium　phosphate　at　pH　7．2．

活化が抑制される結果を得た（Fig．2）．これらの実験

結果はhydroxylamine　sulfateに関するFreeseら5）

の報告，sodium　nitriteに関するStrackら3）の報告

と一致している．

　hydrogen　peroxldeによる形質転換DNAの不活

化はFreeseら3）によって報告され，本実験において

も同様な結果を得た（Table　1）．

　一方，Dimethylnitrosoamine，　pheno1はそれぞれ

3mg／1nJ，7mg／mJの処理では形質転換DNAの不

活化は認められなかった（Table　1）．

　’πび〃。における形質転換DNAの不活化が濃度に
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Fig．2。　Effect　of　pH　on　the　inactivation　rate

　of　transformlng　DNA．　Sodium　acetate（0．05

　M，pH　4．0，　pH　4．2，　pH　4．4　pH　5．O　and　pH

　5。4），sodium　phosphate（0．06　M，　pH　7．2）and

　Tris・HCI（0．05　M，　pH　8．O　and　pH　9．0）buffer

　sQlutions　were　used．

　A，transforming　DNA　was　incubated　at　37。

　for　4　hours　with　l　mg／m’of　sodium　nitrite，

　B，transfQrming　DNA　was　incubated　at　37。

　for　4　hours　300μg／ml　of　hydroxylamine
　Su！fate．

依存している場合，その変異誘発剤はそのままの型で

DNAに対し活性化体となっていることが十分に予想

される．しかし　N・methyl・N’。nitro・N－nitrosoguani。

dineの如くある一定以上の高濃度で始めて不活化が

認められた場合，その物質のtargetが直接DNAで

あるのか，あるいはゴ’8び’〃。でのDNAの安定性に

関与する囚子（例えば，マグネシウム，ナトリウムイ

オン濃度，緩衝作用など）に影響を与えて，間接的に

DNAの生物活性の低下を誘起する問題がそこに残さ

れている．

　2）殺菌力試験

　sodium　nitrite，　hydroxylamine　sulfateおよび

Pheno1らのintact　cellに対する殺菌力試験を行ない，

それが形質転換DNAの不活化成績と，どの程度相関

性が求められるかを検討した（Table　2）．

　sodium　nitriteは300μg／m’の濃度まで上記の試

験成績とに平行性が認められる．hydroxylamine　sul・

fateは殺菌力は弱く，形質転換DNAの不活化は逆

に高かった．一方phenolはhydroxylamineとは反

対の成績を示した．すなわち殺菌力は強く不活化は認

められなかった．

　以上の結果よりintact　ceUの状態で変異誘発剤処

理を行なう殺菌力試験成績からf〃碗ア。における形

質転換DNAの不活化の影響を推定するのは困難であ

Table　2．　Survival　and　the五nactivat正on　of　transforming　DNA　as　a　function　of　concentration

Compounds Concentration
　（μ9／mの

Survival　of
intact　ceilS
　　（％）

Remaining
act1Vlty

　（％）

Experimental
　condition

Sodium　nitrite

　10

　30

100

300

1000

114

105

95

69

58

110

102

95

57

14

37。

pH　4．0

4hours

Hydroxylamine　sulfate

10

30

100

300

79

70

74

45

38

3

0

0

37。

pH　7．2

3hours

PhenoI

　10

　30

100

300

1000

102

100

58

21

　3

100

109

101

103

107

37。

pH　7．2

4hours

　Intact　cell（168　wild）or　transforming　DNA　from　168　wild　celi　was　treated　with　various　concen・

trat三〇n　of　con、pounds　in　buffer．
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ると考える．

　本実験に際して，菌株を分与下さった国立ガソセン

ター放射線研究部長　田ノ取計博士に感謝する．

　　　　　　　　文　　　　　献

　1）吉川邦衛，岩原繁雄＝衛生試験所報告，90，81
　　（1972）

　2）H．Tanooka，　Y．　Kawazoe，　M．　Arabi：Gα槻、、

　60，537（1969）

3）　A．Hollaender，　ed．，α昭η～fσαJ　M2‘’αgθπs，　II，

　Plenum　Press．，　p．181（1971）

4）　S．Iwahara，　K．　Ya職agimachi，　S．　Kamiya，

　M．Nakadate，1．　Suzuki：C加〃露，勘吻．β〃．

　19，1914（1971）

5）　E．Freese，　E．　B．　Freese：β’o‘海8〃z∫3’2ッ，　4，

　2419　（1965）

第八改正日本薬局方ベタメタゾンの確認試験（3）について

　　　　　　　　　柴田　正・伊阪　博・持田研秀

　　　　　　　　　On　the　Identiβcation（3＞of　betamethasone　in　J，　P．　VIII．

　　　　　　　　　　　　Tadashi　SHIBATA，　Hiroshi　IsAKA　and　Kenshu　MocHIDA

　　Porter－Silber　reaction　has　been　described　in　J．　P．　VIII，　as　the　identification　method　of　betametha－

sone，　we　have　studied　on　the　conditions　of　the　reaction，　and　the　following　results　were　ol）tained＝

1．We　have　con五rmed　that　the　best　condition　was　to　keep　the　reaction　mixture　at　60。　for　20　min．

after　the　addition　of　phenylhydrazine　solution　as　described　in　J．　P．　VIII．

2．E盈・・1・es・f　the　st・・dard・nd・・mm・・ci・l　samples　were　d…曲・d　i・T・bl・1・Tb・v・1・…f

every　betamethasone　did　not　exceed　in　68．69，　but　the　values　of　dexamethasone　represented　over　290，49．

　　F・・mth・・e　result・，　we　st・t・d　th・t・・1ues・f　E｝器i・J．　P・VIII・h・・1d　b・descdb・d・・1・wer　th・・

150．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1973）

ま　え　が　き

　ベタメタゾソの確認試験（3）としてPorter－Silber

反応1）が「J．P．　VIII」に記載され，そのEl誌値は

110～150とされ2），B．　P．（1968）の150以下3）とは

異なっている．そこで標準品および市販品などを用い

て，このE｛器値の根拠を明らかにした．同様に，デ

キサメタゾソについても検討したので報告する，

　　　　　　　　実　験方　法

　供試品ならびに測定機器

　ベタメタゾソはB．P．標準品および市販品A（塩

野義製薬KK），　B（第一製薬KK）を用いた．

　デキサメタゾンはUSP標準品および市販贔C（塊

野義製薬KK）を用いた．

　吸光度測定は島津QV・50分光光度計，

　日立EPS－3自記分光光度計を用いた，

　実験方法

　「J．P．　VIII」の方法を準用し，種々の反応条件を設

定してE臨値を測定した．

　　　　　　　　実験結果と考察

　L　反応温度，反応時間のE｝器におよぼす影響

　ベタメタゾソは60。，20分間の加温，デキサ山田ゾ

ソは70。，20分間の加温条件で再現性よく変動の少な

いE｝下値をえた．

　2．　7工ニルヒドラジン，硫酸濃度のE｛臨におよ

｝

§50

駕

盗鼠

国

10　　　　　20
　R鯛。亡ionとime（mi月）

30

Fig．1．　E鉦ect　of　reaction　temperature　on

E臨・伽t・m・th・・…

　一●一：500，一〇一：600，一×一：700，一△一；

　80。

、
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200

E

舘

マ

慧100

或
国

10　　　　　　20
Reaetion　time｛min）

30

Fig．2．　Effect　of　τeacti◎n　temperature　on

E臨・fd…m・th…n・

　一●一：50。，一〇一：60。，一×一：700，一△一：

　8〔P

ぼす影響

　フェニルヒドラジン濃度は4～12mg／10　mJの範

囲でその呈色度は平衡に達し，試薬の濃度範囲として

適当であった．Fig．4はベタメタゾン，デキサメタゾ

ン両老ともに硫酸濃度が低くなると，呈色の極大吸収

位置が短波長側へ移動していることを示している．B．

P．（1968）は反応条件を一定にして異なった測定波長

（450と423mμ）でのE｝臨によって，おのおのを

確認区別する方法3）を採用しているが，その理由は，

450mμと423　mμでのEl臨が少さく，かつ，い

ずれもこの反応条件における吸収極大であることな

ど，えられた実験結果からよく説明することが出来る．

　3．ベタメタゾン，デキサメタゾンのEli集

　供試品のE｝器の数値は，Table　1に示すように

B．P．（1968＞の規格によく適合している．

400

300

訳彗

冨
　200

100

　　02468　 12　16　　Concentration　of　phenylhydrazine（mg三n　10mZ）

Fig．3．　Effect　of　concentration　of　phenyl－

hyd・a・i…QI・ti。・。・El乱・f　b・t・m・th・・…

　and　dexamethasone

　betamethasone　at　450　mμ：一●一

　dexamethasone　at　423皿μ：一〇一

りq
9
震0，5
ε

脅
自

ミ

　　　　　　　　　400　　　　　　　　　　　　450　　　　　　　　　　　　500

　　　　　　　　　　Wavelength（mμ）

Fig．4．　Absorption　spectra　of　betamethasone・

　and　dexamethasone－phenylhydrazine　reac。

　t童on　solution　in　d重fferent　concentration　of

　sulfuric　acid

　Solid　Iine　is　betamethasone　and　dotted　line

　is　dexamethasone．

　H2SO4－H20　ratio：

　一〇一：（1　：1），一●一：（4：3）

　一×一：（5：3），一△一：（17：8＞

Table　1． D・t・・mi・ati…fE｛臨・f　b・t・m・th・・…and　d・x・m・th…n・by　th・m・th・d

　　　　　　　　　　of　B．　P．（1968）or　J．　P．　VIII

betamethasone dexamethasone
Test　sample

A B reference＊ C reference＊＊

No．　of　exptls．

S．D．＊＊＊

Alean　values

18

1．33

65．59

4

2．60

66．10

18

1．07

68．69

16

　7．14

290．49

15

　7．47

295．40

　＊＝standard　sample　of　B．　P．

＊＊：standard　sample　of　USP　XVII

＊＊＊：　standard　deviatiOn
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　　　　　　　結　　　　　論

　ペタ引攣ゾンの確認試験（3）は，デキサメタゾンとの

確認判別のための呈色条件としては最適であり，E｝器

の値はrE｝絡は150以下である」とするのが妥当で

ある．

　謝辞

　ペタメタゾン，デキサメタゾンを恵与された塩野義

製薬株式会社，およびペタメタゾンを恵与された第一

製品株式会社に感謝します．

文 献

1）　C．C．　Porter　and　R．　H．　Silber：　∫．8foム

　C乃θηz．，　185，201　（1950）

2）　第八改正日本薬局方第一部（1971）P．624（厚

　生省）

3）　British　Pharmacopoeia　1968，　p．107，297，

　（General　Medical　CounciL　London）

昭和47年度における輸入食品の化学検査について

中村恵三・中原　裕・松岡道江・金田吉男

Results　of　Chemical　Inspections　of　the　Imported　Food　Samples　in　1972

　　　　　Keizo　NAK：AMuRA，　Hiroshi　NAKAHARA，　Michie　MATSuoKA

　　　　　　　　　　　　　　and　Yoshio　KANEDA

　　Results　of　the　of石cial　inspection　of　the　imported　foods，　during　1972，　were　described．　Total　544

samples　were　tested，　and　65　were　rejected　by　the　following　reasons，　excess　of　food　additives，　detection　of

the　non－permissible　food　addltive　or　dyes，　a臼atoxin　and　formaldehyde．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1973）

　食品衛生法にもとつく，昭和47年度の輸入食品検

査状況を報告する．多岐にわたる検査対象について，

簡便かつ的確な試験法の開発を検討しつつ試験を行な

った．

Table　1．　Results　of　chemical　inspections　of

foods　imported　in　1972（classi丘ed　according

　　　　　to　items　of　inspection）

検査結果および考察

Itenl SampIe　Rejected
　Not
judged

　L　項目別の成績

　検査項目別の試験結果をTable　1に示した．不合

格件数は総数544中65で12％に達した．

　有害物質としてはまず，昨年にひきつづきピーナッ

ツおよびその加工品中のアフラトキシンの試験が行な

われ，件数も323と全体の過半数を占めた．しかしア

フラトキシンが検出されたのはわずかに1件のみであ

って，そのためか昭和47年2月からは加工品につい

てのみ試験を行なうこととなった．

　ついで，容器包装類からの溶出ホルムアルデヒドの

試験に関しては，従来もっぱら合成樹脂製品が問題と

されてきたが，木製食器などについても食品，添加物

等の規格基準“器具および容器包装”記載のアセチル

アセトン法および衛生試験法収載のクロモトロブ酸

法：）を適用して試験をおこなったところ，Table　2に

示したように，台湾産はり合せ食器の大部分から50

ppm前後のホルムアルデヒドが検出されたが，板お

Anatoxin

Harmful　heavy　metals

Prussic　glucoside

Pesticides

Forma！dehyde

Volatile　basic　nitrogen

Arti丘cial　color

Sulfur　dioxide

Benzoic　acid

Sorbic　acid

Dehydroacetic　acid

Antioxidant

Foreign　matter

Others

323

21

12

　4

35

　2

54

42

22

22

　2

　1

　1

　3

1

20

17

14

4

5

2

1＊

2

6

4

2

Tota1 544 65 12

＊　questionable
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Table　2．　Some　examples　of“Rejected”in　1972

Sample
　　　　　　production

Place　of　Number　of
　　　　　Passsample Rejected　NQt　judged Remarks

、Vooden　bowl

Canned　juice

Wheat

Taiwan

U．S。A．

Philippines

Taiwan

Israel

Australia

22

10

2

2

1

4

2

7

2

2

20

3

1

4

Formaldehyde　elution

Lead　beyond　permissible　leve1

Lead　beyond　permissible　Ievel

Pesticide．residue

よびくりぬき製品には認められなかった．

　また，鉛，スズなどの有害性金属の試験項目につい

ては，Table　1に記したが，とくに“V8ジュース（商

品名，アメリカ産）”中の鉛の許容基準超過に関連し

て，いわゆる缶入りジュース類を試験したところ，

Table　2に示したように，清涼飲料水中の含量許容基

準0・4ppmを越すものがかなりあった．ただし，

Table　1に無判定として記載したものは清涼飲料水と

分類することの可否が判定できなかったためである．

　残留農薬試験はマラチオンの残留が疑われた小麦に

ついておこなった．数ppmの残留を確認したが，

Table　1，2に示したように，これも小麦中の許容基準

が設定されていないため無判定とした．

　食品添加物のうち，まず人工着色料の試験を54件

について行ない，Table　1に示したように法定外色素

を検出した．また漂白料である亜硫酸の使用基準超過

は換体量42の約3096にあたる14が不適であった．

　2．　食品別の成績

　食品別にまとめた検査結果をTable　3に示した．

　ピーナッツについてはすでにのべたが，容器包装類

の件数がこれに次ぐ．この様に検体数が多くても，確

立された公定法があるものは対応し易い。検体数が少

なくても試験を行なうにあたって困難を感ずるのは，

食品に由来する物質によって分析が妨害される場合，

また複雑でかつ食品中の物質の分析に適さない試験法

しか見当らない場合である．これに関して，若干の検

討例を次項でのべる．

　3．　試験法について

　清涼飲料水試験法を準用して有害性重金属の試験を

行なうにあたり，2509もの試料を灰化する必要があ

るが，とくに，いわゆる濃厚ジュースを対象として，

硝酸一過塩素酸による灰化2）および河野3）の溶媒抽出一

原子吸光法の適用を検討し，多：量の試料に由来する共

存元素の妨害を受けることなく分析を行なうことがで

きた．

Table　3．　Results　Qf　ckemical　i駄spections　of

foods　imported　iτ11972（classified　according

　　　　　　　to　food　name）

Group◎f　food ・・mpl・R・jec・・d」撫、

Beans（including
　processed）

Wheat

Fruits（processed）

Vegetables（drled）

Other　agricultural

　products

Canned　foods

Cheese

Frozen　ma点ne　products

D㎡ed　Inariτ肥products

Soft　drinks

Spir三t　drinks

Seasonings，　spices

UtenSi1，　COntainer，

　package　and　toy

Others

323

4

41

1

8

22

6

6

1

7

5

4

64

20

1

16十1＊

4

1

2

4

5

1

2

30

5

4

5

1

1

Tota1 512 64 12

　＊　questionable

　またジュースに添加された朝鮮ニソジソエキス由来

の物質が，衛生試験法収載のサリチルアルデヒド比色

法によるデヒドロ酢酸の分析を妨害するが，2G％

DEGS十3％H3PO4カラムを用いるガスクロマトグラ

フィーを検討して適用したところ，よい結果をえた．

　小麦中の残留マラチオソの分析のためには，油脂分

をクリソアップして除去することが必要であるが，8％

酢酸エチル含有ペン・ピンを用いて溶出する活性炭0．5

gとシリカゲル3gの積層カラムクロマトグラフィ

ーとペソゼンまたはトルエンで展開するシリカゲル薄

層クロ’マトグラフィーを併用したところ，2％　OV・1
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カラムを用いたガスクロマトグラフ結合マススペクト

ルによる分析を妨げなかった4）．

　その他，気付いた点を挙げれば，まずTable　1に

みられるように本年度はアフラトキシン，ホルムアル

デヒドおよび重金属など有害性物質に重点がおかれた

ことと検査対象が多様化し，おもちゃなどの従来の食

品分類からはみだしたものの増加したことなど，検査

の遂行に支障をきたす要素が増加する傾向にあること

である．

　また，行政面からの援助を期待するものとしては，

．国情により異なる食品規格，基準に関する情報の入手

があげられ，関連する事例には，英国向けのシロップ

漬チェリーがわが国向けのものにまぎれて輸入され，

不許可色素エオシンが検出されたことがあった。

　　　　　　　文　　　　　献

　1）　日本薬学会編：衛生試験法注解，P．223（1973）

　　金原出版

　2）　　　同上　　　　p，275

　3）河野隆年：分析化学20，552（1971）
　4）　中村恵三，中原　裕，金田吉男：食衛誌，14
　　（5），　（1973）

　　　　　　　タール色素の製品検査について（第11報）＊

昭和47年度におけるタール色素およびそのアルミニウムレーキの

　　　　　　　　　　　　製品検査成績について

　　　　　　　　　　　外海泰秀・田中清子・金田吉男

　　　　　　　　　　　On　the　O缶ciaI　Inspection　of　Coa1－Tar　Dyes（XI）＊

　　　　　　　　Results　of　the　O伍cial　Inspection　of　Coa1－Tar　Dyes　and　their

　　　　　　　　　　　　　　　Aluminum　Lakes　in　1972　and　1973

　　　　　　　　　　Yasuhide　ToNOGA1，　Kiyoko　TANAKA　and　Yosh至。　KANEDA

　　Results　of　the　o伍cial　inspection　of　coa1－tar　dyes　and　their　aluminum　lakes　in　1972　and　1973，　were

described．

　　Total　numbers　of　coal・tar　dyes　and　Iakes　tested　were　1279　and　173，　respectively．　Thirteen　samples

of　the　coa1一tar　dyes　were　unpassed，　but　an　sa【nples　of　the韮akes　were　passed．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1973）

　　　　　　　　ま　え　が　き

　昭和47年度のタール色素の製品検査については，

既報1）の検査方法の問題点の解決を計りつつ，年間の

全製品についてその品質を検査したので成績を報告す

る．

　　　　　検査方法および検査成績

　1．　検査方法について

　タール色素の製品検査の簡易化の試みにおいて，従

来重金属試験は試料を湿式灰化して得た試験溶液を原

子吸光法で測定していたが1），さらに改良を加えて製

品検査への応用を試みた．

　すなわち，比較的時間を要する試料の灰化操作を省

略し，色素中の問題となる重金属を一度に処理するた

＊　第10報　外海泰秀他：食衛誌，14，90（1973）．

め，色素の水溶液から直接キレート剤を用いて鉄，亜

鉛，ク戸ムおよび“その他の重金属”として鉛，銅，

カドミウム，マンガンを同一糸件下に溶媒抽出し，原

子吸光法で測定する方法を開発し2），本年より実施し

た．

　また硫酸塩試験では，試料を活性炭処理した検液に

塩化バリウムを加えて比濁していたがま），沈殿の粒子

が安定しないため測定値の変動することが多く，より

正確さを増すため試験溶液の調製に分散剤を使用し，

分光光度計で比濁測定する方法を検討し3），本年より

実施した．

　その他の項目については，従来の方法1）どおり行な

った．

　2．　検査成績について

　食：用タール色素は11種類，1259件の規格試験を実

施し，種類別および月別の分類をTable　1に示した・
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Table　1．　Nulnbers　of　the　test　samples　in　several　coal－tar　dyes

Name　of　dye

Food　Red　No．2

Food　Red　No．3

Food　Red　No．102

Food　Red　No．104

Food　Red　No．105

Food　Red　No．106

Food　Yellow　No．4

Food　Ye11Qw　No．5

FOQd　Blue　No．1

Food　B！ue　No．2

Food　Violet　No．1

Tota1

1972

4　　　5 6

　Nlonths　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1973

3
Total

　　　一　　　一　　11

　　　7　　3　　4
44　　76　　68　　68

1　　1　　1　　1

　　　5　　1
38　　　55　　　70　　　74

4　　8　　23　　30

　　　4　　5　　3
　　　4　　　1　　　2

　　　2　　　6　　　3

5

49

1

1

33

20

19

26

4

38

2

4

38

21

6

2

1

4　　　1

3　　1

26　　9
2　　一

1　　－

34　　　6

14　　　2

4　　　1

2

1

2

1

29

2

2

33

16

1

1　　　1

1　　3
11　　33

1　　2

1

9　　23

7　　21

　　　3
1

3

1

23

1

1

10

7

4

1

54

28

474

15

　0
16

423

173

50

13

13

87　　　162　　　178　　　196　　128　　　142　　　91　　　20　　　86　　　32　　　86　　　51　　1259

Table　2．　Numbers　of　the　test　salnples　in　several　lakes　of　cQa1－tar　dyes

Nan玉e　of　dye

Food　Red　No．2Al　Lake

Food　Red　No．3AI　Lake

Food　Yellow　No．4AI　Lake

Food　Yellow　No．5AI　Lake

Food　Blue　NQ．1AI　Lake

FQod　Blue　No．2AI　Lake

Tota1

1972

4

　2

U

　　　　　　Months　　　　　　　　1973
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tota156789101112123

1

　　16

－　　4

　　　5

一　　　6

7

1

2　　5
2

2

3

2

2

2

3

11

34

8

15

2

14025001305709073
　申請件数の多い品目は食用赤色102号，食用黄色4

号および同5号などアゾ系色素で，約90％と：大部分

を占めた。一方，キサンチン系色素である食用赤色

105号は1件も申請がなかった，

　不適の色素は13件で，そのうちわけは，食用青色

1号が他の色素の項で8件，食用赤色102号が定量の

項で2件，食用赤色2号および食用黄色4号が乾燥減

量の項でそれぞれ1および2件あった．

　タール色素のアルミニウムレーキは6種類，73件に

ついて規格試験を行ない，種類別および月別の分類を

Table　2に示した．

　中請件数のもっとも多いのは食用黄色4号のレーキ

で，約50％を占めた．試験の結果，全品とも問題は

認められなかった．

あ　と　が　き

　前年度に比して特に目立った点は，食用青色1号が

他の色素の項で多数不適になったことである．

　食用青色1号の不適理由として考えられる附随色素

は，原料のα一（N一エチルアニリノ）一m一トルエンスル

ホン酸の異性体であるρ一および。一スルホン酸から

生成した色素，あるいは酸化および中和の際に副生し

た色素であろうと推定される4｝．

　また本年より溶媒抽出，原子吸光法で7種類の重金

属を検査した結果，鉄が食用青色1号および同2号に

マンガンが食用青色1号および食用紫色1号にそれぞ

れ比較的多く検出され，カドミウムはほとんど検出さ

れない傾向がみられた．

　前述以外の点については，前年度と大差が認められ

なかった．

文 献

　1）野村幸雄他：衛生二二，88，134（1970）

　2）　外海泰秀他：衛生化学，18，363（1972）

　3）　外海泰秀他：食衛試，14，90（1973）

　4）　食品添加物公定書注解編集委員会編：第2版食

品添加物公定書注解，p．489（1968），金原出版
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北海道における葛薬栽培＊（第1報）

堀越　司・本間尚治郎・逸見誠三郎・畠山好雄

Cultivation　of　Pαωπゴαq〃三‘fηα1f5　L．　at　Hokkaido．　1

Tsukasa　HoRIKoSHI，　Naojiro　HoMMA，　Seizaburo　HEMMI，

　　　　　　　and　Yoshio　HATAKEYAMA

1）　The　history，　situation，　expedmental　cultivation　and　methods　of　preparation　on　the　cultivation　of

　　Paeonia　root　at　Hokkaido　were　outlined．

2）　Improvement　is　assumed　to　be　necessary　for　yield　and　quality　of　the　drug．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1973）

　われわれは北海道における毒薬栽培の歴史，現況，

試験，調製法などの調査を行なった結果について，そ

の概要を報告する．はじめにこれらの調査を遂行する

にあたり快よく御協力を賜わった各位に対し心から感

謝の意を表わします．

　1．　歴史

　北海道における薬用植物の主産地の歴史は胆振から

はじまり北見，富良野におよび時はすでに大正時代で

あった．富良野町の薬草栽培は，御料地にはじまって

各地に拡がったといわれる．御料地は耕地面積が少な

く石礫の多い粘土地帯であったために薬草栽培が有利

ではないかと着目したのが堀川卯市氏であった．氏は

大正10年4月に，奈良県吉野郡宗檜村の大谷熊市氏

（薬草商）から，キキョウ，オケラ，ハソゲ，シャクヤ

ク，オウレン，ヨロイグサ，トウキ，センキュウ，ア

ミガサユリなどの苗を購入し，御料地に試作した．こ

れらのうち最も営利的に有利でしかも栽培上良い結果

を得たのは，シャクヤク，キキョウ，センキュウなど

であった1）．

　昭和6年頃には各地で切り花，庭園花壇用として栽

培されたが，シャクヤクは寒さに強く根系の発達が良

好で土地条件をあまり選ばないので，増殖や，栽培が

容易なことから，昭和10年頃金子静氏が卒先して関

東地方から種苗を導入し栽培の普及に努めた．その後

根系は薬用としての価値が提唱され需要の多いことが

認められ，根を収穫する目的の栽培が急激に増加した．

　昭和16年に北海道農会内，北海道薬草協議会水谷

次郎調査｝こよる作付反別および昭和15年～20年の生

産状況2）についてみると次のようである．

　作付反別については，上川，網走，石狩，空知の4

支庁9ケ日で，．1，2，3，4年生合わせて17，170アー

＊　日本生薬学会長崎大会，薬用植物栽培研究会

　（1972年11月）にて講演

ルであり，生産状況は，上川，空知，石狩，根室の6

支庁，17市町村，5年間の合計78，52串kgである．

そのうち上川支庁管内では，50，481kgで最も多く，

次いで網走支庁の25，361．2kgとなっている．その

他胆振，空知，根室支庁は幽く僅かである．これを年

度別にみると，昭和18年が最：も多く，19，529kg，次

いで昭和19年の18，909，6kg，昭布20年が17，518．8

kgとなっている．最も少なかったのが昭和17年の

6，282。Okgであった．

　次に生産状況（5年間合計）を地域別にみると，富

良野が断然多く，48，704．4kg，遠軽が13，549．2kg

とこれに次いでいた。

　昭和32年の北海道立薬用植物栽培試験場報告3）

作付反別および生産状況（昭和21年から～31年）に

よると，作付反別は昭和23年の100アールが最少で，

昭和30年の1，320アールが最多であり，生産量は作

付反別と必ずしも一致せず，昭和21年と28年の

30，000k9が最多で，昭和30年は1，200　kgと最少

であった．主産地は上川支庁の富良野，網走支庁では

北見，訓子府，佐呂間の各地であった．

　最：近では，厚生省薬務局製薬課の生薬資料4）の昭

和42，43，44年の3年間の栽培面積および生産量に

ついてみると第1表のとおりである．

　栽培面積は全国比の21％，31％，71％と年々増加

していることがわかり，生産量は必ずしも一定の傾向

がみられない（このことは表現されない要素があるも

のと推定される．）

　2．現況

　昭和47年8月8日から9月10日までに，上川，

網走，十勝，宗谷，空知の5支庁，13地区26字，65

戸の農家に対し栽培状況を調査した．その概要は次の

ようである．

　栽培面積について，地区別，本畑定植後の年次をみ
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第1表　有薬栽培面積及生産量

　　　　　　　　　全　国
栽培面積（アール）
　　　　　　　　　北海道

　　　　　　全　国
生産量（kg）
　　　　　　北海道

1967

42年度

5，156．3

1，080．0

127，795

72，289

1968

43年度

3，188．0

1，097．0

101，237

13，810

1969

44年度

1，942．5

1，372。0

67，909

23‘511

1972

47年度

2，287．0

第2表　年次別比較（草丈）

年次

1

2

3

4

5

6

最高
（cm）

最低
（cm） 嵩　備考

20．7

34．0

49．6

75．1

75．5

87．6
（87．2）

10．3

17．6

22．5

48．2

60．0

66．0

15．5

29，1

41、1

75，1

67，3

80，3

11ケ所

7　〃

6　〃

5　〃

9　〃

3　〃

ると第1表のとおりである・

　即ち上川支庁管内では，4年から5年生が多く，同

時に1年生も多くなっている．このことは北海道にお

ける薬用植物栽培の先進地である富良野地区が含まれ

ていること，最近名寄市に北海道生薬公社が設立され，

名寄，美深地区の栽培がはじまったことによるもので

ある，

　一方網走支庁管内では，上川支庁管内とほとんど同

じような傾向を示しているが，特異なことは，シャク

ヤク栽培専業農家が含まれていることであろう．即ち

佐呂間地区の1農家は7ヘクタールの経営二二であ

る．

　さて各地区ごとに生育調査（草丈，工数，株張）を

実施した結果は第2表のようである．

　本畑1年生

　4支庁11ヵ所の畑について草丈の平均は15．5cm

で十勝支庁帯広地区の20．7cmが最高で，網走支庁

の訓子府地区の10．3cmが最も生育不良であった．

両者とも株分け苗を使っているが，植付けの時期が異

なっており，訓子府のものは，11月上旬に苗が乾燥

し，凍結寸前の状態で植付けたので，活着不良となり

枯死株多く，帯広のものに比し，生存株の生育不振を

来たしたものと思考された．茎数，株張りも草丈同様

の傾向を示した．

　本四2年生

　2支庁，7ヵ所の畑について，草丈の平均は29，1

cmであり，網走支庁常呂地区の34．　Ocmが最高で，

同支庁北見地区のものは17．1cmと最低であった・

この原因については不明であるが，いずれも実生苗を

使用している．一方上川支庁名寄，上富良野地区のも

のは，実生，株分け苗を問わず全般に良好な生育を示

した．

　本畑3年生

　2支庁6ヵ所の畑について，草丈の平均は41．1cm

で，上川支庁の上富良野地区が49・6c皿と最高で，

同支庁中川地区の22．5cmと最低であった。この原

因は農家の経営能力，栽培技術などの差異によって生

じたものと思われる．即ち，上富良野地区では畑作経

営が主体で経営規模も大きく，シャクヤクを巧みな輪

作体系に組み入れ，播種育苗から基本的にシャクヤク

栽培法を確立しているのに反し，中川地区では，上田

な畑を乏しい労力に依存し，株分け苗を購入しシャク

ヤクはもうかるものだというイメージを抱き植付けし

ている状態の差異によるものと思われる．

　本畑4年生

　上川，網走の2支庁9ヵ所で草丈の平均は6Z　3c・n

で網走支庁の小清水地区が75・5cmの最高で，同地

区の60．Ocmが最低であった．この原因は，同じ株

分け苗を使っているが，生育が最良であった農家は肥

培管理が十分であり，一方生育不良であった農家は2

－3年は管理も十分であっナこが，多忙さにまぎれ雑草

の繁茂にまかせ，ナこだひたすらにシャクヤクの生命力

に頼り一獲千金，ぬれ手に泡式の夢のみを追う状態の

差異によるものと思考される，

　本日6年生

　上川，十勝の2支庁3ヵ所で草丈の平均は80・3cm

で帯広地区の87．6cm，上富良野地区の87．2Clnと

殆んど差はなく，生育良好であり，富良野地区の66．O

cmが最も悪く，これらの原因については5年生のと

ころで述べた如く，生育良好な畑の肥培管理が十分で

あるのに反し，生育不良畑は，雑草の繁茂が甚だしく，

乳牛などが草を食べに入った形跡が認められるなど，

植付けてあるシャクヤクの生育に差異が生ずるのは当
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第3表　栽培面積（地域別，本畑定植年次別）

支庁

年次

上　　川

網　　走

十　　勝

宗　　谷

空　　知

1

265

178

70

10

2

147

135

3

245

142

4

層288

100

5

275

290

200

30

6

70

100

30

7

2 1292

945

300

　30

　10

5支庁 523 282 387 388 795 200 2 2577

然かと思われる．

　3．栽培試験

　国立衛生試験所北海道薬用植物栽培試験場にて1967

年の秋に定植したシャクヤクは摘花試験，1967年の秋

に定植したシャクヤクには肥料試験を実施した．

　1）　摘花試験（2区20連，200株調査）生育調査

の結果は第5表，根系調査は第5表のとおりである．即

ちシャクヤクの開花期に蕾を摘除することは，開花放

任したものに比して，草丈，茎数の増加することが確

認されると同時に第5，6表に示したように，根系の

発達にも好影響をもたらし根の収量増大ならびに根の

品質向上に役立つように思考される．

　2）　肥料試験（5区4連，160株調査）草丈，室数

について3年間調査した結果，複合化成区は旭区より

も生育は良好であった．即ち本畑3年株では通称いも

化成を10アール当り基肥440kg，追肥80　kgがシ

寺クヤクの生育に良い影響をもたらすようである．

第4表　摘花試験生育調査

平均

　　　　　　　　対照

No．1（1969．7．7）　摘花

　　　　　　　　対照

No．2（1970，7．7）摘花

　　　　　　　　対照

No．3　（197L　6．25）　概

　　　　　　　　対照

No。4（1972．6．15）摘花

草丈　　茎数　　株数
（cm）　（本）　（本）

40．2

38．7

47．9

47．7

49．8

50．8

73．2

82．8

2．9

3．1

9．3

8．9

12．9

14．9

15．0

18．3

9．8

9．6

9．6

9。5

9．6

9．5

9．6

9．5

　4．　調製法　根の製品には，赤巧（生干し）と真萄

（玉葛）の二種類ある．

　前者は冬製といい，後者は夏製と称し，調製法が異

る．作業工程を示せば，次のようである．

1）　生干し

鵠諭御幣（懸ll＿｝一繍一翫＿ボ品
2）真有

掘り上げ→選別（生干しと同じ，但し根の太さ7mm以上）→
（トラクター，人力）

No．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．2

湯通し→皮　　　　剥→削　　　り→晒し→湯通し→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（簗ザ。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）噸火）1半分）（、。．聯鋸1分砂利）（慧一ナ，フ

乾　　　　　　　　燥→製品
倥三流聡回し））

第5表　摘花試験，根系調査

1土付生蝋（・）1最長根長（・酬 根数（本） 1鰍根径（・m）1 株数（本）

対　照　区 1，117．7 51．3 14．2 3．0 9．6

摘花　区 1，865．7 54，4 19．7 3．2 9．5



106 衛　生　試　験所　報　告 第91号（1973）

第6表　摘花試験，根頭部調査

瞬重（・）1株分数（・）株数（本）

　2）現況，試験，調製法などについては今後更に検

討を加え多収と品質向上を目標に改善が必要である．

対照区

摘花区

1・81・・1・・1

名・…1 5。3

9．6

9．5

摘 要

　1）　北海道における筍薬栽培の歴史，現況，試験，

調製法などについて調査の概略を述べた．

文 献

1）富良野旧史　第2巻　174（1870）

2）　北海道薬草協議会・薬草作付反別並生産状況報

告．13，31（1961）
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伊豆におけるミシマサイコの栽培試験（第4報）

播種前のジベレリン処理が種子の発芽に及ぼす影響

宮崎幸男・杉山英彦

Experimental　Cultivation　of　Bψ伽卿π知1cα伽7πL．　at　Izu．　IV

Effect　of　Gibberellin　Treatment　Prior　to　Sowing　on　the　Germination　of　Seed

Yukio　MIYAzAKI　and　Hidehiko　SuGIYAMA

　　1）The　effect　of　gibberellin　treatment　prior　to　sowing　on　the　germination　of　seeds　of　Bμρ1θz〃翻τ

ノblo凶〃πL．　was　observed　under　the　7　plots，　immersion　in　500　and　1000　ppm　solutions　of　gibberellin

and　in　water　for　24　and　48　hours，　respectively，　and　no　treatment，　in　1969　and　1973．

　　2）At　the　initial　stage　of　germination　the　seeds　treated　with　gibberellin　tended　to　emerge　somewhat

rapidly，　but　those　immersed　in　water　also　showed　the　similar　tendency．　On　the　other　hand，　the　totaI

germination　of　these　treated　seeds　was　always　less　than　that　of　the　untreated　seeds．　Consequently，

cQnceming　the　methods　of　treatment　used　in　this　study　gibberellin、vas　found　to　have　little　effect　to－

ward　an　improvement　of　seed　germination．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　31，1973）

　前報nでミシマサイコ種子の発芽改善の立場から行

なった数種の種子処理に関する研究の結果を報告した

が，その後さらに一連の研究としてジベレリン処理に

関する若干の研究を1969年と1973年に行なったの

でその結果を報告する．

材料および方法

　材料　1969年の第1実験では同年3月3日御殿場

市の川口清作氏より分譲をうけた種子，1973年の第2

実験では1972年10月26日南伊豆町石廊崎の野生

植物より採取した種子を供試した．いずれも紙袋に入

れ一般室内に貯蔵しておいたものである．なおこれら

両種子は外見的にもかなり異なる面があり，後者は前

者に比べて形が大きく，Table　1にみられるように

100粒重においても後者は著しくまさっていた．

　処理の区別　ジベレリン液の濃度はTable　1に示

したように500ppmと1000　ppmの2区，種子の

浸漬時間は24時間と48時間の2区とし，それぞれ

の組合せでジベレリン処理の4区を作り，さらに水浸

漬の24時間と48時間，および無処理の計7区を設

けた．上記ジベレリンの濃度および処理時間はミシマ

サイコ種子の発芽改善に効果のあることを報じた名越

の処理法を参考にしてきめたものである．

　播種方法　播種床は従来と同じ木箱に焼いた川砂を

入れたものを用い，1箱100粒播きとし，反複数は第

1実験では1，第2実験では2とした．発芽試験の場

所は第1実験では側面のビニールをとり除いた無加温

ビニールハウス，第2実験では加温ビニールハウスで，

実験期間中のこれらハウス内の温度条件をTable　2に

示した，

　播種年月日

　　第1実験1969年5月15日
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Table　1． Method　of　seed　treatment　prior　to　sowing　and　weight　of　100　seeds

　　　　　　　　used　i皿di僅erent　plots

Plot

No．

Weight　of　100　seeds

Method　of　treatment
Experiment　l　Experiment　2
　　　9　　　　　　　　9

1

2

3

4

5

6

7

No　treatment

Immers量on　in　500　ppm　solution　of　gibberellin　for　24　hours

Immersion　in　500　ppln　solution　of　gibberellin　for　48　hours

Immersion　in　1000　ppm　solution　of　gibberellin　for　24　hours

Immersion　in　1000　ppm　solution　of　gibberellin　for　48　hours

Immersion　in　water　for　24　hours

Immersion　in　water　for　48　hours

0．1177

0．ユ201

0．1215

0．1188

0，1269

0．1195

0．1237

0．2857

0．2907

0．2909

0．2878

0．2876

0．2864

0．2895

Table　2．　Temperature　condition　in　viny1－houses　where　experiments　were　carried　out

Experiment Temperature

Weeks　after　sowing

No．
1　　　2

1

2

Maximum　C。　　26．6

Minimum　C。　　14．4

］Mean　co　　　　　　20．5

Maximum　C。　　26．8

Minimum　C。　　12．9

ムlean　C。　　　　　　19．9

26．8

13．5

20．1

31．2

ユ2．5

21．8

26．8　28．5　28．7　28．7　26．9　26．5　28．8　32．5

14．5　12，3　16．9　18．3　20。9　18．9　19．9　21．0

20．7　20．4　22．8　23．5　23．9　22．7　24．4　26．8

30．5　29。6　27．3　29．9　30．7　28．3　28．1　30．3

11．6　　11．4　　15．1　　14．5　　10，2　　13．0　　12．4　　12．4

21．0　　20．5　　21．2　　22．2　　20．5　　20．6　　20．2　　21．3

　第2実験1973年1月19日
発芽締切年月日

　第1実験1969年7月24日（播種後10週）

　第2実験1973年3月30日（播種後10週）

実験結果および考察

　毎日調査した発芽の結果を1週間ごとにまとめた累

計発芽率をTable　3に示した．

　両実験を通じ発芽開始は播種後第2週に僅かにみら

れる場合もあるが，大部分は第3週に始まるとみてよ

い．この初期の発芽においてジベレリン処理のほか水

浸漬の場合に発芽がやや促進きれる傾向がみられる，

とくに第2実験においてこの傾向が強く，発芽率の最

も高いジベレリン500ppm　48時間区と無処理区との

間には5％水準で有意差が認められる．しかしこの場

合処理方法と発芽率との関係については第1，第2両

実験の間に一定の傾向がみられなく，またジベレリン

処理のみでなく水浸漬の場合も大体同じ程度に発芽率

が高くなっているので，このような初期における発芽

の促進もジベレリン自体の効果とみなすことはできな

いようである．

　さらにその後第4週になると無処理区の発芽が相対

的に良くなり，第1実験ではこのときすでに累計発芽

率は無処理区が最高となり，かつ最終的｝こも同区の発

芽が50％で最も高く，その他の処理区ではいずれも

無処理区に比べてかなり低い値がえられている．第2

実験においても第4週以降区間の差は比較的少なく，

最終的にはやはり無処理区が80％で最も高く，その

他の処理区では若干低く，ジベレリン1000ppm　48

時間区が62％で最低となっている．しかしこれら区

間の差の有意性は認められない．

　以上の結果から本実験でとられた処理法に関する限

り，ミシマサイコ種子の発芽改善に対するジベレリン

の効果は殆んどないといってよい．名越2）はジベレリ

ンの500－1000PPm，48時間処理で発芽増進の効果

があり，この効果は採種一問もないころで強く，後熟

が進むにつれて弱くなるといっている．著者らの実験

では供試種子は第1実験で約6月，第2実験で約3月



108
衛生試験所報告 第91号（1973）

の貯蔵期間があり，前者ではとくに貯蔵期間が長いの

で，木実験結果が同氏の研究結果と一致しない原因の

一つはこの点にあるかとも思われる．ただ実際栽培の

立場から考えると，ミシマサイコは一般に3月ころの

春播きで，前年秋採取後3－4月経た種子を用いるわ

けであるが，このような場合少なくとも本実験でとら

れた処理法ではジベレリンの発芽改善に対する効果は

期待できないように思われる。

　なお本実験で注目されることに，第1実験に比べて

第2実験での発芽率がはるかに高いことがあげられる

が，これは既述のような種子の性質の相異によるもの

と思われる．同時に第2実験に用いたような比較的大

きく内容の充実した良質の種子では，特別の処理を施

さなくても約80％のミシマサイコとしてはかなり高

い発芽率のえられたことは当面の発芽改善の問題のみ

でなく，本植物の栽培全般の立場からも注口に値する

ことと思われる．

Table　3， E仔ect　of　gibberellin　treatment　prior　to　sowing　on　the　germlnation　of　seed

　　　　　　　　　Qf　Bzφ∫θ鋸7μ2ηルJcα’ε‘”zL．

Experiment Plot Cumulative　gerrnination　（％）

Weeks　after　sowing

No． No． 1 2 3　　　4　　　5 6　　7　　8　　　9　　10

1 1

2

3

4

5

6

7

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

7　　　42　　　46　　　48　　　49　　　50

17　　　26　　　26　　　26　　　26　　　26

15　　　25　　　27　　　28　　　29　　　29

19　　　35　　　38　　　38　　　38　　　38

91923242424
12　　　33　　　　36　　　37　　　38　　　38

42022222323

50　　50

26　　26

29　　29

38　　38

24　　24

38　　38

23　　23

2 1

2

3

4

5

6

7

0

0

0

0

0

0

0

0

0．5

0

0

0．5

0

0

2．5　　52．5　　74．0　　78．5　　79。5　　80．0　　80．0　　80．0

13．5　60．0　75．0　79．5　79．5　79．5　79．5　79．5

14．0　　59．5　　72．0　　75．0　　75．5　　77．0　　77．0　　77，0

9．5　　59，5　　71．0　　75．5　　76．0　　76．0　　76．0　　76．0

17．5　57．0　67．5　69．5　70．0　70．0　70．0　70．0

11．5　　48．5　　66．5　　70．0　　72．0　　72．0　　72．0　　72．0

13。5　　50．0　　59．5　　62．0　　62，0　　62，0　　62。0　　62．0

M。D．（0．05）＊

M。D．（α01）

11．9　N．S．　N．S．　N．S．　NS．　N。S．　N．S．　N．S．

N．S．

＊　Minimum　d1fference　by　Tukey’s　procedure（q－test）for　signi行cance　at　the　5％level

摘 要

　1）　ジベレリン500PPm，1000　PPm溶液のほか水

にそれぞれ24時間および48時間浸漬，さらに無処

理の7区を設け，ミシマサイコ種子のジベレリン処理

が発芽に及ぼす影響について1969年と1973年に研

究を行なった．

　2）　ジベレリン処理区では初期の発芽がやや促進さ

れる傾向がみられたが，このような傾向は水浸泣区で

もみられ，さらにこれら処理区の総発芽率は無処理区

に比べてつねに低かった．従って本実験でとられた処

理法に関してはジベレリンによる発芽改善の効果は殆

んど認められなかった。

文 献

1）　宮崎幸男，杉山英彦：衛生試報，90，160（1972）

2）　名越規朗　：日本生薬学会福岡大会講演要旨集

　p．7（1968）
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昭和47年度当所業務概況

所　　長 川 町 勢

　伊豆下田御用邸に御滞在中であった天皇，皇后両陛

下には6月16日午後，非公式に当所伊豆薬用植物栽

培試験場にお成りになった．梅雨期ではあったが，当

日は薄曇り程度で両陛下は2つの温室のみならず圃場

等を広く御視察なされた．当所の歴史上記念すべき1

ページがつくられた訳である．

　さて47年度科学技術白書の第1部は「希望にみち

た社会をめざす科学技術」と題し，その第1章「科学

・技術への期待」の中で，戦後の躍進した産業と経済に

・は科学技術が広く浸透してきたが，その過程において，

われわれの生活にとって好ましくない問題もいくつか

表面化して来たことを例をあげて説明している．それ

らの内容については，ここで今さら述べる必要もない

が，これらの諸問題を解決し，人類が将来とも福祉と繁

．栄に恵まれるために，科学技術が寄与してくれること

を期待される課題，いいかえれば国民が科学技術に深

く期待している課題として，その第1に国民生活に密

着したものを取り上げている。その中でも，健康に関

するものを最優先とし，ガン，難奇病，公害病，交通

事故による人的障害などの解決や衣食住に関係ある諸

物質の安全性の確認などが強調されている．

　国立衛生試験所は上述の世論が期待する科学技術面

の主要部分を担当するものであって，今後ますますそ

の比重は増大するものと覚悟しなけれぽなるまい．

　さて，本所各部　（図需館を含む），大阪支所，各場

からの業務報告は後続しているので，詳細はそれによ

るとし，概括的にいえば昭和47年度も当所は国民生

活に密着した保健衛生行政上の諸問題に対し，人員不

足等の悪条件の下において，技術面からよく最善を尽

し得たと確信するが，とくに注目されたのは，いわゆ

る理化学部門と生物部門が互に密接な連係を持ちなが

ら，効果的試験研究を遂行したことであった。なおこ

のような体制は今後とも大いに推進されるべきであ

る，

　機関特別研究課題「食品に関係ある諸物質の安全性

に関する研究」は本年度をもって，一応3力年の作業

を終了したが，本題の抱える内容はすこぶる広範なも

のであるだけに，第2次分として継続する必要が大い

にある．

　なお業務に関し，とくに顕著に現われた現象は特別

行政試験としてあらたに家庭用品に含まれる化学物質

約20品目について急・慢性毒性，皮ふ刺戟性，アレ

ルギー性，許容濃度等の試験依頼があったことである

が，食品添加物，農薬，PCB，メチル水銀その他多数

の宿題を受け持っている毒性部門としては，これらに

対応するため深刻な苦慮をしなければならなかった．

この事実のみをもってしても当所の拡充強化は捷眉の

急であることが痛感された．

　さて昨年度から引きついだ筑波研究学園都市移転問

題は，本年度になってから薬用植物栽培試験場を中心

とする天然薬用資源開発センター（仮称）の構想を具体

的に積み上げる段階にはいった．そこでこの問題に関

係ある厚生省，大蔵省等の部局および所内関連委員会

において，種々接衝または討議を行なった結果，実質

的には春日部の場を主体に薬用植物研究施設を学園部

市に設置することとなり，その規模，内部組織案など

を取りまとめた．そのうち，10月初め厚生省内に厚

生省筑波研究学園都市配置計画委員会が科学技術審議

官を中心に設けられ，上記当所案が検討された．最終

的には組織は庶務課，栽培部，育種部，生態生理部と

し定員37名（内振替13名）となり，施設，設備を含

めてこれらを49年度予算要求に組み込むこととなっ

た．
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1．組織

総 務　　部

部長岩　城　喜　義

　昭和47年度予算要求において療品部に「家庭用品

室」の設置を要求し，昭和47年7月1日に設置する

ことが認められ，厚生省組織規程の一部を改正し，関

係各部の所掌事務に家庭用品に関するものを加え，国

立衛生試験所組織細則の一部を改正し，療品部に「家

庭用品室」を置くとともに，関係各部の各室の所掌事

務に家庭用品に関するものを加えた．

2　定員

　昭和46年度の定員は，指定職1人，行政職H60

人，行政職〔⇒55人，研究職186人，計302人であ

ったが，昭和47年度において，食品部に研究職（3G）

1人，毒性部に研究職（3G）1人，療品部に研究職（2G）

家庭用品室長1人の増員が認められた．

　しかし，定員削減が行政職（→1人，行政職口4人，

計5人あるので，差引2人の減となった．

　従って，昭和47年度の定員は，指定職1人，行政

職H59人，行政職1⇒51人，研究職189人，計300

人である．

3．　予算

　昭和47年度当初予算は，

　（項）　厚坐本省試験研究所の国立衛生試験所に必要

な経費については，699，658千円（前年度当初予算

605，366千円，対前年比115．696，以下同じ．），その

うち（1）人当経費521，543千円　（452，882千円，

115，2％）．（2）一般事務経費54，752千円（29，919千

円，183．0％）．（3）研究費121，898千円（111，709千

円，109．1％）．（4）標準品製造費1，465千円（1，465

千円，100．0％）

　（項）　血清等製造課検定費の医薬品等の国家検定及

び検査等に必要な経費については，（1）一般事務費

14，653千円（14，564千円，100．6％）．（2）事業経費

57，253千円（38，172千円，150．0％）．

　（項）　国立機関原子力試験研究費33，440千円（30，

043千円，111．3％）．

　（項）放射能調査研究費1，269千円（984千円，

128．996）．

　主な事項は，（1）増員3人（ただし，定員削減5人）

（2）本所研究庁舎改修工事22，090千円（第2年次）

（3）大阪支所水道加圧設備工事1，983千円（4）学会

出席旅費が研究員総：数の1／3支給から1／2支給にな

った．（5）研究員当り積算庁費が1人当り670千円か

ら730千円になった．（6）特別研究費「食品に関係

ある諸物質の安全性に関する研究」第3年目として

9，700千円認められた．（昭和47年度予算（決算額）

一覧表，資料1参照）

4．　施設及び機械器具

　1）　施設　本所の2号館（研究庁舎）の改修工事，

大阪支所の水道加圧設備工事，春日部試験場の温室等

補修，伊豆試験場の構内歩道等の整備，種子島試験場

の庁舎等の移築，囮場の整備等を行なった．昭和47

年度施設堕獄状況，資料2参照）

　2）　機械器具　動物舎等特殊備品，病理生理検査装

置，低温灰化装置，液体クロマトグラフ，マルチチャ

ンネル波高分析装置，質量分析計等を購入した．ω召和

47年度備品関係予算及び主要備品，資料3参照）

5．　検定検査手数料等の改訂

　検定手数料については昭和40年5月，試験検査依

頼手数料については41年7月，標準品売払代につい

ては40年3月，製品検査手数料については42年1

月に改訂きれて以来，改訂されていなかったが，（1）

検定手数料は，47年7月，プロチオナミド外41品．

220．0％（前回比）（2）試験検査手数料は，47年7月．

17項目，192．0％（3）標準購売塾代は，47年7月，

医薬品51品目182．0％，色素37品目156．0％，（4＞

製品検査手数料は，47年8月，タール色素229．0％，

それぞれ改訂された．

6．　薬用植物研究施設（案）

　昭和47年3月11日，筑波研究学園都市移転対策

推進会議において，筑波研究学園都市に移転する機関

（43機関）を決定，厚生省関係は，国立予防衛生研究

所の一部，国立衛生試験所の一部とされ（同年5月16

日，閣議決定），予防衛生研究所は「医学実験動物セ

ンター」を，衛生試験所は「天然薬用資源開発センタ

ー」を設置することとなった．（その後，それぞれ，

「霊長類センター」（案），「薬用植物研究施設」（案）と

改称）

　8月，「薬用植物研究施設」（案）（組織，1課6部．

定員91人，建設費1，229，000千円，機械器具

100，000千円，計1，329，000千円）について，大蔵．

省主計局に説明した．

　9月，厚生省に筑波研究学園都市「配置計画委員会」1

が設置され，その分科会として，「動物分科会」，「薬

用植物分科会」が設けられ，検討された．

　48年3刀末の時点においては，薬用植物研究施設

に関する予算要求概要（案）は，組織1課，3部，定員

37人，建設費等954，000千円となっている．
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　　　　　　　　　　　　　　資料1

（組織〉　厚生本省試験研究機関

　（項）　厚生本省試験研究所

　　　　　国立衛生試験所運営費

　（項）

　（項）

　（項）

　（項）

（組織）

　（項）

（組織）

　（項）

　（項）

昭和47年度予算（決算額）一覧表

血清等製造及検定費

国立機関原子力試験研究費

放射能調査研究費

環境保全総合調査研究促進調整費

厚生本省

厚生本省

環境庁

環境庁

公害防止等調査研究費

　　合　　　　計

827，046，000円

　㎜”

71，315，000〃（事業経費

32，124，000　〃

　1，219，000　〃

　　819，000　〃

　” 助渚ｸ費

　4，775，000円（大気汚染測定調査費）

　3，834，000　〃

　　941，000　〃

978，871，695円

97，923千円

9，312　〃

22，090　　　〃

57，258　　〃　）

16，113千円

31，850　　〃

26，741　　〃

（本　　　　所）

（大阪支所）

（春日部試験場）

（伊豆試験揚）

（種子島試験場）

48年3月
47年9月
47年12月

47年6月
47年12月

　資料2　昭和47年度施設等整備状況

2号館（研究庁舎）改修工事

水道加圧設備工事：

旧温室等補修

天皇，皇后両陛下行幸啓のため溝内歩道等の整備

種子島空港拡張工事に伴なう補償工事として庁舎等の移築，囲障・門の新設，

圃場の整備等落成

一般事務経費

研究用機械購入費

特別研究用機械購入費

検定検査用機械購入費

原子力試験研究用機械購入費

厚生本省経費関係機械購入費

　　　合　　　　計

資料3　昭和47年度備品関係予算及び主要備品

18，445，000円

7，962，000　〃

4，939，000　〃

10，560，000　〃

16，443，000　〃

16，640，000　〃

74，989，000　〃

（動物舎特殊備品購入費等）

（病態生理検査装置）

（低温灰化装置外2点）

（液体クロマトグラフ外2点）

（マルチチャンネル波高分析装置外6点）

（質量分析計外2点）
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合成化学研究部

部長鈴木郁生

研究業績

　1．生理活性を有する化合物の合成化学的研究

　従来化合物の制がん性を検討するため，多くの化合

物を合成し他機関に依頼してスクリーニングを行なっ

てきた，しかしこのやり方における共同研究に問題が

あるため，かねてより当部においてスクリーニングが

できる体制を作るよう努力してきたが，昭和47年4

月より薬品病理部およびがん研究所の協力により小規

模ながらその体制が確立された．約7ヵ月の準備期間

を経て昭和47年11月より実験がんとしてAH・13お

よびL－1210を用いスクリーニングを開始した．

　制がん剤を見いだすため大別して2つの方法をとっ

ている．1つは制がん性が既知の物質または推定きれ

る物質を修飾する方法であり，他は自由に合成された

化合物を逐次スクリーニングするやり方である．

　1）　ピリダジソおよびシソノリソ化合物の合成

　昨年に引続いてこれら化合物の制がん性，抗菌性な

どをしらべる口的で，主としてピリダジンニトロ化合

物数極を合成した．またピリグジン骨核をもつアミノ

酸も合成しその生理活性を検討中である．

　2）　窒素複素環化合物のring－chain　tautomerism

の研究

　この研究の成渠を利用して新化合物についてその生

理活性を検討中である・

　3）　ニトロソ化合物の発がん性に関連して，ニトロ

ソ化合物より制がん作用をもつ化合物の発見を期待し

実験中で，きわめて興味ある結果を得つつある．なお

昭和48年5月までに約20種の化合物について制が

ん1乍用がしらべられている。

　2．発がんと化学構造に関する研究

　1）　アゾ色素の発がん性に関する研究

　赤色4号に関する慢性毒性，発がん性に関し薬理部

と共同で実験を行なっている，赤色4号の代謝物と考

えられるキシリジンスルポソ酸2種を大量に合成し，

動物実験を行ないつつある’

　2）N一ニトロソ化台物の発がん性に関する研究

　i）　強力な発がん剤1・methy1－3・nitro・1－nitrosogua。

　nldine（MNNG）に関連する化合物の発がん性に関し，

　引続いて実験中である。またMNNGの光反応の研究

　を行ないA，B2種のフリーラジカルの存在を見いだ

　し，A型の構造がニトロキサイドラジカルであること

を明らかにした（国立がんセンター生物物理部と共同

研究）．

　ii）N－n・butyl－N－nitrosourethanを合成しこの化合

物の発がん実験を行なっているが，前胃および食道に

特山野にがんを発生させることがわかり，この種化合

物の発がんおよびその機構についての研究が期待され

ている．ウレタン類はわれわれの日常生活にきわめて

多く利用されている化合物であるので，この研究は重

要な意味をもっと考える（楽品病理部と共同研究）．

　iii）　1。π一butyl－1・nitrosourea（BNN）およびその関

連化合物1－methyl・3－acetyl・1・nitrosoureaを合成し，

その発がん性について実験を行なっているが，新らし

く1一η・propy1－1・nitrosoureaを合成し発がん実験を進

めたところ，強力な作用（主として白血病発生）が認

められている（薬品病理都と共同研究）．

薬 品 部

部長井上哲男
概要

　検定および検査業務は昨年度とほぼ同数の検体数を

消化したが，本年度は一斉取締試験が実施されなかっ

たので，その分だけ研究的要素を持った業務に振り向

けることができた．たとえば，来年度の一斉取締試験

に備えての試験法の確立の検討，混合製剤の安定性に

関する研究，製剤の溶出試験方法に対する基礎的研究

などがそれである．

　また，本年度から幻覚剤対策費による研究がはじめ

られ，DMT，メスカリンおよびサイロシソについて，

標準品のf乍成，構造の確認，鑑定方法の確立などの研

究を実施した，

　なお，コロンボ計画によるスリランカ国の医薬品検

査所の援助については，本年度中項（9月まで）専門

家　（2名）の派遣が引続き行なわれ，スリランカ国

Drug　Quality　Control　Laboratoryの充実に寄与し

た．

業務成績

　業務の内容は，国家検定，特行試験および特別審査

試験などであり，その成績はつぎのとおりである．

1）　国家検定

　ブドウ糖注射液（約35％），エタソブトール錠（約

27％），エタンブトール（約24％），避妊薬，リンゲル

液，プロチオナミド錠，プロチオナミドの順となって

おり，総件数は咋年度とほとんど変わっていない．

2）特行試験



業 務

　クロフィブレート製剤中P。クロルフェノールの純

度試験（59件），錠剤および糖衣錠の崩壊試験（8件），

避妊薬（ゼリー）の規格および試験法の作成（1件），

キノホルム含有製剤中のキノホルムの定性，定量　（1

件）などがあり，また麻薬については輸入あへん（12

件），国産あへん（5件）の依頼があった。

3）　特別審査試験

　昨年度に比し，解熱鎮痛剤に関係する件数は1／2以

下に減少したが，新医薬品に関係する件数は約100件

で，横這い状態であった．

4）その他

　臨床診断用医薬品（仮称）基準および殺虫剤基準に

関する基礎データの作成のための作業を昨年度と同

様，引続き行なった．

研究業績

　業務の内容は，医薬品の規格および試験法の作成に

関する研究，医薬品の分析化学的研究，製剤の分析化

学的研究，医薬品および製剤の安定性に関する研究，

有効性に関する研究，麻薬の試験法に関する研究，麻

薬および習慣性薬品に関する研究，大麻に関する研究，

あへんおよびケシ属植物に関する研究などであるが，

この中で厚生科学研究として取り上げた医薬品の溶出

試験方法に関する研究，およびDDVPおよびDip。

terexの安定性に関する研究が新規のものとして注目

される．

　本年度行なった研究のうち，成果を得たものは下記

のとおりである．

1）

2）

医薬品の規格および試験法の作成に関する研究

i）　医薬品の溶出試験方法に関する研究

　　溶出試験装置の検討，Stationary　basket法，

　　崩壊試験法，Rotating　basket法の比較およ

　　び崩壊と溶出との関係について研究した．（厚

　　生科学研究）．

ii）殺虫剤中のDipterexの新定量法（厚生科学

　　研究）

医薬品製剤の分析化学的研究．

i）　混合製剤の分析に関する研究（第22報〉．ニ

　　トロン化法によるグアヤコールスルホン酸カ

　　リウムの比色定量

ii）　混合製剤の分析に関する研究（第23報），

　　2，4一ジニトロフェニルヒドラジソによる総合

　　感冒剤中のジフェンヒドラミンの比色定量．

iii）　混合製剤の分析に関する研究（第24報〉．ニ

　　トロ化法によるフェナセチン，ブセチソの比

　　色定量．

iv）　混合製剤の分析に関する研究（第25報）．ぺ
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　　　　ソタシアノアソミンフェロアートによる混合

　　　　製剤中のナファゾリソの比色定量．

　　v）液体クロマトグラフィーによる医薬品の分析

　　　　（II）．ステロイド類およびスルファミソ類の

　　　　分離定量．

　vi）　液体クロマトグラフィーによる医薬品の分析

　　　　（III）．解熱鎮痛剤主成分の分離定量．

　vii）　アルカリ金属フレーム検出器による含窒素医

　　　　薬品の分析，製剤分析への応用，

3）医薬品および製剤の安定性に関する研究．

　　i）　ピラゾロン化合物の光化学反応

　　　　アンチピリンについて，各種溶媒中における

　　　　光化学反応を試み，ベンゼンおよび水溶媒中

　　　　でイミダゾロソ化合物の生成を推定した．’

　　　　（厚生科学研究）．

ii）

iii）

iv）

殺虫剤DDVPの安定性について（II）．水溶

液中のDDVPの安定性（厚生科学研究）．

殺虫剤DDVPの安定性について　（III），水

溶液中のDDVPの安定性に対する陽イオン

性界面活性剤の影響厚生科学研究）．

殺虫剤DDVPの安定性について（IV）．乳

化系中のDDVPの安定性（厚生科学研究）．

4）有効性に関する研究，

　　i）固型製剤の溶出に関する研究（厚生科学研

　　　　究）．

5）麻薬の試験法に関する研究．

　　i）塩酸アヘンアルカロイドおよびその製剤中の

　　　　ノスカピン，パパペリン，アトロピン，スコ

　　　　ポラミンの薄層クロマトグラフィーによる確

　　　　認試験について．

6）大麻に関する研究

　　i）大麻の研究（第3報）大麻草におけるテトラ

　　　　ヒドロカンナビノールの分布について．

生物化学部

部長川村次良
　昭和48年3月31日付で白井浄二主任研究官が動

物医薬品検査所第二部一般薬検査室長として農林省へ

出向になった．

　業務成績

1）　国家検定

　インシュリン製剤112件および脳下垂体後葉関係製

剤44件と前年度に比べてそれぞれ1割および3割

の減少を示したが，現段階ではこれが漸減の傾向にあ
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るものとも考えられない．なお，後葉関係製剤につい

ては3件の不合格品があった．

2）脱字試験

　ホルモン製剤　2件．

3）一斉取締試験

　リゾチーム原末およびリゾチーム含有製剤53件に

ついて試験を行なった．試験成績および試験法に関す

る若干の問題点を本誌に報告した．

4）　特別審査試験

　ステロイドホルモン関係製剤2件，酵素，合成ベブ

チド，多糖類，デンプン誘導体関係製剤15件であっ

た．このうち，合成ペプチド製剤の試験は漸増すると

考えられるが，天然ペプチド製剤の生物活性との関連

をどのように位置づけるか，酵素製剤の試験法の統一

問題とともに今後の課題である．

5）　標準品製造

　第八改正日本薬局方で新たに採用された標準品のう

ち，昭和47年7月3日に告示されたG一ストロファ

ンチン，デスラノシド，プレドニゾロンおよびラナト

シドCの4品目を製造した．その他の標準品の製造品

目および出納状況などは巻末の表を参照されたい．

　なお，WHOのDr．　Wallinが来所されたり，標準

品についてWHOと接触する機会が従来より多くな

ったが，国際標準品を基準にして当所の標準品を作成

している関係もあり，標準品の配付および共同研究へ

の参加などWHOの要請にいかに対処するか今後も

問題になると考えられる．幸い，公定書協会の協力を

得て標準品懇談会を開き，これらの問題を含めた事項

につき討議することができた．

　研究業績

1）　子宮におけるオキシトシン親和性物質に関する研

　究

　下垂体後葉に含まれるノイロフィジンよう物質を子

宮筋から抽出精製し，そのもののオキシトシソとの親

和性の検討およびノイロフィジンとの比較を試みた・

2）　ヘパリンの比較生化学的班究

各種ヘパリン製品のN一アセチル基含量1こついて検

討した．

3）医薬品の溶出速度に関する研究（厚生科学研究）

　錠剤等の溶出速度とbioavailabilityに関する研究

の一環として，崩壊試験と溶出試験の相関が問題とな

っているトルブタミド製剤につき，家兎に投与したの

ちの口早量の変化を測定するための基礎実験を行なっ

た．

4）Voges－Proskauer反応の応用に関する研究

　V・P反応の最終産物を単離し，X線解析によってそ

の七曜構造を明らかにし，呈色機構を究明した．あわ

せて，このV・P反応をストレプトマイシンの定量法

に適用し，その方法を改良した．

5）酵素製剤の試験法に関する研究

　ウロキナーゼの平板法と試験管法によって得られる

力価の差異について検討した。

6）　含量均一性試験に関する研究

　含量均一性試験法を確立するためにジギタリス配糖

体，コルチコイドおよび酵素製剤について検討した．

7）　性腺刺激ホルモンの研究

　血清性性腺刺激ホルモン製剤の安定性について検討

した．

放射線化学部

部　長　浦久浦　五　郎

　業務成績

1）　放射性医薬品の特別審査試験

　ヨウ化ヒト成長ホルモンー！251液，成長ホルモンー

1251キット，ヨウ二三イソシュリンー1251液（イヌセイ

125），インシュリンキットー1251　（イスセイ　125キッ

ト，インシュリンキット第1，IRIテストシオノギ），

ヨウ化牛インシュリンー1251液，インシュリンイムノア

ッセイキット，過テクネシウム酸ナトリウム（99mTc）

注射液ジェネレーター　（ウルトラテクネカウ），セレ

ノメチオニン（75Se）注射液，133Xe注射液（ジーナ

ゾールXe　133），PVP（1311）注射液などについて必要

な化学試験と書類上の審査を行なった．

2）放射能汚染調査

　前年度に引続き，放射能汚染調査のための海洋生物

中の95Zr－95Nbおよび144Ce－144Prの分析方法を検討

した．

　研究業績

1）キノホルムー1℃の代謝研究

　犬における代謝研究用として高比放射能のChino・

form－MCを得ることを日的としてSkraup法により

2－amino・4－chlorophenolとglyceroレ1－L℃とから5－

chloro－8。hydroxyquinQlineを合成しIC1を用いてヨ

ウ素化してchinofom。14Cを合成した．

　Chinoformによるスモン発症の原因がその代謝産

物に由来するのではないかとの仮定にたって，今回ス

モン発症動物の代表例である犬を選びchinofom代

謝の本研究を行なった．

　Chinoform・14C　302．4μCi（83　mg）をカプセルに

つめ体璽10．5kgの雑犬に経口投与した．糞尿中の



業 務

放射能の排泄率，尿中の抱合体，非抱合体分画の放射

能分布，および糞尿中の代謝産物の探索を行なった．

その結果．

　i）　尿中の全放射能，経日的排泄率，抱合体および

非抱合体分画の放射能分布などの様相は，前年度のラ

ットにおける実験結果と比較して著明な差は認められ

なかった．

　ii）　尿中の代謝産物を薄層クロマトグラフィーで検

索した結果，キノホルムのグルクロナイド，サルフェ

イト，及び脱ヨード体のグルクロナイドを検出した．

糞中の代謝産物は目下検討中である．

　本研究はスモン協議会の研究費によった．

2）　Radioimmunoassay　による　2，5－Dimethoxy・4－

methylamphetamine（STP，　DOM）の定量に関する

研究．

　DOMはヒトに対して数mgで幻覚誘発作用を有

し，その作用は約8時間持続することから近年幻覚剤

として乱用される傾向にある．血清中の微量のDOM

を直接定量する目的でRad至oimmunoassayによる微

：量定量法を検討した．

　本法は被検溶液に一定量の放射能標識DOMおよび

抗体溶液の一定量を加えたのち，4。で一夜インキュベ

ーションを行ない，飽和硫安による塩析法によりグロ

ブリン分画を沈殿分離する．これを一回再沈殿したの

ちBound・DOM（抗原抗体conlplex）の放射能を測

定するきわめて簡単な手法から成っており，しかも2

ng／mJ～200　ng／m’の間で検量線が直線性を示すこと

を認めた．免疫反応を基礎としたことから，本定量法

は，DOMに対する特異性は勿論のこと検出感度の点

からも十分だと言える．

3）　カドミウム及びマンガンの生体内運命に関する研

　究（微量重金属研究）

　カドミウムは胎仔移行について検討した．すなわち

妊娠したラット（20日目）に115mCdC12を静注し，

母体中でのロ5mCdの分布，消化管内の残留率につい

て，胎仔についてはカドミウムの母体からの移行率及

び胎仔内のカドミウムの分布について検討した．

　マンガンについては成熟ラットに54MnC12（1　mg／

kg）静注し，経時的の分布，および各組織，臓器中で

のマンガンの生物学的半減期を求めた．（薬理部と共同

研究）

4）　有害金属の生化学的研究（セレン化合物について）

　75Se標識亜セレン酸ナトリウムを0．03～3　mg／kg

の5段階で35～90日間ラットに連続経口投与し，用

：量別の吸収，蓄積，分布，排泄について検討し，さら

に臓器別の生物学的半減期を求めた．また連続投与動
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物の臓器中の生体必須金属10種類の動態について，

原子吸光分析でしらべた．

　セレンの胎仔移行については，妊娠したラット（20

日目）にNa275Se　O3を静注し，母体中の75Seの分

布，消化管内残留について，胎仔については75Seの

母体からの移行率及び胎仔内の分布について検討し

た．（一部は毒性部，薬理部と共同研究）

5）　環境試料中の天然放射性核種の分析に関する研究

　一般環境試料中の天然放射性核種の存在については

未だ十重な調査結果が得られていない．本研究では特

に衛生上問題となる226Raおよび21。Pbについて分析

を行なった結果，日本各地の田園，畑の土壌の平均値

が，それぞれ0．85±0，09pCi／9乾燥土およびL59±

o．32pCi／g乾燥土であることが明らかとなった．な

お海産生物および地表農産物等についてもこれら核種

の分析を計画している．

6）家庭用器具から発生する電磁波等による人体影響

　の調査研究方法に関する研究

　電子レンジなどマイクロ波，レーザの人体影響に関

する調査，現状把握，問題点の提示などを行ない報告

書を作成した．本調査研究は国立公衆衛生院山県登を

主任研究者とする厚生科学研究として行なった．

生 薬 部

部長　名　取　信　策

　概要医薬品としての生薬は，その天産物として

の特殊事情から，品質の向上を計るためには多くの困

難がある．当部における過去数年の一斉取締の結果を

元として，昨年末監視課長通達も出され，業界におい

てもその気運があるが，本年度末には韓国産柴胡中に

∠4co箆伽彿の根が混入したものが輸入，国内に流通し

かけた事件も起り，今後とも市揚生薬の品質確保の重

要性が痛感された．

　コロンボ計画によるタイ国薬用資源研究計画は1964

年刈米元所長の視察以来当路が中心となって協力して

きたが，器材供与等を含むプロジニクトとしては，本

年が最終年度となったので，11月より6カ月間西本

技官が生薬学・植物化学の専門家として，2月より50

日間佐竹技官が植物分類学の専門家として，同国公衆

衛生省のDepartment　of　Medical　Scienceへ出張し・

指導を行なった．

　研究業績は次に述べるが，天然有害物質の化学的研

究を中心としてい．る．

　業務成績
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　1）一斉取締試験：本年度は「ソウジュツ」，「ビャ

クジツ」，「ダイオウ」の3品目を対象として一定期間

の輸入品のすべてについて収去試験を行なったが，前

2者については基原に，後者には非薬用のものとの間

に混乱があることが明らかにされた，

　2）特別審査：カゼ薬試験法による配合された生薬

を中心に審査を行なったが，実施不能と思われる確認

試験等が，現在でも少くない．

　研究業績

　1）生薬・生薬製剤の規格・試験法の研究1市場の

生薬のうち，特に問題のあるものを中心として研究を

続行しているが，本年度は一斉取締との関連から，

加，大黄を中心として，その形態と特殊成分について

の化学的研究を併せ行なった．

　2）東洋薬物の下原・形態等に関する研究：引き続

きタイ国産生薬を中心に研究を行なった．

　3）主要薬用植物の花粉，染色体の研究：オウレン，

シャクヤク，ダイオウ属等の主要な薬用植物について

鳶培養を試みてきているが，その方法については相当

の経験がえられ，オウレンについては両分化も順調に

行なわれつつある．

　4）医薬資源植物調査二従来通り調査研究を行なっ

ているが，本年度は，タイ国のプロジェクトとの関連

から，亜熱帯・熱帯植物について標本作成・調査を主

として行なった．

　5）医薬的利用を目標とした植物成分の化学的研究

　i）　サルノコシカケ類を中心とした担子菌のイソプ

レノイドの研究：医薬資源としての利用については成

果がえられなかったが，サルノコシカケ科を中心とす

る約100種の木材腐朽菌の特性とトリテルペンの分布

の相関についての知見をえて，本研究を終了した．

　ii）　タイ国産薬用植物の成分研究：降圧作用がある

といわれるLo7弾劾κ5ρε吻ηゴ捌sについてその成分

の分離を薬理作用の検討と平行して行なった．

　6）天然有害物質の化学的研究（文部省および厚生

省がん特別研究費による）

　i）マイコトキシンの化学的研究：食品より分離さ

れた多数の菌株中1次スクリーニングで毒性の認めら

れたものについての，薄層クロマトー毒性試験を併用し

た2次試験を完了した・さらに0加ε’o〃ぬ1πg励。∫麗勉

の多核分裂促進物質chaetoglobosin　A，　Bの構造を

主としてNMRによって，　cytochalasinsと類似した

indole誘導体と推定し，一方湾5ρεrg〃ε‘3　c碗4’伽5

の毒性物質2種を単離し目下その構造を研究中であ

る．（真菌室・東大医科研と共同研究）

　ii）　発がん性物質の検索を目標としたワラビの成分

研究：前年度に引き続きワラビの特殊成分としての

1・indanone誘導体の分離と構造研究を行ない，特に

それらの絶対構造を分解反応，CD，相互変換により

決定した．さらに根茎部の成分の抽出・分離を開始し

1－indanoneの配糖体数種をえた．一方，各フラクシ

ョン，pterosin　Bその他についての発がん実験を開始

し，併せてpterosin　Bの代謝についても研究した．

（東大医科研と共同研究）

　7）　栽培薬用植物の成分分析：各栽培試験場の研究

に協力した．

療 品 略

章長大　場　琢　磨

　概　要　昭和47年7月より当部に家庭用品室が設

立され，初代の室長に当量主任研究官の堀部技官が室

長となり，毒性部より内藤技官が加わり，毒性部の全

面的協力をえて，家庭用品に含まれる有害物質の安全

性についての検討を開始した，

　昭和47年度は薬事課と環境衛生課の両方より動物

実験を依頼され，しかも初めてのことであり依頼事務

手続きの煩雑さ，予算上の問題および研究態勢の立遅

れのため試験開始が大幅に遅れたことは遺憾に堪えな

い次第である．昭和48年度からは行政が一本化され

日用品対策室ができ，しかも通産省との話し合いも終

り，厚生省では「有害物質を含有する家庭用品の規制

法案」を，通産省では「消費生活用製品安全法案」を

それぞれ国会に提出している．そして昭和48年7月

より当部に家庭用品第二室が予算上認められたので，

これから化学的溶出試験を行ない毒性試験との結果を

合せて使用基準をきめて行く方針である．

　嵐化ビニル樹脂製血液バッグ中に保存された血液に

フタル酸エステルが多量に溶出し，これがベトナムの

戦場における肺ショックの獄囚となったのではないか

とのことからフタル酸エステルの安全性がアメリカで

問題となり，日本でも新聞紙上に大きく報道された．

　厚生省では昭和48年8月，当所，予研，日赤中央

血液センター，東京女子医大の専門家を集あ厚生科学

研究の一環として研究班を作り，療田部では溶出を，

医化学部では放射性のDEHPを作りこれの吸収，代

謝，排泄を，薬理部では血液の変化，日赤中央血液セ

ンターでは血清蛋白との結合を実験分担し，その結果

と国内外の研究報文を調査し3月末に中間報告を行な

った．フタル酸エステルの中でもDEHPだけを使用

するならば現行製品で特に危険はないと考えるがなお
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昭和48年度も医療研究助成金の交付を受けて研究を

続けてゆくことになった．

　昭和47年4月27，28日ロンドンにおいて国際家

族計画連盟（IPPF）のコンドームの国際規格及び試験

法をきめる国際会議が開かれたので日本の委員として

参加した．会議は7力国の専門家の集まりで，詳細な

試験方法をきめ，48年5月に成案としてISOに提出

した．これに関する詳細は当所調査月報第5巻第7号

に記した．

　業務成績

　1）基準作成

　昭和47年10月23日付官報（厚生省告示第329

号）に「人工心臓弁基準」が載せられた．

　引続いて心臓ペースメーカーの基準について薬理

部，東京女子医大，循環器学会等と協同して，ほぼ完

成したので，これも本年末には告示されるであろう．

　現在は人工腎臓の基準について検討中である．

　ソフトコンタクトレンズは昭和47年12月に認可

されたが，これに先立ってメーカー社の製品を従来の

硬い「コンタクトレンズ基準」に準じて溶出試験を行

なった．

　2）　家庭用品の試験検査

　前記のように薬事課は防災加工剤（APO，　THPC，

ホスホリルアミド），殺菌防微剤（PMDS，　TBTO），

防虫加工剤（ディルドリン，ミッチソFF），ホルムア

ルデヒドの9品目の急性毒性，慢性毒性，皮膚刺激，

アレルギー，有効濃度の各試験を依頼し，このうち当

所は全品目の急性毒性とPMDS，　PCP，ディルドリ

ン，ミッチンFF，ホルムアルデヒドの慢性毒性を担

当し，他は信州大学，東京女子医大，東京医大，東京

家政大，お茶の水大，繊維高分子研究所が分担した．

　環境衛生課では酵素入り洗剤　（ビオプラ一陣），有

機顔料（レーキレッド4R，フタロシァニンブルーG，

ニューコクシン，アシッドレッド，アシッドバイオレ

ット6B）の急性毒性，慢性毒性，皮虞刺激の各試験

を依頼し，このうち当所では全品目の急性毒性，顔料

3種の慢性毒性，皮膚刺激試験を担当し，他は東邦大，

東京女子医大が分担した．

　前者は薬事審議会の家庭用品調査会，後者は生活環

境審議会の家庭用品安全性問題専門委員会の中でそれ

ぞれ検議きれている．

　3）　一斉取締試験

　ディスポーザブルカテーテル，同チューブ類の無菌

試験が衛生園生物部において行なわれたのに伴ない，

これらの溶出物試験を参考として行なった．

　4）　輸出検査
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　腸線縫合糸43件あり不適は無かった．

　5）特行試験

　韓国からの輸入コンドーム10件とアメリカのもの

1件があり，韓国からのは全部不適となった．ほか菌

科用金属のカドミウム，ヒ素の溶出試験7件を行なっ

た、

　6）依頼試験

　当所の方針として依頼試験は行なわないようになっ

たため，他では試験装置がなくてできないものだけを

行なうことになった．放射線減菌後の手術用ゴム手袋

の老化試験を2件だけ行なった．

　7）　理化学試験室の業務

　共通機器として昭和47年度に購入され管理するこ

とになったものは二重収束質：量分析計（日本電子

JMS・Ol　SG－2）と円二色性測定装置であり，昭和48

年度には蛍光分光光度計の更新を予定している．

　そこで新館三階の理化学試験室は満員の状態となっ

たため，赤外分光光度計は一階に移した，

　研究業績

　i）　フタル酸エステルの安全性に関する研究．

　概要で記したように当日では市販の血液バッグ，輸

液セット，人工心肺，人工腎臓回路から各種温度で溶

出するDEHPをガスクロマトグラフィーで定量を行

なった．（厚生科学研究）

　ii）医療用プラスチック材料の血液凝固作用に関す

る研究．

　薬理部，慈恵医大新井教授との協同研究で，当駅で

はナイロン，ハイドロン，無毒安定剤配合塩化ビニル

樹脂の三つについて溶出試験，表面のコーティングに

よる改良について研究を行なった．（医療助成研究）

iii）心臓ペースメーカーの品質に関する研究（薬務

局薬事課，行政研究）

iv）療品の放射線滅菌に関する研究

　手術用ゴム手袋の放射線滅菌時の材質変化および化

学的溶出物試験を行なった．（原子力研究）

　v）膓線縫合糸の加工による種類の識別について

vi）13C－NMRの化学シフトと分子軌道法との関係

について（東京大学エ学部などと共同研究）

　v）赤外全反射スペクトル法による塩化ビニル樹脂

人工心臓の可塑剤の溶出について（東京大学医学部と

共同研究）
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環境衛生化学部

部長外　村　正　治

　概　要　昭和47年度は，環境庁の発足に伴って，

従来，厚生省の所管であった温泉，大気汚染等の業務

が環孤立へ移行し，一方，環境衛生局水道課は，部と

なった．従って，これらの業務に閃連の深い環境衛生

化学部は，業務内容を前年度に引続いて整備，強化を

行なっている，一方，第2号館の改修作業が，年度なか

ばに施工されたので，実験室の大部分が使用できなく

なって，極りの移転先の各部に迷惑をかける現況で，

業務の遂行上大きな支障をきたしている．

　業務成績

　1）特行試験

　　国立衛生試験所環境汚染調査

　前年度に引続いて，当所の実験室ならびに付属宿舎

浄化槽の排水について，定期的に水質試験を行なって

当所排水による付近の環境汚染の防止を図っている．

　実験室の排水は，3ヵ所，気温，水温，pH，蒸発残

留物，浮遊物質，N一ヘキサソ抽出物質，溶存酸素，

BOD，　COD，シァソ，ヒ素，クロム，総水銀，カド

ミウム等について，し尿浄化槽の排水は，1ヵ所，気

無，水温，pH，壇素イオン，アルブミノイド窒素，ア

ンモニア性窒素，BOD，　COD等についてそれぞれ試

験を行なっている．試験成績は，当所会計課へ提出．

　2）調査業務

　　大気汚染調査

　都内霞ケ関，板橋および新宿御苑の3地点において，

環境庁の依頼により，自動測定記録計による調査を協

力している．

　研究業績

　1）水道水質基準の設定に関する研究

　　i）水道水の標準分析法の開発に関する研究

　水道水質基準の追加，改定作業にあたって，水質成

分分祈法の確立のたあの研究でセレン，バナジウム，

パジウム，ベリリウ．ム，有機リン系農薬，有機塩素系

農薬等の分析法を確立した．（厚生省水質試験検査費）

（東北大学薬学部ほか七大学と共同研究）

　　ii）セレン化合物の衛生化学的研究

　水道水質基準の設定にあたり，水道水の安全性保持

のためのセレン化合物の生体作用機構の研究で，急性

ならびに亜急性毒性試験を行なった，（厚生省水質試験

検査費）

　2）　右害性金属の衛生化学的研究

　　i）：有害性金属の生体運命に関する研究

　水道水に含有する微量金属中，特にカドミウムにつ

いて生体吸収，分布，代謝，排泄等を究明して，水道

水の安全性を図かる研究で，急性ならびに亜急性毒性

を解明し，その後も引続いてカドミウム化合物の臓器

蓄積，排泄機構等の研究も行なっている．

　　ii）環境における化学的発がん囚子の研究

　七レソ化合物のヒト細胞への影響，細胞中の染色体

について研究を行なった．（昭和47年度がん研究助成

金）

　iii）環境汚染囚子としての重金属の吸入時の生体

への蓄積，排泄に関する研究

　鉛，銅などを循環吸入させ，臓器蓄積，毛髪や爪へ

の排泄の検討を行なった。

　3）陸水の浄化に関する研究

　前年度に引続いて，皇居外苑潔水の水質浄化法の指

標を得るとともに災害時の濠水利用について研究して

いる．

　4）　毒劇物廃棄処理方法に関する研究

　毒劇物の廃棄，特に運搬時の不測の事故における処

理対策の基礎的な研究を行なった・アクリルニトリル，

四エチル鉛，シアン化ナトリウム，ジメチル硫酸，アニ

リン，フッ化ナトリウム，硫酸，硝酸，塩酸等につい

て，化学的処理方法を確立した．（昭和47年度厚生省

医療研究助成補助金）（東京医科歯科大学，日本大学薬

学科と共同研究）

　5）化粧品原料の試験法に関する研究

　化野品原料基準の追加作成のため，塩化ベンゼトニ

ウム，ラウリル硫酸ナトリウムなど特殊成分9品目に

ついて基準ならびに試験法を確立した．

　6）　ヘアダイ製品の試験法の研究

　前年度に引続いて，酸化性染料ならびにその中間体

の基準作成を行なった．

　7）　化粧品用タール色素中の副成分についての研究

　市販法定色素中ナフトール，ナフチルアミン置換基

を有するものについて検討を行なった，

　8）化粧品中の有害性金属の研究

　無機顔料を主に使用した化粧品の含有するカドミウ

ム，鉛，銅の実体について，各種の製品について分析

調査を行なった。

　9＞都市大気中の硫酸ミストの研究

　硫酸ミストが手簿膜を腐蝕し，その腐蝕は，硫酸ミ

ストの濃度により異なるので，その度合を光電光度計

で測定し，検丑線によって濃度を求める方法により，昭

和47年7月下旬に杉並区ならびに調布市で測定を行

なった．



業 務

食 品 軟

部　長　田　辺　弘　也

　概　要　残留農薬，かび毒，異物および輸入食品等

に関する諸試験並びにこれらに必要な基礎的研究が近

年の食品部の主要課題である．

　残留農薬に関しては昨年に引き続き新種農作物につ

いて許容量設定のための第9年度実態調査を行なうと

共にジコホール，クロルペソジレート等5農薬，小麦

とうもろこし等4食品の新規格値の設定に伴い，これ

らの検査に必要な公定試験法設定のための諸検討を行

なった．

　食品のかび毒汚染に関しては」％加d11毎〃2および

廊加名gf〃κ3属の産生かび毒を中心とする食品規格設

定に必要な試験法確立に重点をおいて諸検討を行な

い，また新たにF禰α〆鋭意属産生かび毒の試験法の

開発も行なった．

　異物に関してもコナダニを中心として諸種の衛生学

的検討を行なった．

　輸入食品の化学および異物試験に関しては近年検体

数は減少の傾向にあるが試験操作の複雑なものが増

し，本年は不合格率が著るしく大であったのが特徴と

いえる．

　以上のほか照射食品の衛生化学的研究は最終年度と

して小麦に関する検討を終った．

　業務成績

　1）　輸入食品試験：検体数は昨年に比し減少してい

るが，輸入港から特に問題のありそうな試料を選んで

送付して来ているため，化学試験の例では例年不可お

よび要注意が20％どまりであったのにくらべ本年は

50％にも達し，慎重を期すため試験はより一層複雑

化して来ている．試験項目としては着色料，保存料，

発色剤，甘味料，腐敗検査，容器包装およびホルマリ

ン等であった〔昭和47年4月～48年3月の検体数，

化学検査59検体（試験項目68），異物検査18検体）

　2）　特行試験：最：も大きな業務は許容量設定のため

の残留農薬実態調査で，昭和47年度はしろうり，さ

といも等9種の農作物81検体について調査を行なっ

た．農薬としては有機塩素系殺虫剤のほか，有機リン，

剤カルパメート剤，有機イオウ剤等について試験依頼

があったが，人員，機器の関係上総べてについて試験

を行なうことはできなかった．

　以上のほか粉乳中の異物およびPCB，輸入かんき

つ類中のチオベンダゾールおよび輸入人参製品中の保

報 告 119

存料等に関する特行試験を行なった．

　3）　規格の設定：新たに農薬残留基準（許容量）の

設定された農作物（小麦，とうもろこし，そら豆，甘

薯）および農薬（ジコホール，クロルペソジレート，

フェニトロチオン，フェソチオソ，トリシクロヘキシ

ル錫水酸化物）に対する公定試験法を設定した．

　研究業績

　1）残留農薬およびPCBに関する研究

　農薬およびPCBに関し広汎な食品衛生化学的並び

に生化学的諸研究を行なった．

　i）　学行試験における新農作物の農薬残留試験法に

関する研究

　警世試験の9種の農作物について主として有機塩素

系殺虫剤を対象として試験法を検討し確立した．従来

分析困難であった玉葱についても試験法を設定した．

　ii）　カルパメート剤の分析法に関する研究

　厚生科学研究の一課題として三弗化錯化体のECD一

ガスクロマトグラフィーを検討し分析法を確立した．

iii）　カルパメート剤の分解機構に関する研究

　昨年に引き続きカルパメート剤の土壌分解機構の解

明のため本農薬について微生物による代謝生成物を究

明した．

iv）有機リン剤の特異的分析法に関する研究

　従来のECD一ガスクロマトグラフィーによる諸種有

機リソ剤試験法はその特異性が十分でなく有機塩素系

殺虫剤等他種農薬との分離定量が困難となる事態も予

想されるので特異性の極めて優れたFPD一ガスクロマ

トグラフィーによる分析法を検討し，公定法として採

用すべく準備中である．

　v）昨年に引き続きpp’一ヂクロルピフェニルおよび

十塩化ビフェニルについて，ラット体内分布およびウ

サギ排泄町中の代謝産物に関する研究を行なった．

　2）　マイコトキシンに関する衛生化学的研究

　昨年に引き続き主要マイコトキシソの定量法および

確認法について検討し実態調査も行なった．

　i）　ステリグマトシスチソの確認法に関する研究

　ステリグマトシスチソを三弗化酢酸無水物で処理し

たものは薄層上の蛍光性の新スポットを生じ，アフラ

トキシンBl，　G1等の場合と同様この操作がステリグ

マトシスチソの確認法として優れていることを明らか

にした．

　ii）食品中のステリグマトシスチン産生条件に関す

る研究

　ステリグマトシスチソ生産能の優れた菌株をそばお

よび押麦に培養し培養温度と生産能との関係について

検討を行なった．
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iii）赤かび毒素の食品衛生化学的研究

　フレザノン，ジアセチルニパレノール，ニパレノー

ル，ジアセトキシスチルペノール，ネオソラニオール

およびT－2トキシンについて米穀中よりの抽出，ク

リーン・アップ並びに測定法を確立した．

iv）パツリソおよびペニシリン酸の試験法に関する

研究

　諸種穀類中のパツリソ，ペニシリン酸の微量定量法

の統一化をはかった．

　3）γ線照射米および小麦の衛生化学的研究

　玄米および小麦の脂質について照射品と未照射品と

を比較検討し，7線照射による影響のないことを確認

した，

　4）食品衛生試験における蛍光分析の応用に関する

研究

　亜硝酸ナトリウムを用いるズルチンの新蛍光分析法

をアルコールおよびアルデヒド化合物の分析法として

食品衛生試験に応用するため反応機構の詳細について

検討を行なった．

　5）　かんきつ類中のチナベソダゾールに関する研究

　蛍光法および紫外部吸収法による分析法を確立し，

ついで輸入グレープフルーツ，オレンヂおよびレモン

等についてチオベンダゾール使用の有無に関する実態

調査を行なった．

　6）食品害虫に関する研究

　昨年に引き続き食品に寄生するダニ類（主としてケ

ナガコナグニ）の防除法等の衛生学的研究を行なった．

　i）　ガス類の殺ダニ効果に関する研究

　低毒性ガス類（炭酸ガス，窒素，水素および亜酸化

窒素）について圧力，温度および作用時間などの諸条

件の殺ダニ効果に及ぼす影響に関して検討を行ない，

特に本年は常圧下での効果について詳細な研究を行な

った．

　ii）　コナダニ類の体内部構造および虫下成分に関す

る研究

　病理組織学的手法によるコナダニ類の内部形態およ

び脂質を中心とする組織化等について検討を続けた．

食品添加物警

部長谷　村　顕　雄

業務成績

1．製品検査．（昭和47年1月～12月）

　　食用色素：検査件数951，合格951，不合格0．

2．　食品添加物試験，規格の作製，改訂．

　1）　洗浄剤成分規格の設定

　　野菜や食器の洗浄を目的とする台所用洗浄剤につ

　いて，ヒ素，重金属，メチルアルコール，液性の各

　鞍鼻およびアニオン系界面活性剤を含む洗浄剤の場

　合は，上記のほか生分解度の各項目についての成分

　規格を設定した．（昭和48年4月28日告示）．

　2）　木酢くん液の規格設定のための基礎的研究は前

　年に引続き，市販品についてその主要成分および有

　害成分など10項目について定量を行なうとともに，

　フェノール，酸，カルボニル，中性など各分画のガ

　スクロマトグラムを実測し比較した．

　3）　おもちゃの規格ならびに試験法に関する研究

　　47年度は塗料および口に接触するおもちゃなどに

　ついて試験を行なったところ，塗料，顔料中にアソ

　チモンを多量に含むものが2点みうけられた．これ

　はローダミン・アンチモンレーキによるものであっ

　た．また口に接触するおもちゃ，たとえぽゴム製お

　しゃぶりでは材質中に亜鉛が多く含まれたが，その

　溶出量は1ppm以．ドであり，問題はないと思われ

　た，

　4）　容器の規格ならびに試験に関する研究

　　47年度はポリオレフィン製容器についての規格を

　検討するために，PVC容器の規格（案）を参考に調

　査研究を行なった．またフタル酸エステルを用いた

　PVCからのフタル酸エステルの食品類似溶媒によ

　る移行量の検討ならびにPCB入り印刷物からの内

　容食品へのPCBの移行を検討した．

　5）　オレンジ中ビフェニルの残留試験（追跡調査）

　公定法によりいつれも許容限度以下．

　6）　と斎場で使用する検印液の作製ならびに検印液

　中の酢酸エチル生成についての検討．

　　食用紫1号の削除にともない，食用紫色1号以

　外の着色料を使用した検印液についての検討を行な

　い，得られた処方は中畑第133号で各鄙道府県，政

　令市に通匁1された．

　　毒劇物取締法の改正（政令第253号）にともない，

　酢酸エチルが新たに劇物に指定されたため，従来の

　処方による検印液が保存中の酢酸ユチルを生成する

　ものと考えられたため，ガスクロマトグラフ法を用

　いた分析法を検討し，試料溶液についての生成量を

　測定した．

3　戒行試験

1）　ナフタリン系化合物の検出試験

　ナフタリン工場の爆発事故に伴う付近の農作物の汚

染被害検体14種について，試験法を作成し，検出試

験を行なった．



業 務

2）　食用色素の分析

　熊本県において不良食用色素が摘発され，これにつ

いて50～100ppmの鉛を検出した．

4．　標準品の製造

　ファストグリーンFCF（食用緑色3号）1g入250

箱の製造を行なった．

研究業績

1．　食品中のNO2，　NO3の同時微量定量法

　硝酸塩の使用基準が設けられ，タラコ，スジコなど

の魚卵製品には使用が禁止されたが，その定量法は確

定されていない．硝酸塩は，これらの食品中にも天然

成分として存在するが，その量については明らかにさ

れていない・これらの目的から食品中に存在するNO3

をカドミウムカラムで還元してNO2とし，混在する

NO2をも同時に定量するいわゆる総和法を確立した．

この方法をスジコ，タラコに応用するとき，90～95％．

の回収率で測定でき，天然に由来するNO3は約10

ppm前後であった．またこの方法は，食肉製品など

他の食品にも応用でぎる．

2．　亜鉛未還元による硝酸塩の微量：定量：法

　食品中のNO3の定量法については，さきに報告し

たが，用いるカドミウム金属の調製が比較的面倒なた

め，亜鉛末で還元する簡易法を研究した．硫酸マンガ

ンを用いてNO3→NO2→NH4の過剰還元を抑制する

方法であるが，還元率は約85％程度で，カドミウム

法に比較して約5～10％低い回収率であった．きらに

100％の還元率を得るため検討中であるが，現在のと

ころ完成していない．しかし定性試験には十分採用で

き，条件をコントロールすれぽ，定量法として十分可

能である．

3．　食品中のNO3の分布と消長に関する研究

　さきに食品中のNO2の分布について調査したが，

今回は数多くの食品についてNO3の分布をカドミウ

ム還元法を用いて調査した．野菜特にセロリ，レタス，

大根の葉，ホウレソ草などは，2000～3000ppmもの

多量が含まれているが，ネギ，ニンジン，ピーマンな

どは100～500ppmの範囲であった．果物中にはほ

とんど含まれていない．

　また漬物中には材料によって差が大きいが，ほとん

ど500PPIn以下であった，　NO2の増大とNO3の減

少における相関関係では明確な結果が得られなかった

が，さらに検討中である．

4，食品中のニトロソアミンに関する研究（特別研究）

　ニトロソ化合物の生体内生成を裏付けるため，家兎

にNaNO2とジメチルアミンを1力年間経口投与し，

肝その他の主要臓器の病変の有無を観察した．投与量
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は日本人が通常の食事から摂取すると思われる

NaNO2，ジメチルアミン量のそれぞれ5～50倍に相

当する量を投与した．1力年間の投与期間中の体重増

加率は対照群と差はなく，実験終了後腫瘍の発生その

他の病変も対照群と差は認められなかった．しかし6

ヵ月後，12ヵ月後におけるGOT，　GPT値は対照群

よりやや高い数値を示した（薬品病理部と協同研究）．

5・　照射ウインナーソーセージ中の脂質の変化につい

　て（原子力予算）

　照射ウインナーソーセージの長期毒性試験（毒性部

において実施中）に使用しているが，飼料に混入して

いる照射，未照射ウイナーソーセージの乾燥品の脂質

の各種恒数の相違について検討した．酸価，過酸化物

価，カルボニル価を8週間にわたって測定したところ

照射，未照射の間に有意の差は認められない．照射，

未照射の双方ともに，過酸化物価，カルボニル価は4

週目まではほとんど変化しないが，5週目より急激に

上昇し，8週目にはふたたび低下している．

6．　着色料の安定性に関する研究

　食用赤色3号がさくらんぼかん詰中で一部分解する

ので，その分解生成物について検討した．種々のヨー

ドフルオレセイソを作り，TLC，　PCを用いた結果か

ら，生成色素はモノー，ジー，　トリーヨウ素化体である

ことを明らかにした．また，本色素は糖との加熱にお

いてもヨウ素の脱離が行なわれ，低ヨウ素化体色素の

生成が認められた．

7．　食用色素の分析法に関する研究

　食用赤色3号につき，分離法を応用した確認方法に

ついて，アルカリ分解による反応条件につき基礎的な

検討を行ない，分解成績体の関連物質を製造した．

　また天然着色料のうち，油溶性のものにうきTLC

を試みた．

＆　糖アルコールのGLCによる分析法について

　キシリトール，マニトール，ソルビトールなどの糖

アルコール類のGLCによる定量を試み，　ECD検出

器による微量：分析法をほぼ完成した．

9　食品中のポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エ

　スチルの検出法について

　ジクロルメタン・エタノール混液を用いて抽出した

のち，TLCにより簡便，迅速に検出することができ

た．
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衛生微生物部

部長倉　田 浩

　概　要　検定業務のうち医薬品関係は漸減の傾向に

あるが，輸入食品検査（肉，卵）などは前年度より130

件の増加を示した．部内の主要研究問題としては，医

薬品類の微生物汚染の実態調査の方法論を確立するこ

と，次に発がん物質まはた突然変異誘発物質の微生物

による検定法の検討を進め，これを早急に実際に適用

することなどがあげられ，その体制を固めた．

　業務成績

　1．国家検定

　ブドウ糖，リンゲル，インシュリン，脳下垂体後葉

などの9品口注射薬の無菌試験471件を行なった．避

妊薬の殺精子試験81件を行なったが不合格なし．

　2．　特行試験

　輸入食品，牛乳などの微生物試験38件を行なった．

　3，　一辺敢日揮駄
　　　　　レ、」「，ド彫團帆　　　　！　　・

　アイライナー，デスポーサブルカテーテルなどの計

135件の微生物試験を行なった．

　4，　孕愈出検査

　腸線縫合糸の無菌試験43件を行なった．不合格なし．

　5　輸入食品検査

　主として冷凍食品（馬肉，鶏肉，卵など）5221件の

微生物試験を行なった．

6．　一般依頼試験

　なし．

　研究業績

　1）　医療用具の放射線減菌

　高圧蒸気減菌なみの殺菌効果をうるための線旦を決

定するために，先ず放射線に対する抵抗性の高い細菌

を検索したところ，従来抵抗性の菌といわれていた

M’‘ア0ωCα∬7α4ゴ04κアαπCθよりも高抵抗性を示す赤色

色素産性球菌を動物の糞便より分離した．本丁は1匠．

70ε6κ5近似菌であった．

　2）滅菌の確認に用いられるマーカー菌の研究

　医療用具の照射滅菌を行なう目的で，英国で用いら

れている放射線菌のマーカー菌：B．舞η2伽5を使用

し工業ベースの放射能滅菌用の標準容器内の各部位に

おける照射殺菌効果のばらつきを検討した．

　3）　ソルビン酸の放射能分解

　ソルビン酸水溶液に各種線量の6。COγ線を照射す

ると，非照射液の抗菌活性より強い活性値が，7×105

～13×105radを照射した場合に認められた．この揚

合分子状酸素の存在が必須であることが判った．

　4）　薬剤の突然変異誘発性の研究（厚生省がん特別

研究費）

　大腸菌のStrePtomycin依存性から非依存性への突

然変異を用い，N一アルキルーN一ニトロソウレタソ，ア

ジドピリダジン類，アジドキノリン類（計24種）中

10種に突然変異誘発作用と抗菌力のあることが判り，

その化学構造と作用の関連性について検討した．

　5）　医薬品・化粧品の微生物汚染の研究

　当所で先に提案した試験法をさらに検討を行ない，

一応の暫定試案を提示した．（医薬品研究3（4），4

（1））．現在までに650点の医薬品について汚染調査を

終了し，その成績を評価するため集計中である．

　6）　温度勾配培養槽による同時培養法の開発研究

　温度勾配培養槽による冷凍食品，加熱乾燥食品など

の常在細菌叢の測定を行なった結果，前者には低温菌，

後者には中温または高温菌の検出が多いことを確実に

つかみ得た．

　7）　加工食品の保存性と合成殺菌料

　ウインナソーセージを対象に，法的許可合成殺菌料

と合成保存料の併用効果をみたところ，低温流通下の

条件と至適pHの設定下において保存性延長が認めら

れ，さらに亜硝酸ナトリウム併用の効果によりウエル

シュ菌に対しても十分な発育阻止効果が確認された．

　8）食品中のサルモネラの分離改良

　従来諸外国で行なわれていた検出法をさらに改良検

討した方法を新たに提案し，実際の輸入食品検査に応

用したところ迅速，簡便であることが判った，本法は

既に豪州，ヨーロッパの一部（オランダ，ベルギー，

ハンガリー）などでは日本向の輸出品に対して適用し

ている．

　9）　サルモネラのphage・typing

　5．9004のphage　typingに必要な固有のphage

を検出分離し，それによる型別法を開発した．

　10）　食品中のサルモネラの殺菌法の研究

　輸入時の汚染の程度によっては消毒の後，再度検査

が行なわれるが，その際の消毒効果（薬剤，濃度，方

法）について試験し，有効な方法を報告した．

　11）サイクラミン酸塩の細菌による代謝

　サイクラミン酸ナトリウムが腸管生凄細菌の作用に

よりシロクヘキシルアミンに転換するかどうかの検討

を，尿中にシロクヘキシルアミンを排出中のサルの尿

便を，ラット，ウサギ，モルモットに投与することに

より無投与動物との問に差異があるかどうかを実験し

た結果，この転換は肝におけるより，腸管内細菌群に

よる場合が殆んどであるとの見解を得たが，この転
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換細菌については目下追究中である．（食品特別研究

費）

　12）食品中の有毒糸状菌の分布（厚生省並に文部省

がん研究費，厚生省食品衛生研究費）

　主として国内流通中の小麦，大麦，国内産落花生な

どのカビ分布を調査すると共に，特に・4帥銘gゴ伽S

，伽躍5，／1．肥〆S’ooめ7，・4．0酌7α06κSなどについては，

それぞれ発がん性マイマトキシンのaHatoxin，　steri9－

matocystinまたochratoxinなどの産生性を検定し

た．AHatox三n産生菌は麦類およびその加工品に高産

生菌が認められ，Sterigmatocystinは検出株の60～

70％に産生能が認められた．ochratoxin産生株は少

なく約2％程度であった．穀類を基質とした場合の

Sterigmatocystinの産生条件を実験しソバを含む多

くの穀類が良好な基質であることが判明した．

　13）真菌の分類・同定に関する研究（文部省海外調

査費）

　ニューギニア領域の菌類調査班に参加し，採集菌に

ついて，土壌よりの減ρ肋πoαε餌sなど12種の子嚢

菌中，3種，肋1ゴcoψo耀3な不完全菌18種うち新種

1種を記載した．そのほか住民の常用食品中よりの有

毒カビの検出・同定を行なった．

薬 理 部

部長大　森　義　仁

　概要従来からの研究課題である医薬品，食品添

加物，毒劇物，医療用具基材等の有用性と安全性に関

する薬理学的研究に関しては大きな変化はなかった

が，一部これらの作用機構の追及に進む研究を行なう

とともに，発がん物質あるいはその代謝物の生体成分

との反応，さらに早期検出法確立のための研究に着手

した．このため，本年度は全身オートラジオグラフィ

装置とニビーム分光光度計を購入し，さらに多方面か

らの生体に及ぼす薬物作用研究の整備をはかった．

　業務成績

1）　国家検定

　ブドウ糖注射液およびリンゲル液の発熱性物質試

験．318件．

2）特行試験

　トリアムシノロンアセトニド注射液の発熱性試験．

1件．

3）依頼試験

　輸液用プラスチック容器移植用試料試験．1件．

　研究業績
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1）医薬品の効力・毒性発現に影響を及ぼす諸要因に

　関する研究

　i）癬熱・鎮痛薬各種経口投与後の消化管吸収と薬

　　　物の相互作用

　フェニール・ピラゾロソ各種誘導体の前投与によっ

て，その胃内容物の小腸内移行（G．E・R．）を遅らせ，

その結果併用薬カリンプロドールの血中，脳内濃度も

前処置薬のG．E．R．と相関して増減し筋弛緩作用も影

響を受けることが認められた．（厚生科学研究）

　ii）解熱，鎖痛薬投与法の差異による分化への影響

　アスピリンの妊娠期投与は，その時期によって着床

や胎仔の分化に種々の異った影響を現わすが，臨界期

をふくむ時期に強制投与によって浮腫や骨形成の変化

を胎仔に現わす用量でも，食餌投与に変えるときは，

その胎仔への障害発現は著しく減弱されることを認め

た．

2）　薬物の次世代に及ぼす影響に関する研究．

　i）　ステロイドの次世代に及ぼす影響．

　妊娠末期に母体にゲスターゲンを投与すると雌胎仔

に男性化が起るが，その男性化の感受期を決める目的

でテストステロンを妊娠15～20日のラットに投与し，

妊娠18日を臨界期とし，男性化作用が現われると認

められる結果を得た．

　ii）　食品添加物の安全性

　没食子酸イソプロピルを食餌に添加し妊娠ラットの

臨界期に投与する実験を行なったが1．0％以下の食餌

添加で胎仔，新生仔分化に影響を認めず，サリチル酸の

食餌混入投与によって0．2％投与により14肋骨の増

加を認めた．また，食用赤色104号，106号胎仔への

経胎盤移行にも観察を加えたが，母体から胎仔への通

過はきわめて少ないことが観察された．（厚生省行政研

究）

3）　医薬品，食品添加二等の薬理学的研究

　i）モルヒネと脳下垂体副腎皮質機能．

　モルヒネ連続投与ラット副腎の蛋白質，核酸含量は

増加し3H一チミジソ，14C一ロイシン，14C一グリシンの

取り込みからみて皮質細胞の増殖，肥大を起こすが，

in　vitroでのこれら前駆体の蛋白，核酸への取り込み

は，インキュベート中に産生きれるコルチコステロン

で抑制されることを認めた．

　ii）食品添加物の一般薬理

　ラット，ウサギを用い．in　vivo，　in　situ，　in　vitro

で食用赤色104号の各種生理機能に及ぼす影響を観察

したが，静脈注射時に一過性の血圧降下を認めたのみ

で，他に著しい変化を認め得なかった．（特別研究）

iii）金属の生体内運命と薬理に関する研究
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　15mCdをラットに投与しその体内蓄積と臓器分布に

ついて観察を加えるとともに，妊娠20日のラットで

の胎仔移行につき観察し，胎仔への移行は胎盤障壁に

よりきわめて少ないが，若干は検出され，母体との臓

器分布に差が認められた．また，54Mnのラット静注

により生物学的半減期は34日という知見を得た．（原

子力研究，環境衛生局依託研究）

4）医療用プラスチック材質の血液に及ぼす影響に関

　する研究

　ナイロン，塩化ビニール，ハイドロンをウサギ大動

脈内に埋没し，継時的に血液組成，血液凝固一子，血

液凝固経過について観察したが，異常を認めず．ジエ

チルヘキシルフタレート静注後も同様に血液凝固に異

常を認めなかった．（医療助成研究）．

5）がんに関する研究

　i）　発がん物質の組織成分結合と細胞分画の酵素活

　性に及ぼす影響に関する研究．

　ポンソーR，ポンソー3R，をマウスに経口投与し

24～48時間での肝での色素結合蛋白を測定したとこ

ろ，OAT，　MABと異なり，その結合型での存在を認

め得ず，3H一ポンソー3Rの検索からはかなりの結合

分画の存在を認めた．また，この際肝酵素のG－6－P脱

水素酵素の活性を高めるがその他の酵素類の活性は低

下させた．一方，上記色素の体内代謝物の無色成分で

ある2，4一キシリジン，2，4，5一トリメチルアニリンでも

肝酵素系に対する影響が類似したことから，これら色

素の代謝物の肝毒性，あるいは肝がん発生への疑いが

持たれた．

　ii）化学物質の発がん促進要因に関する研究

　N一メチルーN’一ニトローN一ニトロソグアニジンを飲

用水と共にラットに投与し，浸水ストレス負荷による

胃腫瘍発生に及ぼす影響を検討した．27週では特に影

響はみられなかったが，41週，61週の所見から，ス

トレス負荷が胃，十二指腸腫瘍発生を促進すると考え

られる結果を得た（厚生省ガン研究）

6）　毒，劇物指定に関する研究

　農薬，その他化学物質の急性毒性につき検討を加え

た（職務局依託研究）

毒 性 部

部長　池　田　良　雄

　概要：西部は，医薬品，毒物，劇物，食品添加物，

食品，農薬，環境汚染物質など，諸種化学物質の各種

毒性についての検査・研究に追われているが，昭和47

年7月療品部の家庭用品室の発足に伴ない，その毒性

　研究要員として新規採用になった内藤技官が毒性部兼

任となり当部第1室の室員として，改造した旧8号

館の動物室を使って仕事を始めることとなり，当部は

ますます忙しくなってきた．なお食品添加物，農薬の

安全性についての再検討，および家庭用品化学物質の

毒性研究については当所の生物系の関係各部だけで厚

生省の要望をすべて満たすことは不可能であり，本所

を通じて大学等他機関に委託するものが多くなってき

ている．

　業務成績

　特行試験

　1）関節内注射用ケナコルト液の毒性試験．本剤の

使用によってリウマチ性関節炎が悪化したといわれた

長野県下の事件に関連して，規格の一つである急性毒

性試験のほか，ウサギの皮内および関節腔内注射によ

る局所刺激試験を行なった．

　2）毒ガス残留に関する泥および海水の局所刺激試

験．終戦後に処理されたイペリットによる障害の問題

が騒がれたため，大久野島，周防灘，陸奥湾から採取

されたそれぞれ3，7，8件，合計18の泥または海水

について，ウサギの限粘膜および皮膚に対する刺激試

験を行なった．

　研究業続

　1）　医薬品の胎仔に及ぼす影響試験法確立に関する

研究（薬務局委託研究）

　2）　医薬品添加物の毒性に関する研究（薬務局委託

研究）

　3）造影剤フェライトの毒性に関する研究（厚生科

学研究）

　4）　キノホルムの毒性に関する研究（スモン調査研

究協議会）

　5）　毒物・劇物指定に関する研究（薬務局委託研究）

　6）特殊化粧品のウサギ眼粘膜に対する刺激に関す

る研究（行政研究）

　7）　タール色素（化粧品用）の安全性に関する研究

（二軍局委託研究）

　化粧品用色素として繁用される赤色221号および澄

204号のラットにおける長期毒性研究を開始した，

　8）食品添加物の長期慢性毒性に関する研究（厚生

省がん研究）（行政研究）

　サイクラミン酸塩およびサッカリンのマウスに対す

る28月に及ぶ投与，サッカリンのマウスに対する21

月の投与の長期毒性研究の結果，いずれの場合も膀胱

癌の発生を認めなかった．塩化アルミニウムの毒性再

検討のため，ラットにおける12月の毒性試験を行な
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い，今後臓器中のアルミニウム量を測定する．また，

がん研究班で大阪大学宮地教授は食用紫1号がS・D

系ラットで発がん性（乳癌）のあることを報告したが，

これの追試を始め，まだ実験を終了していないが今ま

での成績ではこれを支持するような結果が得られてい

る．

　9）　食用赤色102号の繁殖試験（行政研究）

10）　照射食品の安全性に関する研究（原子力研究）

a）

b）

c）

d）

e）

照射米のラットにおける長期毒性研究

照射米のマウスにおける次世代試験

照射玉ねぎのマウスにおける次世代試験

照射小麦のラットにおける長期毒性研究

照射ウィンナーソーセージおよび照射みかん

の毒性研究に対する予備試験（検体の投与形

態と投与量についての研究）

11）　農薬PCP－Baおよびカスガマイシンの慢性毒

性に関する研究（行政研究）

　食品中の残留許容量を設定するための研究で前年度

より継続しているものである．

12）2，4－Dおよびメタソアルソン酸鉄の催奇形性に

闘する研究（行政研究）

13）BHCの毒性に関する研究

　　a）マウスにおけるβ一BHCの慢性毒性

　18月にわたる実験の結果，高用量：においては肝障害

．を起すけれどもこれは可逆性であって肝腫瘍発生を示

さないこと，脂肪に蓄積したβ一BHCは，その投与中

止によって急速に減量することが判明した．

　　b）BHC異性体による肝腫瘍の発生（環境衛生

　　　　局委託研究）

　α，アおよびTechnical　BHCのマウスにおける肝

．腫瘍発生を主眼とした長期毒性研究を実施したとこ

ろ，Tech．　BHCおよびα体は確実に肝腫瘍を発生

せしめること，γ体についてはさらに検討を要すると

いう結果を得た．

　　c）サルにおけるβ一BHCの亜急性毒性，および

　　　　マウスにおける催奇形性を含む長期毒性（科

　　　　学技術庁特定費研究）

　比較的大量のβ一BHCを3月強制経口投与して精密

な症状観察および臨床検査を行ない，人におけるβ一

BHC中毒の診断料準についての基礎的資料を提供し

た．マウスでは，β・BHCには催奇形性が認められず．

母体を通じて胎仔期から本剤の投与を受けているFl

．動物についての長期毒性研究が進行中である．

　14）PCBの慢性毒性に関する研究

　　a）マウスにおける2代にわたる世代試験とそれ

　　　　に続くF2動物の長期毒性研究（環境衛生局
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　　　　委託研究）

　カネクロール400（KC400）の2代にわたる投与の

結果，本剤については催奇形性があるとはいえないが

なお研究を要すること，また，催腫瘍性（肝）がないと

報告されているKC－400は本実験のごとく2代まえ

から投与きれる場合，高用量において肝腫瘍発生の疑

がきわめて濃厚であるという結果を得ているが，なお

研究を続行している．

　　b）KC－400のサルにおける亜急性毒性（環境衛

　　　　生局委託研究）

15）　微量有害金属の毒性に関する研究

　　a）　サルにおけるメチル水銀の慢性毒性（環境衛

　　　　生国委託研究）（WHO委託研究）

　本研究はメチル水銀の人体許容量設定のための資料

とすることを目的とするもので，総数25匹のサルに

メチル水銀の4段階の量を含む飼料を与え，すでに2

年間経過している．高2用量で特異な神経障害を認め，

低2用量ではなんらの神経症状をみておらず順調な経

過を辿っているが，少なくともあと1年は投与を続け

たいと考えている．

　　b）　マウスにおける塩化カドミウムの毒性研究

　　　　（環境衛生局委託研究）

　研究口的は前項と同じで，マウスにおける15月の

連続投与後さらに6月観察を行ない，現在，器官の病

理組織学的研究および諸種器官中の重金属分析を行な

っておりまだ終了していないが，今まで得られている

結果からは本動物においてはカドミウムに対して骨組

織が最：も鋭敏に反応することを認めた．

　　c）　マンガン化合物の急性毒性（環境衛生局委託

　　　　研究）

16）　家庭用品の毒性に関する研究（行政研究）

　　a）　日用品化学物質の急性毒性

　マウスにおける経口毒性14検体，ヘアレスマウス

における経皮毒性：4検体，ウサギにおける限粘膜刺

激試験：1検体，

医　化　学　二

部　長　山　羽 力

　概要この一年間の当部における業務としては，

食用色素，人工甘味料などの食品添加物の安全性を代

謝面からチェックするため，これらの吸収，代謝，排

泄の研究を行なったほか，プラスチック可塑剤である

フタル酸エステルの臓器内分布の研究，発がん物質の

生化学的研究に主力を置いた．一方，ビタミンを含む
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製剤の特別審査試験などの業務も従来通り当部におい

て継続した．

　なお2号館改修工事のため，12月上旬より環境衛

生化学都第三室のメソパーを当山で引き受け，場所を

提供している．

　業務成績

　1）　特別審査試験

　新薬3件，解熱鎮痛薬28件，計31件で，いずれ

もビタミンの試験法および規格に関する審査である．

新薬はユビキノンー103件で，解熱鎮痛薬中のビタミ

ンはチアミンジスルフィド10件，Bエ，　B2，　Cなど25

件で，いずれも可であった．

　2）　一斉取締試験

　当国において総合ビタミン剤（錠剤，カプセル剤）

中のB1およびCの定量法規格を作製し，その試験

は都道府県衛生研究所において実施した．

　研究業績

　1）サイクラミン酸の代謝に関する研究

　サイクラミン酸資化菌（Ps磯40〃zolzα5　sp．）からサ

イクラミソ酸をシク雰ヘキシルァミンに加水分解する

酵素を約600倍に精製し，その性状を調べた．その基

質特異性としてサイクラミン酸のみならず直鎖の脂肪

族アミンのサルファメートもよく分解することが分っ

た（厚生省がん研究）．

　2）　トリフェニルメタン系食用色素の代謝に関する

研究

　紫1号をラットに投与し，その吸収，排泄および組

織内分布について，系統差，性差，投与法の遼いを検

討し，本色素の発がん性との関連性を調べた（厚生劣

がん研究）．

　3）食用色素による消化酵素の阻害に関する研究

　現在許可されている食用色素を用い，パンクレアチ

ン中のアミラーゼ作用について阻害実験を行ない，特

にキサンチン系色素の阻害機構について検討を加えた

（特別研究）・

　4）腸内細菌によるアゾ系食用色素の還元機構

　市販且‘01’B凍結乾燥菌のceU。free抽出液を用

い，アゾレダクターゼの基質特異性，阻害剤に対する

影響などその性状を調べた．

　5）　フタル酸エステルの代謝に関する研究

　1℃＿標識diethylhexyl　phthalate（DEHPあるいは

DOP）を合成し，ラットに経口投与したときの臓器分

布を調べた．投与後2～6時間では肝〉腎〉肺〉心〉

脚に比較的よく分布するが，24時闘後では肝，腎以

外の臓器に特に残留することはなかった（厚生科学研

究）．

　6）　内因性発がん物質の研究

　トリプトファン代謝物である3一ヒドロキシアント

ラニル酸を3H一標識し，マウスでの全身オートラジオ

グラフィーにより調べると，肝，腎，リンパ系に3H

が残留したので，その化学形の同定を試みたところ，

肝，腎ではニコチン酸アミドが主な代謝物であった．

リンパ系ではこれと遼つた未知の代謝物が検出された

（文部省がん研究）．

薬品病理部

部長小田嶋成和

　概　要　昭和47年5月1日付けで食品医薬品安全セ

ンターに栄転した藤井前第一室長の後任として癌研究

会研究所から石館基技官が7月1日付けで発令された．

この人事移動に伴い第一室の業務は従来の動物実験の

病理組織学的検索を主体とする方策から培養細胞を用

いる細胞学的検索に移行し，その為の組織培養室が年

度末までに整備された．また合成化学部との共同研究

の一環として制癌剤開発のための一次スクリーニング

が開始され，当部は試験物質の移植腫揚細胞に及ぼす

形態学的変化について分析を担当することにした．

研究業績

　1）　実験動物の自然発生腫瘍に関する研究（文部省

科学研究費）

　ACI／Nラット，　Donryuラット，　Brsuntラットおr

よびCDFLマウスを長期間正常食で飼育し，自然発

生腫瘍について病理学的検索を継続中である．

　2）化学物質の癌原性と標的臓器との相関に関する

研究（文部省科研費）

　i）　アゾ化合物の癌原性に関する研究

　アミノアゾベンゼンのメトキシ誘導体およびキシリ

ジン化合物の癌原性につきラットを用い検索中であ

る．

　ii）N一ニトロソ化合物の癌原性に関する研究．1一プ

ロピルー1一二トロン尿素（PNU），1一ブチルー3・ジメチ

ルー1一ニトロソ尿素，1一ブチルー1一ニトロソウレタン

（BNUR）および1一メチルー3一アセチルー1一ニトロソ尿素

（MANU）等につき癌原性を検索した。　PNUは．　BNU

に比較し白血病発生作用は多少おとり，いろいろな臓

器に由来する癌を発生させることが判明した．しかし

BNU白血病が未分化型であるのに対しPNUは緑色

白血病を多発させ，この種の白血病の良いモデル疾患

を提供し得るものと考えられる．MANUは高濃度で

は高率に神経系腫瘍を，低濃度では胃腫瘍を発生させ
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ることが判かった．BNURは口腔から前胃に至る平鹿

上皮部に限局してきわめて特異的に癌を発生させるこ

とが判明し，将来これら諸臓器の癌のモデル疾患形成

に有要な手段を提供することとなった，

ili）　カビ毒の癌原性の検索

　ステリグマトシスチンをラットに投与し，その癌原

性につき観察中である．

　3）　食品添加物，チオ尿素系化合物，蛍光染料の安

全性に関する研究．

　i）　亜硝酸ナトリウムの慢性毒性および癌原性，安

息香酸ナトリウムの催奇形性に関する研究（厚生行政

研究）は昨年度に引き続き継続した．

　ii）　チナ尿素系耐オゾン剤の癌原性については昨年

度動物実験を終了し，今年度その病理組織学的検索を

完了した．3検体とも甲状腺肥大を強くおこし，かつ

その1検体は肝細胞腺腫および甲状腺腺腫を発生きせ

ることが確認されナこ．

iii）　スチルペソ系蛍光染料，昨年度動物実験を終了

した3検体について組織学的検索を完了した．2検体

に軽度の甲状腺肥大作用を認めたがいずれも癌原性は

認められなかった．なおスチルベン系蛍光染料の重要

性に鑑み，改たな2検体を対象とした動物実験を開始

した，

　4）　癌原性物質のスクリーニング法開発に関する研

究（厚生省癌研究助成金および文部省科研費）

　i）　新生児直接投与法に関する研究

　生後24時間以内の新生児マウスおよびラットに各

種化合物を皮下注射し癌発生の有無を病理組織学的に

検索するとともに，その方法が化学物質の癌原性の有

無をスクリーニングする手段として信頼できるか否か

を検索中である．

　ii）　経胎盤法に関する研究

　各種化合物を妊娠中の母体に投与し，次世代動物に

腫瘍が発生するか否かを観察中である．

　上述のi）およびii）の方法はN一ニトロソ尿素に関

しては著しく感受性の高い方法であることが判明した

が，その他の化合物に関しては目下観察中である．

iii）　培養細胞を用いる方法

　各種化合物の染色体異常形成能を指標とし，それら

の癌原性との相関に関し検索中である．

　5）腫瘍の細胞病理学的研究（文部省科研費）

　i）　発癌に及ぼす宿主要因に関する研究

　腫瘍発生と宿主免疫能との相関を検討する為に，ラ

ットにBNUを経口投与し，併せ免疫抑制剤投与，あ

るいは正常骨髄細胞移植を行ない白血病発生に及ぼす

影響を検討中である．正常骨髄細胞移植はBNUによ
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る白血病発生をやや抑制きせる様である．

　ii）　腫瘍の増殖，浸潤および転移に関する研究，可

移植系ラット腹水腫瘍を用い，腫瘍細胞の浸潤転移機

序の解明を検討中である．腹腔内に移植された細胞は

漿膜下に非特異的無菌炎症巣があると同部の中皮に定

着し，浸潤が誘導されることが判った．

ili）　腫瘍宿主間の免疫遺伝学的研究

　宿主免疫操作により，可移植性ACIラットMC肉

腫が従来保有していた細胞学的特性を失い，変異株が

出現することが判った．このような不可逆的細胞遺伝

学的変化の発生機序について検討中である．

　6）制癌剤スクリーニングに関する研究

　合成化学部でスクリーニングを行ない，効果があっ

た薬剤に関しては，腫瘍細胞に対する形態学的変化を

検索したした．アルキルウレイドのあるものは，AH・

13，L1210に対し著しい延命効果を示したが，これら

は細胞学的に他の制癌性アルキル化剤と同様な障害を

与えることが判明した．

附属図書館

館長　朝比奈　正　人

　昭和47年度の附属図書館（調査室を除く）の図書

雑誌購入費は653万円で，その内訳は外国図書145

万円，外国雑誌476万円，国内図書2万円，国内雑

誌30万円であった．この予算で図書62冊，雑誌126

種を購入した．ほかに27冊の図書の寄贈を受けた．

調査室の図書雑誌購入費の予算は100万円で，図書15

冊，雑誌38種を購入した．

　なお47年度に当所の予算で各部および各栽培試験

場　（大阪支所は除く）で購入した図書は105冊，79

万円，雑誌は47種，72万円で，購入費は計151万

円である．したがって当所としては総合計904万円が

図書雑誌購入i費に当てられ，図書182冊，雑誌211

種が購入された．

　当館で保管しているゼロックスは使用量が次第に増

えてきたので，従来使用していた古い720型を，47年

4月15日より3倍のスピードを持つ2400B型に変

えた．またさらに47年11月20日より720Q型を
加え能率化をはかった，

　衛生試験所報告第90号を47年11月15日中で発

行した．内容は今文14報，ノート4報，資料21報

その他を含んでいる．

　調査室で発行している調査月報は47年度に第5巻

第4号（通巻44号）より第6巻第3号（通巻55号）
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まで12冊が出された．前年に引きつづき延13人の

調査室外の所員の方々の協力を得たことは感謝に耐え

ない．特に岩原繁雄衛生微生物部長から寄せられた医

薬品の突然変異誘発性に対する評価と試験に関する

WHO報告の訳や，療品部，医化学部，食品添加物部

の6人の協力を得て訳されたジアルキルフタレート類

についてのFDA　BY－LINESに収載された論評の訳

などは多大の関心が寄せられた．またジゴキシン（川

村次良氏），NMRの医薬品分所への応用　（叶多謙蔵

氏），IPPF会議　（大場琢磨氏），血液中のPlastics

Residues（水田∫駄目氏），食品衛生法の一部改正（慶

田雅洋氏），標準品　（木村俊夫氏）に関する寄稿も有

益であった．なお毒性・副作用の外国文献の抄録や

国際医薬品モニタリングの方法論に関するRoyall，

Venu畳et両氏の論文の解説つきの訳はかなりの労作で

あった．

　調査月報を入手したいという希望が次第に増えつつ

あるので，その内容の充実をはかたいりと考えている

が人手不足が最人の阻路である．

　調査室ではかねてから国連機関の刊行物や各国の政

府刊行物の入手に努力し，アメリカとイギリスの政府

刊行物印刷局に金を預託してすみやかな：入手の便をは

かっているが，47年度にはカナダの政府刊行物を取

り扱っているInformation　Canadaにも金を預託し，

刊行物リストやRx　Bulletin　などを取り寄せること

にした．

　昭和47年度より日本もWHOの医薬品副f乍用の

国際モニタリンダに参加することになり，薬務局製薬

第二課がセンターとなってこの事務を取り扱ってい

る．当調査室もこれに協力することになり，国内モニ

タリングの報告をWHO方式に翻訳し，計72報を

製薬第二課に送った。この仕事をすることによって

WHOの国際モニタリングに関する報告やその他の資

料を入手することができ，当室としても大いに役する

ところがあった．

　しかしこの業務は本来衛生試験所の業務かどうか疑

問であり，医薬品副作用に関する専門のモニタリング

センターの設置が望ましいと考える．

大　阪　支　所

詮所長朝比奈晴世

　大阪支所は，国家検定，製品険査，輸入食品等検査

の件数が多く，薬品部，食品部，薬理徴生物部の3部

とも，年間を通じてほぼ半数の研究員がこれらの業務

を処理したことを示した．

　これらの業務の処理にあたって能率化を進める一

方，特別行政試験，たとえば食品残留農薬調査，慢性

毒性試験，催奇形性険査を担当した．

　研究業績は，以下各部別に詳述するが，特に本年度

は製剤の溶出，安定性に関する厚生科学研究課題に参

加した．

薬 品 部

部　長　持　田　研　秀

　概　要　本年度の薬品部は，厚生科学研究の製剤の

溶出試験法を実施するにあたり，医薬品の安全性の確

認および有効性の評価を行なう態勢に業務内容の手直

しを図った．

　とくに，製剤の溶出あるいは安定性に関する共同研

究課題を積極的に推進し，bioavai星abilityに関連する

問題を採択した。

業務成績

1）国家検定

　検定田口は，ブドウ糖およびリンゲル液909件，プ

ロチオナミド末1件，同23件の理化学試験を行ない，

注目の500m’プラスチック容器の5％ブドウ糖注

に占める割合は3。8％，また前年同期の約14倍増と

なった．

2）特行試験

　収納あへん17件（内訳和歌山県8件，岡山県9件）

のモルヒネ含量の試験を実施した．

3）　一般依頼試験

　輸出川ビタミンC末の戦力適否試験を行なった．

研究業績

　さきに概要で述べたように，製剤のbioavailability

に関連する新規の研究課題を中心に集約化を試みつつ

ある，

1）医薬品の溶出試験法に関する研究（厚生科学研究）

　製剤のin　vitroの溶出試験法は，薬物の生体内利

用率と相関性を有するときは，製剤の安全性あるいは

有効性を確認する有効な方法となる．そこで，装置の

試作，測定の白岡化，溶出溶媒の選定を検討し，市販

製剤アスピリン，トルブタミドえの適用を試みた．

2）薬物と膜との相互作用に関する研究

　生体膜構成分である燐脂質の単分子膜を作成し，そ

の特性を明確にし，表面圧の変動から向精神系薬物と

生体膜モデルの相互作用を検討しつつある．

3）　ベタメタゾンのPorter－Snber反応について
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　JP．8のべタメタゾン確認試験（3）のE値の根拠

を明らかにし，Porter－Silber反応の中間成績体の解

析を行なった．

4）医薬品製剤の経時変化に関する研究一ピリン系薬

物の光に対する安定性一（厚生科学研究）

　アミノピリン，スルピリソ，アンチピリンの超高圧

あるいは低圧水銀灯による光分解を行なうとき，数種

の既知物質を得た．とくに，イミダゾロン化合物の生

成が顕著である．本研究は本所薬品部と共同で行なわ

れた．

5）混入牛脂に関する豚脂の純度試験

　異種脂肪の爽雑を確認するため，JP．8の結晶観察

に加えて，示差熱測定あるいはボーマ数による判定を

用いる方がより効果的である．

6）化粧品用色素キノリンイエローWSのスルホソ

酸置換位置について

　繁用されているキノリンイエローWSのスルポソ

酸塩を2縣（2’一quinolyD－1，3－indandione曽6’一st11fonic　acid

および2一（2’一quinoly1）・L　3・indandione－5，6’一disulfonic

acidと同定した．色素標準品の製造と品質確保に寄

与するものと思われる．

7）　化粧品殺菌剤の分析法

　光線過敏症を惹起する疑いのあるヘキサクロロフェ

ソ，ビチオノール，ジクロロフェンなどの殺菌剤につ

いて，ポリアミドゲルクロマトグラフィーおよびガス

クロマトグラフィーを用いて分別定量を行なった，

8）　漢薬地骨皮の成分に関する研究

　あらたに5α一stigmastan・3，6－dione，　sugioL桂皮酸

を水溶性応分から分離した．

9）　Ricinの発熱活性について

　強い致死毒性を有するRicinの発熱反応は，細菌

性発熱物質と異なる様式を示すことを明らかにした．

食 品 部

部長慶　田　雅　洋

　概　要　当部の検定検査業務である輸入食品検査，

タール色素の製品検査および昼行試験としての残留農

薬調査は，昭和46年度の実績に対して，それぞれ順

に78，96ならびに83％であって，平均86％と件

数では減少している．

　しかるにその内容についてみると，次項にのべるよ

うに，解決のためにかなり検討を要する業務が多かっ

た．

　このような検査業務の過重を改善し，また研究活動

報 告 129

を推進するためにおこなわれてきた製品検査の簡易化

の研究の蓄積された実績は順次スクリーニングシステ

ムにとり入れられ，所期の目的にほぼ到達した．

　対象品目が多岐にわたる輸入食品検査でも，重金属

の分析には前述の目的で開発された原子吸光法をもち

いるシステムの適用をおこない，色素，添加物の一部

については迅速分析法としてのガスクロマトグラフの

利用を検討したほか，民間検査協会の職員を技術指導

したのち，神戸港における食品衛生監視員のチェック

業務の一部を現場で処理できるようにしてもらうなど

して省力化にっとめた．

　残留農薬の分析法に関する公定法の検討業務に関し

ては，特にネギなどの芳香性野菜中の残留有機塩素剤

試験法を作製し，これは地方道研が実施する昭和47

年度の調査のための試験法として採用された．

　研究業務のこれからの方針としては，まず昭和48

年を初年度とする特別研究テーマに参別して，ポリリ

ン酸の食品中の安定性とその作用を検討するほか，早

急に確立することが求められている有機燐農薬の系統

的分析法について研究をはじめる．

　なお，永田前第1室長は昭和47年7月1日付で大

阪空港食品衛生監視員事務所に配置換えとなり，同日

付で野村部長心得が第1室長に併任された．昭和47年

7月1日付で中原裕技官，昭和48年4月1日付で小

川雅清技官が採用された，昭和48年1月18日，野

村部長心得の第1室長事務取扱がとかれ，金田第2室

長の併任が命ぜられた。

業務成績

1．　輸入食品検査

　検査件数512，合格435，不合格64，要注意1，無

判定12，主な検討例として，まずオーストラリャ産

小麦中の残留マラチオソの分析の例をあげる．受付け

た4件の検体のいずれにも5ppm前後の残留が認め

られた．米国でた収穫i後のピーナッツの防虫に8ppm

のマラチオンの添加が許されている（Summary　of

Pesticide　Agr．　Chem．　Uses　III・M・192－13－70）ので，

今後もこのような事例に遭遇すると思われる．

　また食品成分が食品添加物の分析を妨害する場合の

検討例として，朝鮮二γジンエキス中にデヒドロ酢酸

様の呈色反応陽性物質があることを認めたので，ガス

クロマトグラフをもちいる方法を検討したところ，妨

害なく分析できた．

　色素に関しては，国情によって許可品目が異なるた

め，他国向のシロップ漬チェリーが間違ってわが国に

輸入されて不適と判定された例があった．

　．一方，社会問題となったため緊急に調査を要請され
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た例としては，V・8ジュースの鉛含有事例に関連して，

諸外国からの缶入りジュースなど10件につき鉛と錫

の分析をおこなったところ，0．4ppm以上の鉛を含

有するものが3件あった．また木製食器類のホルマリ

ン溶山についても26件を検査し，台湾産はり合わせ

食器では16件中14件が不合格であった．

a　製品検査

　食用タール色素：検査件数1332，合格1316，不合

格16．不合格の理由の主なものは乾燥減量，付随色

素などの項目に適合しないものであった．

　本項に関連することとして，熊本市の漬物業者の

“潰物の素”と称する製品に多量の鉛が検出されたこ

とがあり，それにもちいられた黄色4号の重金属の曲

行試験が命ぜられた．検討の結果，前記の業者が検定

済のものに品質の悪い色素を混合してもちいたと推定

される結果が得られた．

3．特行試験

　許容量設定のための残留農薬実態調査ならびに公定

法の検討をおこなっているが，昭和46年度のパセリ

などの101検体についての残留量を測定して食品化学

課に報告した．

　なお昭和47年度分107検体についての試験を目下

実施中である．

研究業績

　食品中の残留農薬の分析をガスクロマトグラフをも

ちいておこなうにあたり，目立たないが重要な操作と

してタリンアップがある．この操作に的をしぼって，

第1報では有機塩素剤，有践燐剤の抽由溶媒の選択，

フロリジルなどのタリンアップ試薬の使用条件を検討

し，第2報では小麦中の残留マラチオソをガスクρマ

トグラフ結合マススペクトルをもちいて分析する際の

クリソアップ操作を検討した．第3報ではタマネギな

どの芳香性野菜に由来する物質がECD－GLCによる

有機塩素剤の分析を妨害するので検討したところ，シ

リカゲルタリンアップが簡便でよい結果を与えること

を見出して報告した．

　食用タール色素の製品検査の簡易化を日的として昭

和45年から続けてきたテーマに関し，第7報では色

素を灰化することなしに色素中の重金属をキレート剤

をもちいて有機溶媒へ抽出し，原子吸光法で分析する

方法を確立して報告した。第8報，第9報には，それ

ぞれタール色素およびそのレーキの昭和46年度製品

検査成績からみた考察をのべた．また色素中の塩化物

ならびに硫酸塩の定猛についても検討をおこない，第

10報として報告した．

　そのほかの食品中の添加物の分析法に関しては，

PPC，　TLCでは同定困難なアゾ色素のガスクロマト

グラフによる分析，また前項でのべた朝鮮ニンジンエ

キス中のデヒドロ酢酸の定量法が報文となった．

　別に，食品中の燐酸塩を原子吸光法をもちいて定量

する方法が極ミ討され学会で報告された．

薬理微生物部

音B　長　　カロ　　邦内　　li，皆三三良15

　当切は検定検査業務の地方委譲に備えて，できる限

り研究体制の整備転換をはかりつつある．そのための

方策として，検定業務の省力化と同時に，発熱物質に

関する研究体制を縮少し，これをもって毒性関係部門

の研究体制の補強と，さらに本所との共同研究体制の

強化推進とに充て行なってきた．その結果として，曳

行試験の消化力が増加し，慢性毒性試験と催奇型試験

が軌道に乗るとともに，本所との特別研究テーマにも

参画し得られ，さらに一層の協力態勢が固まりつつあ

り，今後これからの成果が期待されるであろう．

　人事面では技官1名を採用（前年の退職者の補充）

し，技官2名が退職したが，本年度も科学技術庁の内

地留学生が1名割当られ，名大医学部生理学教室へ技

官1名を派遣しうることとなった．

　以下に業務成績と研究実績について述べる．

　業務成績

1）国家検定

　ブドウ糖およびリンゲル液の無菌試験および発熱試

験の件数は，ブドウ糖液874件，リンゲル液35件で

あったが，発熱試験では1件が不合格となった．

2）　輸入食品検査

　アメリカ産パター，えびなどの細菌試験が94件と

沖縄からの鶏肉由来のサルモネラ検査が2件あった．

バターは大腸群陽性のものが24件の多きをかぞえた．

3）　一斉取締検査

　本年度は，当部に関係がなかった．

4）特行試験

　農薬スチミオンの慢性毒性の結果を厚生省食品化学

課に報告した．さらに農薬ホスベルと食用赤色105号

の催奇型試験成績を食品化学課に報告した．

5）　厚生科学研究

　アスピリンの粒子径による吸収および薬効の関係に

ついて研究した．

　研究業績

1）　発熱物質に関する研究

　各毬発熱物質の末梢作用，とくにMitochondriaに
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対する影響を検討し，uncoupler作用は発熱活性と相

似性があることを示した（堀ら，日薬理誌69，20

（1973））．またウィルス性発熱物質が細菌性のそれと

どのような特性に差があるかを検討したが，媒体とし

ての白血球性発熱物質にはいちじるしい差を認めるこ

とはできなかった（川崎ら，日本ウイルス学会総会）・

さらに，発熱物質投与時の脳脊髄液中にみられる発熱

物質の性状を明らかにし，発熱物質の活性はその分子

サイズに依存することを明らかにした（小川ら，日本

薬理学会総会）．

2）　薬物代謝に関する研究

　本年度より開始した製剤の薬効に関する研究とし

て，アスピリンの剤型と活性に関する研究を行ない，

粒子径の小さいほど活性が強いことを明らかにした

（伊丹ら，厚生科学研究報告）．

　さらに薬物の病態薬理学的効果を検討する最初の段

階として，発熱物質による発熱家兎に対して解熱剤を

投与したとき，いちじるしく血中濃度の上昇が認めら

れることを明らかにした（伊丹ら，日本薬学会総会）・

北海道薬用植物栽培試験場

場長本間尚治郎

　概要本年度の業務は栽培試験として，ダイォゥ，

シャクヤク，ヤクヨウニンジン，カンゾウ，ケシ，ゲ

ンチアナ，ボタン，キハダ，試作は，アミガサユリ，

ハマボウフウ，セネガ，カノコソウ，コウホネ，ニン

ニクについて実施した．

　北海道には，古くからセンキュウ，トウキの栽培農

家が多いが近年農業事情の変化から，新しく栽培を希

望する農家が多数来場した．これらの人々に対し，品

質の向上，収量の増大を目的として栽培法，その他に

ついて指導したほか農家の畑の現地指導，冬期間講習

会に出席スライド等を利用して，栽培法を説明し実際

栽培の指導にあたった．　　　1

　種子交換，野生植物の採集調査をおこなった．この

うちキハダについては，石狩支庁管内当別，空知支庁

管内新十津川および名寄附近において自生地の分布等

について調査した．

　本年はヤクヨウニンジン，シャクヤクについて栽培

農家の実態調査をおこなった．ヤクヨウニンジンにつ

いては上川支庁管内下川，名寄を中心として20戸の

農家について，シャクヤクについては，上川L網走，

十勝，宗谷，空知支庁管内の13地区65戸の農家に

ついて，年次別の生育，作付面積，管理状況等を調査
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した．

　当場の栽培管理室長であった逸見誠三郎技官が昭和

47年11月2日をもって退職し民間に転出した．

　研究業績

　栽培試験

　1）　ダイオウ

　目的　現在輸入している生薬ダイオウを国内生産す

るため，栽培法を確立する．

　内容　調製方法に見通しがついたが，増殖法に問題

があるので，育苗法の基礎的試験を前年に引つづいて

実施中である．苗の萌芽の最盛期は5月中旬で，それ

以降炎天下では生理障害が生じる傾向が認められた．

苗（種球）の大きさは30gが適当で，30gより大

きく，あるいは少さくなるに従い萌芽率が低下するよ

うである．

　2）　シャクヤク

　目的　栽培法の改良ならびに薬用シャクヤクの優良

系統を育成する．

　内容　肥料試験で本畑3年生株について，草丈，丁

数の生育調査をおこなった結果，複合化成（いも化成）

10a当440　K追肥80　Kが最も良い生育を示した．

摘花試験で毎年1回，計4回摘出すると，第3年目か

ら草丈，茎数とも増大し，桐畑5年生噛（根系，上長，

最長根回，根数，最大根径）の発達が確認された．ま

た摘蕾すると根頭部の発達を促し，株分け苗の増殖に

も寄与することが判明した．また本年収穫した根を用

いて，回忌，生干しの調製法について試験した．

　品種改良としては，自然淘汰で残ったものにつき堀

り上げて株分し別の圃場に定植すると共に，個体番号

別の実生苗を本圃に定植し試験続行中である．

　3）　ヤクヨウニンジン

　目的　当地方におけるヤクヨウニソジソの栽培体系

を確立する．

　内容　日覆材料と生育の関係については，本年度の

成績では判然としなかったが，作業の最も容易なもの

は，ヨシズ，ハトムギ区であって，ニンジンの生育に

も特に支障は認められなかった．育苗の方法として，

ペーパーポットを使用したものは，やや徒長気昧であ

ったが，分岐根少く優良苗が比較的多く得られた．栽

培条件を工夫すれば，ペーパーポットの育苗は有望と

思われたので次年度過つづき研究の予定である．

　4）　カンゾウ

　目的　育苗と増殖のための発根試験と2年置根り収

量：．

　内容　カンゾウの育苗には，走出茎を用いているが，

必ずしも活着が良くないので，各種の発根剤を用いて
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発根の状態を調査した結果，オキシベロγ4Q倍や，

オキシベロン1％，ルートン，オキシベロン0．5％粉

衣，ルチェースなどの粉剤が比較的に好結果が得られ

た．G．　uralensisの2年目根（植付70．5．25，収

穫72，4，20）の3m2当地下部重量は平均3．5K

であった．

　5）　ケシ

　i）収量試験

　目的　当地方におけるケシの生育とあへん収量．

　内容　標準栽培によるあへんの収量は6m2当一貫

種6．09，トルコ5　6．59，P－10995・69であった．

これに対し，圃場灌水したものは，それぞれ8．8g，

6・8g，6．2gでいずれも多かった．原因としては発

芽が早く，良好で熟期が整一になったためと思われる．

　ii）直接抽出用ケシの栽培試験

　口的　モルヒネを直接抽出する方法が工業化されれ

ぽ労力等多大の栽培費用が節約され，栽培も容易にな

るので直接抽出する場合の品種の選定，力草の収穫時

期，乾燥方法を知る．

　内容　品種としては，本年は一貫種のほか8系統に

ついて試験した結果，一貫種にくらべて早生のものは

収量少く，晩生のものは，風乾全重は高くなるが，さ

く果重は一貫種と変りない傾向がみられた．一貫種の

6m2当風乾さく渠重は4179であった．収穫時期と

風乾さく果重の関係は収穫がおそい程収量が多かっ

た．3．6m2当風乾さく八重は一貫種についてみると，

慣行法のあへん採汁適期（7月25日）に収穫したも

のは1579で，それから約20日後（8月15日差に

収穫したものは404gであった．乾燥方法としては，

乾燥中に雨水のあたらぬ様にして，短期間に乾燥した

ものが良く，乾燥中にぬれてカビの生じたものは，モ

ルヒネの含量が低下する傾向がみられた．

　6）　その他の薬用植物

　i）ゲソチアナ・ルテア　ゲンチアナは発芽後2年

くらいの初期生育がおそく収穫までに年数を要するの

で，短期密植栽培によって収量を高めることが出来る

か，目下試験中である．

　ii）　ボタン　当地方でボタンを栽培するに当り，薬

用種として品質のよい，しかも，雪害等に強い栽培の

容易なものを選定すべく，目下21品種について比較

栽培を実施中である．

iii）　　　 キノ、　タ“

　日的　発芽試験

　容易　採種期，熟度別については，8月採種のもの

は全然発芽せず，11月採種のものは，種子区のみ順

調に発芽した．果実のまま播種したものは，発芽わる

く，調製種子は，播種後16日で発芽始となったが，

果実は46日を要した．発芽率は前者が90．1％に対

し，後者は36％であった．

　試　作

　1）　アミガサコ・リ

　栽培の適否ならびに増殖の［1的で，生育調査，7月

21日掘上げ収量調査をおこなった．萌芽は大体良好

で，草丈は1α6～18．2cmで標準（3αOcm）より

低かったが，増殖率は高いもので，約3倍となり当地

方でも栽培可能とおもわれたので試作を続行する予定

である．

　2）　ハマボウフウ

　当地方において栽培の可否を知ろうとするもので，．

1971年11月2日に播種したものにつき，発芽および

その後の生育の状態を調査した．融雪後間もなく発芽

し，5月下旬には，良好な発芽揃の状態となった．6

月のデノミの発生をみたが，防除した結果，その後の

生育に支障は認められず，休眠期を迎えた．10月16

日の生育は1株当，全重4．59，根嚢3．19，塾長

15・5cm，根径5．5mm，葉数3．4枚，草丈128　cm

であった．

　3）　セネガ

　当地方における生育収量を知るために，1971年11

月4日に播種した。翌春の発芽の状況は，1971年産種

子は良好であったが，1970年産の古種は殆ど発芽せ

ず，種子として使用できないことを確認した．生育期

間中は病虫害の発生も認められず，除草以外は労力を

要しなかった．7，8，9月の草丈は，それぞれ22．8，

65．7，85．2cmであった．

　4）　カノコソウ

　生育収量を知るために1972年10月11日掘り上げ，

株分けして定植した．品質を知るために掘り上げ株の

一部を，東北大学薬学部に送り成分の検定を依頼し目

下試験中である．

　5）　コウホネ

　コウホネの栽培が可能かどうかを知るために，士別

市の古河に自生していたものを用いて，場内の古河に

苗の大きさ別に定植した．

　6）　ニンニク

　当地方に適した品種を選定するために8品種を用い

て，生育収量を調査したところ，生育，収量共に北海

道在来種が最も多く，次で，青森，岩手系のものがよ

く，広島系暖地のものは，熟期が早く不良であった．

1球当平均乾重は，北海道在来種が47．1g｝こ対し，

暖地ホワイト種は28．19であった．



業 務

春日部薬用植物栽培試験場

場長　佐　藤　大　正

　概要本年度の業務は栽培試験としてケシ，オウ

レン，大麻，ステビア，トウキについて行なった．試

作を行なったものはセンブリ，ズボイシア，ハマボウ

フウ，ボタンである．なお系統保存栽培としてハッカ，

ムラサキ，オニゲシ，クラムヨモギ，ウイタニア・ソ

ムニフエラ，サンザシ，サルビア・スクラレア，ダマ

セナ・ローズについて，展示栽培としてジギタリス，

シャクヤク，ハトムギ，エビスグサ，ハブソウ，カミ

ツレ，サフラン，アサガオ，カンゾウ，マオウについ

て行なった．

種子交換事業としては入手140件，延べ約700種，

配布は125件，延べ約1200種であった．また種子

交換用の野生植物の採種と調査を埼玉，千葉，栃木，

茨城の各県下11か所で行ない，約500種の種子を保

管中である．

　研究業績

　栽培試験

　1）　ケシの栽培試験

　目的　アヘンの世界的不足の状況にかんがみ原料植

物であるケシがら直接抽出することにより麻薬成分を

得ることの経済性，企業化の可能性について検討する．

　内容　1971年10月播種の試験においては（1）栽

植密度と単位面積当りの植物体の収量および有効成分

（アヘンアルカロイド）の収量との関係，と（2）肥料

試験とを行なった．

　栽植密度試験は栽植間隔を60cm×7cm，60　cm

×15cmの2点（1点に2個体を生育させる）の3

区，1区の面積は60．6cm2でくりかえし数3，1971

年10月20目播種し，収穫は1972年6月2日と

6月6屠の2回に行なった．

　単位面積当りの収量は栽植密度および収穫期とも有

意性は認められなかった．

　株の生育調査（60個体の平均）結果で全躯体重，地

上部生体重：，葉数，果数において60cm×15　cm区

は60cm×7cm区，60　cm×15　cmの2点区に比

し大となった．草丈は逆に60cmX15　cm区が他の

2区に比し低かった．1個体の生育は本試験の範囲で

は疎植において大となるが，草丈は密植の方がかえっ

て大となった．収穫時期（6月2日と6月6日）に

よる差はいずれの調査項目においても認められなかっ

た．
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　抽出試験は続行中で全体の結果は出ていないが6月

6日収穫の60cm×7cm区では10　a当り風乾さく

果収量296．3kg，モルヒネ含量（0．10～0．12％），同

じく6月6日の60cm×15　cmの2点区では10
a当り風乾さく果収量270．1kg，モルヒネ含量（0・16

～0．18％）であった．10a当りのモルヒネ含有量は前

者が296～3569，後者は432～486kgで，切傷法に

よるアヘン採取と比較して劣らないモルヒネ量であっ

た．

　肥料試験はポット土耕法により行ない，さく果生体

重，さく果数，生薬重，さく果風乾重ではN半量区

と標準区との間には差がなく，標準区に比しN倍量・

3要素倍量区は明らかに優れている．リソ酸，カリの

影響は認められなかった．当場の土壌ではケシの生育，

収量に対し窒素肥料のみ肥効を表わした．

　2）　オウレンの栽培試験

　目的　栽培上の基礎的条件を究明する．

　内容　生育における土壌のpH適正を究明するた

め，pH　5．5，6．0，6．5，7．0，7．5，8．0の6段階に規制し，

生育調査を行なった．草丈は4月1日から8月1日ま

で区間に有意差はないが，9月1日から11月9日

まではpH　5．5区（実測値4．08～5．60）は他区に比

し低かった．生育調査，収量調査の結果を総合すると，

生育においてpH　5．5区が防守に比し，やや劣る傾向

が見られるが，収量には差が認められない．根茎中の

ベルベリソ含有率については本所生薬部に分析を依頼

中である．

　1971年11月29日播種のものにつき1972年3
月上旬より次のようなしゃ興野を設けて試験を開始し

た．試験区は寒冷紗開閉区，寒冷紗固定区，よしず区二

で3月6日午後2時（快晴）測定した照度は無しゃ光

下21，000ルックス（100％），寒冷紗下11，000ルッ

クス（52％），よしず下5，000ルックス（24％）であ

った．

　草丈は寒冷紗開閉区はよしず区に比し明らかに低

く，寒冷紗固定区に比しやや低い傾向が認められた．

葉数は6月22日から8月24日までは寒冷紗開閉区

は工区に比し少ない傾向にあったが，9月27日以後

12月27日までは区間に有意差は認められなかった。

　3）　大麻の栽培試験

　目的　無毒性大麻（以後CBDA種とよぶ）と在来

の大麻（以後THCA種とよぶ）について栽培学的見

地より比較検討し，前者の栽培化の可能性を究明する・

　内容CBDA種およびTHCA種について発芽試
験，肥料三要素試験を行なった．

　三要素の施肥条件によって大麻の地上部生育は著し
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い影響をうけた．すなわち，草丈，葉長，葉幅等は3

要素有機質の完全区が最大値を示し，ついで三要素区

が大となった，無窒素，無リン酸，無肥料の各区にお

ける草丈，眼目は他の区に較べ著しく小さく，Nおよ

びPが大麻生育のため不可欠の要素とおもわれる，ま

た日賦の完全区，三要素区を比較すると各調査項目と

もCBDA種の完全区が最大値を示した．

　発芽率は二種とも低く，開花後の種子の形状（長さ，

幅，厚み），一粒の推移からみると，開花期後押50日

が採種適期と判断した．なおTHCの含有の有無につ

いての検定をTLCにて行なったが殆ど（一）であっ

た．

　4）　ステビアの栽培試験

　目的　パラグァイ原産の甘味料植物，ステビアの栽

培法の確立のため基礎的試験を行なう．

　内容　ステビアの繁殖試験，冬期における気温と生

育との関係，水耕によるpH試験を行なった．1971

年秋，当場にて採種した種子（一粒重α335mg）を

1972年1月21日播種し，発芽率80％以上を認め

た．土壌を異にしたさし組床（赤土，川砂，赤土と川

砂等量混合，ペーパーポット赤土充填区）における育

苗試験は3月25日さし干し，2カ月後（5月26日）

地上，地下部調査を行なった．

　発芽率草丈，生葉数，根数とも赤土区が最大値を示

し，ベーパーポット区が最低であったが，全区とも発

根率は95．6％以上を示し，播種，さし木とも発芽，

発根が良好なためステビアの繁殖は容易である．

　冬期における気温（20。C，15。C，10。C，無加温区）

と生育との関係はガラス室内の無加温区程度で地上部

は枯死したが，宿根することが認められた．故にパラ

グアイ原産とはいえ，わが国暖地での栽培は可能と思

われる．

　水耕液のpH（4．5，5．5，　a　5）と地上，地下部の生

育について春日井氏野畑作用にて試験を行ない，地上，

地下部の生育はpH　6．5が旺盛であり，本試験の範囲

ではpHα5が最適pHであることを認めた．

　5）　トウキの栽培試験

　目的　ヤマトトウキとポッカイトウキとの1年目の

生産を知る，

　内容1972年4月26日，3．3m2当り1d～播種

し，1972年5月～11月目で1月1回，無作為抽出

により各区5ヵ所を選び，同一i葉位の株を選んで地

上，地下部を測定した，

　両種とも9月上旬まで，地上部は直線的に生育し

た．ところが北海道で栽培されるホッカイトウキが10

刀上旬で葉数の増加がほとんど停止し，草丈の測定が

不可能になるのに対し，奈良を主産地とするヤマトト

ウキは11月上旬まで葉数が直線的に増加しているの

は興味ある事実である．また，3．3m2当り1d’の播

種量を実施したところ9月末日で全く生育が停止し所

期の得苗率に達しなかったので播種量の再検討を要す

る．

伊豆薬用植物栽培試験場

場長宮　崎　幸　男

　概　要　本年度の主な業務は下記のような業務成績

および研究業績の内容のものであるが，このほかに本

年度は特筆すべきこととして非公式ながら6月16日

天皇，皇后両陛下のこ来揚を仰ぐという行事があった．

当日は川域所長，下村副所長，岩城総務部長ほか職員な

らびに家族一同両陛下をお迎えし，引続き宮崎場長の

案内で第1温室，第2温室，ほ場，標本室，実験室

の順に，当場の特色をなす熱帯系薬用植物の育成，栽

培試験，成分の分析，および種苗交換によって集めた

多くの種子標本あるいは生薬標本類についてご説明

し，1時間40分にわたりご視察を賜わった．両陛下

には個々の植物のみならず当場での各種業務あるいは

施設などについても種々ご下問を賜わり，深いご関心

をお示しになられた．当場の歴史に光栄ある一頁を飾

る年度であった．なお学会関係で宮崎場長がレモング

ラスおよびシトロネラに関する研究で日本熱帯農業学

会賞の初の受賞老に選ばれ，48年4月3日の同学会

で賞の贈呈をうけた．

業務成績

　1）　系統保存および展示栽培　主な植物はつぎの通

り，コカ，インドジャボク，ジオスコレア，タマサキ

ツズラフジ，ムラサキオモト，レモングラス，シトロ

ネラ，ゼラニウム，パチョリ．

　2）野生植物の採集調査　長崎県野母崎地区および

伊豆地域を対象とし，延べ42毬の採集調丘を行ない，

また交換用種子48種を採集し春日部試験場に送附し

た．

　3）種苗交換　概要はつぎの通り

　　受入れ国内25件延べ　50種

　　　　　　国外23件延べ127種
分譲 国内31件延べ268種
国外　1件　　　　　1種

研究業績

　栽培試験

　1）　ウコンの栽培に関する研究



業 務

　i）　種芋の性質と生育，収量，クルクミノイド含量：

との関係

　目的　栽培上の基礎的問題を明らかにする．

　実績　系統No．2を供試し，前年度と同じく種芋

の種類を丸山と長芋の2種とし，戸外でポット栽培に

よる比較試験を行なった．芋の増殖率は二七では種芋

の4．1倍，長芋では2．7倍で，前者がまさる傾向が

みられた．

　三i）　光線の強さと植物の生育，収量，クルクミノイ

ド含量との関係

　目的　栽培上の基礎的問題を明らかにする．

　実績　系統インドNo．2を供試し，前年度と同じ

く戸外で無しゃ光（A），金網一重しゃ光（B），同二重

しゃ光（C）の3区を設け，ポット栽培による比較試

験を行なった．芋の増殖率はA区では種芋の2．9倍，

B区3．4倍，C区2．9倍で，　B区でやや高く，A，

C両三の差はみられなかった．

　2）　ミシマサイコの栽培に関する研究

　i）　土壌水分と植物の生育，収量との関係

　目的　栽培上の基礎的問題を明らかにする．

　実績　土壌容水量の90％，70％，50％，35％の4

区を設け，ポット栽培による比較試験を行なった．生

育の比較的初期の高温時には地上部の生育は90％，

70％の両区で最も良く，50区ではやや劣る傾向がみ

られたが，冬季には50％区の生育が相対的に良くな

り，最終的には地上部，地下部とも｝こ50％区で最高

の収量がえられた．これにつぐ70％区では50％区

との差は比較的少ないが，90％区では地上部，地下

部ともに前2区に比べてかなり劣り，さらに35％区

では著しく劣る傾向がみられた．

　試作栽培

　1）　’Fゴ∂7α2〃θαc配070’θz40αh征IERS

　目的　ベルペリン資源としての実用化の可能性を明

らかにする．

　実績　45年度より温室内のポット栽培で生育過程

の調査を実施中

　2）　C加ηα〃卿π㍑〃z属植物

　目的　漢薬原料ならびに香辛料として重要性の高い

C加”α”～o撒4”3σα3εfαBLuMEとC．29ツ1απfcπ解NEEs

を主体とし，これらC伽α脚〃獺π属植物の栽培法の

概要を明らかにする．

　実績　C．oα∬ゴαとC．2の・」碑’α‘〃2の幼植物を供試

し，素焼鉢栽培で戸外，無加温ビニールハウス，加温

ビニールハウスの異なる温度条件のもとで生育過程を

調査中であるが，戸外ではC．2¢ッ’碗fcκ彫は冬季全

植物が完全に枯死した．（λcα∬∫αは冬季葉は完全に

報 告 135

枯死し，茎もかなり寒害をうけたが茎部はある程度生

きていて，再萌芽の可能性も若干あるようである．無

加温ビニールハウスでは言種とも冬季地上部の生育は

一旦停止し，葉はやや黄色を帯びるが寒害による枯死

はなく越冬は確実である．加温ビニールハウスでは両

種とも冬季も生育を続ける．

　3）　Sまθびfα7θδαπゴ’⑳2σBERTONI

　目的　’甘味資源開発の立場から本植物の栽培法の概

要を明らかにする．

　実績　本植物の繁殖，生育，甘味成分ステビオサイ

ド含量の大要について研究した．繁殖については伊豆

試験場で採種した種子より50～86％の発芽率がえら

れ，さし木繁殖も極めて容易であることがわかった，

植物の生育はかなり温度の高い場合良好であるが，露

地での越冬も比較的容易で，わが国でも降霜の少ない

暖地では越冬可能の見通しがえられた．ステビオサイ

ド含量については生薬部での分析の結果，9月下旬開

花初期刈取りの場合，正常な葉で約6％含まれること

カ～わカ、つた．

和歌山薬用植物栽培試験場

場長　木　下　孝　三

　概　要47年度の気象状況は概して順調であり，当

試験場の主要研究であるケシ，大麻などの栽培試験に

好適し，生育は1頂門に経過した．しかし5月中，下旬

の気象は比較的低温であり，ためにケシは液汁の分泌

少なくあへん収量はかなりの減収となった．

　業務成績

　栽培試験以外の業務は次のようであった．

　1．　薬用植物栽培質疑応答　21件

　2・　ケシその他薬用植物種苗分譲　14件

　3．　植物調査採集採種　近隣の和歌山県日高郡内，

西牟婁郡内で3回実施，計72種採種

　4．　ケシ作況調査　和歌山県2回

　5．　ケシ耕作者栽培講習会　1回　和歌山県，岡山

県

　研究業績

　1．　絹本薬用植物栽培

　目的　代表的薬用植物を栽培し，一般に展示し，種

苗を育成し，各種の試験の材料に供用する．

　内容　熱帯，亜熱帯産39種，温帯産122種を栽培

し，いずれも生育順調である．

　2．　クラムヨモギに関する試験

　目的　サントニン原料植物クラムヨモギの水田裏作
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法による系統問の比較検討する，

　内容　4倍体N系統は2倍体A系統に比して風
乾有用部収量がややすぐれている．

　3．　大麻に関する試験

　目的　各地の系統を栽培し，その特性，葉収量など

を調査し，栽培上の資料をうる，

　内容　全般に生葉収量は少なかったが，系統により

かなりの差異がみとめられる．雌雄別にみると雄株先

熟であり，草丈は雄株高く，分枝数，生葉収量は雌株

が多い，雌雄型については型が存在する．また本年供

試の系統中早生系統がみいだされた．

　4・　ミシマサイコに関する試験

　口的　当地方における栽培法を確立する．

　内容　はじめに肥料3要素試験を実施したが，全般

に生育はきわめて貧弱であった．窒素の肥効が僅かに

みとめられたが，比較検討はできなかった．

　5　ケシに関する試験

　目的　ケシ栽培の復活にともない優良品種の育成，

栽培法の改善，栽培技術の保存ならびに生育上の基礎

的資料をえ．ようとする．

　内容　次の11試験を実施した．

　i）　品種および系統の保存，特性調査

　目的　各地の品種，系統を栽培し，その特性を調査

し，これを保存し，品種改良の材料に供用する．

　内容　採二期間中の低温により全般的にあへん収量

少なかったが，全品二二汁，採種し，保存することが

できた．

　ii）　系統選抜試験

　目的　栽培地より観察により優良な系統を選抜し，

その生産力を検討する．

　内容　採工期間中の低温により全般的にあへん収量

少なかったが，選抜系統は1～2系統を除き一貫種よ

りすぐれ，減収程度の少ないのがみとめられた．

iii）　一貫種個体選抜系統検定試験

　目的　一貫種の個体選抜によりえた系統につきその

生育，生産力を検定する．

　内容　採汁期間中の低温により全般的にあへん収量：

少なかったが，選抜系統は2～3系統を除き他はあへ

ん収量，モルヒネ含量とも一貫種よりすぐれ，減収程

度少なく，優良な系統群である．

iv）　巨大薦果型育成交配系統検定試験

　目的　扁平型系統と一貫種との交配によってえた中

間型の球状巨大鼠姑の系統につき，その生育，生産力

を検定する，

　内容　選抜系統は草丈高く，繭果は球状巨大萌果で

あり表面に白い胡粉が多い．あへん収1止は一貫種より

かなり劣るが，その特異形質は育種的価値大きく，保

存しておくべきである．

　v）早生型育成交配系統選抜検定試験

　目的　愛知系統と一品種との交配によりえられた系

統につき，その分離状況，生産力を検定し，早生にし

て多収の系統を育成する．

　内容　選抜系統は草丈低く，一貫種より10日以上

も早生である，本来あへん二五は例年になく一貫種よ

りや，少なく，モルヒネ含量はやや高い．開花期変異

の幅はせまくなり，繭果は一貫型として個定している．

vi）　耐病性育成交配系統選抜検定試験

　目的　トルコ系統と一貫種との交配によりえられた

系統につき耐病性，多収の系統を育成する．

　内容　選抜系統はいずれも葉面に病斑少なく耐病性

を示し，あへん収量は約半数が一品種よりすぐれ，モ

ルヒネ含量：は同程度である．草丈，開花期，萌果など

は一貫種と同様である．

vii）　耐寒性育成交配系統選抜検定試験

　目的　トルコ系統と一貫種との交配によりえられた

系統につき耐寒性，多収の系統を育成する．

　内容　選抜系統はいずれもあきらかに耐寒性の形質

を示し，あへん収量は約半数が一貫種よりすぐれ，モ

ルヒネ含量は同程度である．草丈，開花期，淫心など

は一貫種と同様である．

viii）土壌の種類に関する試験

　口的　各種異なる土壌にケシを栽培し，その生育，

収量などを調査し，栽培上の資料をえようとする．

　内容　腐植土，腐植壌土，砂質壌土などがすぐれ，

火山灰，粘質壌土，粘土などが順次して劣っている，

これは土壌の有機質含有量と通気性によるものであ

る．

ix）採汁時期試験　　　　　　　　」
　目的　採汁時期の変化が収量，品質におよぼす影響

を調査し，採汁の適期を判定する．

　内容　本年は開花後9日四15日採汁聞始の各区が

最高であった．本年は採汁期における気温がやや低く

かったため，早期採汁の各区が収量よく，異例の年で

あった．

　x）　採汁方法試験

　日的　切取法と宵切朝掻法を比較し，労力関係を考

慮し，再検討する．

　内容　収量は両法とも差異をみとめないが，採汁労

力を考えると，第1回切傷は切取法で，第2回以後は

宵切朝掻法によるのが適当であると考えられる．

xi）　多収穫栽培試験

　口的　あへん増収に関連あるあらゆる方法を組入れ



業 務

た栽培法を実施し，その収量，品質を調査し，栽培上

の参考資料にする．

　内容　本年は採二期間中の気温が低く，増補の肥料

成分も有効にあらわれず，あへん収量は少なかった．

2年続きの最低の記録であった．

種子島薬用植物栽培試験場

場長　高　城　正　勝

　概　要　昨年度は当場敷地の一部を種子島空港に提

供した関係上，庁舎，宿舎の引越し，保存ならびに展

示植物の移動，防風樹の補植その他移転に伴う場内の

整備および跡整理を実施した．主な業務は，下記のよ

うな業務成績および研究業績のほか，ガラス室，ビニ

ールハウス，見本園およびニッケイ植林地の管理，保

存植物の育成，野生植物の採集調査，種苗の交換，標

本の整理，農家に対する栽培指導等であった．

　野生植物の採集調査は種子島全島にわたり特に北限

植物について調査した。

　業務成績

　1）　種子島の北限植物

　　1．　シダ植物　　　　　　　　　　　11種

　　a　顕花植物　　　　　　　　　　　　58〃

　　　　　裸子植物　　　　　　　　　　1〃

　　　　　被子植物　　　　　　　　　　　57〃

　　　　　双子葉植物　　　　　　　　　38〃

　　　　　単子葉植物　　　　　　　幽　　19〃

　上記のように種子島における北限植物は69種であ

る．

　2）　種子島薬用植物調査

　島内に自生し，あるいは一般的に植栽されている薬

用植物を調査実施中で，まとまり次第報告書としてプ

リントし配布する．

　研究業績

　栽培試験

　1）　ウコンの栽培に関する試験

　1）種ウコンの大小と収量との関係

　日的　種子島における種ウコンの経済的適正量を知

り，栽培法を確立する．

　実績　種いもは伊豆試験場から送付のジャワ系No．

2を当場ほ場で1年間栽培したものを供用した．種ウ

コンが少量だったので大，中，小の3区に分け，それ

ぞれA区，B区およびC区とした．　A区は植付種

ウコン重量が1個平均35．69，B区は29・Og，C

区は全くの屑いも同様の3．3959であった。植付けは
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4月8日，覆土は種ウコンの3倍の厚さとした．

　収率は植付けた種ウコンの重量が大きい程低く，小

さくなるに従って高くなる傾向が認められた，すなわ

ちA区が9，711倍，B区が11，189倍，　C区が33，403

倍を示した．

　2）　ガジュツの栽培に関する試験

　i）　植付2こ口の収量：について

　目的　通常1年生植物として栽培するが，労力の配

分その他の都合で収穫を逸した場合は，更に1か年肥

培管理して翌年収穫せねばならない．従って2年〔の

収量を知り栽培上の資料にする．

　実績　試験区は1年目収穫区および2年目収穫区の

2区を設け，各区4連制とした．試験区の面積は1／10

aとし，植付量は各区とも1株平均51．09，10a当

り275．346kgである．植付けは5月9日，収穫は

翌年1月18日に実施した．

　収量は1株平均A－1区が334．29で収率は6．554

倍，A－2区は313．59で6．147倍，　A－3区は340．2

9で6．672倍，A－4区は311．59で6．10g倍の数

値を示した．B区は49年1月に収穫予定である．

　ii）　多収穫栽培試験

　目的　過去数年間の栽培試験の結果を総合的に検討

して好成績を得た試験を組合せることによりより多収

を挙げ実際栽培上の一資料にする．

　実績　試験区は標準区およびビニール被覆区の2区

を設け，前者をA区，後老をB区とした．両区とも

植付けの深さを5cm，10　cmおよび20　Cmを設け

て比較した．試験区の面積は各1／10aとし，4月24

日に畦幅60cm，株間30　cmに植付けた．種ガジュ

ツは，1株平均A－5区が76．8g，　A－10区が79．6g，

A・20区が78．Og，　B－5区が78．5g，　B－10区が77．4

9，B－20区が78。89であった．

　収量は1株平均A－5区が280．2gで収率は3。599

倍，A－10区は278．19で3．572倍，　A・20区は253．1

9で3．251倍であり，ビニール被覆のB－5区は346．O

gで4，445倍，B－10区は354．3gで4．436f臨B－20

区は331．5gで4．258こ口収率を示した．ビニール

被覆区は標準区より好成績を得たが，植付けの深浅に

よる差異は殆んど認められなかった。

iii）　一芽栽培試験

　目的　ガジュツは年により稀に開花を見るが，結実

しないので有性繁殖は望めない．従って増殖率が極め

て低い関係上，次年度植付用の種ガジュツを確保する

には5g内外の屑いも利用を有利であるとの観点か

ら本試験を実施し，栽培上の資料とする．

　実績　試験区は1／4aとし4区を設け，5月2日
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に植付けた．種ガジュツ重量は1個平均A区が4．22

9，B区4．659，　C区が5．749，　D区は4．669で

あり，覆土は3～5cmとした．収穫は1月18日に

行なった．収：量はA区が61．569で収率は14．641

倍，B区は74．06倍で15．915倍，　C区は67．98　g

で11，841倍およびD区は59．149で12．668倍の

収率を得た．僅か4～6gの屑いもから60～70gの

生産があり，次年度植付用に種ガジュッとして十分使

用され得ることが認められた．

iv）　連作試験

　目的　蓮作による本植物の生産が低下するか否かを

試験し，栽培上の一資料にする．

　実績　試験区は5区設け，1区の面積を1／10aと

した．植付けた種ガジュツの重量は1個平均64．5g，

砂質壌土のほ場に4月27日に植付けた。

　収穫は翌年1月12日，収量は1株平均A区は

161．19で収率2．498倍，B区が182．79で2．844

倍，C区は132．29で2．025倍，　D区は87．59で

1．348倍およびE区は179。8gで2．783倍の収率

を侍た．

　速作試験は今後数年間継続して実施しその良否を究

明したい．

　3）　ステビアの栽培に関する試験

　i）　ほ場における三要素試験

　目的　本値物の特性を調べ，甘味資源の開発および

肥料による収旦の変化並びに種子島における栽培法の

確立．

　実績　供試した鍾子は伊豆試験場産で3月23日箱

播きにし，ガラス室内で管理した。発芽率は約60％，

発芽日数は10～20日間であった．試験区は0区，

K区，P区，　N区，　PK区，　NK区，　NP区および

NPK区の8区とした．6月3日草丈10～15　cmに

達したので定植した．しかし，7月20日の台風7号

で全株中約50％が根こそぎ吹き飛ばされたので試験

は止むを得ず中止した．残株はその後快復し，順調に

生育を続けた．冬季における観察では極めて容易に越

冬することが判明し，2月下旬から3月にかけて萌芽

が見られ，2年生株では3～10本芽立って株立ちにな

るようである。

　試作試験

　1）　台湾産イノコズチ属の試作

　目的　種子島におけるシてイノコズチ栽培の可否お

よび昆虫変態ホルモンの含量を知り栽培上の資料とす

る．

　実績　3月8日に播種し，5月24日にほ揚に定植

した．12月に収穫，根部にエクダイステロンを0．12

％含有することが認められた．種子も熟し，本島に

おける栽培は可能であることが認められた．

　系統保存および展示栽培

　主として下記の植物について系統保存ならびに展示

の立場から栽培を実施継続中である．インドジャボク．

コカ，キナ，クミスクチン，ズボイシア，サンビロー

ト，レモングラース，シトロネラ，Iy冨酌α癖σ50〃規レ

ノ診γα，レモンユーカリ，セイロンニッケイ．
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Report　of　Collaborative　Study

食品に関係ある諸物質の安全性に関する研究

（昭和45年～47年）

　昭和45年度から開始された特別研究課題「食品に

関係ある諸物質の安全性に関する研究」は，昭和47

年度をもって第一次研究が終了した，ひき続き昭和48

年度より3年間の予定で第二次研究が実施されている

が，第一次研究が終了した段階で，本研究費によって

行なわれた過去3月間の業績をまとめて報告する．本

研究は毒性部，医化学部などの七部によって実施され

ており，サリチル酸，サイクラミン酸塩，合成着色料

，亜硝酸塩など食品添加物の安全性に関する研究がそ

の主体をなしているが，第二次研究では天然物の安全

性に関する研究も追加されている．

食品添加物の慢性毒性に関する研究

毒　　性　　部

　1）サリチル酸

　Wistar系雄性ラットの1群24匹に本剤の0，α1，

0．5，1．0％含有飼料を20月与えたところ，α5％以

上の群では実験早期に成長阻害，死亡率の増大がみら

れ，解剖所見としては消化管の出血が目立った．0．1％

群では，成長および死亡率への影響はなかったが，6

月でヘモグロビンおよびヘマトクリット値の上昇，12

月では脳下垂体および副腎重量の増加，20月では脳下

垂体の重量増加がみられるとともに1例において胃の

出血および潰瘍が認められた．なお腫瘍発生はみられ

なかった．

　2）甘味料

　　a）　マウスにおけるサヅカリンの発がん性

　1群雄雌それぞれ50匹を1群とするdde系マウ

スにサッカリンナトリウムの0，0．2，1および5％

飼料を21月投与したところ，成長および死亡率につ

いては検体投与による影響はみられなかった．対照を

含め，各種の腫瘍を認めたが，検体投与による腫瘍発

生の増加がなく，問題とされている膀胱については肉

眼的ならびに組織学的に膀胱腫瘍はどの群においても

1例もみられなかった．肉眼的に雌の5％群の3例

に膀胱内に結石を認めたのが比較的特異な所見であっ

た．

　　b）　ラットにおけるサッカリン，サイクラミン酸

　　　　ナトリウムの発がん性

　1群54～56匹のWistar系雄性ラットにサッカリ

ンナトリウム（S），サイクラミソ酸ナトリウム（C），

サイクラミソ酸ナトリウムとサッカリンナトリウムの

10対1混合物（C十S）の3検体を飼料に混じて2・5

9／kg／dayを28月投与したところ，28月までの経過

では実験群において死亡率の有意の増加はなかった

が，成長は対照群に比べて抑制され，S群では中等度

であったが，CおよびC＋S群では強度の成長抑制が

みられた．12，24および28，月で解剖した動物の肉眼

的所見では，CおよびC十S両群の睾丸萎縮が目立っ

た所見であった．腫瘍については肉眼的にみられた腫

瘤の組織学的検討はまだ完了していないが，少なくと

も問題視されている膀胱については肉眼的にも組織学

的にも腫瘍発生はいずれの群においても認められなか

った．

食品添加物の生化学的研究

医　化　学　部

　当部においては標記のテーマについて，食品添加物

のうち人工甘味料として使用されているサッカリンお

よびその関連化合物の代謝（昭和45年度），既に禁止

になっているサイクラミγ酸ナトリウムの体内変化に

おいて腸管内微生物の関与を裏づける研究（昭和47年
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度）および現在使用されている食用色素の消化酵素に

及ぼす影饗を膵アミラーゼについて研究を行なった

（昭和47年度）．以下に各項目についてその概要を述

べる．

1）サッカリンおよびその関連化合物の代謝D

　35Sでラベルしたサッカリン，　o一，　p－toluene・sulfo－

namide（TSA）および。一，　p－suifamoylbenzoic　acid

（SBA）を合成し，ラット，モルモットに経口投与し，

尿，喪中からの放射能の回収率とその代謝物を調べた．

サッカリンは未変化のまま排泄されるが，ラットとモ

ルモットでは尿，糞中の排泄比がかなり違う．TSAは

70～80％が尿中に排泄されるが，p一体についてその

約半分がp。SBAに変化している．一方，　SBAは糞

中排泄：が多く，尿中には大部分未変化体で排泄される．

2）サイクラミン酸ナトリウムの代謝における細菌の

関与2旬4）

　モルモットにサイクラミン酸ナトリウム（CHS－Na）

を一定期間経口投与すると，尿中にシクロヘキシルア

ミン（CHA）が排泄されるようになるが，その変換が

腸管内の細菌に依存していることを盲腸内容物および

糞からのCHS・Na資化菌の分離によって証明した．

CHS－Naを唯一のC源，　N源とした選択培地を用い

好気条件で15株の細菌を分離し，そのうちのP5θκ一

40〃蓼。〃α3sp．についてCHS－Naの分解に関与する酵

素の証明と，生菌をモルモットに経口投与することに

よるCHAの尿中排泄時間の短縮などから，これらの

細菌のCHA生成に対する役割について考察した．

3）パンクレアチンのデンプン消化作川に及ぼす食用

色素の影響について5）

　食用色素12種類とパンクレアチンを切〃fケ。で

作用させ（プレインキュベーション），そのデンプン

消化作用に及ぼす影響を調べたところ，キサンチン系

色素（アシドレッドを除く）はプレインキュベーショ

ン時間とともに阻害が強くなり，この感光照射によっ

て酵素阻害が著しく増加する．これらのことからキサ

ンチン系色素による阻害様式について考察を行なっ

た．
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2）　M．Asahina，　T．　Yamaha，　G．　Sarazin，　K。

　、Vatanabe：　CIJ¢〃z．　P1～αηη．　B〃ム，　20，　102

　（1972）

3）　M，Asahina，　T。　Niimura，　T．　Yamaha，　T。

　Takahash三：　五gγ，　B‘σ～．α2eηL，36，711（1972）

4）　朝比奈正人；食衛誌，13，133（1972）

5）足立透，山羽力＝食品衛生学会第24回学術講

　演会発表（1972年10月）

サイクラミン酸ナトリウムの代謝に

関する研究

衛生微生物部

　1）サル，ウサギ，モルモットおよび腸管内のシク

ロヘキシルアミン転換菌について

　生体内におけるサイクラミン酸ナトリウム（CHS・

Na）のシクロヘキシルアミン（CHA）への転換には

腸管内微生物と肝の二通りが考えられていた．

　第1報では腸内細菌説を裏付ける動物実験として，

サル，ウサギ，モルモット，ラットを用い，いろいろ

な角度から実験を試みた．サル，ラットの腸管に常在

し，ウサギ，モルモットの腸管には常在していないが

動物蛋白を多く含む飼料を給餌し，腸内容物をかえる

ことによって定着可能なある種の菌がCHA転換菌で

あることをつきとめた．

　（衛生試報1973年91投稿中）

　2）サル，ウサギ，モルモットおよびラット肝にお

けるCIIS・NaのCHA転換について

　第2字目やはり腸内細菌説を裏付けるため，第1報

に用いた動物の肝を無菌的に摘出．肝ホモジネートを

作り，切び∫〃。で肝におけるCHA転換酵素の存在の

有無を検討した結果，肝においてCHA転換はほとん

どおこな；われないことをつきとめた．

　（衛生試報，90，43（1972）

　第1報，第2報の結果からCHS・NaのCHA転換

の場は，主に腸管内の微生物によるものと断定して目

下転換菌の分離，同定を目ざして実験中である．

　現在までにCHA転換菌分離用至適培地，培養条件，

培地のpH，　CHS・Naの至適濃度について検討が終

り，口下これらの諸条件下で抗生物質によるCHA転

換菌のスクリーニングと上述した動物にCHS・Naを

投与したときの腸内フローラの変動；こついて倹討中で

ある．

　（昭和48年11月食品衛生学会講演予定）

食用色素104号（Phloxine）の一般

薬理学的研究

薬　　理　　部

食用赤色104号（phloxine）の呼吸，循環器系お
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よび摘出平滑筋に及ぼす影響について，ウサギ，モル

モットあるいはラットを用いて検索した．

　1）　呼吸，頸動脈血圧，心搏数，頸動脈血流量およ

び心電図に及ぼす影響（ウサギ）

　実験は日本光電製ポリグラフを用いて行なった．

phloxine　l　mg／kgの静注では呼吸，血圧，心搏数，

血流量，心電図ともに変化を示さなかったが，5mg／

kgでは一過性の血圧下降が見られ，その量を10，20，

40mg／kgと増すに従って血圧下降度は大きくなり，

40mg／kg静注の場合，個体差はあるが血圧下降度は

．約50mmHgで，最低血圧を示すに至るまでの経過

時間は大体20～30秒，ついで血圧は回復に転じ1～

2分でほぼ投与前のレベルとなって以後特に変化は見

られなかった。

　PhlOxineによる血圧下降時，心搏数は血圧の推移

にほぼ平行して減少し，血流量は逆に一過性の流量増

加を示した．呼吸は5－40mg／kgでもほとんど変化

を示さなかった．心電図では波形にはほとんど変化が

みられなかったが血圧下降の推移に平行した一過性の

のR－R遅延が観察された．

　Phloxineの血圧下降作用にタキフィラキシスの発

．現は認められず，またこの降圧反応はatropine，　DCI

あるいはhexamethoniumの，2　mg／kgいずれの前

処置によってもほとんど影響されなかった．さらに

phloxine　20　mg／kgの前投与はadrenaline　3μ9／kg，

ACh　5μ9／kgあるいはhistamine　20μ9／kgの各々

の血圧反応に対して増強も抑制も示さなかった．

　なお，ラットでもウサギの場合と同様ph星Qxine静

注により一過性の血圧下降が観察されたが，phloxine

q259／kgおよび0．59／kg量をウサギに経口投与し

た場合，静注時とは異なり，phloxineによると思わ

．れる血圧下降は観察されなかった．

　2）摘出耳介血管に及ぼす影響（ウサギ）

　Krawkow－Pisselnski法に従って血管闇流実験を行

・なった．phloxine　O。05，0．1，α3mgの適用は流出

．滴数に変化を与えなかった．一方，adrenaline　O．2μg

は著明な流出滴数の減少を示すが，phloxineについ

で直ちにadrenaline　O．2μgを適用した場合，　phlo－

xine　O・1周0・4m9量でadrenalineによる滴数減少

反応を抑制する成績が得られた．

　3）　摘出腸管に及ぼす影響（モルモット，ラット）

　回腸片を用いMagnus法に従って実験を行なった・

　Phloxiηeを単独適用した場合，モルモット標本で

．は1×10－7～1×10『3g／m’｝よ腸管運動に変化を与えな

．かった．ラット標本でも1×10〔7g／m’，1x10雪6　g／mJ

、は無影響であったが，1×10　5g／m’でやや自動運動を

抑え，1x10－49／m’では著明な弛緩作用を示した．

　PhloxineについでAChを適用した場合，両動物か

らの標本ともACh　5×10辱δ9／mJによる収縮に対して

phloxine　1×10雪7～1×10　5　g／m1は無影響であった

が，1×10－4～1×10－3g／mJは∫反縮抑制作用を示し

（ID5。値，モルモット標本，5．8×10－49／m’，ラット

標本，4．7x10囎49／mJ），その抑制作用強度はatropine

の約1／50000（モルモット：漂本）と1／60000（ラット

標本）およびpapaverineの約1／70（モルモット標

本）と1／50（ラット標本）であった．

　Histamine　1×10’7　g／mJによる収縮に対して，

phloxine　1×10－7～1×10胤4　g／mJの前適用は無影響で

あったが，1×10－39／mJでは平均16・5％histamine

による収縮を増強した．そこでcumulative法により

histamine用量反応曲線に対するPhloxine　1×10－3

9／m’の影響を調べたところ，histamineの低濃度に

よる収縮に対してこれを増強したが，高濃度による収

縮に対しては逆に抑制を示し，その抑制作用強度は

histamineの100％収縮値に対する抑制率で比較す

るとき，papaverine　3×10，59／mJよりかなり弱いも

のであった．

　BaC122×10P49／mJによる収縮に対してphloxine

1×10－7－1×10－39／m’は両動物標本とも無影響であ

った．

食品中のニトロソアミンの研究

食品添加物部

　食品添加物として使用されている亜硝酸ナトリウム

は，食肉製品，魚肉製品などの発色剤として効果を示

すのみならず，保存料としての効果もある．このため

種々の食品に発色剤，保存料として古くから利用され

ている．しかし添加された亜硝酸塩が食品中の第二級

アミンなどと反応して発ガン性のあるニトロソアミン

を生成する可能性があるため，つぎの各項目について

実験を行ない，一部はおおむねの結果が得られた．

　1）in　vitroおよびin　vivoにおけるジメチルニ

トロソアミン（DMNA）の生成

　各種pHの緩衝液中で，ジメチルアミン（DMA）

とNaNO2とからDMNAの生成：を測定した・pH

3．3～3．4において最もDMNAの生成が著るしいこ

とを認めたが，収率は理論値の10．57％にすぎない

（37。，3時間）．体重2～3kgのウサギにDMA　と

NaNO2を経口投与し，30分後に胃内容物について

DMNAの定量を行なった結果，最：高投与量において
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5．OmgのDMNAを生成することを認めた．この結

果は，ヒトが若し多量のDMAとNaNO2を同時に

摂取した場合に，胃中でDMNAを生成する可能性の

あることを示唆しているり，

　2）　食品中の第二級アミンの定量法の検討

　宇野法はそのままでは食品に適用できないので，種

々の条件で検討し満足し得る方法を確立した，カン詰

食品に第二級アミンを添加した場合の回収率は，

DMA　98．6％，ジエチルアミン（DEA）100．0％，ジ

フェニルアミン16．7％であり，DMA，　DEAを定量

する場合には，満足し得る結果が得られる．

　3）食品中の第二級アミンの定量

　宇野改良法を用いて各種食品に含まれる第二級アミ

ンの定量を行なった。一般に海産魚類には比較的多量

の第二級アミンが含まれており，特にこれをロースト

すれば飛躍的に増加するものが多い．含有されている

第二級アミンのほとんどはDMAである．その他，各

種カン詰食品，塩干魚類，魚介製品，食肉製品，各種

農産物などについて分析を行なった．ローストした場

合にDMAが増加する原因としては，魚肉中のトリメ

チルアミンオキサイドの熱分解によるものが主因と考

えられる．

　4）食品中のニトロソアミンの定量

　NaNO2が添加されている食品約200検体について

ニトロソアミンの分析を行なった結果，魚肉を使用し

ているプレスハム，ハンバーグステーキ，スジコの一

部に徴旦のニトロソアミンが検出された．前二者には

DMNA，スジコにはDMNAとジエチルニトロソア

ミンが認められ，前二者での含1」Lは15～25ppb，ス

ジコで5～10ppbである．

　5）　食品中の亜硝酸塩の定量

　AOAC法を若干改良し，約150種類の食品につい

て亜硝酸塩の定量を行なった．野菜類には特に著量を

含むものは認められなかったが，保存中に十数倍に増

加する例が認められた，またつけもの類の中には多垂

の亜硝酸塩を含むものが認められた．

　6）NaNO2と1）MAのウサギに対する長期投与実験

　胃のpHがヒトの胃のpHと近似しているウサギ

に対し，NaNO2とDMAとを飲料水に混じて一年間

経口投与した，投与量は，日本人が通常の食事を通じ

て摂取すると推定される量の5～50倍である．一年間

の投与によっては，肝その他主要臓器に対する障害は

肉眼的，組織学的に認められず，腫瘍の発生も認めら

れなかった．

1）

2）

3）
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冷酉力㍉　一軸寸：　食衛孟ε，　12，　170　（1971）
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伊藤，作田，横田，鮎川，谷村：食衛誌，12，
185　（1971）

4）　河村，堺，宮沢，和田，伊藤，谷村：
　12，　192　（1971＞

5）　河村，堺，宮沢，和田，伊藤，谷村：
　12，　394　（1971）

6）　伊藤，作田，高田，谷村：興醒誌，
（1971）

食衛誌，

食衛誌，

12，399

7）伊藤，作田，高田，谷村：食衛誌，12，404
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9）

10）

11）

（1971）

酒井，谷村：食衛誌，12，485（1971）

原田，中村，谷村＝食衛誌，13，36（1972）

鮎川，酒井，谷村：食衛誌，14，100（1973＞

鮎川，，酒井，谷村：食衛誌，　（投稿中）

食品中の残留農業分析に関する研究

玉ねぎ中の残留有機塩素剤の分析法

食　　品　　部

　現在までに29品目の食品に対する種々の農薬の残

留基準が設定されているが，比較的頻繁にわれわれの．

食卓に上る玉ねぎについては試験法設定の困難さもあ

って未だ何ら規制されていない．

　すなわち，残留有機鹿素剤の試験には電子捕獲型検

出器（GCD）付きガスクロマトグラフが汎用されてい

るが，玉ねぎ中にはその特有な臭味成分であるmethyl．

propyi　disul丘de，　allyl　propyl　disu1丘deなど含硫黄

化合物が約50種以上存在し，これが玉ねぎのECD．

ガスクロマトグラフィーによる残留分析法の確立に大

きな障害となっている．

　玉ねぎ中の臭味成分を還元的に除去しようとする試

みがなされているが，この易合，還元的に脱塩素され

るため，有機塩素剤の分析法は未だ示されていない．

　そこで玉ねぎ中の残留有機塩素剤の試験法について

酸化処理することにより検討を加えた，

　酸化剤として酢酸酸性過マンガン酸カリウムを用

い，種々の濃度における各種有機塩素剤の安定性を検．

討した結果，アルドリンおよびヘプタクロルは最も不

安定であり，次いでρグ・DDDおよびρρ’一DDEであっ．

た．しかしながら適当な酸化条件を設定するならば，

有機塩素剤の分析は可能であることが示唆されたの・

で，本操作を応用した玉ねぎ中の有機塩素剤試験法を・

詳細に検討した。
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　過マンガン酸カリウム量を少なくするならば，玉ね

ぎ中の含硫黄化合物の除去が不完全で，有機塩素剤の

分析は不可能であり，量が多過ぎると有機塩素剤の回

収率が減少する傾向が認められた．われわれが検討し

た条件のうち，最：もよいと考えられる過マンガン酸カ

リウム量0．256mmoleにおいて，玉ねぎにおける各

種有機塩素剤の添加回収実験を行なった結果，アルド

リンおよびヘプタクロルには共に全く回収されず，

ρρ’・DDDおよび♪♪’一DDEは共に約55％，他の有機

塩素剤は77％から97％の範囲の回収率が得られた．

食品中のリン塩酸の定量法

大阪支所食品部

　リン酸塩，縮合リン酸塩が保存，品質改良等の目的

で，食品に広く添加されているが，リン酸あるいはリ

ン酸塩の過剰摂取は人の健康にとり好ましいことでは

ない．

　今回は食：品中のリン酸塩の定量法を開発し，本法を

用いて種々の食品への添加状況の調査を行なった．

　ピロ，トリリン酸塩の標準物質は市阪品を，またテ

トラ以上のポリリン酸塩はオルトリン酸塩を加熱縮合

させて得た強リン酸塩からイオン交換クロマトグラフ

法によりそれぞれを分離精製し，電位差滴定法により

平均軍畑を求めた．

　食品中のリン酸塩の定性法としてTLCによる分離

を試みた．ホモジナイズした試料の水抽出液を検液と

し，吸着剤アビセルSF，展開溶媒，ピリジソ・アセ

トン溶液とトリクロル酢酸の混合溶媒を使用するとリ

ン酸塩の分離は良好であった．本法により市販食品に

ついてリン酸塩の定性をおこなったところ，ハム，ソ

ーセージ，清涼飲料水の一部にポリリン酸が，また他

の大部分の食品にはオルトリン酸塩に相当するスポッ

トのみが検出された．

　食品にポリリソ酸塩を添加しても，加工，保存中に

低次のリン酸塩に分解することもあり得るので，リソ

酸塩の定量法としては，ナルトリン酸として定量すれ

ばよいと患われる．このため，従来の比色法よりも，

簡便で正確な原子吸光法による定量法を検討した．

　すなわち，試料を硝酸と過塩素酸で灰化してリン酸

化合物をすべてオルトリソ酸に変え，過塩素酸酸性で

モリブデン酸アンモニウムとリン酸の錯体を生成させ

て有機溶媒に転溶し，そのモリブデン量を原子吸光法

で測定することにより，間接的に試料中のリン酸を定

量することができた．なお測定条件はモリブデンを光

源とし，313．3nm，亜酸化窒素・アセチレン炎，高

温バーナーを使用した．ヒ素による妨害は約50倍量

でもほとんど認められず，リン酸塩の添加回収率も良

好な結果を得た．

　本法を用いて市販食品中のリソ酸含量を測定し，さ

らに添加物としてのリン酸量を知るため原料中の天然

由来のリン酸塩を測定した結果，両者の問には顕著な

差は認められなかった．

　またこの定量法では，天然由来のリン酸化合物と添

加されたリン酸塩との分別ができないため，大部分の

食品に関しては正確なリン酸塩の添加量は求められな

いが，天然物の混入がない清涼飲料水蜜では，上記の

方法により定性，定量が可能である．
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誌　上　発　表 Summaries　of　Papers　Published　in　OtLer　Journals

　Synthesis　of　D・9’〃。θro・D・9α’ασ‘o・Heptitol（Per・

　seitol），　L・9ε〃。εro・D・9αεαcεo・Heptitol　and　an

　Al且enic　Sugar　Derivatives，　from　Acetyienic　Pre・

　cursors

　Roger　HEMS＊，　Derek　HoRToN＊and　Masahiro

　NAKADATE：Cα7δo加・474’θR83．，25，205　（1972）

　Ethynylation　of　1，2：3，4－di－o－isopropylidene一α一

Dr8π’召。ω一hexodialdo。1，5－pymnose（1）gave，　in　73％

yield，　a　3：2　nlixture　of　7，8－dideoxy噌1，2：3，4－di噛

。璽isopropylidene・D『8り℃θ70一α一D暫τ1己π’o－oct－7－ynopy－

ranose（2）and　its　L4yoε706－epimer（6），　both　iso－

lated　crystalline　and　further　characterized　as　the

corresponding　crystalline　6－P－toluene－sulfonates（3

and　7）and　6－acetates（4　and　8）．　Reduction　of　the

acetylenes　2　and　6　with　lithium　aluminum　hydride

宮ave　the　corresponding，　crystaHine　7．alkenes（5

and　9）in　75－80ワも　yield；　the　6－111ethanesulfonate

（10）of　9　was　also　prepared．　A　minor　product

from　the　reaction　of　20r　6　with　lithium　aluminum

hvdride　was　isolated　crvstalline　and　cllaracterizcd
　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

as　the　allenic　sugar　deri、’ative　ll　by　n．m．r．　and

mass　spectrometry，　by　reduction　to　the　6，7，8－

trideoxyoctose　derivative　16，　and　by　ozonolys董s　to

give　the　aldehyde　1．　Ozonolysis　of　the　alkene　5

foUowed　by　borohydride　reduction　gave　the　1，2：

3，4－diisopropylidene　acetal　（12）　of　D－81，℃ε70一α一D－

8α1αdo．heptopyranose，　which　was　deacetonated，

and　the　product　reduced　with　borohydride　to　give

crystalline　D－8ぢ’cε〆。－Dr9α’αc如．heptito1（perseitol，13）

in　62％　yield　from　5．　Sirnilar　degradation　of　the

L尊9砂。θ70　alkene　9　gave　the　L一丁yc8ア。－D轡z1αc’o－

heptose　derivative　14　and，　subsequent匡y，　the　cry・

stalline　LrgちPcβ70－Drgα1αc置。－heptitol（15）in　55％yield

from　9；these　degradative　reactions　served　to　es・

tabl玉＄h　the　con丘gurations　assigned　to　the　original

acetylenes　2　and　6　and　to　the　related　inter騨

mediates．

　　　　＊Department　of　Chemistry，　The　Ohio

　　　　　State　University，（U．S．A．）

EIectron　Spin　Resonance　Study　on　the　Free

Radica匪Pro．duction　from　N・Methyl・N㌔nitro・N・

nitroso鰐uanidine

Chikayoshi　NAGATA＊，　Masahiro　NAKADATE，

Yoshikazu　IoKl＊　and　Akira　IMAMuRA＊：Gαηη，

63，471　（1972）

　　By　means　of　the　electrQn　spin　resQnance　meth－

od，　N－methyl－N’・nitro－N－nitrosoguanidine（MNNG）

was　found　to　be　converted　into　free　radicals　on

stirring　or　by　photoirradiation．　Production　by　the

former　method　depended　largely　on　the　values　of

pH，　the　optimum　values　of　which　lie　between　pH

3and　6．　In　photoirradiation，　wavelengths　longer

than　340　nm　were　effective，　showing　that　the

genesis　of　the　free　radical　is　correlated　with　n一π＊

transition　at　400　nm．　N－Ethyレ，　N－propy1・，　and

N・butyl－N’一nitro・N－nltrosoguanidines　and　N。methy1－

N－nitrosourea　also　ga、・e　their　free．　radicals　by

photoirradiation　and　their　ESR　signals　were　very『
　　　　　　　　　　　／．

similar　to　that　of　MNNG．　On　the　other　hand，　no

characteristic　ESR　signal　was　observed　by　the

photoirradiation　of　N－methy1・N’一nitroguanidine．

The　s1gni丘cances　o正the　free　radicaI　produc巨on　in

connection　with　the　chemical　reactivity　and　bio－

Iogical　activities　of　MNNG　were　discussed，

＊Nationa艮Cancer　Center　Research　In－

　st1tute

　Pyridazine　1，2・Dioxide類の研究（第2報）3，6－

　Dimet』ylpyridazine　1，2・1）ioxideの求電子反応

　　鈴木郁生，末吉祥子：薬誌，93，59（1973）

　新しく合成したpyridazine　1，2－dioxide類の化学

的な性質を検討するために，3，6－dimethylpyridazine

1，2－dioxideを用いて求電子反応を試みた．硫酸一発煙

硝酸によるニトロ化反応では4－nitro－3，6－dimethyl－

pyridazine　1，2－dioxideおよび脱オキシ体を生じ，そ

の生成比は反応温度により異なる．又benzoyl　nitrate

によるニトロ化においても同一の4一ニトロ化合物を

生じる，その他，プロム化，スルホソ化、マソニッヒ

反応は起こらなかった．

　　sodium　methoxideの存在下でbenzaldehydeと縮

合させると3，6－distyrylpyridazine　1，2－dioxideが得

られる．

Studies　on　Fused　Hydrazines。　III．　Tlte　Alka・

hne　Decomposition　of　2，3，5，10・Tetrahydm・1H一
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　pyτazolo【1，2φ］phthalazine　ハlethiodide　and　Re．

　lated　Compounds．

　Akitada　NAKAMuRA　and　Shozo　KAMIYA；C乃εηz．

　P乃α7”～．　βτ‘〃．，　20，　1445　（1972）

　The　alka！ine　decomposition　of　quaternary　fused

hydrazines　containing　2，3，5，10－tetrahydro－1H－

pyrazolo［1，2一δ］phthalazine　methiodide　（III）　and

1，2，3，4，6，11－hexahydropyridazo【1，2・ゐ｝phthalazine

methiodide（VI）was　examined．　While　compound

VI　having　6／6　dng　system　gave　a　Hofmann・type

e】iminatlon　product，　2－methyl－1，2，3，4，5，6－hexa－

hydrobenzo［c］［1，61diazacyclodecine　（XII），　com－

pound　III　having　6／5　ring　system　gave　a　rear－

ranged　quaternary　salt，5－methyl・1，2レ3，4，6，10b－

hexahydropyrimido［2，1・α］isoindolium　iodide（X）to－

gether　with　an　elimination　product，6・nlethy1－

4，5，6，7・tetrahydrQ－3H・2，6－benzodiazonine（VII）．

　AConvenient　Syntllesis　of　1・（2・Halogenoethy1）・

　3・nitro・1・nitrosoguanidines

　Shozo　KAMIYA＝C乃θ2π．　P加アηz．　Bz〃．，20，2497

　（1972）

　1・（2－Halogenoethy1）一3・nitro・1－nitrosoguanidines

were　synthesized　by　the　following　process　in　good

yields．　N一（2－Ha！ogenoethyl）・N－nitrosQurethans　were

analogously　synthesized　in　good　yields．

ll：〉爬・〈ll。。、里X－CH・・H・NH－

　　　NH　　HNO2
Cノ
　　　　　　　　　一→
＼NHNO，

　　　　　　　　　NO

聾・H・・H・一乱・〈霊。。、X－Cl…1

　Mechanism　of　the　Intestinal　Absorption　of

　Dmgs　from　Oi聖in　Water　Emulsions，　III．　Ab・

　sorption　and　Biotransformation　of　Methy1

　0range
　K．KAKEMI＊，　H．　SEzAKI＊，　C．　NAGAI　and　H．

　OGATA：C乃εη2．　P海α7〃2．βκ〃．，（TQkyo），20，1053

　（1972）

　Two　possible　mechanisms　of　methyl　orange

transport　from　the　large　intestinal　Iumen　are

proposed；one，　passive　transport，　and　the　other，

active・like　process　having　enzymatic　reduction　of
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methyl　orange　on　the　mucosal　side　of　the　mem－

brane．　Polysorbate　80　inhibited　only　the　latter　at

its　concentration　close　to　the　critical　micellar　one．

Since　the　concentration　of　the　surfactant　is　so

low，　innuence　of　its　interaction　with　methyl　orange

seems　to　be　negligible　and　inhibition　by　Poly－

sorbate　80　may　better　be　related　to　a　direct　or

indirect　action　of　the　surface－active　agent　mole－

cules　to　the　site　of　methyl　orange　reduction．　’

＊Faculty　of　Pharmaceutical　Sciences，

　Kyoto　University

　ガスクロマトゲラフィーによる製剤の定量分析（第

　　2報）β・Hydmxybutylic　AcidrP－phenetidide，エ

　　トキシベンズアミドおよびカフェイン配合剤につい

　て

　非上哲男，鯉淵昌信：衛生化学，19，12（1973）

　β一hydroxybutylic　acid一かphenetidide（B）配合剤の

簡易定量法を確立した．1．3％Epon　resinの2mカ

ラムを用い165。で行なうとBは保持時間も長く，一

部分解する．Bをヘキサメチルジシラザソとトリメチ

ルクロルシラン混液でTMS化することにより，それ

らの問題を解決出来た．エトキシベソズァミドはTMS

化剤が濃いと，一部反応するため溶媒で希釈すること

によって試薬による影響をとり除くことが出来，B，

エトキシベンズアミドおよびカフエインを迅速に分析

し得ることが出来た．

　ガスクロマトゲラフィーによる製剤の定量分析（第

　　3報）アスピリン，フェナセチンおよびカフェイン

　配合剤について

　井上哲男，鯉淵昌信：衛生化学，19，18（1973）

　アスピリンをヘキサメチルジシラザソとトリメチル

クロルシラソの五指でトリメチルシリル化すると，他

の配合剤，たとえぽフェナセチンおよびカフェインと

の保持時間も適当になり，恒温分析が可能になるので

トリメチルシリル化条件を検討し，定量法を確立した．

液相はSE－52またはQF－1がよく，サリチル酸のト

リメチルシリル体とも分離できるので，APC製剤の

定量は簡略化された．

混合製剤の分析に関する研究（第23報）2，4一ジニ

トロフェニルヒドラジンによる総合感冒剤中のジフ

ェンヒドラミンの比色定量

井上哲男，立沢政義，木船紘彦：衛生化学，18，
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　ジフェンヒドラミン（DH）を重クロム酸カリウム・

硫酸溶液で酸化してベンゾフェノンとなし，2，4一ジニ

トロフェニルヒドラジン（DNP）でヒドラゾンを生成

させ，比色定量する方法を確立した．従来DHの定量

には色素法が用いられていたが，この反応は塩基性物

質に対する反応で特異性がないが，本法は特異性のあ

る反応であるため混合製剤の定量には布効な方法であ

る．

・DHの重クロム酸酸fヒによる成績体をIR，　TLCな

どで検討した結果ベソゾフェノンであることが明らか

となった．

混合製剤の分析に関する研究（第24報）ニトロ化

法による総合感冒剤中のphenacetineおよび

Bucetineの比色定量

井上哲男，立沢政義，羅美顕＝衛生化学，18，381

（1972）

　ニトロ化法によるフェナセチン（Ph）およびブセチ

ン（Bu）の比色定量法を確立した．

　PhおよびBuを硝酸一氷酢酸一〇．1％亜硝酸ナトリ

ウム（30：20：0．1）でニトロ化し，成績体をクロロ

ホルム抽出し，392mμまたは390　mμで吸光度を

測定し，定量する．

　従来の力法は塩酸分解後，ジアゾカップリング法に

より比色定旦を行なっていたが，操作がはん雑で長時

間を要する欠点があった．本法は操作も簡易で短時間

で定鏡出来る利点がある．

　PhおよびBuのニトロ化体にっきIR，　NMRおよ

びTLCで検討した結果，本反応においてはア七トア

ミノ基は脱離することなくニトロ化されることが明ら

かとなった．

混合製剤の分析に関する研究（第25報）Pentacya・

noammineferroateによる混合製剤中の塩酸ナフア

ゾリンの比色定量

井上哲男，立沢政義，羅美顕：薬剤学，33，25（1973）

　ペンタシアノアンミソフェロエート（PAF）による

塩酸ナフアゾリン（NP）の比色定量法を確立した．

　エタノール溶媒中でNPにPAFを反応させ，540

mμで吸光度を測定し，比色定量する．

　従来NPの定量は色素法が用いられていたが，混合

製剤の場台利用出米ないことが多い．

　本法は市販の点眼剤，点鼻剤に配合されている薬剤

はほとんど妨害とならない．

　NPとPAFの結合比を連続変化法およびモル比法

で検討した結果，1：1の結合であることが明らかと

なった，またIRで検討した結果PAFの鉄はNPの

NH部位で配位子置換することが明らかとなった．

ガスクロマトゲラフィーによる製剤の定量分析（第

4報）アスピリンアルミニウム配合剤について

井上哲男，鯉淵昌信，原真智子：衛生化学．19，23

（1973）

　アセチルサリチル酸アルミニウムを配合した処方の

分析法を検討した．フェナ七チンおよびカフェインを

配合した処方では，フッ化ナトリウムで分解した溶液

から，アスピリン，フェナセチンおよびカフェインを

クμロホルムで抽出し，溶媒を留探する．一方，アセ

トアミノフェンを配合した場合は，一旦，クロμホル

ム，アセトン混液で，アセトアミノフニンおよびカフ

ェイン等を抽出したのち，残留物をフッ化ナトリウム

で分解し，クロロホルムでアスピリンを抽出，前の抽

出液と合わせ，溶媒を留去する．TMs化の条件は前

報に準じた．また，アセトアミノフェンのTMS化条

件についても検討した．

混合製剤の分析に関する研究（第22報）二トロン

化法によるグ7ヤコールスルホン酸カリウムの比色

定量

井上哲男，立沢政義，渡辺啓子＝医薬品研究，3，

408　（1972）

　ニトロソ化法による混合製剤中のグアヤコールスル

ホン酸カリウム（PGS）の比色定量法を確立した．　PGS

の定量法として従来は，インドフェノール反応を用い

ていたが，市販の製品には4スルホン酸（4S）に一部

5スルホン酸（5S）が混合しているためこの方法で

は定旦値のバラツキを生じた．ニトロソ化法において

は生成したニトロソ化体の吸光度の差がないため5S

混合においても充分定量が可能である．混合製剤の場

合アスピリン，サリチルイミド，ア七トアミノフェン，

ピラソオロン系薬剤，プセチンおよびフェナセチンな

どは妨害となるが，強塩基性イオン交換樹脂にPGS

のみ吸着させα1N塩酸，エタノール溶液で洗浄陵，

1N塩酸，10％塩化ナトリウム混液（1：1）でPGS

を溶出すれぽニトロソ化法で定量可能となる．

　4Sおよび5Sのニトロソ化体についてIR，　NMR

により構造の検討を行なった結果いずれもスルホン基

は脱離することなく，4Sは6位が，5Sは4位がニト

ロソ化されることが明らかとなった．
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Voges・Proskauer反応に関する研究（第4報）1，1。

Dimethylguanidine，　1，1・Pentame出yleneguani・

dineおよびMorpholinoamidineによるVoges・

Proskauer反応呈色色素の構造決定（色素Aの構

造について）

坂ロ武一＊，木嶋敬二，田辺信三＊，井上保＊，小屋

原伊一郎＊：薬誌，92，1195（1972）

　Voges－Proskauer呈色反応において生成する4種

の色素のうち，色素Aの単離とその構造について検

討した．すなわち，呈色液を中和して得られる粗色素

はアルミナおよびシリカゲルクロマトグラフィーによ

って色素Aを黒紫色柱状晶として単離した．また構

造については得られた結晶のNMR，　MassおよびIR

スペクトルなどから検討した．

　guanidino化合物としてmorpholinoamidineを用

いた場合は，NMR　スペクトル（δppm）では2．5

（3H，　S，＝C－CH3），3．82（8H，　s，　morpholin　ring－

H），6．70（1H，　S，＝CH一），7．08（2H，　s，　C3，4－H），

Z5（3H，　m，　aromatic－H，5，6，7位），8．5（1H，　d－

d，J7，8＝10　cps，　aromatic－H，8位），16．3（1H，　b，

N－H）．MassスペクトルではM＋；魏／θ321，精密質

量測定値321．150，計算値321．147を得た．この値と

元素分析値から分子式をClgH、902N3と決定した．ま

た主なフラグメントイオンについて精密質量測定を行

ない，そのフラグメンテーションについて検討した．

またIRスペクトル（cm－1）から1630（C＝0），3060

（aromatic－H），1600，1500（aromatic　riηg）を認め

る．以上のことなどから色素Aの構造を2一（2－mor－

pholino－4－methy1－1H・5－imidazolylmethyhdene）一1，2－

dihydro・1－oxonaphthalene（1）と決定した．

　　　　　　　　〔o〕

　　　　　　　　　苓

　　　　　　　　N・C・NH・・0

　　　　　　　　以
　　　　　　CH3　　　　CH

　　　　　　　　　　　I

＊千葉大学薬学部

　トランスーフエルラ酸一2－MCの生体内分布と排泄

　浦久保五郎，城戸靖雅，池淵秀治＝原子力平和利用

　研究成果報告書，12，244（1972）

　t一フエルラ酸一2－14Cをラットに投与し，各臓器の経

時的親和性，呼気，尿，糞への排泄率および尿中のエ

ーテル分画について検討した．標識フェルラ酸をラッ
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トに投与すると，1）投与後24時間では投与量の6・3

％が呼気に，糞へ1．8％および尿へは78％がそれ

ぞれ排泄される．2）体内分布は投与後6時間に最高

値を示した耳下腺および副腎に高い放射能を認めた．

次に骨ズイおよび顎下腺にも高い放射能分布を示し

た．3）尿中からは非抱合体73．1％と抱合体12．3％

を認めた．

放射性医薬品の品質および試験法に関する研究1・

一クロム酸ナトりウム（51Cr）の比放射能測定法に

ついて一

浦久保五郎，池淵秀治＝原子力平和利用研究成果報

告書，12，239（1972）

　クロム酸ナトリウム（51Cr＞は循環血量などの測定

のために，注射前に51Cr標識赤血球を作るために用

いるもので，比放射能が高い．したがってクロム酸ナ

トリウム（51Cr）注射液中のクロムは徴量であるため

高感度定量法が必要である．従来のジフェニルカルパ

ジド法を再検討した結果，注射液に発色試液0，04％，

硫酸1・2％になるように加え発色させて，15～25分

後550mμで比色定量する条件を設定した．

放射性医薬品の純度試験に関する研究

浦久保五郎，城戸靖雅，永松国助＝原子力平和利用

研究成果報告書，12，235（1972）

　クエン酸鉄アンモニウム（59Fe）およびクエン酸ガ

リウム（67Ga）について，放射性医薬品基準の純度試

験法を確立する目的で，クエン酸鉄アンモニウム，塩

化第二鉄，およびクエソ酸ガリウム（67Ga）を用いて

ペーパークロマトグラフィーの至適展開条件を検討し

た．

　その結果，Rf値，展開時間およびスポットのまと

まりからいずれの試料に対しても，希アンモニア水

（1→100）／アセトン／水（2／3／4）およびM／10クェン

酸ナトリウム／アセトン（1／1）の混合溶媒を用いて展

開し，好結果を鴛た．

　有害金属の食品中許容濃度の算出一Znを例として

　（総説）

　浦久保五郎：衛生化学，19，1（1973）

　食品中有害金属の許容濃度を算出するために次の式

を誘導した．

　　　　　　　　　　　Qp・c
許容濃度（ppm）ニ
　　　　　　　　　1．44Tb・f・w

Qp：衛生上許容し得る体内最大蓄積量



148 衛　生　試　験　所　報　告 第　91　号　（1973）

c：当該金属を体内にとり入れることについて，

　当該食品の寄与の大きさの全食品の寄与に対

　する割合（小数）

Tb：当該金属の生物学的半減期（日）

　f＝当該金属が経口導入されたとき，消化管を通

　じて血中に入る割合（小数）

W＝当該食品の1日平均摂取量（kg）

　文献でみられるデータを用い，Znを例にとって上

式から許容濃度の試算を行なった．その結果飲料水中

のZnの許容濃度はα8ppm，缶，びん入りジュー

ス類中のZnの詐容濃度は3ppmという値を得た，

　これらの値を各国で定められている許容濃度の値や

実際の分祈値と比較すると若干きびしい値のように思

われた．

Chinoform・14Cの代謝（第1報）

浦久保五郎，城戸二二，長谷川明，池淵秀治，永松凸

助＝スモン調査研究協議会研究報告書，No．9，キ

ノホルム部会研究報告，31（昭46）

　SMON症状の発現に因果関係のあるキノホルムに

ついて標識キノホルムを合成し，ラットを用いた尿，

糞排泄率および尿代謝産物について1回投与群と連続

投与群間の差異を検討した．合成法は2－amino・4－

clllorophenolとglycerol－1・14CによるSkraup法に

より，　5．chloro－8．hydroxyquinoline．2－14C（yield　42．8

ヲδ）を合成し，さらにヨウ素化して，Chinoform－14C

（2，49μCl／nlg）を合成した．

　代謝実験はウィスター系ラットを川い，1回投与群

と連続投与群について行ない，糞，尿中への排泄率と

尿代謝産物について検討した．尿の全放補血および経

日排泄には各群いずれも著明な差は認められず，投与

後5日間で投与量の約18～29％が尿中へ排泄され，

そのうち17～30％が非抱合体で排泄された．

ラット肝臓にとりこまれた有害金属セレンの化学形

について

浦久保五郎，長谷川　明：原子力平和利用研究成果

幸提告1辱，　12，　250　（1972）

　7二Se標識亜セレン酸ナトリウムを投与したラット肝

臓を用いて，肝臓内に沈着したセレンの化学形，特に

七レノメチオニン，七レノシスチンの生合成について

検討した．

　75Se一亜セレン酸ナトリウムをラットに皮下注射し，

肝のホモゲネートを蒸留水で透折し，透折したものを

プロナーゼで酵素的に分離し，肝蛋白加水分解物試料

とした．この試料について，セレンがどのようなアミ

ノ酸と結合しているか，二次元ペーパークロマトグラ

フィーにより確認した結果，肝臓中のセレンは，10日

間の透折で約80～90％が透折性の低分子化合物であ

ることがわかった．　また酵素分解後の試料の約20％

が無機性であり，またクロマトグラフにより，Sを含

むアミノ酸と結合していることが確認された．

カドミウムの連続投与による体内残留と毒性発現機

構に関する研究（その2）一塒mCdの体内分布に

及ぼす塩化カドミウムの連続投与による影響一

浦久保五郎，長谷川　明，大森義仁，高仲　正，小

野田欽一：原子力平和利用研究成果報告書，12，247

（1972）

　塩化カドミウムの3用量について，連続経口投与し

てその毒性を調べ，さらに連続投与したラットについ

て115mCdの分布の変化を検討した．

　塩化カドミウムを20日間連続経口投与すると1mg／

kg／dayで体重増加抑制，死亡率等においてやや毒性

を示し，投与量を増すと毒性も増加した．また，消化

管の拡張，弛緩がみられ運動性の低下が考えられた・

さらに，21日目に115mCdを投与した結果から好く一

部吸収されたものについては肝，骨への分布は対照群

に比べて低く，連続投与により分布の状態が変化する

ものと考えられる．なお，連続投与により，副腎，精

のうの重量が変化したことより，内分泌系に何らかの

影響を与えている可能性も推測される．

Trite叩enoids　ofβσ海πodoπf伽εf8π9’σoJα

Akiko　KANEMATsu　and　Shinsaku　NAToRI：

Cんεηz．P力4ア〃z．8μ〃．，20，1993　（1972）

　Seven　triterpenoids　of　lanostane　group　were　iso－

1ated　from　the　higher　fungus　and　the　structures

（1－7）　were　elucidated　by　physicaI　data　and　cor－

relatiOn　reaCtiOnS．
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　　Naphtboquinone　Derivatives　fromthe　Ebenaceae．

　　IV．　Naphthoquinone　Derivatives　from刀εoSp〃・

　　m8ゐαたεand　D．んαたεvar．8〃’σθ8frf3．

　　Michiko　TEzuKA，　Masanori　KuRoYANAGI，　Kuni－

　toshi　YosHIHIRA，　and　Shinsaku　NAToRI：C肋ηz．

　　P乃αγη～．B置’π．，　20，2029　（1972）

　From　the　roots　of　Dfosρンγos々α々ゴ7・methyljugline

（1），isodiospyrin（2），　mamegakinone（3），　plum－

bagin，　dlospyrin，　a　new　7。methyljuglone　dimer（4），

named　neodiospyrin，　were　isolated　besides　known

triterpenoids　and　otheruncharacterized　compounds．

The　structure　4　was　elucidated．　Formation　of　the

methoxy　derivatives　from　7－methyllug【one　in　the

course　of　extraction　with　methanol　was　examined．

　From　the　roots　and　woods　of　O．々α々f　var．εyみ

z，9s〃fs　1，2，3，　shinanolone，　the　binaphthyl．1，1’。

quinone　were　isolated　besides　triterpenoids　and

the　uncharacterized　compounds．

o　　　　　　　o

コ

。眠ノ

0　　0H

l》。、

ぎ　・

　　　4

　Pterosin　J，　K，　and　I・and　Six　Acylated　Ptero・

　sins　from　Bracken，　Pfεrε〔f如蹴αα麗πf朋7πvar．

　zαだ口8cπ1麗Pπ．

　Masamichi　FuKuoKA，　Masanori　KuRoYANAGI，

　　Michiko　T6YAMA（n6e　Tezuka），　KunitQshi　Yo－

　sHIHIRA，　and　Shinsaku　NAToRI：C加7π．　Pぬα7〃2．

　　Bμ」ム，　20，2282　（1972）

　　From　the　fern，　known　to　contain　carcinogenic

substance（s），　nine　indanone　derivatives（1－9）were

isolated　and　the　structures　were　elucidated　by　the
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physical　determinations　and

tions．

R

H3C

　CH3

じ

the　correlation　reac一

0

X

R’

R’

R”

R’f X

Pterosin　J（HP層2b）（1）
　　　Cl

Pterosin　K（HP－2a）（2）
　　　Ci

Pterosin　L（Ac・5）（3）

　　　OH

Palmitylpterosin　A（4）
　　　OCOC15H31

1socrotonylpterosin　B（5）

　　　OCOCH＝CHCH3

Palmitylpterosin　B（6）
　　　OCOC15H31

Benzoylpterosin　B（7）
　　　OCOC6H5

Acetylpterosin　C（8）
　　　OCOCH3

Palmitylpterosin　C（9）
　　　OCOC15H31

new

latter　was　shown　to

of　auroglau－cin．

CH3　H

CH3　CH20H

CH3　CH20H

CH3　CH20H

CH3　H

CH3　H

CH3　H

CH3　H

CH3　H

OH

H

OH

H

H

H

H

OH

OH

Tetrahydroauroglaucin　from　Pθηfcf〃伽ηεc海α一

γ’e8麗．

Kunitoshi　YosHIHIRA，　Chikako　TAKAHAsHf，

Setsuko　SEKITA　（n6e　SAKAKI），　and　Shinsaku

NATORI：C加η2．、P乃αγ〃2．　Bε〃．，20，2727（1972）

From　the　mold　physion，且avoglaucin　and　a

　　phenolic　compQund　were　isolated　and　the

　　　　　　　　　　　　　　　　be　a　tetrahydro　derivative

　　New　Naphthoquinones　from　1）ぎ08pルro8．

　　Michiko　TEzuKA，　Chikako　TAKAHAsm，　Masa一

’　nori　KURoYANAGI，　Motoyoshi　SATAKE，　Kuni－

　　toshi　YosmHIRA，　and　Shinsaku　NAToRI：P勿fo－

　　c／zθη1fs’η，　12，　175　（1973）

　　7一1～｛ethyljuglone，　isodiospyrin，　the　2，2ρ，binaph－

thy1－1，1’一quinone，　and　a　new　quinone（1），　named

hydroxyisodiospyrin　were　isolated　from　theτoots

of　D．掬77θσvar。δ㍑κゴノblfσ．　From　the　roots　of　D・

甥αアf伽2σplumbagin，　elliptinone，　a　new　quinone

maritinone（2），　and　a　new　tetralone　isoshinano．
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10ne　（3）werc　isolated．　The　structures　of　1－3

were　elucidated．　The　naphthoquinones　of　the

genus　O∫oψッァ。∫are　briefly　reviewed　from　chemo－

taxonQmical　and　biogenetical　points　of　view．

OU　　O

グ　1

＼Me
　　　　　　O
Me　グ　　0

0　　14

　　＼OH

1

OK　　O

グll
＼

0
0

　　OH　　O

撫⑳、
　　　　　OH

loHグロMe
　　　＼

　　　OH　　O

2 3

C・13NMR化学シフトの図表化一ハロゲン化合物

のサブチャート＊

田中誠之＊1，戸田昭三＊2，永田親節＊3，巨多謙蔵，

斎藤　純判，三石隆竣＊5，橋本　茂＊，清水靖男＊7，

北沢英俊＊臼：分析化学，21，1011（1972）

　ハロゲン化合物のC－13NMR化学シフトの図表を

作成したところ，次のような知見が得られた．各化合

物ごとの相対的な化学シフト範囲の比較が簡単にでき

る．たとえば高磁場側にはアルカン類，シクロブロバ

ソ類があり，低磁場側に向かって，アルキン類，シク

ロヘキサン類，さらに，アルケソ類，芳香族類，複素

芳香族類の順になっている．各化合物において，フッ

素，画素，臭素およびヨウ素と置換基がかわるにした

がって，高磁場側にシフトする傾向がはっきりとわか

る．1一ハローπ一アルカン類の炭素数6以上の化合物に

おける，α，β，γ炭素の化学シフトが一定値に収れん

し，また，α炭素の化学シフトを比べると，いずれの

置換基の場合でもハロゲン化プロパンが最低値を示し

た．いわゆる重原子効果で説明できないハロゲン化シ

クロヘキサソでの化学シフトの異常性など多くの興味

ある問題を見いだした．

ネC－13NMR化学シフトの図表化（第5報），
ネΣ 結梠蜉w工学部，＊2東京大学農学部，＊3

芝浦工業大学，＊4・5三井東圧化学㈱，＊6ライ

オン汕脂㈱，＊7旭電化㈱，＊8日本化薬㈱

C・13NMR化学シフトの図表化一芳香族，複素芳

香族化合物のサプチャート＊

四中誠之＊2，戸田昭三＊2，永田親清＊3，叶多謙蔵，

斎藤　純ホ‘，三石隆俊＊5，橋本　茂＊6，清水靖男＊7，

北沢英俊粗3分析化学，21，1004（1972）

　著者らは，エ3C核磁気共鳴スペクトルの解析に有用

な図表の作成を試みてきたが，ここでは芳香族，複素

芳香族化合物のサプチャートについて述べる．ただし

ベンゼンはジ置換までとし，縮合多環式芳香族，およ

び含窒素化合物に関しては，基本骨格の化学シフトの

みを記載した．

　モノ置換ベンゼンでは，すべての環炭素の化学シフ

トを記載し，ジ置換ベンゼンについては，置換基の結

合した環炭素の化学シフトを，他の置換些と閃日づけ

て配列した．モノ置換ベンゼンの揚合，置換基の結合

した環炭素の化学シフトを高磁場から低磁場側になる

よう配列すると，オルト炭素は逆に高磁場シフトし，

メタ，パラ炭素ではそのシブトの割合は小さい．特に

前者の場合は置換基の種類に関係なくほとんど同じ位

置にある．ジ置換ベンゼンとモノ置換ペソゼンの置換

基の結合した環炭素の化学シフトは，環炭素に直接結

合した原子の種類が，炭素，窒素および酸素原子の順

に従って低磁場シフトするという共通の傾向がある．

ジ置換ベンゼンの場合は化学シフトの範囲が広くな

る．

　これらの図表，さらには既報1）帰3）に記載の図表を利

用すれば，ベンゼン系化合物の環炭素の化学シフトの

範囲の予測ができ，また置換基の種類までも推測が可

能となった．その解析例も示した，

　非置換芳香族，非置換複素芳香族化台物の環炭素の

化学シフトの図表化も行なった．

＊C－13NMR化学シフトの図表化（第4報），
＊1 結梠蜉w工学部，＊2爽京大学農学部，＊3
芝浦工業大学，判，5三井東圧化学㈱，＊5ライ

オン油脂㈱，＊6旭竃化㈱，＊7日本化薬㈱

人工弁の理化学的試験

堀部　隆，大場琢磨：人爵臓器，1，219（1972）

　現在臨床的に使用されている人工心臓弁のうち，

ba11弁，　discoid弁，1eaflet弁について，構成材料の

分析，化学的溶出，減菌蛋の寸法安定性，耐久試験後

の破損，磨粍量，漏洩および最小開閉圧力，一面アラ

サについて測定した．

（1）人工弁の構成材料は，テフロン，ポリア七タール，

ポリエステル，ポリプロピレン，ステンレス鋼，コバ

ルトクロム合金，チタニウム合金で，化学的溶出は極

めて少なく，安定である．

（2）加熱減菌処理により，テフロン製SAM弁，

WADA弁の変形率は0．2％以下である．

（3）耐久試験装置によりポリビニルピロリドソーd一ソ

ルビット水溶液中で158×106（5年相当）の開閉運動
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を行ない，人工弁の耐久試験を行なったところ，重量

減はdiscoid弁のSAM弁（M7）62　mg（0．56％）

が最大で，IeaHet弁は1mg程度で少なく，ball弁

のstarr弁は若干重量増加を示し，すべて証書に対す

る強度は充分で，また弁の開閉に要する最小圧力は

discoid弁で0．1kg／cm2，　ball弁，　Ieaflet弁は0．01

kg／cm2で開閉機能も平滑である．ただしba11弁の

枠のcloth　coverに亀裂を認めた。

（4）人工弁のoccluderの表面アラサをba11弁は干

渉式を，他の弁は触針式アラサ計を用いて測定した．

WADA弁の10μ，　SAM弁の5μの条痕を除けば，

その他の弁では2～3μで，ba11弁のballでは0．13

μ，Pyrolite　Carbon　coatingでは0．4μで極めて平

滑であった．

Corrosion　tendencies　of　amalgam　surfaces　com・

pared　by　spontaneous　electric　potentials

Nobuo　SHIMIzu，　Takao　FusAYAMA，　and　Takashi

HoRIBE：ノ．1）6π’α11～θs8α7c1’，50，455　（1971）

　To　compare　corrosion　tendencies　of　sphericaI

and　conventlonal　alloy　amalgam　surfaces　that　were

carved，　burnished，　or　set　against　matrix　band．

Sporltaneous　electric　potentials　were　determined

in　an　arti丘cial　saliva　at　various　tirnes　before　and

after　polishin9．

　The　electric　potential　of　the　spherical　alnaIgam

was　genera11y　higher　than　that　of　the　convention噂

al　amalgam　from董mmediatdy　after£11至ng，三t　rose

rapidly　for　the　first　13　minutes　and　gradually

dropped．　The　potentional　of　the　conventionaI

amalgam　was　low　immediately　after丘lling　and

gradually　rose　to　the　level　of　the　spherical　amal－

gam　at　the　end　of　the　first　da｝・．

　The　potential　of　the　burnished　surfaces　was

generally　higher　than　that　of　the　carved　surfaces

for　the　first　two　hours，　but　little　difference　was

observed　between　the　two　groups　at　the　end　of

the負rst　day．　The　potential　after　the　丘rst　day

of　tlle　amalgam　surfaces　that　had　set　against

matrix　band　was　remarkably　higher　with　the

spherical　amalgam　and　lower　with　the　conven－

tional　amalgam　in　comparlson　wlth　those　of　the

burnished　or　carved　surface．

　When　the　1－day－old　specimens　were　polished，

the　potentials　generally　droPPed　slightly　but　soon
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rose　back　over　the　values　before　polishing　and

then　became　rather　constant．　Little　net　change

in　the　potential　was　caused　bゾpolishing　on　the

spherical　amalgam　surface　set　against　matrix

band．

水中の窒素系化合物に関する研究（第1報）排水中

の亜硝酸，硝酸性窒素の分離定量法

佐々木佳子＊，小瀬洋喜＊，佐谷戸安好，中古克彦，

外村正治：衛生化学，17，260（1971）

　水中のNO2－NとNO3・Nの定量法は多くあるが，

汚水中でのNO2・NとNO3－Nの分離定量法として適

当な方法はない．比色定量法は濁った検体や着色検体

には適さない．また従来おこなわれている蒸留法では

有機性Nの一部がNH3－Nに分解し誤差の原囚とな

る．そこで著者らは二つの段階によって汚水中の

NO2－NとNO3－Nとの分離定量法を確立した．先ず

第一段階は，アルカリで分解の恐れのある有機性N

とNH3－Nをアルカリ蒸留で除いた後，デパルグ合金

による還元蒸留を行ないNO2－NとNO3－Nを求める．

一方第二段階は，あらかじめNO2－Nをスルファミン

酸で分解した後同様の操作をし，NO3－Nを求める方

法である．これらの方法は汚水中のNO2－N，　NO3－N

の分離定量法として実用できる方法であることを認め

た．

＊岐阜薬科大学

有害性金属の衛生化学的研究（第1報）カドミウム

の残留排泄および体内分布について．その1

佐谷戸安好，長谷川　明，安藤正典：衛生化学，17，

398　（1971）

　最近，産業の発達に伴いカドミウムによる環境の汚

染が増大している．すなわち，富山県において発生し

たイタイイタイ病はカドミウムに起因していると考え

られている．そのためわれわれは本論文において，イ

タイイタイ病地歴の究明のため，カドミウムの生体内

挙動を調べる第一歩として，カドミウムの体内蓄積，

排泄：および分布について研究を行なった．

　すなわち，経口によって与えられたラジオアクティ

ブなカドミウムはそのほとんどが血中にすみやかに排

泄され，投与1日目で血中に90％，尿中に0．4％排

泄される．吸収されたカドミウムは各臓器に分布し，

肝臓において特に著明な蓄積を示した．またwhole

bodyは投与1日目で10％，3日目で1％が蓄積す

ることがみられ，その後徐々に減少し投与24日目に
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おいてO．6％がなお蓄積を示している．投与後3日目

から24日目までの期間において，統計処理によって

生物学的半減期を算出するに15．3日であった．

　一方，ラジオアクティブなカドミウムを静脈注射に

よって投与した群においては投与5日日で糞中に25

％，尿中に1．5％が排泄される．またwhole　body

は5日目で投与量の65％が蓄積し，その後長期間を

要して減少する．さらにカドミウムの静注における生

物学的半減期は投与3日日より71日目の期間におい

て対数的に直線的に減少し，3333日であった．つい

で肝臓への蓄積は他の臓器に比較し，最つとも高い値

を示し，経口投与の場合と同様の結果を示した．さら

に腎臓への蓄積は時間の経過に伴いカドミウムは増大

し，肝臓，腎臓に長期間残留する結果であった．

水道水の衛生化学的研究　次亜塩素酸水溶液による

パラヒドロキシ桂皮酸およびフェルラ酸の分解

沢村良二＊，小山　隆＊，木村由美子＊，今村敏子＊，

外村正治，佐谷戸安好，中室克彦：衛生化学，18，

96　（1972）

　滝沢らによりカシン・ペック病の病囚物質であると

指摘されたかヒドロキシ桂皮酸およびフェルラ酸の

塩素剤による分解過程を追究して，浄水処理をした都

市水道にこれらの物質が含まれる可能性があるか否か

について検討した．

　人の健康に影響を及ぼすのではないかと考えられて

いる量以上のρ一ヒドロキシ桂皮酸が水道源水中に存

在しても，浄水処理過程で加えられる通常の塩素注入

丑で速やかに分解され，α1ppm以下の残留塩素が

みとめられれば分解が終了したことの指標になる．し

たがって塩素注入をして供給される水道水中にかヒ

ドロキシ桂皮酸およびフェルラ酸が残存する可能性は

ない．

　しかし，これらの物質の次亜塩素酸による分解生成

物中には別のフェノール系化合物が存在する可能性が

あるので，生成物の検索，同定をすることが必要であ

る．

　　＊日本大学理工学部薬学科

セレン関連化合物に関する衛生化学的研究（第1報）

セレンのガスクロマトグラフィー

中室克彦，佐谷戸安好，外村正治，小瀬洋喜＊＝衛

｛Lイヒ場な，　18，　237　（1972）

　藷者らは毒劇物としてのセレンの処理方法とそれら

の入体への影響等を衛生化学的見地から研究するため

の一環として，各種試料中に含有するセレンの微量定

量法を確立するための研究を行なった．

　セレン（VI）は17％以上の塩酸濃度で加熱するこ

とにより，セレン（IV）に還元される．

　セレン（IV）と4一クロロー。一フェニレンジアミンは

液性pH　1において沸騰水浴中で加温することにより

5一クロロピアセレノールを定量的に生成することを認

めた．

　生成した5一クロロピァセレノールはpH　1でペソ

ゼン抽出し，15％OV－17／クロモソルブwを充唄剤と

するECDガスクロマトグラフィーで定量される．

　本法の検出限界は0．1ngと感度が高く，検量線は

1．6ngまで直線性を示した・

　また，本測定法は河川水，食品，動物臓器など各種

試料に適応しうるものと考える．

＊岐阜薬科大学

セレン関連化合物に関する衛生化学的研究（第2報）

セレン酸（Naz75　ScO4）の生体運命について，その

1

中室克彦，佐谷戸安好，外村正治，小瀬洋喜＊：衛

生化学，18，368（1972）

　Na275SeO4をラットに経口投与した場合の体内残

留，吸収，排泄，体内分布について研究したので報告

する．

　投与セレンの60箔以上が腸管経由して吸収される

ことを示し，その排泄経路の主たるものは尿であるこ

とを認めた．また，呼気中に75Se含有代謝物の排泄

されることを確認した．

　セレンは㌶1決定臓器としての肝臓に速かな蓄積を

示すと同時に血液を介して各臓器にすみやかに移行す

ることを認めた．また，C期間の生物学的半減期が

22。44日であることは各臓器からの75Seの排泄が比

較的速やかなことを示すものと考える．

　血液中の75Seの挙動についての実験は，75Seが赤

血球膜を通過し，ヘモグロビンと結合することを示し

た．

＊岐阜薬科大学

水道水の衛生化学的研究PCBの十塩素化定量法と

浄水処理過程におけるPCB除去率測定への応用

佐谷戸安好，外村正治，中室克彦，松井啓子，沢付

良二＊，小山　隆＊，木村由美子＊：衛生化学，19，40

（1973）
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　汚濁の進行している上水道原水中に含有すると考え

られるPCBの除去に関する基礎的研究を行なった．

活性炭や硫酸アルミニウム，PACなどの凝集剤は水

中のPCBを除去する目的で使用された．

　本研究において，PCBの定量法についても検討を

行なった．PCBの定量法はPCBをSbC15で完全に

十塩素化することにより得られるデカクロロビフェニ

ル（DCB）をガスクロマトグラフィーで測定すること

により良好な結果を得た．これらPCBの定量におい

て水中のKC－600は〃一ヘキサンによる抽出，クデル

ナ・ダニッシュ型濃縮器による濃縮そして熔封ガラス

管中でSbC15を用い，220。，1時間加熱することによ

り十塩素化したのち，ガスクロマトグラフィーにより

DCBとして良好な回収率で定量される．

　水中PCBの除去に関する研究はKC－600を用いて

行ない，定量は十塩素化法により行なった．1ppm

KC－600水溶液に対する2つの処理方法は約90％の

PCB除去率を示した．1つは粉末活性炭と凝集剤の

併用処理，他の1つは粒状活性炭のカラム処理である．

これらの処理方法は例えば浄水場の浄化過程で用いら

れている．このように高い浄水処理方法は汚濁原水中

のPCBの除去に有効な方法であると考える．

＊日本大学理工学部薬学科

有害曲金属の衛生化学的研究（第2報）カドミウム

の急性ならびに亜急性毒性について

安藤正典，松井啓子，佐谷戸安好，外村正治：衛生

．化学，19，65（1973）

　著者等は115mCdの経口投与による塩化カドミウム

の吸収，排泄および体内分布について前報に報告した．

そこで今回は塩化カドミウムの急性ならびに亜急性毒

性試験を行ない，その結果は次のごとくである．

　すなわち雌ラットにおける塩化カドミウムのLD50

値は168・6m9／k9であり，その信頼限界は149．0～

191．Omg／kgであった。これらのラットの一般症状

は自発運動が抑制され，外部の刺激に対して感受性を

失い，鼻汁もしくは鼻出血が認められ，呼吸麻痺の状

態で死亡するのが観察された．

　つぎに，塩：化カドミウムの5mg／kg／day（A投与

群），20mg／kg／day（B投与群）について，30日間

の連続経口投与を行なった場合，雄ラットのカドミウ

ム投与群では成長曲線が著しく抑制されるのに対し，

雌ラットの成長曲線には変化が認められなかった．さ

らに雌雄のいずれのカドミウム投与群においても尿排

泄量は著しく増加するを認めた．また各臓器重量変化

発 表 153

は肝臓において著明な重量の減少が観察されたが，腎

臓においては変化が認められなかった．しかしながら，

胃，小腸，大腸では著しい重量増加が観察された。

有害性金属の衛生化学的研究（第3報）カドミウム

投与時における，カドミウムの体内分布，排泄と生

体におけるカルシウムおよびリン酸の消去について

安藤正典，佐谷戸安好，外村正治：衛生化学，19，

73　（1973）

　著者等は画報においてカドミウムの急性ならびに亜

急性毒性試験について報告した．

　今回は塩化カドミウムの5mg／kg／day，20　mg／kg／

dayを30日間ラットに連続経口投与を行なった場合

の尿，糞ならびに各臓器中のカドミウムについて検討

した．すなわち投与カドミウムのほとんどが糞中に排

泄され，尿中には全投与量の0．1％以下にすぎない．

またカドミウムの蓄積についてみると，肝臓がもっと

も高い値を示し，ついで腎臓，膵臓，脾臓の順に減少

するのが観察された．

　一方，尿難中に排泄されるカルシウムならびにリン

について検討するに，カルシウムの排泄量は摂取量に

比較して著しい増加が観察され，またリンの尿ならび

に糞中への排泄量は減少する結果を得た．つぎにカル

シウムおよびリンの体内消長についてみると，投与群

に著明な変化を認めることはできなかった．

皇居外苑濠水質の衛生化学的研究（第1報）四季に

おける水質成分と生物相の関係について

佐谷戸安好，松井啓子，中室克彦，安藤正典，外村

正治，松本浩一＊，松本淳彦＊：衛生化学，19，94

（1973）

　皇居外苑濠の四季における水質成分と生物相につい

て研究を行なった．現在，濠水への工場排水，家庭排

水による汚染は認められていない．

　測定地点は皇居外苑濠中に8地点設定した．

　調査によりつぎのごとき結果が得られた．

1）　水質成分および生物相の変動は季節的に特徴ある

パターンを示した．

2）濠水質は四季を通じてpHがアルカリ性でDO

が過飽和を示すことおよびいわゆる“水の華”の形成

することにより，富栄養化現象を示すものと考える．

3）濠中生物相の消長はBOD，　DO，選挙ケイ酸およ

び溶存硫化物に関連のあることを認めた．

＊東京都衛生研究所
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皇居外苑濠水質の衛生化学的研究（第2報）水質成

分と日射量の関係について

佐谷戸安好，松井啓子，中室克彦，安藤正典，外村

正治，松本浩一＊，松本淳彦＊：衛生化学，19，102

（1973）

　前頭にひき続ぎ，水質成分と水平面日射量の関係を

明らかにするため，皇居外苑濠水水質成分の経年なら

びに五日変動についての検討を行なった．

　経日変動調査の測定地点は日比谷濠（込’）に設定し

た．

　調査の結果つぎのごとく結果が得られた，

1）　濠水水質成分は富栄養化現象を示すが，経年的に

汚染が進行していないことを認めた．

2）　夏期（1970，8，21），日比谷濠において水平面日

射並と溶存酸素は相関性を有することを示した．

　　＊東京都衛生研究所

油脂の変敗に関する研究（第5報）リノール酸メチ

ルハイドロパーオキサイドの酸化物およびその急性

毒性

天野立脚＝食煙雲，13，293（1972）

　リノール酸メチルハイドロパーオキサイドを酸素中

で酸化させ，その主要酸化区分を分離した．

　この区分は比較的不安定で，加熱すると容易に8一

ホルミルオクタン酸メチル，マロンアルデヒドを放出

した．その化学構造はリノール酸メチルハイドロパー

ナキサイドの基本骨格がパーオキシ基で結合したダイ

マーで，HOO一，　HO一，一C＝C一等の官能基を有する

ものであろうと推定した．

　なおこの区分はグルタチオンのSH基を分解し，マ

ウスに対して経口毒性を示した．

輸入食品の食品添加物に関する研究　かんきつ類中

のサイアベンダゾールの分析について

三原　翠，近藤竜雄，田辺弘也＝食衛誌，14，179

（1973）

　外国では防ぽい剤としてかんきつ類等に用いられて

いるサイアベンダゾールについての分析法の検討と市

場調査を行なった．

　分析法は少：量分析には紫外部吸収法，徴量分析には

けい光光度法を採用し，他に比色法（A．．0．A£法）や

ガスクロマトグラフィーも検討したが，両者は検出限

度が悪く実用的ではなかった．

　紫外部吸収法やけい光光度法によれば，サイアベン

ダゾールはかんきつ類から98％以上回収でき，けい

感光度法の場合の検出限度は0・01ppmであった．

ANew　Fluorometric　Analysis　of　Dロlcin　using

Sodium　Nitrite．　III．　Structural　Determination

of　the　Fluorescent　Compound　by　the　Single

Crystal　X・Ray　Diぽraction　Metkod

Yoichi　IITAKA＊，　Sadao　UCHIYAMA　and　Zenzo

TAMuRA＊：α～θη2．　Pみαr〃2．盈‘〃．，20，1181（1972）

　The　structure　of　the　fluorescent　compound（A）

obtained　from　the　reaction　of　dulcin　and　sodium

nitrite　was　previously　presumed　to　be　1，3－bls（4－

ethoxyphenyl）幽5－tetrazolone．　In　this　paper，　（2・

bromoethoxy）phenyl　derivative（B）which　has　the

same　structural　skeleton　of　compound　A　was

synthesized　and　analized　by　the　single　crystal　X－

ray　di飯action　method　to　deter【nine　the　structure

more　concluslvely．　The　structure　of　compound　B

was　discussed　Qn　the　basis　of　the　result　of　thc

two。dimen＄ional　analysls．　The　structure　of　the

nuorescent　compound　A　was　concequently　con－

cluded　as　1，3－bis（4－ethoxy－phenyl）一5－tetrazolone．

＊Faculty　of　Pharmaceutical　Sciences，

　University　of　Tokyo

食品中の残留農薬分析に関する研究（第6報）輸入

町中の残留有機塩素農薬　　　　　　　　　　　・

大槻久美子，関田　寛，武田明治，田辺弘也＝食衛

言忘，　13，　338　（1972）

　輸入冷凍食肉における肉質部と脂肪組織中の残留有

機塩素農薬について分析すると共に，それらの結果を

国産のものと比較検討した．

1）今回分析した全ての輸入食肉検体から，α・BHC，

γ一BHC，ρρ’一DDTおよび〃一DDEが検出され，また

一部のものからディルドリンが検出された．中国産ウ

サギ肉からはこれら以外にかなりの　β一BHCおよび

♪ρ’一DDDが検出された．

2）　国産食肉中の残留有機塩素農薬は大部分がBHC

によって占められているが，輸入食肉においては，

♪ρ’一DDTおよびその近縁化合物によって占められて

いた。

　3）一般的にいって，輸入食肉の方が国産のものと

比較して残留有機塩素農薬は少ないであろうと推定さ

れた．
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食口中の残留農薬分析に関する研究（第了報）母乳

中の残留有機塩素農薬

厚生省母乳農薬汚染研究班（武田明治，他26名）

食衛誌，　13，　422　（1972）

　わが国における母乳の有機塩素農薬による汚染の実

態を調査する目的で，昭和46年1～3月の間に24都

道府県において総数約450名の授乳中の母親より提供

された偲乳を分析した．

　検討した農薬のうち，α一，β一，γ・BHC，ρρ’・DDT，

ρρ’一DDEおよびディルドリンが全ての母乳から検出

されたが，牛乳から検出されたρグーDDDは母乳から

は検出されなかった，

　一般的に，母乳の農薬汚染は東日本地区より西日本

地区において高く，とくにβ一BHCについて両者の差

が顕著に認められた．また，農婦よりも非農婦の方に

若干高い汚染が認められた．同時に母乳提供者に行な

った日常の食餌に関する簡単なアンケート調査の結果

を基にして母乳中の有機塩素農薬残留量と母親の食：餌

との関連性についても検討した．

食品中の残留農薬分析に関する研究（第8報）授乳

婦の血液中の残留有機塩素農薬

厚生省母乳農薬汚染研究班（武田明治，他26名）

食衛誌，13，438（1972）

　母乳を提供した母親の血液について残留有機塩素農

薬を検討した．

　対象となった有機塩素農薬のうちα一，β・およびγ・

BHCならびにカρ’一DDT，ρρ「一DDEおよびディルドリ

ンが血液中より検出されたが，ρグーDDD，アルドリン

およびエンドリγは全例から検出されなかった．

　全体的には血液中の残留有機塩素農薬は西日本地区

が東日本地区と比較して若干高い傾向が見出された．

北海道および東北3県における残留量は他の都府県の

ものと比較し’て低く，これらの都府県間には大きな差

は認められなかった．

　農婦と非農婦との比較では，血液中の残留有機塩素

農薬は前者がβ一BHCおよび総BHCにおいて後老よ

り低い値を示したが，他の農薬類については大きな差

は認められなかった．

食品申の残留農薬の分析に関する研究（第9報）

米，小豆および大豆中の残留有機塩素農薬の調理に

よる減少

武田明治，大槻久美子，関田　寛，岡島幸子＊，酒

井陽子＊，田辺弘也：食衛誌．14，142（1973）

発 表 155

　精白米，小豆および大豆の煮炊時における残留有機

塩素農薬の減少の程度を検討した．精白米および小豆

においては，煮炊後に僅かに減少したに過ぎなかった

が，大豆においては著しい減少が見られた．すなわち，

大豆を煮炊した後では，α。BHCで31％，β。BHCで

43％，γ一BHCで67％，ρグーDDEで20％，またρ八一

DDTで80％減少した．

＊共立薬科大学

乳肉食品中の残留農薬に関する研究（第1報）牛乳

中の残留有機塩素農薬について

厚生省叩肉食品農薬汚染研究班　（武田明治，他11

名）：回田誌．13，299（1972）

　生乳，市阪牛乳中の残留有機塩素農薬について全国

8道府県において1970年1月から15カ月間の実態

調査を行なった．その結果BHCによる汚染は東日本

より西日本に高い傾向があったが，他の有機塩素農薬

については地域差は顕著ではなかった．また15カ月

問には全体として漸減の傾向が認められた．一方，乳

牛の飼料についても残留有機塩素農薬の分析を行なっ

た結果，牛乳の主な汚染原因は飼料中の稲わらである

ことがわかった．

乳肉食品中の残留農薬に関する研究（第2報）乳製

品中の残留有機塩素農薬について

厚生省博聞食品農薬汚染研究班（堺　敬一，他11

名）1食衛誌．13，310（1972）

　昭和43年10月目り46年3月までの期間中に入

手した国産の特殊調製粉乳，バター，チーズならびに

脱脂粉乳（総数108検体）中の残留有機虚素農薬を分

析した．有機塩素農薬残留量は今回分析した試料のう

ちではバターにもっとも多く，ついで特殊調製粉乳に

多く，チーズはその脂肪含有量が比較的多いにもかか

わらず農薬残留量は比較的少なかった．脂肪含量のも

っとも少ない脱脂粉乳には予期したとおり有機塩素農

薬残留量は極めて少なかった．

　乳肉食品中の残留農薬に関する研究（第3報）魚介

　邸中の残留有機塩辛農薬について

　厚生省乳肉食品農薬汚染研究班（皆川三栄，他9

　名）：食台誌．13，317（1972）

　わが国の淡水別ならびに海産の魚介類の有機塩素農

薬による汚染の実態を把握するために，昭和44年8

月より46年2月に至る期間内に北海道，新潟県およ

び愛知県のいくつかの河川，湖沼および海域より採取
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した魚介類101検体中に残留する有機塩素農薬を分析

した．

　淡水産および海産魚介類の肉質部分の湿重量当りの

イ∫機塩素農薬の残留量はそれぞれ次のような範囲にあ

った。総BHC：0．009～0．79　ppm，0．0α1～0．21　ppm；

総DDT＝0．014～0．87　ppm，0．002～0．15　ppm；デ

ィルドリン：0．000～0．039ppm．

　淡水産魚類と海産魚類中の有機塩素農薬残留旦を比

較すると，前者の方が径者よりβ・BHC旦で約20倍，

γ一BHC量で約10倍，総BHC並で約15倍，総DDT

旦で約5倍そしてディルドリン量で約7倍残留量が高

かった．

食用混合色素の二波長分光測光法による分別定量

（第1報）二成分混合物について（その1）

神蔵美枝子，遠藤英美＊1，佐々木英人＊2：食紅誌，

13，　555　（1972）

　食品の着色料としての食用色素は一般に2種あるい

は数種の組合わせによる混合色素として使用される場

合が多い．混合色素中の個々の色素を分別定量するに

は通常，クロマトグラフ的手段を用いて分離したのち，

分光測光法による定量が行なわれている．タール色素

製剤の場合にはその成分およびそれぞれの重量パーセ

ントを表示する必要があるが，試験法が示されていな

い．また，近年，タール色素の毒性問題とも関連して

食用色素の最高使用量を定めている国もあり，混合色

素溶液における各成分の定量が必要となり，その試験

法が要求されている．

　本法では二波長分光測光法を二十して混合色素溶液

中の各成分を分析する方法を検討した．野川色素の各

種組合わせ110組の場合についての対照波長え1，測

定波長22を決定し，これらの波長を用いて検旦線を

作成した．その結果，分析成分と三富成分の割合が

0～2．5：1の範囲で検量線は直線性を示し，相関係数

0．993～1．000を得た．本法を各種混合系における各

成分の分別定量に応用し，回収率93～101．18％を得

た．また，市販食用混合色素製剤に応用したところ分

析結果は表示量に対して69．20～140．48％の数値を

示した．本法はクロマトグラフ的手段を用いず二成分

混合製剤中の各成分を分別定量することができ，着色

料混合製剤の各成分の分析法として十分応用できるも

のと考える．

食品中のポリオキシエチレン系界面活性剤の試験法

石綿　肇，林　敏夫＊，港辺晴美：食品衛生研究，

11，　1085　（1972）

　食品中のポリソルベート（ポリオキシエチレンソル

ビタン脂肪酸エステル，ツイン）の分析法はFDAあ

るいはHallらによって報告されているが，結果を得

るまでに数日を要する．そこで日常業務に用いられる

ような検出法について検討した．

　試料にジクロルメタン・エタノール売切を加えポリ

ソルベートを抽出したのち濃縮して検液とする．シリ

カゲルの薄層（5×20cm）に検封をスポットしたの

ち，クロロホルム・メタノール・酢酸・水（68：12：

12：3）混液で展閉する．発色試薬はチオシアン酸ア

ンモニウム・硝酸コバルト試薬を用いた．本法により

分析した場合，ポリソルベート類はいずれも同一Rf

値を示し，かつ食品中の類似反応物質と分離すること

ができた．検出限界は食品の種類，特に脂質含量によ

って左右されるがほぼ10～100ppmであった．

＊国民生活センター

　塩析によるココアバター中のやし油類の検出法

　慶田雅洋，海老根涼子，一ノ瀬々久子＊，谷村顕雄；

　食衛言言，　13，　333　（1972）

　ココアバター中のやし油およびパーム核油の塩析法

による検出法について検討した．ココアバターまたは

ブラックチョコレートの抽出脂肪59をけん化して

えられた石けん液を飽和食塩水で2回塩析してえられ

たろ液について，非塩析性のカプロン，カプリルおよ

びカプリン酸の酸性条件下における析出による混濁を

指標として観察・判定した．

　ココアパター・乳脂肪混合物については乳脂肪含量

を調整した対照試料を使川して混濁を比較した．

　その結呆，乳脂肪を含まない場合には総脂肪中の5

％以上のやし油または10％以上のパーム核心の存在

を，ココアバター。乳脂肪混合物（80：20）の場合に

は10％以上のやし油またはパーム核油の存在を検出

しうることを明らかにした．

　市販ブラックチョコレート4試料，ミルクチョコレ

ート5試料について試験した結果，各試料ともやし油

およびパーム核油を検出しなかった．

＊東京家政大学

＊1 結椏s立衛生研究所
率2 ｹ取大学工学部

食品添加物の必要性

谷村顕雄：酪農と食生活，26，2（1972）

食品添加物の必要性について論じた．
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食品中のニトロソアミンに関する研究（第10報）

第2級アミン定量時におけるアルカリ強度と回収率

との関係について

鮎川郁子，酒井綾子，谷村顕雄：食衛誌，14，100

（1973）

　さきに発表した食品中の第2級アミンの定量法のう

ち，ユONNaOHを加えて水蒸気蒸留する操作につい

て疑義が提出された．すなわち10NNaOHの添加

により共存するアミン類，あるいはトリメチルアミソ

オキサイド（TMAO）から第2級アミンを生ずるので

はないかという疑義である．

　モノメチルアミン，トリメチルアミンあるいは

TMAOを10　N　NaOHとともに水蒸気蒸留した場合

の呈色度は，ジメチルアミンの1／10，000～1／13，000

にすぎない．またタラ，カレイなどの魚肉に500ppm

に相当するTMAOを添加し，同様に操作してジメチ

ルアミンを測定した場合にも，添加したTMAOの影

．響はほとんど認められていない．

　また同時に提案された酸化マグネシウム法について

も検討したが，ジメチルアミンの回収率は10％以下

であり，ジメチルアミンの定量法に酸化マグネシウム

ーを使用することは適切ではない．

食品添加物とその分析（ガスクロマトグラフィーの

応用）1～IX

加藤三郎：ニューフードインダストリー，14，　（8）

25，　（9）　69，　（10）　65，　（11）　71，　（12）　15，　（1972），

15，　（2）　65，　（3）　17，　（4）　79　（1973）

　1概論，II保存料および有機酸関連物質：，　III酸化

防止剤，IV多価アルコール，糖および乳化剤，　V人

工甘味料，VIアミノ酸，　VIIビタミン類，　VIII溶剤，

IXガス状物質について，食品添加物としての規格基

準および一般的分析法の概要をのべたのち，これらの

規格，製剤および食品中よりの分析におけるガスクロ

マトグラフィーの応用について，それに役立つと考え

られる関連物質を含めて主要文献を引用して要点を紹

介するとともに著者の経験による論評を加えて解説

し，分析実務の参考に供した．

天然色素の安全性と規制

加藤三郎＝ジャパン　フードサイエンス，11，（11）

73　（1972），　12　（1）　75，　　（2）　70　（1973）

　食品着色料としての天然色素について，概論として

FAOIWHOの規格および安全性評価のレポートを整

理要約し，EECおよびFDAの指定着色料より天然

発 表 ユ57

系のものを抜粋し，これらと対比してわが国の現況と

将来について論評を加えた．各論として，これら公式

報告に示された25品目の着色料につき，その規格，

性状，試験法および参考事項を紹介した．

CoProP翫ilous　Pyrenomycetes　from　Japan　III

Kouhei　FuRuYA＊　and　Shun・ichi　UDAGAwA：

Tγαη3．〃2yco1．　∫oc．ルραπ，　14，　7　（1973）

　Descriptlve　notes　are　given　for　the　following

species　of　coprophilous　Pyrenomycetes　recovered

from　dung　samples　in　various　localities　in　Japan：

＊Zレπ’κ”Z　”3αC〆0酌6Cα，　＊Boηめαπだof4印　δ0〃霧うαγ一

4fof403，＊C¢7cψ乃orαgo55）1ρfπα，＊Coπfoc乃α6’α」ακo－

1）1αcα，　＊C．　’なπfαγfα，　＊C．　εαccα740’，　＊P¢1∫fsc乃毎

C12αe’0〃τ’0’4θ3，　＊D．9ξ9αSρ0アα，　＊D．」ゆ07加α，＊D．

，πακ乃α1ゴら＊D．伽2α9ωπ㈱f3，＊」砺ψocoρプ4α聰プ。’加，

＊五ψ乃0〃’C乃Z‘S　δα〃ε’”f，　＊1協1ロπ0ερ0γα　0躍α’α，

＊冊01麗’0砂0名αゐyσ1’πα，＊30ノ吻7～σθ昭’紹，＆戸η2’一

CO1α，　S．ぬκ”2碑α，＊∫．，ηαCプOSρ0ア0，＊Tγf伽dθZゴ’5C1囲

う’5ρ0〆〃0，＊7㍉〃〃〃獅’，＊ZO頭8〃010砂召3，＊Z：㎎0喝

≠ゾα‘プαgθ2♪gosρ07αand　＊2㎏05ク2ηηθ〃α　f”5fgπfs・

　Twenty－two　species　of　them，　being　marked　with

an　asterisk（＊），　are　reported　for　the　且rst　time　ln

this　country．　A　new　combination，正触ρocoカγα

απfαγc6cα（Co♪7014）α⑳τ’α7dcfαSPe9。），　is　P「oposed．

＊三共株式会社醸酵研究所

　Coprophilous　Pyrenomycetes　from　Japan　I

　Kouhei　FuRuYA＊and　Shun－ichi　UDAGAwA＝ノ．

　（；6π．　14♪ρ’．　1レf’c70う’o’．，18，433　（1972）

F・・th。　p。・p。・e・f　these　series・f即y・・1・gical

survey，220　dung　samples　of　wi】d　and　domestic

animals　for　determination　of　species　of　pyreno－

mycetous　Ascomycetes　were　collected　from　various

geographic　regiQns　of　Japan，　including　Ryukyu

and　Bonin　Islands．　Fifteen　species　of　Po405ρ07α

（the　Sordariaceae）from　numerous　cellections　are

described　and　illustrated．　1～lost　of　thern　were

also　obtained　in　living　cultures，　All　species　are

new　records　in　Japan．

＊三共株式会社醸酵研究所

Coprophilous　Pyrenomycetes　fro恥Japan　II

Kouhei　FuRuYA＊and　Shun－ichi　UDAGAwA：ノ．

G6π．／1ρカ」．　M∫c70∂fo1．，18，455　（1972）
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　Eleven　specie3，　ten　of　which　are　new　records　in

Japan，　belonging　to　the　genus　S♪oγoア〃z’ε〃α　（the

Sporormiaceae，　Loculoascomycetes）are　described

and　illustrated．　Like　Po40sρoグσ，　most　species　are

predominatingly　found　on　the　dungs　of　herbivorous

animals　in　Japan．

＊三共株式会社算勘研究所

New　or　notewordΨascGsporic　Pα星id伍αfrom

Philippines

Shun・ichi　UDAGAwA　and　Yoshikazu　HoRIE＊：

ノ。μηム　ノαρ．　βoム，　47，　338　（1972）

　フィリッピソの土壌から分離された次の4種の子の

う菌類について記載した．不完全世代はいずれも

Pθ痂前脚，3に属する．1）E～ゆ9η溜伽η討襯07加α雌

Udagawa　et　Horie　sp．　nov．本字はレンズ形の子の

．う胞子を形成し，胞子には2個の赤道隆起のあること，

胞子表面は粗壁，分生子構造は不対称形，2重輪生と

なる特徴を示した．集落はにぶい概色ないし淡褐色．

2）Eψ6π∫c〃ゴ～〃η助f！ψρ’”oπ56Udagawa　et　Horie

sp．　nov．本種は同じくレンズ形の子のう胞子を形成す

るが，胞子表面はわずかに粗壁である．2個の赤道隆

起は明確に分離して生じ，ときには2対となることも

ある。分生子構造は典型的な単輪生となる．集落は淡

褐色．3）Tα～α70〃2ンc9570’～ρ～4郡，」拍〃唾rθ7α5〃ゴ認α

これらの2種は分布が早れで，とくに後者の報告は原

記載以後ないようである．

＊千葉大学腐敗研究所

The　rediscovery　of　11Pぬαπoα8cμ8　cεr己παbαrま’ε麗8

Shun－ichi　UDAGAwA　and　Masaki　TAKADA＊：

ノoz‘ア23。ノヒzρ．　、Bo’．，48，　21　（1973）

　判子のう殻を形成する子のう菌の1種君ρ1コ口πoαεcμ5

‘’♪z23⑳αア’襯3は1889年にオーストリアでワニの糞か

ら発見され記載されたが，その後再び記録されず，ま

た当時の標本も現存していない．著者らは日本各地の

土壌からA．c伽励αγ∫瑚Sと同定される菌株を再発

見し，記載を補うと同時に，neotypeとして指定し

た．本種は朱赤色の大きい子のう果を形成，最初菌核

様の内部組織が徐々に成熟して子のうに移行する特徴

をそなえている．最近，英国のApinisはんzfκfoρs‘s

と／1ρ1～碑。α5α‘5を同一の菌として新組合せを提案し

たが，著者らの知見から両者は別個の属であることが

確認された．上記の子のう形成様式は1珈ク8”f認！’ど‘勿

など土壌産子のう菌類にみられる分化型の一つで，子

のう胞子の分散遅霜現象と考えられる，・4助απoα5cκ∫

は集落の色調，子のう果形成原基の形態などの違いや，

分生子構造を形成しない点で類似属とは区別される。

また，好温性菌丁舵ηπoα5α‘3とは連鎖状に生ずる子

のう，不規則な粗面の胞子，高雄での生育状態などで

相違が認められる．

＊東洋醸造株式会社研究蹄

1万ρ～oσε1α8’mo8porα　and　its　conidial　state

Shun・ichi　UDAGAwA　and　Yoshikazu　HoRIE＊：

∫α‘ノブ」．ノヒzρ．　Bo’．，47，　297　（1972）

　Dψ1096’α5fπ05ρ0グα属1柔閉子のう殻を形成するソル

ダリア科の子のう菌類として知られ，現在まで1961

年にカナダ産亜麻種子から分離培養された一例がある

にすぎない．日本産土壌試料から子のう菌類を検索中，

この属と思われる2株が分離されたので，それらの形

態を精査したところ，1株はタイプ種D．ργ∫〃ooρ3の千

載とよく一致し，他の株は訪日型の表面をもった子の

う胞子を形成し新種であることが分った．これをD．

groσε∫ffと命名し記載した．日本産の2株にはアルー

リオ胞子および分節胞子型の分生子世代が発見された

ので，オタワの中央農業研究所（DAOM）から標本を

借用し検討したところ，カナダ産株にも同様の分生子

世代が確認された．しかし，これら分生子世代の存在．

については未報告であったため本報告において追加記

載し，またこれらの新知見をもとに関連諸属との相互

関係を論議した．

＊野冊大学腐敗研究所

ZOPだe〃αPε’故ヲrα，　a　new　CleiStoaSCOmyCete

from　Japanese　soil

Shun－ichi　UDAGAwA　and　Kouhei　FuRuYA＊＝

7πZπ3．〃り℃o’．Soc．∫αραπ，　13，　255　（1972）

　ソルダリア科の子のう菌Zo飯θ11αρ”旋紹を新種

として記載した．この菌は沖縄石垣島の萎稠病発生パ

イナップル栽培土壌から分離されたもので，閉鎮型の

子のう果と三角形・2細胞の子のう胞子を形成する特

徴が認められた．Z砂卿”α属は丁癩〃9Z｛’αγfσ属の子

のう殻が土壌生息型の生態に適応して閉鎖型になった

ものと推察されている．不整子のう菌類に属する多く

の菌類に同様な分化のパターンが知られている．

＊三共株式会社醸酵研究所
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　Two　records　of　7海θ」αジ’αspecies　fmm　Thailand

　soil

　Yoshikazu　HoRIE＊　and　Shun－lchi　UDAGAwA：

　T7αη5．2ηンoo’．　Soo．∫αραη，　14，　47　（1973）

　タイ水田土壌の菌類フローラを研究中，数種の子の

う菌類を分離培養することができた．本報告では，こ

れらの中から次の丁麓θ」α癩属2種をタイ産新記録種

として報告する．

　（1）丁海8」⑳fαε¢’05αDade　（2）T．むαプ’05ρ07αCain

　（1）は子のう殻が被毛する点で類似するT．ρflosα

とは子のう胞子が大きいこと，分生子世代を形成する

ことで容易に区別される．T・詔osαの分離記録は

Dade以来非常にすくないものと思われる。（2）は子

のう胞子の形が極めて多様である点に特徴があり，

Warcupによってニューギニアの土壌から最初に発見

された．以来，この種の分離記録は世界的にみても1，

2回のみで稀である．

＊千葉大学腐敗研究所

　Mutagenicity　of　Dimethylnitmsamine　in　the

　Metabolic　Process　by　Rat　Liver　Microsomes

　Tomiko　NAKAJIMA　and　Shigeo　IwAHARA：M～‘’α・

　ガ。η　1～osβα7c乃，　18，　121　（1973）

　The　mutagenlcity　of　dimethylnitrosamine（DMN）

for　bacteria　was　investigated　by　means　of　the

Inetabol量。　activation　process　of　the　compound　w三th

rat　IiVer　miCrOSOmeS．

　Three　strains　of　streptomycin（SM）一dependent

E3c乃〃fc乃fα‘01ゴhaving　tetracycline（TC）。resistance

factor（Sd・E．　co万（TC））were　derived　for　this　study．

The　reverse　mutation　in　these　strains　from　SM

dependence　to　non－dependence　was　used　as　the

marker　for　mutagenicity．　The　drug　resistance

factor（R　factor）which　was　transferred　to　these

strains　was　used　in　order　to　get　around　the　bac零

terial　contam量nation　throughout　the　experlments．

The　study　of　the　mutagenicity　of　DMN　metabolites

has　been　made　by　incubating　DMN　with　rat　liver

microsomes　and　cofactor　system　in　the　presence

of　indicator　bacterial　cells．

　The　reverse　mutation　was　markedly　induced　for

all　of　three　strains　in　the　cQmplete　incubation

mixture　but　it　was　not　observed　when　the　cofactor

system　was　omitted　or　the　Iiver　microsomal　sus・

pension　was　replaced　by　the　kidney　cell　sap．　When

発 表 159

the　indicator　bactez・ial　ce11s　were　added　to　the

nlixture　in　which　DMN　was　previously　incubated

with　the　microsomes　and　cofactor　system，　the

mutagenicity　was　extremely　decreased．

　医薬品・化粧品の微生物汚染試験法（第2報）

　石関忠一：医薬品研究，4，56（1973）

　現在わが国では医薬品および化粧品の微生物汚染試

験法に対する公的な方法は確立されていない．しかし

今後は早急にこの分野の試験法が公定書に収載される

べきであると考え，同時に将来の試験法を確立するた

めの技術的試案の目安として，今回は徴生物のなかで

もとくに特定菌の検査を対象にした試験法を報告し

た．

　医薬品・化粧品の微生物汚染試験法（第3報）

　石関忠一：医薬品研究，4，175（1973）

　防腐剤の化学的試験法については衛生試験法で収載

されているが，防腐剤本来の作用である徴生物学的試

験法はわが国ではその記載がない．そこで防腐剤の用

い方，効果判定方法など防腐剤に関連したもので，試

験菌株の取り扱い方も含めた試験法に関する解説を試

みた．

　食品添加物の放射線分解（第1報）；　水溶液中にお

　けるソルビン酸の放射線分解と照射ソルビン酸水溶

　液の抗菌性について

　石関忠一，城戸靖雅，浦久保五郎，佐藤健二＊：衛

　生化学，18，337（1972）

　ソルビン酸は防腐剤として古くから使用されている

が，このソルビン酸水溶液に各種線量の6。Co，γ線を

照射すると，化学的にはソルビン酸は完全に分解して

おりながら非照射ソルビン酸水溶液の抗菌性に比較し

て，6。Coγ線照射ソルビン酸水溶液の方が，はるかに

強い抗菌活性を示すことを確認した．なお，この現象

には分子状の酸素を必要とすることも検討した．

＊東京都立アイソトープ研究所

　D・Lysergic　Acid　Diethylamideの発熱性に関する

　研究

　田中　悟，桑村　司，大森義仁，中尾　健＊：医薬

　品研究，　3，　419　（1972）

　LSDの発熱性について，ウサギを用いて検索し，

次の結果を得た．

　1）　ErgotamiDe，　LSAは1mg／kgの静脈内投与
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で全く発熱性は認められなかったが，LSDでは0．5

μ9／kgの微量で平均0．5。Cの体温上昇を示し，しか

も0，5μg／kgから50μg／kgの間において用量反応

関係が認められた．

　2）LSDの発熱曲線は1峰性で発熱時熱放散の減少

が見られ，また流血中白血球数の減少が認められたが，

血清中内因性発熱性物質の存在は証明されなかった．

　3）LSDの静脈内または側脳室内乳続投．ケ・により

発熱反応は低下し，耐性獲得現蒙が確認されたが，両

投与経路とも細菌性発熱性物質との閻に交又耐性が成

立せず，両者の発熱様式に差異のあることがわかった．

＊東京慈恵会医科大学

　　Experimental　Studies　on　Toxicity　of　Tin　in

　　Canned　Orange　Jロice

　　Yoshihito　OMoRI，　Akira　TAKANAKA，　Satoru

　　TANAKA，　Yoshlo　IKEDA　and　Tsuyoshi　FuRuYAニ

　ノ．Foo4　’塊，　Soc．，　14，69　（1973）

　　Vomiting　a轟d　dlarrhGea　occuπed　in　cats　givcn

a　10ml　per　kilogram　dose　of　canned　orange

juice　sample　containing　high　concentration　of　tin

（452ppm），　which　also　developed　intoxications　in

man．　Increase　of　tin　concentration　by　condensa－

tion　of　the　samP！e　resu監ted　in　an　acceleration　of

onset　of　toxic　manifestations，　however，　adjustment

of　pH　value　to　neutral　range　appeared　to　have

little　effect　on　the　de、・elopment　of　gastro－intestinal

dlsorders．　Presence　of　tin　as　complex　with　citrate

in　the　sample　was　suspected　and　the　tin　complex

prepared　from　stannic　chloride　and　sodium　citrate

was　given　to　cats　as　aqueous　soiution　at　various

doses．　Administration　of　the　complex　with　doses

above　9　mg　tin　per　kilogram　developed　toxic　effects

in　every　animal　tested．　Toxic　effects　of　the　juice

sample　disappeared　after　removal　of　tin　by　hy・

drogen　su1臼de　treatment，　but　symptoms　appeared

again　following　the　addition　of　as　much　tin　tu　t1罵

treated　sample　as　pretreatment　leveL　Thロs　high

concentration　of　tin　in　orange　juice　was　suspected

to　be　a　cause　of　intoxication．

擢αcoム，　22，　434　（1972）

Drug　A【fecUng　the　Gastric　Emptying　Rate　and

Drug　Absorption

Ryuichi　KATo＊，　Akira　TAKANAKA，　Kin・ichi

ONoDA　and　Yoshihito　OMoRI：Japan．ノ．　Pみαア・

　In　the　present　paper，　drugs　which　are　reported

to　produce　gastrointestinal　disorders　in　patients

were　used　and　effect　on　t｝1e　gastric　emptying　rate

and　drug　absorption　in　rats　is　described。

　The　benzydam玉ne　almost　completely　inhibited

the　rate　of　gastric　emptying　for　90　min．　and　85．6％

of　phenol　red　still　remained　in　the　stonlach　（gas。

tric　emptying　rate＝14．4％）．

　Similary　the　adnlinistration　of　many　other　drugs・

markedly五nhibited　the　gastric　emptying　rate　after

30　min．　Administration　of　benzydamine　with

carisoprodol　markedly　decreased　the　concentratio【1

0f　carisoprodol　in　serurn　and　brain．

　These　result＄indicate　that　the　effect　of　drugs

on　the　gastric　emptying　rate　is　an　important　factor

for　research　i【1to　the　effects　and　toxicities　of　drugs

when　given　simultaneously．

＊Fujisawa　ResearGll　Laboratories，　Fuji－

　sawa　Pharmaceutical　Co．．

キノホルムの毒性に関する研究

池田良雄，戸部満寿夫，小林和雄，鈴木幸子，川

崎　靖：スモン調査研究協議会研究報告書，No．9

（1971）

　動物の性差および年令差によって，キノホノレムの毒

性に差が生ずるか否かを究明する口的で，前報で発表

した雌の成鶏に対比して雄の成鶏と両性の成鶏によっ

てキノホルム連続経口投与実験を3ヵ月間にわたって

行なった．

　幼鶏では貧血L症状が主徴として出現するが，成鶏

（雄）では雌と同様に歩行障害が高率に出現する．また

死亡率では成鶏が高く，その毒性に年令による差のあ

ることが強く推測される．一方性差による毒性像の相

異は今回の実験成績からは必ずしも明らかでなかっ

た．

Urinary　Excretion　of　Free　and　Conjugated．

Forms　of　3・Hydroxyant』ranilic　Acid

Mitsuo　WATANABε，　Ken－ichiro　MINEGISHI　and

Yoko　TsuTsul：Cα〃。θアRε3．，32，2049（1972）

　　Urinary　excretion　of　free　and　conjugated　forms．

（glucuronide　and　sulfuric　ester）　of　3－hydroxy－

anthranilic　acid，　a　metabolite　of　tryptophan　which，
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is　suspected　to　have　carcinogenic　action，　was

studied．　The　patterns　of　excretion　of　these　three

substances　ln　the　urine　of　humans，　rats　and

guinea　pigs　were　determined　by伽orometry．　The

conjugated　forms　were　estimated　after　separation

by　stepwise　elution　from　diethylaminoethyl　Sepha－

dex　column　chromatography　and　thin・layer　chro－

matography．　Hydrolys至s　of　these　conjugated　forms

added　to　the　urine　was　also　studied．

　　The　patterns　of　urinary　excretion　of　these　com－

pounds　change　markedly　in　different　animal　species．

The　compounds　excreted　were　mainly　a　noncon－

jugated　form　in　humans，　the　sulfuric　ester　in　rats，

and　the　glucuronide　in　guinea　pigs．　When　trypto・

phan　was　admin量stered，　the　nonconlugated　form

increased　mainly　in　humans　while　the　sulfuric

ester　lncreased　mainly　in　rats．　No　marked　in－

crease　of　the　metabolites　was　found　in　guinea

pigs．　On　the　other　hand，　there　was　no　signi丘cant

decrease　in　the　conjugated　forms　that　were　added

to　the　ur至nes，　except　in　the　case　of　the　glucuro－

nide　至n　rat　ur五ne．

Studles　on　Radiopbarmaceuticals．　Synthesis　of

aNew　Renal　Scanning　Agent　and　Basic　Studies

Akira　TANAKA，　Ken－ichi　ToJo，　Goro　URA－

KUBo，　Makoto　MIKI＊，　Toyohei　MAcHIDA＊and

Takeshi　MINAMI＊：A㌃‘c1θαア　Mθ4’z加，11，407

（1972）

　　An　attempt　has　been　made　to　produce　a　new

renal　scanning　agent　with　faster　excretion　rate，

smaller　radiation　exposure　and　cheaper　cost　than

those　of　chlormerodrin。　A　new　compound　1一（4－

iodopheny1）一3。［3一（chloromercuri）一2－methoxypropyl］

urea（abbrev．：IPCM）1abeled　with　I251　was　pre－

pared　for　the　first　time　in　four　steps　with　4・iodo・

aniline　labeled　with　1251　as　the　starting　material．

　　The　kidney　a缶nity◎f　the　compound　was　ex・

amined　by　using　male　Wistar　rats．　The　distribu－

tion　of　1251　in　the　organs　a亡various　intervals　after

administration　was　calculated　using　an　organ／

muscle　activity　ratlo．　The　kidney　accumulated

more　l251　than　any　other　organ．

　　The　liver　accumulated　Iess且251　than　the　kidneys，

but　much　more　than　any　other　organ．　When　the
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body　retention　of　203Hg－chlormeroddn　and　2。3Hg－

or　l311・IPCM　was　compared，　simHar　biphasic　ex－

cretion　curves　were　found　with　both　compounds．

　　The　urinary　and　fecal　excretion　rates　of　IPCM

were　nearly　the　same．　Imaging　of　rabbit　kidneys

was　also　tried　with　a　scintillation　camera　and　1311－

IPCM．　Some　problems　of　the　clinical　application

of　IPCM　are　discussed　with　a　view　to　the　use　of

1231in　the　future．

＊Department　of　Urology，　The　Jikei　Uni－

　versity　SchQol　of八ledicine

The　Metabolism　of　Saccharin　and　the　Related

Compounds　in　Rats　and　Guinea　Pigs

Ken－ichiro　MINEGIsHI，　Masato　AsA田NA　and

Tsutomu　YAMAHA：C乃θ班．　P肋7初．β～〃．，20，

1351　（1972）

　The　metabohsm　of　35S－1abeled　saccharin，　o一，ρ・

toluenesulfonamide　（TSA），　o－and　ρ一sulfamoyl－

benzoic　acid（SBA）was　investigated　in　rats　and
　　ひ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

gulnea　plgs・

　　Sacchahn　was　rapidly　excreted　unchanged；a1・

most　in　urine　in　guinea　plgs，　while　about　70％in

urine　and　the　remainder　in　feces　in　rats．　It　was

suggested　that　such　a　difference　of　excretion

patterns　in　the　both　animals　might　be　due　to　the

different　absorption　rate　in　stomach　presumed　from

the　observation　of　distinct　pH　values　of　the五r　gas一

　ロ　　　　　　　　　　　　　　コ

tr1C　JUIce．

　The　urinary　excretion　of　o－andかTSA　in　rats

was　approximately　80％　of　those　compounds　ad－

ministered，　halves　of　which　were　oxidized　to　o－

andρ一SBA　respectively　by　the　oxidation　of　the

methyl　group．

　　More　than　90％of　o－andかSBA　were　excreted

unchanged　in　rats，　but　the　excretion　ratios　shared

in　urine　and　feces　were　considerably　variable　in

individual　animals．

中和試験（NeutralizatiOR　Test）による腫瘍（特異）

移植抗原の検出

石館　基1免疫実験操作法II，453（1972）

　腫瘍細胞および感作リソバ系細胞を一定の割合で混

合した後，同系動物に移植し，腫瘍細胞の増殖の程度

から腫瘍特異移植抗原の存否，ならびに腫瘍に対する
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宿主の細胞性免疫反応の特異性を検討する方法を述べ

ている．

　化学物質による発癌一最近の話題一

　小田嶋成和：癌の臨床，18，571（1972）

　妊娠中の動物に発がん物質を投与すると次世代の動

物に腫瘍の発生が見られることがあるが，そのことが

ヒトの乳幼児の癌発生の原囚を考える一つの手がかり

を与えるであろう可能性を例をあげて述べている．

　　白血病誘発物質N・nitroso・N・butylロrea一発癌標

　的臓器の変異一

　小田嶋成和：化学と生物，10，582（1972）

　投与する動物の時期，投与方法あるいは投与濃度の

違いによりN・nitroso－N・butylureaの発癌．標的臓器が

異ってくる例をあげながら，まだ解決されていない問

題点を指摘している．

　癌原性化学物質誘発腫瘍

　小田嶋成和：医化学実験講座，7，18（1973）

　疵原性化学物質による腫瘍の誘発に関する従来の報

告のなかで，比較的短期間に，高頻度に腫瘍を発生せ

しめる例のおもなものを，臓器別に紹介してる．

　癌原性化学物質をもちいての実験法

　小田嶋成和：医化学実験法講座，7，105（1973）

　癌原性化学物質の種類および化学物質の癌原性検索

法について述べている．

with　O．1％egg　albumin　at　pH　8．0）and　hyaluroni－

dase，　while　treatment　with　neuraminidase　alone

produced　no　chan募e　throughout　the　pHτange　ex－

amiaed．　Neuraminidase　treatment　produced　no

mobility　change　of　hyaluronidase－treated　AH－130

cells　but　reduced　the　mobility　of　chondroitinase・

treated　cells．　Sequential　treatment　with　hyaluro・

nidase，　and　neuraminidase　produced　sequential

reduction　in　nユobility．

　　By　contrast，　free－cell・type　strain　ce五ls　showed　a

remarkable　reduction　in　electrophoretic　mobility

following　treatment　with　neuraminidase　through－

out　the　pH　range　tested．　Chondro三tinase・ABC

treatment　produced　an　effect　similar　to　that　of

neuraminidase　treatment　of　this　type　of　ce11．　No

additional　effect　of　neuraminidase　was　found　with

cells　pretreated　with　chondroitinase．　Treatment

of　hyaluronidase－treated　cells　with　neuraminidase，

chondroitinasc，　or　both　enzymes　produced　addi－

tional　reduction　in　mobility，　resulting　in　a　mobility

value　identical　with　that　of　neuraminidase　alone．

　Thus　the　present　results　suggest　that　the　sur－

face　of　island－forming　strain　cells　is　covered　with

a　layer　containing　sulfated　pQlysaccharides　and

hyaluronic　acid　and　that　sialic　acid　from　glyco－

protein　of　the　surface　membrane　is　pτesent　in　a

cryptic　form，　while　sialic　acid　on　the　surface　of

free・cell．type　straiロcells　is　present　in　an　exposed

form，

　　A　I）i『ference　in　the　Architecture　of　Surface

　　Membrane　between　Two　Cell　Types　of　Rat

　　AsciteS｝lepatomas

　　Kiyohide　KoJIMA　and　Akihiko　MAEKAwA：

　　CαπceアRεsθαア。ぬ，32，　847　（1972）

　　A　　comparative　study　on　the　electrophoretic

mobility　of　rat　ascites　hepatoma　ce11s　was　carried

out　with　island－forming　and　free－ce11・type　after

treatment　with　island－forming　and　free－cell－type

strains　after　treatment　with　3　different　enzymes．

Island－forming　strain　AH・130　cells　showed　a　re。

duction　in　electrophoretic　mobility　following　treat．

ments　with　chondroitinase－ABC　solution（1　unit　of

enzyme　added　to　l　ml　of　Veronal。buffered　sallne

（0．005　馬．I　sodium　acetate，　0．005岱I　sodiurn　bar・

b辻urate，　HCI　and　O．145　M　NaC1）supplemented

　　Leukemogenic　Eπect　of　N・Nitroso・N・butylurea

　　in　Iヒats．

　　Shigeyoshi　ODASHIMA：　Toρ’ご3ゴπ　Cゐθ刀zfcαJ　Cσ7－

　　cfπρ9¢ηθ5f5－Pγoc6αfまπ85（ゾ〃」θ2π4　1π’6アκα”oμα」

　　5ン〃ερ03fど‘7π　（ゾ　Tゐθ　Pナ∫”0θ∫5　Tご2々σ”忽’5～‘　Cα〃‘67

　　Rθseζzア。’zFε‘ηぱ，477（1972）

　Solutions　of　O．01　to　O，04％NBU　were　admin五ste－

red　continuously　to　female　Donryu　rats　as　drinking

waterand　a　O．04％solution　of　NBU　was　given　to　fe－

male　Sprague－Dawley　rats　in　the　same　way　for　5　to

20weeks．　The　results　were　as　fo110ws：1）NBU　had

astrong　leukemogenic　effect　on　rats．2）Higher

doses　of　NBU　resulted　in　higher　incidences　of

leukemia　early　in　the　experimental　period　both　in

Donryu　and　Sprague・Dawley　rats．　With　the　high一
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est　dose　the　incidence　of　leukemia　was　as　high

as　85％and　the　average　induction　period　was　as

sho蛇as　23　weeks．　3）There　was　a　slight　differ－

ence　in　strain　susceptib至lity，　the　incidence　of

leukemia　being　slightly　higher　in　Donryu　rats　than

in　Sprague・Dawley　rats．4）Donryu　rats　main1y

developed　blastic　and　erythroblastic　leukemias，

and　Sprague－Dawley　rats　developed　more　chronic

myelogenous　leukemlas　when　they　were　treated

with　NBU　for　50r　10　weeks．5）In　addition　to

these　oncogenic　effects，　NBU　had　a　strong　im・

munosuppressive　effect．

Leukemogenic　Ef晦ct　of　N・Nitroso・N・butylurea

in　Rats

Shigeyoshi　ODAsHIMA：　Gαππ　ハゴ。η09〆αρん　o，z

Cαフ2ご67／i～65eα7c乃，　12，　283　（エ972）

　The　leukemogen歪。　effεcts　of　N－buty1・N－nitroso・

urea（BNU）was　studied　in　a　series　of　3　animal

experlments。

　1）Female　Donryu　rats　were　given　continuous】y

O．04，0．02and　O．01％　BNU　solution，15　ml　per

day　per　rat，　as　their　drinking　water，　until　they

were　k…iled　for　au亡opsy．　The　higher　concentration

of　BNU　resulted　in　a　higher　incidence　of　leukemia

ear】y　in　the　experiment，　100％　in　thQse　that　re－

ceived　the　O．04％　　solution，　and　a　lower　dose　re－

sulted　in　more　tumors　in　extrahematopoietic　tis－

sues　in　a　later　part　of　the　experimental　period．

　2）AO．（獲％BNU　solution，15　ml　per　day　per

rat，　was　given　to　female　Sprague－Dawley　rats

for　5，10，150r　20　weeks．　Leukemia　developed

　りin　60　to　90％of　the　rats．　Tlle　nロmber　of　plaque－

forming　cells　in　the　spleen　against　sheep　red　blood

cell　was　at　the　zero　level　in　all　rats　killed　imme．

dlately　after　the　end　of　BNU　admin董stration．

This　1evel　continued　until　the　end。　of　the　experi・

ment　in　those　rats　that　received　BNU　for　more

than　10　weeks．

　3）Asingle　application　of　BNU，300　mg／kg

body　weight，　to　female　Sprague－Dawley　rats　re．

sulted　in　the　development　of　leukemia　in　20　to

30％of　the　animals。

　4）Two　types　of　leukemic　cells，　granulocytic

and　nongranulocytic，　were　obsenFed．　The　majoト
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ity　of　the　anjma】s　with　leukemia　were　charac－

terized　by　enormous　hepatosplenomegalia　and　by

swe11ing　of　the　adrenal　gland　and　cysternal　group

of　lymph　nodes　due　to　the　metastatic　lesions　of

leukemic　cells．

医薬品の溶出試験法に関する研究

持田研秀，，岡　　恒，柴田　正，植岡澄子：昭和

47年度厚生科学研究報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場

性あるいは安全性が確認される有用な方法となる。

こで著者らは各種装置を試作し，ポリスチレン粒予お

よびアマランスKBr錠を用いて撹搾による液の均一

性を調べた．さらに，溶出量の測定の自動化を試み，

精度の確認を行ない，改良basket：方式を採用するこ

とを提案した．また，個々の薬物に対する溶出溶媒は，

その薬物のpHに対する影響を考慮して選定した．さ

らに市阪アスピリンおよびトルブタミド製剤について

本法を適用した．

　製剤の加纏γ0の溶出試験法は，

の生体内利用効率と相関性を有する

その結果が薬物

合，薬物の有効

　　　　　　　　　そ

医薬品製剤の経時変化に関する研究一ピリン系薬物

の光に対する安定性一

持田研出，伊阪　博，江島

年度厚生科学研究報告

昭，青柳伸男：昭和47

　　アミノピリン，スルピリン，アンチピリンなどのメ

タノール溶液を超高圧あるいは低圧水銀灯で照射して

えられる光分解生成物を単離した．oxanilide，　N－

methy1－N’一phenyl－Qxamide，N，　N’一dimethyloxamide，

3，4－dimethy1－1・phenyl－4・imidazoline・2－one，　bis（4－

methylamlnoantipyry1）methaneを既知物質として同

定し，また未知物質4種は，物理化学的測定データか

ら，それぞれの推定構造を検討中である．特徴あるイミ

ダゾロソ化合物の生成について，エタノール，ベンゼ

ン，水溶液など，光分解時の溶媒の差異による生成物

の変化を検討し，いずれの条件でもイミダゾロソ化合

物の生成が認められた．

　キノリンイエローWSのスルホン酸置換位置につ

　いて

　三井典子，持田研秀：衛生化学，18，320（1972）

　医薬品，化粧品用色素黄色203号として化粧水，乳

液等に繁用されているキノリソイエローWSは，2一

（2’・quinoly1）一1，3－indandioneのスルホソ酸誘導体で

ある．しかしスルホン酸置換位置は明確にされていな
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い．そこで著者らはキノリンイエローWSの標準品

の製造と市販品の品質を確保するためには，スルホソ

酸誘導体の置換位置を決定することが急務であると考

え，2一（2’一quinoly1）一1，3・indandioneを発煙硫酸でスル

ホン化し，得た生成物について，スルホン酸基の置換

位置を検討し，2一（2’。quinolyl）一1，3－indandione－6’一sul・

fonic　acld　および2一（2’・quinolyl）・1，3－indandione－

5，6’・d量sulfonic　acidをそれぞれ同定した．

シイタケよリ検出されるホルムアルデヒドに関する

研究

岡田敏史，伊賀宗一郎，伊阪

353　（1972）

博：衛生化学，18，

　シイタケより検出されるホルムアルデヒドについ

て，衛生試験法に規定される水蒸気蒸溜法を用いると

き，二つの生成系（酵素的生成，酸加水分解的生成）

に山来するホルムアルデヒドが同時に定量されること

を明らかにした．酸加水分解ホルムアルデヒドは試験

汝由来のものであるから，酵素的にシイタケ水浸液中

に遊離きれるホルムアルデヒドのみをア七チルアセト

ンを用いた直接比色法により分析した．乾燥シイタケ

25試料について分析の結果，乾物重量あたり100～

280μ9／9（平均199μ9／9）の遊離ホルムアルデヒド

が検出された．この値は水蒸気蒸留法による分析値の

約1／2に相当する。

生薬中に残留する有機塩素系殺虫剤について（第3

報）人参の加工処理による残留有機塩素剤の除去

野口　衛，金田吉男，持田研秀：生薬，26，19

（1972）

　生薬および生薬製剤中の有機塩素系殺虫剤の除去あ

るいは毒性の低下を目的として，人参を例にとり各種

調製過程における殺虫剤の挙動を検討し，次の結果を

得た．

　生人参を聡智に加工すれば，dieldrinおよびρρ’一

DDTの残留量は生干しの場合の約1／2に減少し，湯

通し人参，紅参加工面に生成するエキ中には殺虫剤は

ほとんど検出されなかった．また煎剤調製により殺虫

剤の一高f；は揮散，あるいは残渣中に残り，煎剤中の

α，γ一BHC，　dleldrin，　heptachlor　epoxideおよびρグ。

DDTの含量は原料生薬中の約1／10に減少し，35％

エタノール減剤調製により，浸剤中のα，γ・BHC，

die：drinおよびheptachlor　epQxideの含量はそれぞ

れの水への溶解度に対応し，原料生薬中の50～10％

に減少した．さらに人参からの殺虫剤の除去について

考察した．

輸液用プラスチック容器入り注射剤の異物検査につ

いて

岡　　恒，伊阪　博，持田研秀：医薬品研究，3，

322　（1972）

　輸液用プラスチック容ll｝｝は注射用ガラス容器にくら

べ，内溶液の異物検出は困難である．プラスチック容

器入りブドウ糖注射液の異物検査を実施するにあた

り，局方の規定の表現が難解で，判定に支障を来たす

おそれがあると考え，容器の透明性および異物検出の

限界などについて検討した．

混入牛脂に関する豚脂の純度試験

長崎晶子，岡田敏史，伊阪　博，持田研秀：医薬品

研究，　4，　52　（1973）

　豚脂中に爽雑する牛脂の試験について，J．P．　VIII記

載の結晶の顕微鏡観察では混入率10％以下のときは，

牛脂が混入していても判別できない．また豚脂のボー

マー数を73以上と規定した場合，この方法でも混入

率10％以下では判別困難である．二二熱分析（DTA）

によれぽ，DTA曲線の形状およびHa／Ha’の比から

混入率10％以上の試料では牛脂混入が判別できるの

みならず，凡その混入率も推定できる．したがって局

方豚脂への牛脂混入の有無の判定には顕微鏡観察以外

にボーマー数，DTAを併用することが望ましい・

タール色素の製品検査について（第7報）溶媒抽出，

原子吸光法による食用タール色素中の重金属の定量

外海泰秀，野村幸雄：衛生化学，18，363（1972）

　食用タール色素中の重金属の定量法として，ジエチ

ルジチオカルパミソ酸ナトリウムをキレート剤とする

溶媒抽出，原子論光法を開発した．すなわち，試料を

灰化することなく，色素の水溶液から直接Fe（III），

Zn（II），　Cr（VI），　Pb（II），　Cu（II），　Cd（II）および

Mn（VDを定量的に酢酸ブチルへ抽出できる．ゆえ

に，本法を用いることにより色素の製品検査の飛躍的

な時間短縮が可能となった．

タール色素の製品検査について（第10報）食用タ

ール色素中の塩化物および硫酸塩の定量法に関する

問題点

外海泰秀，上吉千恵子，野村幸雄：食衛誌，14，90

（1973）

食品添加物公定書法による食用タール色素中の塩化



誌 上

物および硫酸塩の定量法に関する問題点を検討した結

果，次の事項が明らかになった．

　1．塩化物および硫酸塩は活性炭処理の過程で吸着

されるので，公定法による測定値は見かけ上低い結果

を与える．

　2。　活性炭の種類により塩化物および硫酸塩の吸着

力がそれぞれ異なるので，実験には一定品質の活性炭

を使用する必要がある．

　3．　公定法による色素中の硫酸塩の滴定法は，変色

点が明確でないため正確な定量値を与えない．

フゲ毒の毒性試験に関する2，3の知見

川崎浩之進，永田　正，加納晴三郎：食衛誌，14，

186　（1973）

　輸入フグ毒の検査にあたり，結晶フグ毒を対照とし

マウスを用いてその毒性を各種投与条件について検討

し，結晶フグ毒は脳内投与するともっとも強く毒性の

発現がみられ，以下静脈内，腹腔内，皮下および経口．

投与の順であり，いずれの投与法においても死亡時間

の長短と毒量とは相関性がみられた．結晶フグ毒とフ

グ魚肉を混合し，その抽出物を注射すると毒性は低減

し，輸入フグのうちナシフグ，ナゴヤフグはほとんど

毒性を認めないという成績をえた．

製剤の生物学的有効性に関する研究（1）各種アスピ

リン製剤の有効性の比較

加納晴三郎，吉田　稔，伊丹孝文＝昭和47年度厚

生科学研究報告．

　従来より，アスピリン（ASA）製剤の効果の差異が

その粒子の性状に由来するものと考えられている．わ

れわれは家兎を用いて，2，3の異った粒子径のASA

を経口投与し，経時的にその血漿中のASA，サリチ

ル酸（SA）の濃度を測定すると同時に解熱効果につい

て検討した．さらに，発熱物質投与時における吸収に

ついても検討した．すなわち，正常時ではASAの血

漿濃度は投与後5分で最大値を示し，以後急速に低下

し，約60分目殆んど消失する．一方，SAは投与後

1～2時間で血漿濃度は最大となり，その後一定時間

その濃度を持続する．この現象はASAの粒子径にほ

ぼ対応して血漿濃度が増大する．

　また，発熱物質同時投与においては，その血漿濃度

は正常時に比べて約2倍に増大したことを見出した．

一方，解熱効果においてもその血漿濃度にほぼ対応し

た．
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細菌性発熱物質の末梢作用に関する研究（III）各種

発熱物質によるHitochondriaの酸化的燐酸化能に

及ぼす影響

堀　弥生，加納晴三郎：日薬理誌，69，429（1973）

　Pyrogenによる発熱機構を末梢におけ’る肝mito－

chondria（Mt）の動態との関連において検討し，

Pyrogen，　DNPおよびCathecolamine（Nor－epi－

nephrine（N－E）およびEpinephrine（E））は，（E）を

のぞいていずれもラット体温を上昇せしめ，四則ア。

におけるMtの酸化的燐酸化に対して，　Cathecola・

mineはstate　3呼吸のみやや促進せしめること，ま

たPyrogenおよびDNPを投与されたラット肝Mt

は，勿泌γoで酸化的燐酸化能は低下しているが，正

常肝Mt上清を添加すると回復し，さらにPyrogen・

DNPおよびCathecolamineを投与されたラット肝

Mtは，’π漉ア。でいずれもMtのATPase活性を

上昇せしめることを明らかにした．

　薬用植物の栽培研究，大黄の栽培および調製につい

　て

　吉田尚利＊二，三橋　博＊1，畠山好雄，逸見誠三郎，

　本間尚治郎，水谷次郎＊2：生薬学雑誌，25，1（1971）

　水谷次郎が増殖した苗を用いて，1964年本圃に定植

し，地上部の生育ならびに1年株と2年株の地下部の

生育を調査し，1965年に栽植密度，1966年目苗の比

較試験をおこなった．また収穫した根部を用いて1965

～1970年に調製方法，品質について試験した．

＊L k海道大学薬学部　＊2北海道生薬協会

薬用植物の栽培研究，ゲンチ7ナの栽培および調製

について

畠山好雄，本間尚治郎，逸見誠三郎，三橋　博＊1，

吉田尚利＊1，水谷次郎＊2：生薬学雑誌，26，75（1972）

　ゲソチアナ・ルテアの栽培法を確立するために1963

年から1971年にわたって実施した下野結果をまとめ

たもので，播種床の用上，播種期，低温処理と発芽と

の関係について，本圃定植後の生育状況5年生（本圃

定植後3年）から7年生根の収量，および調製法と品

質，その他について調査した．

　　＊1北海道大学薬学部　＊2北海道生薬協会
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学会発表（1973年5月31日までのものを掲載） Titles　of　Speeches

　神谷庄造，丹野雅幸，柳町きみえ：1・Alkoxy・3，6・

dimethy1・5・nitro・4（1H）・pyridazinone　および関連化

合物の合成

　日本薬学会93年会（1973．5．10）

　神谷庄造，大草源三＊：3。および4・Alkylamino・

me出ylpyridazine類の合成

　第5回複素環化学討論会（1972．11．15）

＊大草薬品株式会社

　中村晃忠，神谷庄造：Fused　Hydrazineに関する

研究一Pyrazolo【1，2・61Phthalazine類縁化合物から

N・Aminoalkylisoindoleへの転位反応

　日本薬学会場93年会（1973．4，6）

　五百城義和＊，中舘正弘，永田親義＊：N一アルキルー

N’一二トローN一ニトロソゲ7ニジンより生成するブリ

ーラジカルの構造

　日本癌学会第31回総会（1973．10．24）

＊国立ガンセンター研究所

　Chikayoshi　NAGATA＊，　Yoshikazu　IoKI＊，　Masa－

h重ko　KoDAMA＊，　Yusaku　TAGASHIRA＊and　Masa－

hiro　NAKADATE＝　Free　Radical　Induced　童n　Rat

Liver　by　a　Chemical　Carcinogen，　N・Methyl・N・

nitro・N・nitmsoguanidine

　International　Conference　on　Magnetic　Resonance

　ln　Blologlcal　Systems（The　New　York　Academy

　of　Science）　（1972．　12．　8）

＊National　Cancer　Center　Research　Institute

　塚越　茂＊，安斎美知子，井上俊雄＊，桜井欽夫＊；

DEAE－Dextranの抗腫瘍性について

　日本癌学会第31回総会（1973．10．26）

＊癌研究所化学療法部

　井上哲男，鯉淵昌信＝アルカリ金属フレーム検出

器による含窒素医薬品の分析一製剤分析への応用一

　日本薬学会第93年会（1973．4．6）

　石橋久子，緒方宏泰，斎藤恵美子，柴崎利雄，井上

哲男：殺虫剤DDVPの安定性について（II）水溶液

中のDDVPの安定性
　日本薬学会第93年会（1973。4，5）

　斎藤恵美子，緒方宏泰，石橋久子，柴崎利雄，井上

哲男：殺虫剤DDVPの安定性について（III）水溶

液中の安定性に対する陽イオン性界面活性剤の影響

　日本薬学会第93年会（1973．4．5）

　緒方宏泰，石橋久子，斎藤恵美子，柴崎利雄，非上

哲男：殺虫剤DDVPの安定性について（IV）乳化

系中のDDVPの安定性
　日本薬学会第93年会（1973．4，5）

　福田秀男，相沢義雄＊：ウシ子宮中のオキシトシン

親和性たん自質について

　日本薬理学会第46回総会（1973．4．2）

＊東京薬科大学

　飯高洋一＊，坂口武一＊＊，木嶋敬二：Voges．Pms

kauer反応の呈色機構に関する研究（VIII）『P19’

ment　AのX線構造解析一

　日本薬学会第93年会（1973，4．5）

　　＊東京大学薬学部　＊＊千葉大学薬学部

　長谷川　明，鈴木康雄，浦久保五郎＝連続経ロ投

与によるセレンの体内分布，吸収排泄について

　日本薬学会第93年会（1973，4．5）

　浦久保五郎，　城戸靖雅，　池淵秀治，　永松国助：

Radioimmumassay　による　2，5　Dimetkoxy4・

me£hyl　ampketamine（DOM）の定量について

　日本薬学会派93年会（1973．4．5）

　亀谷勝昭，池淵秀治，武岡育子；環境試料中の誘

導放射性核種の分析について

　日本薬学無縁93年会（1973．4．5）

　亀谷勝昭，戸村加代子：環境試料中の2LOPbの分

析について

　第10回理工学におけ’る同位元素研究発表会

　（1973．　4．　17）

　黒柳正典，福岡正道，遠山美知子，義平邦利，名取

信策：ワラビの1・indanone誘導体

　第16回天然有機化合物討論会（1972．10．18）

名取信策：二，三の細胞毒性物質の化学一マイコ

トキシンの化学的検索から

第4回マイコトキシン研究会（1973．5．ユ0）



学 会

　堀部隆＝：NUVA　Systemについて一紫外線照

射による小窩，裂溝のレジンシールー

　日本歯科材料器機学会7月例会（1972．7．18）

　堀部　隆：小窩，裂溝のレジンシール（NUVA

Sea夏）の耐磨耗性

　第26回日本歯科材料器機学会総会（1972．10．9）

　堀部　隆，小嶋茂雄，菊池　寛1石こう糸埋没材

の熱分解と表面のアラサ

　第26回日本歯科材料器機学会総会（1972．10．9）

　堀部　隆，大場琢磨，桜井靖久，井街　宏，渥美和

彦：塩化ビニル樹脂一人工心臓中可塑剤の溶出

　第10回日本人工臓器学会総会（1972．10．30）

　伊東　宏，菊池　寛＝腸線縫合糸について　（加工

による種類の区別について）

　第48回日本医科器械学会大会（1973．5．26）

　大場琢磨：ディスポーザブル医療用具の滅菌と材

質変化について

　医科器械学会第17回滅菌法研究会（1972．7．28）

　辻楠雄，鈴木康雄：室内空気中の浮遊粉じんに

関する研究（第1報）金属成分による室内空気の汚染

について

　日本公衆衛生学会（1972．10．27）

　長谷川　明，安藤正典，佐谷戸安好：有害性金属

の衛生化学的研究（第1報）カドミウムの残留排泄お

よび体内分布について

　日本薬学会第90年会（1970．7．29）

　松井啓子，安藤正典，中細克彦，佐谷戸安好，外村

正治，松本濠彦＊，松本昌雄＊，松本浩一＊：皇居外苑

濠水質の衛生化学的研究（第1報）四季における水質

成分と生物相の関係について

　日本薬学会第90年会（1970．7．29）

　松井啓子，安藤正典，中室克彦，佐谷戸安好，外村

正治，松本濠彦＊，松本昌雄＊，松本浩一＊二皇居外苑

濠水質の衛生化学的研究（第2報）濠のプランクトン

相について

　日本薬学会場90年会（1970．7．29＞

　＊東京都衛生研究所

中室克彦，安藤正典，松井啓子，佐谷戸安好，外村
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正治，松本濠彦＊，松本昌雄＊，松本浩一＊：皇居外苑

濠水質の衛生化学的研究（第3報）水質成分と日射量

の関係について

　日本薬学会第91年会（1971．4．8）

＊東京都衛生研究所

　佐谷戸安好，松井啓子，外村正治，伴与一郎＊，山

口道雄＊，妙技　宏承，高橋克己＊：海永淡水化の水道

利用に関する研究

　日本薬学会商91年会（1971．4．8）

＊長崎県衛生研究所

　安藤正典，佐谷戸安好，外村正治，豊条聡＊，大

沢利昭＊＝水道水の衛生化学的研究一次亜塩素酸の人

血球の機能にあたえる影響について一

　日本薬学会第91年会（1971．4．8）

　　＊東京大学薬学部

　中室：克彦，佐谷戸安好，外村正治，小瀬洋喜＊：セ

レン関連化合物に関する研究（第1報）セレンのガス

クロマトゲラ7イー

　日本薬学会東海支部例会（1971．9．25）

＊岐阜薬科大学

　中吊克彦，佐谷戸安好，外村正治，小瀬洋喜＊：セ

レン関連化合物に関する研究（第2報）セレン酸

（Na275SeO4）の生体運命について（1）

　日本薬学会第92年会（1972．4．6）

＊岐阜薬科大学

　安藤正典，松井啓子，佐谷戸安好，外村正治：有

害性金属の衛生化学的研究（第2報）カドミウムの急

性ならびに亜急性毒性について

　日本薬学会第92年会（1972．4．6）

　安藤正典，佐谷戸安好，外村正治：有毒性金属の

衛生化学的研究（第3報）カドミウムの急性ならびに

亜急性毒性について

　日本薬学二上92年会（1972．4．6）

　安藤正典，福原克治，佐谷戸安好，外村正治，佐藤

淳子＊，大沢利昭＊：水道水の衛生化学的研究次亜塩

素酸のビタミン類にあたえる影響について

　日本薬学会第92年会（1972．4．7）

＊東京大学薬学部
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　松井啓子，中歯克彦，佐谷戸安好，外村正治，沢村

良二＊，小山　隆＊，木村由美子＊：水道水の衛生化学

的研究　水道水中に含有するPCBの定量法と浄水に

おける除去の検討

　日本薬学会第92年会（1972．4，7）

＊日本大学薬学部

　佐谷戸安好，安藤正典，松井啓子，外村正治；毒

物劇物の廃棄処理に関する衛生化学的研究（第1報）

シアン化ナトリウムの安全処理について

　日本薬学会誌93年会（1973．4，6）

　中畑克彦，佐谷戸安好，外村正治，小瀬洋喜＊；セ

レン関連化合物に関する研究（第3報）セレン酸ナト

リウムの急性ならびに亜急性毒性について（1）

　日本薬学会第93年会（1973．4．7）

　中高克彦，佐谷戸安好，外村正治，小瀬洋喜＊：セ

レン関連化合物に関する研究（第4報）セレン酸ナト

リウムの急性ならびに亜急性毒性について（2＞

　日本薬学会第93年会（1973．4．7）

　　＊岐阜薬科大学

　大槻久美子，関田　寛，武田明治，田辺弘也＝＝

塩化ビフェニルの生体内運命

　日本食品衛生学会第24回学術講演会

　（1972．　10．　13）

　鈴木　隆，武田明治，田辺弘也＝農薬の微生物に

よる分解（第2報）N一メチルカルバメート系農薬の

」8pωがZ伽8πfσθrによる代謝（2）

　日本薬学会第93年会（1973。4．6）

　福原克治＊，武田明治，田辺弘也：食品中の残留農

薬の分析法に関する研究（第10報）有機リン農薬の

分析法について（1）

　日本食品衛生学会第25回学術講演会

　（1973．　5．　17）

　　＊食品薬品安全センター

　内山貞夫，天野立爾，近藤龍雄，田辺弘也：冷凍

えびの化学的検査の指標およびATP関連化合物の変

イヒについて（第1報）

　口本食品衛生学会第24回学術講演会

　（1972．　10．　13）

　三原　翠，近藤龍雄，田辺弘也：かんきつ類中の

サイアベンダゾールの分析に関する研究

　日本食品衛生学会第24回学術講演会

　（1972．　10．　12）

　加藤三郎，神蔵美枝子，中川優美子＝天然系着色

料の分析について

　日本食品衛生学会第24回学術講演会

　（1972．　10．　12）

　原田基夫，中村洋子，谷村顕雄＝食品中の亜硝酸

塩に関する研究（4）亜鉛末還元による硝酸塩の微量

定量法

　日本食品衛生学会弟24回学術講演会

　（1972．　10．　13）

　原田基夫：食品中の硝酸塩の分析について

　第9回全国衛生化学技術協議会総会（1972．10．5）

　原田基夫，慶田雅洋，中村洋子，海老根涼子，谷村

顕雄：原料乳およびチーズ中の硝酸塩の定量法に関

する研究

　日本食品衛生学会第25回学術講演会

　（1973．　5．　17）

　神蔵美枝子，横田重俊＊：着色料の安定性に関する

研究（第1報）食用赤色3号（エリスロシン）につい

ての一考察

　日本食品衛生学会第25回学術講演会

　（1973．　5．　17）

　　＊東京理科大理学部

辰濃　隆：プラスチック製おもちゃについて

第9回全国衛生化学技術協議会総会（1972．10．5）

　石綿　肇，渡辺晴美，谷村顕雄，林　敏夫＊：食品

中のポリソルベートの検出について

　日本食品衛生学会第24同学術講演会

　（1972．　10．　12）

＊国民生活センター

　鮎川郁子，酒井綾子，谷村顕雄：食品中のニトロ

ソアミンに関する研究（第10報）第2級アミンの定

量条件について

　日本食品衛生学会第24回学術講演会

　（1972．　10．　13）
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　前川昭彦，吉田郁子，酒井綾子，谷村顕雄：食品

中の：＝トロンアミンに関する研究（第9報）ジメチル

アミンと亜硝酸ナトリウムの家兎への投与実験

　日本食品衛生学二三25回学術講演会

　（1973．　5．　17）

慶田雅洋＝飲用牛乳中の還元脱脂粉乳の検出法

第9回全国衛生化学技術協議会総会（1972．10．5）

　慶田雅洋，海老根涼子，谷村顕雄：タンパク質還

元価（PRS）の測定による牛乳中の脱脂粉乳還元の検

出法について

　日本食品衛生学会第24回学術講演会

　（1972．　10．　13）

　慶田雅洋：肉製品中の異種タンパク質の検出法に

関する研究（予報）

　日本食品衛生学会第25回学術講演会

　（1973．　5．　18）

　神蔵三枝子，加藤三郎，遠藤英美＊：二波長分光測

定法の食品添加物分析への応用

　第9回全国衛生化学技術協議会総会（1972．10．5）

＊東京都立衛生研究所

　宇田川俊一＝子のう菌類の分類と系統（III）不整

子のう菌類にみられる分化

　日本植物学会大会シンポジウム（1972．10．13）

　宇田川俊一，堀江義一＊：走査電顕によるEπpeπε一

¢fπf研π子のう胞子の表面構造について

　日本菌学会第17回大会（1973．4．3）

＊千葉大学腐敗研究所

　小沼博隆，鈴木　昭，河西　勉，高山澄江：ウイ

ンナーソーセージの保存性に関する衛生細菌学的研究

（第5報）試験管内におけるフリルフラマイド，ソル

ビン酸の発育阻止効果

　日本食品衛生学丁丁24回学術講演会

　（1972．　10．　12）

　河西　勉，鈴木　昭，小沼博隆：食肉由来S

勉p配mπr伽πの生物型と7アージ型について

　第75回日本獣医学会（1973．4．2）

　小沼博隆，鈴木　昭，河西　勉，高山澄江：ウイ

ンナーソーセイジの保存性に関する衛生細菌学的研究
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（第6報）cJo8fr昭」川πωeJchfεに対するフリルフラ

マイドおよびソルビン酸の発育阻止効果

　日本食品衛生学会第25回学術講演会

　（1973．　5．　17）

　諸角　聖＊，一言　広＊，二二慶朝昭＊，善養寺浩＊，

倉田　浩，熊田広子，田辺弘也1そば粉の真菌汚染

に関する研究

　日本食品衛生学会第24回学術講演会

　（1972．　10．　13）

＊東京都立衛生研究所

　一戸正勝，高島浩介，倉田浩：食品中の有毒糸

状菌に関する研究（XV）麦類における糸状菌分離法

に関する検討と菌分布

　日本食品衛生学会誌24回学術講演会

　（1972．　10．　13）

　一戸正勝，倉田　浩，上野芳夫＊：食品中の有毒糸

状菌に関する研究（XVI）Fπsαr加rπ毒の生物検定法

としての鶏適法

　日本食品衛生学会第24回学術講演会

　（1972．　10．　13）

＊東京理科大学薬学部

一戸正勝，高島浩介，田中しず子，熊田広子，倉田

浩，田辺弘也：食品中の有毒糸状菌に関する研究

（XVII）麦類由来株のマイコトキシン生産性

　日本食品衛生学会第25回学術講演会

　（1973．　5．　18）

　五十畑悦子，武田由比子，田辺弘也，一戸正勝，田

中しず子，倉田　浩；食品中の有毒糸状菌に関する

研究（XVIII）」εpergπ伽8”er8fco’orのステリゲ

マトシスチン生産条件

　日本食品衛生学会第25回学術講演会

　（1973．　5．　18）

　石関忠一，岩原繁雄，渡辺　正，渡辺美奈子，大野

文子＊：防腐剤加製品の微生物試験法，とくに不活化

培地について

　日本薬学会第93年会（1973．4．5）

　　＊食品薬品安全センター

　中嶋冨子，田中　彰，東条憲一＊：代謝（in　vitro）

によって発現するN・nitrosamine類のmutagenicity

について
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日本茱学会第93年会（1973．4．7）

　　＊陸上自衛隊衛生学校

　林　長男，岩原繁雄，谷村顕雄，降矢　強，川俣一

也，金子豊蔵：サイクラミン酸ナトリウムの代謝に

関する研究（II）ウザギ，モルモット，ラットに対す

るシクロヘキシルアミン尿中排泄サルのふん便投与と

市販固形飼料の影響

　日本食品衛生学明豊24回学術講演会

　（1972．　10．　13）

　高仲　正，小野田欽一，五十嵐詠予，大森義仁：

Ponceau　Rの生体内運命（2），2，4・xylidineおよび

その誘導体の生体内運命

　第46回日本薬理学会関東部会（1972．6．10）

　高橋　惇，大森義仁：アゾ化合物の生化学的研究

11，Ponceau　Rおよびその構成アミン類の肝酵素活

性におよぼす影響

　第46回日本薬理学会関東部会（1972．6．10）

　田中　悟，桑村　司，川島邦夫，中浦愼介，長尾重

之，大森義仁：E晩cts　of　Salicylic　Acid　and　Acetyl．

salicylic　Acid　on　the　Fetuses　and　O｛fsprings　of

Rats

　第12甲日本先天異常学会総会（1972．7．13）

　小野田欽一，高仲　正，：大森高富，加藤隆一＊：肝

ミクロゾームにおける薬物代謝酵棄の性差と薬効およ

び毒性

　第4回薬物代謝と薬効・毒性シンポジウム

　（1972．　9．　21）

　　＊藤沢薬品株式会社中央研究所

　高橋　惇，大森義仁：Intemction　of　Carcinoge・

nic　Ponceau　R　and　3R　with　hver　Tissues　of　Mice

and恥ets　of　Those　Dyes　on　Severa1　Liver　En・

Zymes

　日本癌学会第31回総会（1972．10．24）

　小野田欽一，五十嵐詠子，高仲　正，大森義仁：薬

物の消化管吸収におよぼす胃内容排泄速度の影響

　日本薬学会東北支部12月例会（1972．12．16）

　中浦虞介，田中　悟，長尾重之，川島邦夫，桑村

司，大森義仁，中尾健＊：Morphine　and
Adrenocortical　Function　　（16），　Eぽect　of

M【orphinization　on　Inco叩oration　of　Labeled　Pre・

cursors　into　Adrenal　Protein　and　Nucleic　Acids

fπひ‘’ro　in　Rats

　第46回日本薬理学会総会（1973．4．2）

＊束：京慈恵会医科大学

　四十　惇，大森義仁，渡辺光夫：生体試料可溶化

剤Soluene・100使用時におけるChemoluminescence

の低下について

　日本薬学会節93年会（1973．4．5）

　堀内茂友：動物の寿命腫瘍の自然発生からみた寿命

の問題　マウス，ラットについて

　第20回実験動物談話会（1973．2．16）

　戸部満寿夫，小林和雄，鈴木幸子，川崎　靖，向後

恭子，池田良雄：サルにおける塩化メチル水銀の長期

慢性毒性に関する研究

　第46回日本薬理学会総会（173，4．3）

　田中　彰，足立　透，高橋昭江，山羽　力：7タル

酸エステル類に関する研究（第1報）DEIIPのラッ

ト臓器内分布について

　日本薬学会第93年会（1973．4．6）

　新村寿夫，時枝利江，山持　力：サイクラミン酸加

水分解酵素の性状

　日本薬学会第93年会（1973．4．6）

　渡辺光夫：マウスにおける3一ヒドロキシアントラ

ニル酸の体内分布

　日本薬学会第93年会（1973．4．7）

　嶺岸謙一郎，山羽　力＝トリ7エニルメタン系色素

の代謝（1）緑1号（Guinea　green　B）の吸収，排泄，

分布について

　日本薬学会簾93年会（1973．4．6）

　足立透，山寺　力：パンクレアチンのデンプン消

化作用におよぼす食用色素の影響について

　日本食品衛生学会第24回学術講演会

　（1972．　10．　12）

　三木　誠＊，町田豊平＊，上田正山＊，南　　武，田

中　彰：Reml　Scanning　Agent開発の試み（第2
報）



学 会

第12回日本核医学会（1972．10．3）

　　＊東京慈恵医大泌尿器科

　新村寿夫，時枝利江，山脚　力：サイクラミン酸加

水分解酵素の精製と性状

　日本生化学会第45回大会（1972．11．23）

　渡辺光夫＝3一ハイドロキシアンスラニル酸の全身オ

ートラジオグラフィー

　日本癌学会第31回総会（1972．10．25）

　渡辺光夫，田村動軸＊1，岡田正志＊2：尿中3一ヒドロ

キシキヌレニン，3一ヒドロキシ7ントラニル酸および

その抱合体の定量

　第12回臨床化学シンポジウム（1972．12．8）

　　＊1東京大学薬学部　＊2東京生化学研究所

　小田嶋成和，前川昭彦＝胃癌発生の条件に関する研

究（第2報）4NQO，　BNUあるいはDMBA局所処

置に対する2，7・FAAまたはBNU経口投与の併用

効果

　日本癌学会第31回総会（1972．10．25）

　小田嶋成和，前川昭彦：胃癌発生の条件に関する研

究（第3報）一4NQO，　BNUあるいはDMBA局所

処置およびMNNG経口投与の併用効果一

　日本癌学会第31回総会（1972．10．25）

　小田嶋成和，前川昭彦：胃癌発生の条件に関する研

究（第4報）一MNNG　1回投与実験一

　日本癌学会第31回総会（1972．10．25）

　前川昭彦，小田嶋成和二胃癌発生の条件に関する研

究（第5報）一MNNGによる胃癌発生の実験的研究

および可移植性胃肉腫確立について一

　日本癌学会第31回総会（1972．10．25）

　前川昭彦：NBUの経胎盤，母乳投与および新生児

投与による脳腫瘍発生について

　名古屋市立大医学会第23回総会（1972．12．23）

　荻生俊昭，中村久也＊：腹水肝癌の腹腔よリ腹壁内

への浸潤の誘導

　日本癌学会第31回総会（1972．10．24）

＊福島医大第二病理

石館　基，青島追子＊，桜井欽夫＊：静脈内累代移植
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によるラット白血病DBLA・6系の細胞学的並びに生

物学的変化について

　日本癌学会第31回総会（1972．10．25）

　　＊癌研・化学療法

　石館　基，神岡満子＊：宿主免疫操作による可移植

性ACI／NラットMC肉腫，　AMC・60細胞の上皮様

性質の獲得についで

　日本癌学会第31回総会（1972．10。25）

　　＊癌研・化学療法

　石館　基，小山恒太郎＊，田所純子＊，石井兼央＊：

ACIラット腹水腫の自由型と島型の交叉免疫につい

て

　日本癌学会第31回総会（1972．10。24）

　　＊国立がんセンター研究所血清部

　藤井敬二＊，高橋洋井：新生児マウスを使用した発

　癌実験（1）N・2・Fluorenylacetamide投与時期と肝

腫瘍発生

　日本癌学会第31回総会（1972．10．25）

　　＊食品薬品安全センター

　藤非敬二＊，高橋洋井：新生児ラットを使用した発

癌実験（1）1。Buty1・1・nitrosourea（BNU）による脳腫

瘍発生

　日本癌学会第31回総会（1972．10．25）

　　＊食品医薬品安全センター

　前川昭彦，吉田郁子＊，酒井綾子＊，谷村顕雄＊：食

品中のニトロソアミンに関する研究（XI）一ジメチル

アミンと亜硝酸ナトリウムの家兎への投与実験

　　＊食品添加物部

　柴田　正，伊阪　博，持田研秀：ベタメタゾンの

Porter　Silber反応について

　日本薬学会第93年会（1973．4．5）

古謝紀和，持田研秀：ヒマ種子中の毒成分について

（第2報）赤血球凝集因子の精製

第22回日本薬学会近畿支部総会（1972．11．12）

　古謝紀和，持田研秀，吉田　稔：Ricinの発熱活性

について

　日本薬学会第93年会（1973．4．6）



172 衛生試験所報告 第91号（1973）

　野口　衛，持田研秀，新宮徹朗＊，富土谷憲徳＊＊，

小塚睦夫＊＊：漢薬“地骨皮”の成分（2）5α・Stig・

mastan・3，6・dioneの証明

　日本薬学会第93年会（1973．4．6）

日本作物学会第152回講演会（1971。10．20）

　　＊神戸学院大，薬学部　＊＊京薬大

　川崎浩之進，西尾　晃，加納晴三郎＝MyxovirUS

Pyrogenに関する研究（第3報）一lnfluenza　Virus

および細菌性発熱物質により産生される白血球性発熱

物質の異同について

　第20回日本ウイルス学会総会（1972．11．6）

　小川義之，加納晴三郎，高木博司＊＝発熱時の家兎

脳脊髄液中に出現する発熱性因子について（第3報）

　第46回日本薬理学会総会（1973．4．2）

　　＊京都大学薬学部

　伊丹孝文，吉田　稔，加納晴三郎＝発熱時における

薬物の吸収・代謝に関する研究（1）．アセチルサリチ

ル酸の吸収・代謝におよぼす発熱物質の影響について

　日本薬学会93年会（1973．4。5）

　田中清子，外海泰秀，野村幸雄＝食品中の燐酸塩の

定量法

　日本薬学会93年会（1973．4，6）

　堀越　司，川谷豊彦，武良哲雄＊，富永敏夫＊：キハ

ダの栽培に関する研究（1）一特にキハダの部位別お

よび雌雄別によるベルペリン含量について一

　日本生薬学会武庫川大会（1970．10．10）

＊鳥取大病院薬剤部

　堀越　司，金木良三＊，川谷豊彦：キハダの栽培に

関する研究（2）一特にキハダの初期生育について一

　日本作物学会第150回講演会（1970．11．3）

　　＊東京農業大学

　本間尚治郎，逸見誠三郎，畠山好雄：北海道におけ

る人参栽培の経過

　日本生薬学会武庫川大会，第5回薬用植物研究会シ

　ンポジウム（1970．10．9）

　古田尚利＊，三橋　博＊，本間尚治郎，晶山好雄，逸

見誠三郎，水谷次郎＊＊：大黄の生育および調製（1）

大黄の栽培研究

　日本生薬学会武庫川大会（1970．10．9）

　　＊北海道大学薬学部　＊＊北海道生薬協会

　吉田尚利＊，三橋　博＊，本間尚治郎，畠山好雄，逸

見誠三郎，水谷次郎＊＊：大黄の生育および調製（2）

大黄の調製研究

　日本生薬学会武庫川大会（1970．10．9）

　　＊北海道大学薬学部　＊＊北海道生薬協会

　逸見誠三郎，本間尚治郎，畠山好雄＝北海当帰の栽

培現況

　日本生薬学会静岡大会（1971．11．6）

　畠山好雄，本間尚治郎，逸見誠三郎，三橋　博＊，

吉田尚利＊，水谷次郎＊＊＝ゲンチアナの栽培について

　日本生薬薬学静岡大会（1971．11．6）

　　＊北海道大学薬学部　＊＊北海道生薬協会

　本間尚治郎，逸見誠三郎，畠山好雄，堀越　司，内

村一直＊，古木益夫＊，水谷次郎＊＊：北海道の筍薬栽培

　日本生薬学会長崎大会，第7回薬用植物栽培研究会

　（1972．　11．　1）

＊東京農業大学

　堀越　司，鍛治　剛＊，田辺　猛＊＊：キハダの栽培

に関ずる研究（3）一特にキハダのさし木試験につい

て一

　日本生薬学会静岡大会（1971．11．6）

＊中瀬製薬工業K．K・＊＊東京農業大学

　堀越　司，田辺　猛＊，金木良三＊：キハダの栽培に

関する研究（4）一特にキハダの初期生育について一

　　＊北海道生薬公祉　＊＊北海道生薬協会

　堀越　司，本間尚治郎，逸見誠三郎＊：薬用植物の

栽培研究（1）一カンゾウ（甘草）の発根試験一

　日本作物学会第155回講演会（1973．4．7）

　　＊エ＿ザィK．K．川島工場

　西孝三郎＝ステビア（8f8σεαrεδα翼面α陀αBER－

TON1）の栽培に関する研究（第1報）

　日本熱帯農業学会（1973．4．3）

　西孝三郎：ステビァ（翫e沈αrε6側のαπαBER．

TONI）の栽培に関する研究（第2報〉
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　日本熱帯農業学会（1973．4．3）

　宮崎幸男，渡辺宏之；ステビ7（S陀ofα　rθbαπ・

《JfαπαBERTOM）の栽培に関する研究（第1報）植

物の繁殖について

　日本熱帯農業学会第33回講演会（1973．4．3）

　宮崎幸男，兼松明子，渡辺宏之：ステビア（Sfeりfα

7e6α麗dfαπαBERTONI）の栽培に関する研究（第2

報）植物の生育およびステビオサイド含量について

　日本熱帯農業学会第33回講演会（1973．4，3）

　宮崎幸男：レモンゲラスの系統分類油分生成および

油分調製に関する研究ならびにシトロネラの栽培およ

び採油に関する研究（日本熱帯農業学会賞受賞特別講

演）

　日本熱帯農業学会第33回講演会（1973．4．3）
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衛　試　例　会

　所∫工の研究，試験および検査に関する発表を主とす

る「衛試例会」のうち，昭和47年4月から昭和48

年3刀までの発表はつぎのとおりである．

第129回（昭和47年4月17日）

1．冤気的抽出法による製剤分析（第1報）

　　　　　　　薬品部青柳伸男
2．右害性金属の衛生化学的研究（第2報・第3報）

　　カドミウムの急性ならびに亜急性毒性について

　　　　　　　環境衛生化学部　　安　藤　正　典

　　　　　　　　　　　　　　　　松　井　啓　子

　　　　　　　　　　　　　　　　佐谷戸　安　好

　　　　　　　　　　　　　　　　外村　正　治

3．モルヒネ投与のラット下垂体一副腎皮質機能に及

　　ぼす影響

　　　　　　　薬　　理　　部　　長　尾　重　之

4．β一BHCの毒性に関する研究（第3報）

　　　　　　　薄　性　部　金子豊蔵
5．トレハラーゼの精製

　　　　　　　医化学部　高橋昭江

第130回（昭和47年5月8日）

1．発熱時の家兎脳髄液中に出現する発熱性因子にっ

　　いて

　　　　大阪支所薬理徴生物部　小川義之
2．混合製剤の分析に関する研究（第22報）

　　ニトロソ化法によるグアヤコールスルホン酸カリ

　　ウムの定量

　　　　　　　薬　　品　　部　　井　上　哲　男

　　　　　　　　　　　　　　　　立　沢　政　義

　　　　　　　　　　　　　　　　渡辺　啓　子

3．環境試料中の人工放射線核種の分析について

　　　　　　　放射線化学部　　亀谷勝昭
　　　　　　　　　　　　　　　　武　岡　育　子

4．環境試料中の天然放射線核種の分析について

　　　　　　　放射線化学部　　亀谷勝昭
5，セレン関連化合物に関する研究（第2報）

　　セレン酸（Na275SeO4）の生体内運命について

　　　　　　　環撹衛生化学部　中室克彦
　　　　　　　　　　　　　　　　佐谷戸　安　好

　　　　　　　　　　　　　　　　外　村　正　治

6．水性点眼薬の徴生物汚染と防腐効果について

　　　　　　　　衛生徴生物部　　石　関　忠　一

　　　　　　　　　　　　　　　　斗1｝原　繁　雄

Seminars

　　　　　　　　　　　　　　　秋　山　喜　彦

7．第2回ニューギニア微生物調査報告（ニュ川守ニ

　アの自然環境とマイコトキシン）

　　　　　　　衛生微生物部　　宇田川　俊一

第131回（昭和47年6月5日）

1．DDTC・原子吸光法における食用タール色素中の

　　重金属の定丑

　　　　　　　大阪支所食品部　　外　海　泰　秀

2．混合製剤の分析に関する研究（第23報）

　　2，4一ジニトロフェニルヒドラジンによる塩酸ジフ

　　ェンヒドラミソの比色定量

　　　　　　　薬　品　部　非上哲男
　　　　　　　　　　　　　　　　立沢　政　義

　　　　　　　　　　　　　　　　木船　紘　彦

3．V－P反応の呈色機構に関する研究（IV）

　　　　　　　生物化学部　木島敬二
4．水道水の衛生化学的研究

　　次亜塩素酸のビタミン類に与える影響について

　　　　　　　環境衛生化学部　安藤正典
　　　　　　　　　　　　　　　　佐谷戸　安　好

　　　　　　　　　　　　　　　　外　村　正　治

5．牛乳・乳製品のカゼイン含量の測定法に関する研

　　究

　　　　　　　食品添加物部　慶田雅洋
　　　　　　　　　　　　　　　　海老恨　涼　子

6．連続経口投与による塩化カドミウムの吸収・排泄

　　・分布

放射線化学戦

時　　理　　部

浦久保五郎
長谷川　　　明

大　森　義　斜

高　仲　　　正

小野田　欽　一

7．サリチル酸の催奇形性について

　　　　　　　薬　　理　　部　　田　中 悟

第132回（昭和47年7月3日）

1．ウイルスおよび内毒素による自血球性発熱物質の

　　異動について

　　　　大阪支所薬理微生物部　　川　崎　浩之進

2．製剤中での薬物の安定性（D

　　殺虫剤DDVPの安定性

　　　　　　　薬　品　部　緒方宏泰
　　　　　　　　　　　　　　　　斎　藤　恵美子



衛 試

　　　　　　　　　　　　　　　石　橋　久　子

　　　　　　　　　　　　　　　柴　崎　利　雄

　　　　　　　　　　　　　　　井　上　哲　男

3．新生児動物を使用した発癌実験

　N－2－Fluorenylacetamide投与時期と肝腫瘍発生

　について

　　　　　　　薬品病理部　藤井敬二
　　　　　　　　　　　　　　　高　橋　洋　井

4．食品中のマイコトキシンの調査研究（III）

　食品中のSteriglnatocystin分析法の検討

　　　　　　　食品部武田由比子
　　　　　　　　　　　　　　　五十畑　悦　子

　　　　　　　　　　　　　　　天　野　立　爾

　　　　　　　　　　　　　　　　田　辺　弘　也

　　　　　　　衛生微生物部　　倉田　　浩

5．生薬の実態調査研究（1）

　ジャコウの偽和物について

　　　　　　　生　　薬　　部　　佐竹　元　吉

第133回（昭和47年8月28日）

1．水道水の衛生化学的研究

　　水道原水中に含有するPCBの定量と浄水におけ

　　る除去の検討

　　　　　　　環境衛生化学部　中室克彦
　　　　　　　　　　　　　　　　松　井　啓　子

　　　　　　　　　　　　　　　　佐谷芦安　好

　　　　　　　　　　　　　　　　外　村正　治

2．微生物による農薬の分解

　　N一メチルカルパメート系農薬のAsp．　Nigerに

　　よる代謝

　　　　　　　食　　品　　部　　鈴　木　　　隆

　　　　　　　　　　　　　　　　武　田　明　治

　　　　　　　　　　　　　　　　田　辺　弘　也

3L食品中の残留農薬の分析に関する研究（第9報）

　　カルバリゾ（NAC）の残留分析法

　　　　　　　食　　品　　部　　関　田　　　寛

　　　　　　　　　　　　　　　　高　松千賀子

　　　　　　　　　　　　　　　　大　槻久美子

　　　　　　　　　　　　　　　　武　田　明　治

　　　　　　　　　　　　　　　　田　辺　弘　也

4．消化管吸収における薬物の相互作用（第2報）

　　Carisoprodo1の血清中濃度および薬効におよぼ

　　すGastric　Emptyingrateの影響

　　　　　　　薬理部五十嵐詠子
5．混合製剤の分析に関する研究（第24報）

　　ニトロ化法によるフェナセチン・’ブセチンの楚量
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薬　　品 部　　井　上

　　　立　沢

　　　羅

　　　橋　場

哲　男

政　義

美　顕

茂　子

第134回（昭和47年9月11日）

1．漢薬“地骨皮”の成分について

　　　　　　　大阪支所薬品部野口　衛
　　　　　　　　　　　　　　　　持　田　研　秀

2．輸入食品の添加物に関する研究

　　かんきつ類中のサイアベソダゾールの分析

　　　　　　　食　　品　　部　　三　原　　　翠

　　　　　　　　　　　　　　　　近　藤　竜　雄

　　　　　　　　　　　　　　　　田　辺　弘　也

3。核酸塩基を含む単錯体と混合錯体について

　　　　　　　合成化学研究部　丹野雅幸
4．ラット副腎中核酸，蛋白質に及ぼすMorphine投

　　与の影響

　　　　　　　薬　理　部　中浦愼介
5．右害アゾ色素の毒性発見機構の研究

　　　　　　　薬　　理　　部　　高　橋　　　惇

6．タイ国産薬用食物の研究

　　Loアαπ，肋‘sρ召72’α〃〃z‘3　L．（Loranthaceae）の成

　　分

　　　　　生薬部　Prakongsiri　Chantarasomboon

　　　　　　　　　　　　　　　　義　平　邦　利

7．輸入鶏肉のサルモネラ汚染に関する調査研究概要

　　　　　　　衛生出生物部　　鈴木　　昭

第135回（昭和47年10月2日）

1．細菌性発熱物質（Pyrogen）による発熱耐性とア

　　ミンの関連性

　　　　　　　大　阪　支所　　西　尾　　　晃

2．サイクラミン酸加水分解酵素の精製と性状

　　　　　　　医化学部　新村寿夫
　　　　　　　　　　　　　　　　時　枝　利　江

　　　　　　　　　　　　　　　　山　羽　　　力

＄．サイクラミン酸ナトリウムの代謝に関する研究

　　（II）

　　ウサギ，モルモット，ラットに対するシクロヘキ

　　シルアミン尿中排泄

　　　　　　　衛生徴生物部林　長男
　　　　　　　　　　　　　　　　岩原　繁　雄

　　　　　　　食品添加物部　谷村顕雄
　　　　　　　毒　　性　　部　　降　矢　　　強

　　　　　　　　　　　　　　　　川　俣　一　也
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　　　　　　　　　　　　　　　金子豊　蔵

4．原子吸光法による重金属の定量について

　　　　　　　毒　性　部　鈴木康雄
　　　　　　　　　　　　　　　戸　部満寿夫

　　　　　　　環境衛生化学部　　辻　　　楠　雄

5，室内空気中の重金属成分の汚染について

　　　　　　　環境衛生化学部　　辻　　　楠　雄

　　　　　　　毒　性　部　鈴木壌雄
　　　　　　　　　　　　　　　戸　部　満寿夫

第156回（昭和47年11月6日）

1。残留農薬分析のためのシリカゲルクリーンアップ

　　について

　　　　　　　大阪支所　金田吉男
　　　　　　　　　　　　　　　中　村　恵三

2．ワラビ（P’θ7’4勧3σ9κ”伽〃zηβzJσ伽εo〃脚）

　　の発癌性物質の検索（第4報）

　　　　　　　生　　薬　　部　　黒　柳　正　典

　　　　　　　　　　　　　　　福　岡　正　道

　　　　　　　　　　　　　　　遠山　美知子

　　　　　　　　　　　　　　　義平邦利
　　　　　　　　　　　　　　　名　取　信　策

3．新生児ラットを使用した発癌実験（1）（II）

　　1・Butyl・1・nitrosQureaによる脳腫瘍発生

　　　　　　　薬品病理部　藤井敬二
　　　　　　　　　　　　　　　高　橋　洋　井

4．肝ミクロゾームにおける薬物代謝酵素系の性差と

　　薬効および毒性

　　　　　　　薬理部小野田欽一

第137回（昭和47年12月4日）

1．ハロゲン化フニノール系殺菌剤の光化学的生成物

　　について

　　　　　　　大阪支所薬品部　　佃　井　典　子

　　　　　　　　　　　　　　　岡　　　　　恒

　　　　　　　　　　　　　　　持　田　研秀

2．塩化ビニル樹脂製人工心臓中の可塑剤の溶出につ

　　いて

　　　　　　　療　　品　　部　　堀部　　　隆

　　　　　　　　　　　　　　　小島　茂雄

　　　　　　　　　　　　　　　大場琢　磨
3．カルシウムの吸収・分布・排泄におよぼすカドミ

　　ウムの影響（第1報）

　　　　　　　毒　性　部　鈴木康雄
　　　　　　　　　　　　　　　小島　伸郎

　　　　　　　放射線化学部　　長谷川　　　明

4。放射線抗陰性赤色色素産性Micrococcusに関す

　る研究

　　　　　　　衛生微生物部　小畠満子
　　　　　　　　　　　　　　　田　辺　　　俊

5．パンクレアチンのデソプン消化作用に及ぼす食用

　色素の影響について

　　　　　　　医化学部　足立　透

第138回（昭和48年1月22」む
　　　　　　　　　1．医薬品分析へのアルカリフレーム検出器の利用に

　　ついて

　　　　　　　薬　品　部 鯉淵昌信
2，乳化系中のDDVPの安定性

　　　　　　　薬　　品　　部　　緒方宏　泰

　　　　　　　　　　　　　　　石　橋　久　子

　　　　　　　　　　　　　　　斎　藤　恵美子

　　　　　　　　　　　　　　　柴　崎　利　雄

β？リゾチーム製剤の試験法の検討

　　　　　　　生物化学部　西．崎．笹夫

　　　　　　　　　　　　　　　横　田　椅江

　　　　　　　　　　　　　　　木島「敬二

4，有害金属の食品中許容濃度の算出法

　　一一例としてZnについて一

　　　　　　　放射線化学部　　浦久保五郎

第139回（昭和48年2月12日）

1。製剤研究（その1（Dissolution　testの検討

　　　　　　　大阪支所薬品部　植岡澄子
　　　　　　　　　　　　　　　岡　　　　　恒

　　　　　　　　　　　　　　　持　田　研　秀

2．殺虫剤DDVPの安定性について（II）

　　水溶液中のDDVPの安定性

　　　　　　　薬　品　部　石橋久子
　　　　　　　　　　　　　　　緒：方　宏　泰

　　　　　　　　　　　　　　　斎藤　恵美子

　　　　　　　　　　　　　　　柴　崎　利　雄

　　　　　　　　　　　　　　　井上哲　男

3．農薬の催奇形性試験について（第1報）

　　徐草剤2．4－Dについて

　　　　　　　毒　性　部　門馬純子
　　　　　　　　　　　　　　　川　俣　一　也

4．照射食品に関する毒性試験

　　γ線照射玉ねぎの次世代に及ぼす影響

　　　　　　　毒　性 部　川俣一也
　　　　　　　　　　　　　　　門　馬　純子

5．Radioimmunoassay　による　2，5。Dimetoxy・4一
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　methylamphetamine（DOM）の定量について

　　　　　　放射線化学部　　永松国助

第140回（昭和48年3月5日）

1．V－P反応の呈色機構に関する研究

　一Pigment　AのX線結晶構造解析一

　　　　　　生物化学部　木島敬二
2．DDVPの加水分解への乳化剤の影響

　　　　　　薬　　品　　部　　斎　藤　恵美子

3．ペンタシアノアミンフェロアートによる混合製剤

　中の塩酸ナフアゾリン比色定量

　　　　　　薬　品　部　立沢政義
4．1・Butyl－1・nitrosourea（BNU）の皮下，静脈内投

　与による腫瘍発生

　　　　　　薬品病理部　藤井敬二
　　　　　　　　　　　　高橋洋井
5．BNUの経胎盤，経乳汁及び新生児投与による腫

　瘍発生

　　　　　　薬品病理部　前川昭彦
　　　　　　　　　　　　小田島成和
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支　所　例　会

12月例会（昭和47年12月20日）

1）．ハロゲン化フェノール系殺菌剤の光化学的生成物

　　について

　　　　　　　薬　品　部　佃井典子
2）．ヒマ種子中の血球凝集因子の精製

　　　　　　　薬品部古謝紀和
3）．ベタメタゾンのPG式er・Silber反応について

　　　　　　　薬　　品　　部　　柴　田　　　正

4）．混入牛脂に関する豚脂の純度試験

　　　　　　　薬　　品　　部　　長　崎　品　子

5）．漢薬“地骨皮”の成分（II）5α・stigmastan－3，6。

　　diOneの証明

　　　　　　　薬　　品　　部　　野　口　　　衛

6）．食品中の燐酸塩の定量法

　　　　　　　食　　品　　部　　田　中　清　子

7）．食品中のデヒドロ酢酸の定量法の問題点

　　　　　　　食　　品　　部　　中　村恵三

8）．発ガン性物質N－nitrosamineの生成に関する速

　　度論的考察

　　　　　　　食　　品　　部　　中　原　　　裕

9）．発熱時の家兎脳脊髄液中に出現する発熱囚子につ

　　いて（続）

　　　　　　　薬理徴生物部　　小川　義之
10）．発熱時における薬物の吸収代謝に関する研究（1）

　　アセチルサリチル酸の吸収・代謝におよぼす発熱

　　物質の影響｝こついて

　　　　　　　薬理徴生物部　　伊丹孝文

11）．細萬性発熱物質（Pyrogen）による発熱耐性とア

　　ミンの関連性

　　　　　　　薬理徴生物部　　西尾　　晃

12）．MyxQvirus　Pyrogenに関する研究（III）一lnnu－

　　enza　Virusおよび細菌性発熱物質により産生さ

　　れる白血球性発熱物質の異同について

　　　　　　　薬理徴生物部　　川　崎　浩之進

3月例会（昭和48年3月28日）

1）．発熱時の家兎脳脊髄液中に出現する発熱囚子につ

　　いて（第3報）

　　　　　　　薬理徴生物部　小川義之
2）．発熱時における薬物の吸収・代謝に関する研究σ）

　　アセチルサリチル酸の吸収。代謝におよぼす発熱

　　物質の影響について（続）

　　　　　　　薬理微生物部　伊丹孝文
3）．Ricinの発熱活性について

　　　　　　　薬　品　部　古田紀和
4）．漢薬“地骨皮”の成分（II）5α・stigmastan・3，6－

　　dioneの証明（続）

　　　　　　　薬　　品　　部　　野　口　　衛

5）．ベタメタゾンのPoτter・Silber反応について（続）

　　　　　　　薬　　品　　部　　柴　田　　　正

6）．食品中の燐酸塩の定量法（続）

　　　　　　　食　品　部　田中清子

　　　　　　　　　　　　　　　（以上　18題）
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所内講演会

N一ニトロソブチル尿素の生体内代謝とその生物活性一

癌原性物質の免疫抑制作用に関連して

　　昭和47年5月17日
東京生化学研究所　　橋　本　嘉　平

放射線防護物質について

　　昭和47年6月15日
　　　　　放射線医学総合研究所

医薬品における熱測定の応用

　　昭和47年7月6日
　　　　　　千葉大学薬学部教授

赤　星　三　弥

クロロテトラサイクリソの生合成の新しい方向

　　昭和48年3月2日

　　　　　　　チェコスロバキア　生物学研究所長

　　　　　　　　　　　　　　　　Dr．　Jan　Zelinka

膀胱腫瘍をめぐる最近の話題

　　昭和48年3月14日
　　　　　　　　慈恵医大助教授

　　　　　　　　大　阪　支　所

　　　　　　　　　1．研究の想い出（競争と独想）

仲井由宣　　　　昭和47年6月14日
　　　　　　　　　　　　　　　　武田薬工研究所

アルカリホスファターゼの胎盤性イソエンザイムにつ

いて

　　昭和47年8月11日
　　　　　米国タフト大学教授　　W．H．　Fishman

ストレスと情動の薬理

　　昭和47年10月3日
　　　　　　　　日本大学歯学部薬理学教室助教授

　　　　　　　　　　　　　　　　小　林　雅　文

Radio　Immuno　Assay

　　昭和47年11月13日
　　　　　東京女子医科大学教授

生体内の薬物の動き方

　　昭和48年1月26日
　　　　東京大学製剤学教室教授

鎮　目　和　夫

子　野 学

町　田　豊　平

阿　部　泰　夫

2．分子生物学よりみたる腸管運動について

　　昭和47年9月14日
　　　　　　　大阪府立大学農学部　助教授

　　　　　　　　　　　　　　　　矢ケ崎　　　修

3．薬物代謝酵素について

　　昭和47年10月6日
　　　　　　　大阪支所　薬理室長

吉　田

4．細菌多糖体の免疫とその化学構造について

　　昭和47年10月26日
　　　　　　　大阪大学医学部　助教授

　　　　　　　　　　　　　　　　鳥　居　敏

稔

雄

ドーピング薬物の検査法

　昭和48年2月22日
　　　　　　　財団法人　競争馬理化学研究所

　　　　　　　　　　　　　　　　百　瀬　　　篤
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国家検定，国家検査などの試験状況報告 Survey　of　the　Results　of　National　Tests

　昭和47年度（昭和47年4月～昭和48年3月）

における試験検査などの状況はつぎのとおりである．

　国家検定については，昨年同様ブドウ糖注射液が最

も多く，全体の61％を占め，ついでエタンブトール

錠，エタソブトール，リンゲル液，プロチオナミド錠

避妊用ポリオキシエチレソノニルフェニルエーテルゼ

リー，の順となり，以上6品目で全体の90％に達し

ている．総件数では昨年度の件数とほぼ同数であった・

　また国家検査については，今年度は行なわなかった．

　国家検定，製品検査は昨年度の件数を若干下まわり

輸出検査，特別審査試験は昨年度の件数の約1／2，一般

依頼試験，一斉取締試験は極端に減り，輸入食品等検

査，特別行政試験は，昨年度の件数に比して若千増え

た．

　なお，検定検査件数の総計は11，612件であり，昨

年度の件数に比して約9％の減少である．

区 分

国　　家　　　検　　定

製　　品　　検　　査
輸　　　出　　検　　査

特　別　審　査　試　験

輸入食品等検査
特　別　行　政　試　験

一　般　依　頼　試　験

一　斉　取　締　試　験

試 験 件 数

東 京 1大 阪　1合 計

　990

　910

　43
　472

5，410

鶴
　14
　248

　933

1，332

602

112

　2

　0

1，923

2，242

　43
　472

6，012

　656

　16
　248

計 1 8，631 1 2，981 1 11，612
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国家検定月別判定

区 分

プロチナナミド

プロチオナミド錠

エタソブトール

エタンブトール爪

甲タンプトールカ
フセル

東京
大阪

東京
大阪

東京

東京

東京

4　　月

合

格

1

不
合
格
計

避妊用酢酸フェニ
ノレオ（銀一ビリー

』｝三

4　　0　　4
2　　0　　2

14　　0

20

東京　一

0

14

20

5　　月

合

格

1

1

五

不
合
格

0

計

1

ol　1

0　　1

6 月

避妊用酢酸フェニ
ル水銀クリーム

13

20

棘ローにに

合

格

1

2

0

0

難解勲・「棘卜 『け
1

一1

13　19

20 20

不
合
格

0
0

0

0

計

1

2

19

20

＿L
　「

一1

7　　月 8　　月 9　　月

合

格

1

6

不
合
格

0

計t合

［格

1 1

不
合
格
計
合

［格

不
合
格

0　　1 21　0
」　＿
　1

計

0・　6

　｛

1『0112

19　　0． 19

2

21』2三・4
14

18

0 、418。8
　t

0　18　18　　0

「

18

」」
一「［

　1

「

避妊用酢酸フェニ
ル水銀坐剤

避妊用酢酸フェニ
ル水銀泡発性坐剤

避妊用酢酸フェニ
ル水銀親水性坐剤

避妊用酢酸フェニ
ル水銀泡発性散剤

避妊用酢酸フェニ
ル水銀エアゾール

避妊用硫酸オキシ
キノリンゼリー

避妊用硫酸オキシ
キノリソクリーム

避妊用硫酸オキシ
キノリン錠

避妊用硫酸オキシ
キノリソ坐剤

避妊用硫酸オキシ
キノリソ液

避妊用ポリオキシエ
チレンノニルフェニ
ルエーテルゼリー

避妊用ポリオキシ
ェチレソノニルフ
ェニルエーテル錠

避妊用メンフェゴ
ール錠

東京」

東京

東京

東京

東京

東京

東京

東京

東京

東京

東京

東京

東京

3

3

0 3

0　　3

十
」 ＿L 1」ll

1

＿」

4 0 4

1

3

0

0

1

3

」」＿
ll

3

4

0

0

3

4

4

一H一

「一堰u

「　［

一一
P一

＿L

」」＿
　　　1

　　　1

一「［

0 4 4 0 4

2　　0　　2
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別件数実績表（No．1） 昭和47年度

10月　11月　12月　1月
合

格

　1

　1i

∠ゴ

31

不
合
格

　1合
計
　［格

ol」1＝

2！1＝
1

01　31
1

10

・g
堰E・gl・・

十一一
i

一「
一ト…一

」

」」＿
11
一H－1・

一斗

　「

回 8

不
合
格

0

0

0

計
合

格

1

1

－15
一「一

10

20

24

18

不
合
格

2

2

8

91。lg
lI

0

0

」
1

4 0

9　0

3

計

1

」

24

18

合

格

不
合
格

至τ

13 0

計

う

17

十

4

9

0．　3

3

13

0　17

0 3

2　月　　3　月
合

格

2

ヨ

23

19

不
合
格

』

τ

0

0

」＿
1

3　0

計

2

4

合

格

三

1

2

2314

19

3

不
合
格

0

0
0

計

三

1

2

0

20・　0

1 0

14

20

1

合　計

合

格

10
1

15
23

195

228

34

18

19

不
合
格

0
0

計

10
1

0　15
0　23

0

0

195

229

0　34

0

0

18

19
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国家検定月別判定

区 分

インシュリン注射
液

フロタミンイソシ
ュリソ亜鉛水性懸
濁注射液

イソフェンイソシ
ュリン水性懸濁注
射液
グロビン亜鉛イン
シュリン懸濁注射
液

インシュリン亜鉛
水性懸濁注射液

東京

東京

東京

東京

東京

槻慰瀦離1盛
年液

無品性インシュリ
ン亜鉛水性懸濁注東京
射液　　　　　　1

4 月

合

格

2

1

不
合
格

0

0

4　　0

5

1

0

0

計

2

1

4

5

　1
1

5 月

合

格

2

1

不
合
格

0

計

2

0　　1

6 月

合

格

不
合
格
計

7　　月

4

1

合

格

d　　4　　4
1

0 1

不
合
格

0

計

4

8 月

合

格

不
合
格
計

9　　月

2　　0 2　　3　　0　　3　　2 0

2

1

0　　2

d1

1

1

0 1

0　　1

　　　　　　　　　　　　　　　
中性インシュリン」」
注射液　　　1果力「

　　　　　　　　　　　　　～

一「「1一「「11101

、1。

「一

2

1

2　　2

4 2

「

合

格

不
合
格

0　　2　　1　　0

0 1L

・2

0　　2　　2　　0

1　　0

　　　1．

一1一「一

計

1

二相性インシュリ
ン水性懸濁注射液

脳下垂体後葉注射
液

東京

東京

一｛

2
。1、、 i

Oi　1

「 1　　0 1

2

1

オキシトシン注射
液

ナキシトシン舌下
錠

オキシトシン点鼻
下

府キシトシンマレ
イン酸エルゴメト
リン注射液

バソプレシン注射
液

診断用バソプレシ
ン注射液

タンニン酸バソプ
レシン油性懸濁注
射液

フェリプレシソ注
射液

ブドウ糖注射液

リンゲル液

計

東京

東京

東京

東京

東京

東京

1

東京1

　　｝

東京

東京　25
大阪　59

　i

「

0　　1 2102
1　t

r］
一I
　l

　1

「一

3 0

」＿
　1

3　　2

」

0 2

、！。恒1、。「、
　　　　　　　　　1

　I　I
－1「
　I　　　I

0
0

1／lζ

棘1・！12大阪　　　2iO　2　4
東京
大阪

85
63
8i器ll

　1

「
　1

0
0

0
0

0
0

27
93

2
4

80
98

1

1

1

」＿
　1＿．

0

0

　I

H－　1

0

一1－1一

　　1
1　　11　0
　　」

1 3　　1

11

0　　1

1［
「1

＿「＿1

29
90
0
0

29
90
23
69
0
0

」＿1

1「。

1

3
4
0
0
3
4
2
4

23
69

・12
0　　4

22　　0
80　　0

2　　0
1　　0

22124　0
・・167i・

2　　3　　0
1　　3　　0

1

4

1

1

器i8

忽
67

11【1818；1 7481 07471｝2・817410

3
3

73
74
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別件数実績表（No．2） 昭和47年度

10　月

合

格

4

1

3

4

1

1

1

2

不
合
格

0

0

0

0

0

0

0

0

一ド

1

一「

計

4

1

3

4

1

1

1

2

11　月

合

格

3

1

1

1

1

1

1

不
合
格
計

0　3

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

12　月

合

格

5

1

1

1

1

1

1

4

不
合
格

0

0

0

0

計

5

1

1

1

0　1

0　1

0　1

0

」＿
1

1

1

0

0

4

1

1

1　月

21
63
0
0

合

格

3

4

1

4

不
合
格

0

0

1

4

21　　19　　　0　　　19　　33　　　0

63　　83　　　0　　　83　　65　　　1

0　1
0　4
2　0　2　2　0
4　0　4　3　0

0

0

91

67

3320　0
6662　0

0
0
91
67

2　1　0
3　2　0

77　0　77
87　0　87

116　　　0　　116　　66　　　0

68　　　1　　　69　　66　　　0

計

3

4

1

4

20
62

1

2

66
66

2　月

合

格

1

1

1

3

1

1

4

1

27
78

2

89
82

不
合
格

0

0

0

0

0

0

0

0

0
0

』

0
0

計

1

1

1

3

1

1

4

1

27
78

2

89
82

3　月　 合　計
合

格

1

2

1

1

1

1

1

24
64

3
4

71
71

不
合
格

0

0

0

計
合

格

不
合
格
計

28　0　28

1

8

23

0

0

」

1

2　31 0

1

0　1

0

0

1

1

0　1

0
0

0
0

0
0

24
64

3
4

71
71

4　0

5

4

9

4

27

0

0

0

0

1

3　0

2　1

3　0

294
873

24
35

988
932

0
1

0
0

2
1

8

23

31

4

5

4

9

4

28

3

3

3

294
874

24
35

990
933
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製品検査月別判

区 分

タール色素

合 計

東京
大阪

4　月
合

格

不
合
格
計

5　月

合

格

不
合
格
計

6　月

合

格

不
合
格
計

・月1・月
合

格

・l／／・1縄8瞬1器騰、ll

不
合
格
計

・191

2i196

合

格

不
合
格
計

9　月

合

格

1乙§　　　811乙§11程与

154
P・11541・・51・【2951337

0 337 285 2 287 207
1・1・・7

232

不
合
格
計

ol　85

・i・55

8 240

輸出検査月別判

区 分

鵬齢糸隠

4　月

合

格

不
合
格
計

5　月

合

格

不
合
格
計

6　月

2 0！1・

合

格

不
合
格
計

7　月

合不
　合計
二三

・1・團！・ 0

8　月

合不
　合計
格格
，1、｝。

lI

9　月

合不
　合計
格格
、1、ld、

Ill

特別審査試験月別

区 分

東 京

4　月　5　月
合

格

不
合
格
計
合

格

不
合
格
計

6　月

合

格

不
合
格
計

7　月

合

格

不
合
格
計

8

合

三

月　9
不一一一 U
合計
格　 格

月

48 0
1481・・ ，1、，1541、

Il1
1
　　　1

0
41164

1
0

不
合
格
計

64
P261・・26
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定別件数実績表 昭和47年度

10　月

合

格

不
合
格
計

11　月

合

格

不
合
格
計

12　月

合

格

不
合
格
計

1　月

合不
　合
格格

計

2　月

39
91

130

合

格

不
合
格
計
合

格

・．

N合言＋

8圖ll　8器器ll§ll　8釜；1｝9

0 13・
P・・7・

107 125 1 126
8010180
11

147 5

5776
9551

152 127

不
合
格
計
合

格

8i　　ζ1｝L§｝9

01127L226

i　1

不
合
格

0
16

16

計

910
1，332

2，242

定別件数実績表 昭和47年度

10　月

合

格

不
合
格
計

11　月

2 0

合

格

不
合
格
計

2141。14
111

12　月

合

格

4

不
合
格
計

0　4

1　月

合

格

不
合
格
計

2　月

0 0

合

格

0　5

不
合
格

0

計

5

3　月

合

格

不
合
格
計

合　計

合

格

、1。i、1、，

lil

不
合
格

1

計

43

判定別件数実績表 昭和47年度

10　月

合

格

41

不
合
格

0

計

41

11　月

合

格

34

不
合
格

0

計

34

12　月

合

格

不
合
格
計

251126

1　月

合

格

不
合
格
計

2　月

34 0

合

格

不
合
格

鈎1、5｝。

｝1

計

15

3　月

合

格

40

不
合
格

0

計

40

合　計

合

格

463

不
合
格

9

計

472
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負τ91　5｝　（1973）

輸入食品検査月別

区 分

4　月

良
不

旦
　o｝

・1

　3

要
豊
．冒噂

5　月

不

1良良
要
注
意

農産物
a｝，1 ol＿＿＿

ol　33　1　0

dold5
－H－1一

・月　・ノ」1・月1・月

良

72

不

良

要
豊
，監Ll、

良
不

良

水　　産　　物

81§ill。隙1

蕪いド ll團。①1

0

4

畜　　産　　物
　　　　　大阪
　　　　　『冒　1
かんびん詰類　　　　　大阪i
　　　　　’棄景

　　　　　大阪
添　　加　　物

酒　精　飲料

要　1不要　不要

獣囚鄭1購
。訓；iτ1、9181

01里1聖；212t望』
OI　l　「　［　「

東京 竅x｝361141：8i　41！7／gi　2碧融1畑網』

　　　棘l 戟｡
　　　l
ll二＝目、lill＝

」

薙i＝1＝ 　　　　　　』』
　一≡｝　一！｝　一δ｝　　封　　　8i　　8｝　＝i　＝

　　　　　　　
　　　　

1＿＝1

二巨
1

清涼『 �ｿ廟刊
　　　　　1入以1「

一…
一1－1

」
」＝
1

＝＝1＝i＝

」」
＿1」＝
＿1＿1
　［　l

r「＝「「

」＿
一1一

＿】」」＿1」」＿
＿lollldolllol　　l　　l　　l　　1　　，

その他・飲・譜齠ｯ・
L』■

繋愛器●包装腰＝…＝

上記いずれにも属
さないもの

三旨！τ｝＝

一同

一1

計

類i三劃52園！／81三
纏71i13葺1141｝／鑑 　　　

731　31245
713133

一一一P一一一1＝一　　　　　　一　　　　　　一i　　　　　－1　　　　　一　　　　　　一i

τ同』2』…＝二

0　0　一　一
一　一　 8　1

て
」
＿1＝

911電5器11那141／511
0
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判定別件数実績表
1・ D酬12月［1＝

昭和47年度

10　月

良

21

不

良

9

410
・1・

要
塗
．1ﾈU

占

8

庁

良
不要　　不　要
良陪良良藍良
」」」ゴ＿に
　　・137口・17
・i

不

良

要
i崖

．｝k三噂

2　月

良
不

良

要
注
意

3

5墾 61

蕾

』

　　ユ

Oi一

』■＝

1堕

1♀

』 27P

・1－

Oi一

＝＝ヒ
　　1
311

＿1」＿
一■一

＝「＝｝二

品詞＝Fl＝

1墾

ヨー
「一

三

　　　　　　　　　　
＝＝1＝FFi＝1＝

一H一一一
l　I

至％i，ll　8

1　　1　1

良
不

良

月L合計
割
意｝
良
不

良

要
隻
だ、

8困荊蝦　壷
」＿2－t一一 0　0　2

』日・1・1

望
oh80125

一一

一一01　012
コ≒＝

コ＝1

τ

判墾斗311！9墓

τ三

一1一

「一
劃τ
？ 1三

三

l18幽』i』i』』臣 子臆
1

一ト
』L」

511監

ゴ≡i＝＝1至i司τi＝t＝＝

至

鋼τ

劃、ll

　8①

一
　7
　0

　1
　0

0

0

五

圭

τ1
τ

τ

2

21

88
9 8

8毫
510
331・

言 411 1・撃戟y・ll

　　1

31 8 14P 91 ・i・831251

0421　　61　　1

＝1 ≠P、l1 8

3

⑤
0．

1・1蜷灘・ll階13
○内数字は無判定
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区　分

衛生試験所報告 第91号（1973）

特別行政試験月別件数実績表 昭和47年度

東　京

大　阪

4月　5月

14

0

68

0

6月

17

8

7月

5

9

8月

158
（152）

9月

135

95
　　　0（95）

10月

41

0

11月

18

0

12月

15

0

1月

15

0

2月

389

　0

3月

110

8

計

985
（152）

120
（95）

（）内は残留農薬試験件数

依頼試験月別件数実績表 昭和47年度

区 分

東 京

大 阪

4月　5月

6

0

0

0

6月

0

0

7月

4

0

8月

1

0

9月

0

2

10月

0

0

11月

2

0

12月

1

1月

0

0　　　0

2月

0

0

3月

0

0

14

2

一鼠取締試験判定別件数実績表 口召不［147　《1丼．度

区　　　　　分

束 京

大 阪

合 格

182

0

不　　合　　格

0

計

245

0
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国立衛生試験所標準品 Refere且ce　Standards

国立衛生試験所において製造し，交付している標準品は別表のとおりである・

別　表 日木薬局方標準品

1

2

3

4

5

6

7

8

9

ユ0

ユ1

ユ2

13

ユ4

ユ5

16

17

18

19

標　　準　　品　　名

アスコルビン酸

安息香酸エストラジオール

イ　　ン　　シ　　ュ　　リ　　ン

エストラジオール
塩　　酸　　チ　　ア　　ミ　ン

塩酸ピリドキシン
含　　糖　　ペ　　プ　　シ　ン

ギ　　　ト　　キ　　　シ　　ン

血清性性腺刺激ホルモン

酢酸コルチゾン
酢酸ヒドロコルチゾン

酢酸プレドニゾロン

シアノコバラミン

ジ ギ ク リ ス

ジ　　ギ　　ト　　キ　　シ　　ン

ジ ゴ　　　キ シ ン

酒石酸水素エピネフリン

酒石酸水素ノルエピネフリン

G一ストロファンチン

包装単位

19入　　1本

20皿9入

20mg入

1本

1本

20㎎入　　1本

200mg入　　1本

200mg入

209入

20㎎入

1，000単位

入

100mg入

1本

1本

1本

1本

1本

100㎎入　　1本

100mg入　　工本

20mg入　　5本

19入　　3本

50mg入　　1本

50匝9入　　1本

20皿9フ～L　　　　1本

20mg入　　1本

100皿9入　1本

価格
　　円
2，800

2，800

3，300

2，500

2，900

3，100

2，900

2，500

8，000

2，500

1，200

2，100

2，700

3，70Q

3，400

4，100

1，900

2，000

4，300

使 用 目 的

アスコルビン酸散，同錠，同注射液，注
射用コルチコトロピン，持続性コルチコ
トロピン注射液の定量法

安息香酸エストラジオールの純度試験，
同注射液，同水性懸濁注射液の確認試験
および定量法

インシュリン注射液，インシュリン亜鉛
水性懸濁注射液，結晶性インシュリン亜
鉛水性懸濁注射液，無品性インシュリン
亜鉛水性懸濁注射液，プロタミンインシ
ュリン亜鉛水性懸濁注射液，イソフニン
インシュリン水性懸濁注射液の定量轟
イソフニンインシュリン水性懸濁注射液
の純度試験

エストラジオールの純度試験

塩酸チアミン，同船，同錠，同注射液，
乾燥酵母，硝酸チアミン，同散，同錠の
定量法

塩酸ピリドキシン注射液の定量法

含糖ペプシンのたん白消化力試験

ジゴキシン，同勢，同注射液の純度試験

血清性性腺刺激ホルモン，注射用血清性
性腺刺激ホルモンの定量法

酢酸コルチゾン，同錠，同水性懸濁注射
液の確認試験

簸難題朱荏藷窪羅募糠譲

酢酸プレドニゾロンの確認試験

シアノコバラミン，同注射液の定量法，
酢酸ヒドロキソコバラミンの純度試験お
よび定量法

ジギタリス，経始の定量法

ジギトキシンの確認試験および定量法，
同錠の純度試験および定量法

ジゴキシンの確認試験および定量法，同
錠，同注射液の定量法

博ピネフリン，酒石酸水素エピネフリン
の純度試験

エピネフリン，酒石酸水素エピネフリン
の純度試験，酒石酸水素ノルエピネフリ
ン注射液の定量法

G一ストロファンチンの定量法，　同注射
液の確認試験および定量法
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日本薬局方標準品

20

21

22

23

24

25

26

27

23

29

30

31

32

33

34

35

36

37

3S

39

40

41

42

標　　準　　品　　名’

胎盤性性腺刺激ホルモン

チ 口 ジ ン

デ　　ス　　ラ　ノ　　シ　　ド

ト　　ロ　　ン　　　ビ　　　ン

ニ　　コ　　チ　　ン　　酸

ニコチン酸アミド

脳下垂体後葉
薄層クロマトグラフ用酷酸レチノ
ーノレ

薄層クロマトグラフ用パルミチン
酸レチノーノレ

り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や

ハラアミノベンソィル
グルタミン酸

ピアルロニグーゼ
ヒドロコルチゾン

プレドニゾロン
プロゲステロン
ヘパリンナトリウム

マレイン酸エルゴメトリン

葉

ラ　　ナ　　ト　　シ

リ　　ボ　　フ　　ラ

ド

ビ

酸

C

ン

硫酸プロタミン

リン酸ヒスタミン
ノレ

レ セ

チ

ル
ヒ。

ン

ン

包装単位

1，000単位

入　　　．1本

50伽g入　　1本

100㎎フ、　　　1本

500単位入2本

500皿gフ、　　　1本

500皿gフ、　　　1本

10111gフ㌧　　　2本

10，000単位入

　　10カプセル

ユ0，000単位入

　　10カプセル

500皿g入　　1本

500田gフ、　　　1本

100皿墓フ、　　　1本

100m8入　　1本

10mg入　　1本

1，200単位

入　　　ユ木

20皿g，フ、　　　　1本

500血gフ、　　　1本

100皿gフ、　　　1本

200mg入　　1本

ユ00皿8入　　1本

20皿9入　　1本

500㎎入　1本

50こ入　　1本

価格
　　円
7，500

1，800

4，700

4，700

2，300

2，300

1，600

1，500

1，500

3，900

3，100

2，400

2，800

2，600

3，800

2，700

2，800

5，000

3，000

3，500

1，200

2，200

3，600

使 用 目 的

胎盤性性腺刺激ホルモン，注射用胎盤性
性腺刺激ホルモンの定量法

注射用ヒアルロニダーゼのチロジン含量
試験，パンクレアチンのたん白消化力試
験

デスラノシドの純度試験および定量法，
同注射液の碓認試験および定量法

トロンビンの定量法

ニコチン酸注射液の定量法

ニコチン酸アミド注射液の定量法

脳下垂体後葉注射液の定量法，オキシト
シン注射液，バソプレシン注射液の純度
試験および定量法

酢酸レチノールおよびパルミチン酸レチ
ノールの確認試験，ビタミンA油，同カ
プセルの定量法

酢酸レチノールおよびパルミチン酸レチ
ノールの確認試験，ビタミンA油，同カ
プセルの定量法

葉酸の純度試験

注射用ピアルロニグーゼの定量法

ヒドロコルチゾンの確認試験および純度
試験

プレドニゾロン，同氏の確認試験

プロゲステロンの確認試験

ヘパリンナトリウム，同注射液の定量：
法，硫酸プロタミン，同注射液の抗ヘパ
リン試験

酒：石酸エルゴタミン，同錠，同注射液，

バッカク，脱脂バッカク，バッカク流エ
キス，マレイン酸エルゴメトリン，同錠．
同注射液の定量法

葉酸，同錠，同注射液の定量法

ラナトシドCの純度試験および定量法

リボフラビン，同散，同錠，リン酸リボ
フラビン，同注射液の定量法

イソフェンインシュリン水性懸濁注射液
の純度試験

注射用コルチコトロピン，持続性コルチ
ロトロピン注射液の純度試1険

ルチン，同錠，同注射液の定量法

レセルピン，同散，同錠，1司注射液の定：
皿法



1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

ユ6

17

18

19

20

21

22

23

国立衛生試験所標準品
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国立衛生試験所標準品

標　　準　　品　　名

エ　　　ス　　　ト　　　ロ　　　ン

塩酸チアミン液
酢酸デスオキシコルトン

ジエチルスチルベストロール

バレイシ。デンプン

ビタミンA油（ビタミンA検定用）

プロピオン酸テストステロン

融点測定用

リ　　ゾ　　チ　　一　　ム

アシッドバイオレット6B

ア　シ　ッ　ド　レ　ッ　ド

アゾルビンエキストラ

ア

イ

マ

ン

ラ

ジ

ン ス

コ“

インジゴカルミン

工 オ シ ン

エ　　リ　　ス　　ロ　　シ　　ン

オ　イ．ル　エ　　ロ　一　　AB

オイルエロー　OB

オイルオレンジ　SS

オ　ィ　ル　レ　ッ　ド　　XO

オ

オ

レ

レ

ン

ン

ジ

ジ

1

皿

包装単位

20匝9入　　1本

1田9入　　10本

20皿9入　　1本

20皿£入　　1本

1009入　1本

19（10，000単位）

入　　　　10本

20加gフ、　　　　1本

各19入　6本

500血g入　　1本

19入　　1本

19入

19入

19入

19入

19入

19入

19入

19入

19入

1．9入

19入

19入

19入

1本

1本

1本

1本

1本

1本

1本

ユ本

1本

1本

1本

1本

1本

価格

　　円
1，900

1，100

1，500

700

3，900

3，700

1，900

6，200

3，800

1，070

770

670

540

730

460

540

560

470

490

460

470

540

850

使　　用 目 的

エストロン製品の確認試験および定量法

チアミン製品の定量法

酢酸デスオキシコルトン製品の確認試験
および定量法

ジエチルスチルベストロール製品の確認1
試験および定量法

パンクレアチン，ジアスターゼ製品のデ
ンプン消化力試験の参考

ビタミンA製品の定量法

プロピオン酸テストステロン製品の定量
法

融点測定用温度計，同装置の補正

リゾチーム製品の定量法

食品，医薬品，化粧品および製剤中のア
シッドバイオレット6Bの確認試験

食：品，医薬品，化粧品および製剤中のア
シッドレッドの確認試験

粘膜以外医薬品，化粧品および製剤中の
アゾルビンエキストラの確認試験

食：品，医薬品，化粧品および製剤中のア
マランスの確認試験

外用医薬品，化粧品および製剤中のイン
ジゴの確認試験

食：品，医薬品，化粧品および製剤中のイ
ンジゴカルミンの確認試験

食：品，医薬品，化粧品および製剤中のエ
オシンの確認試験

食品，医薬品，化粧品および製剤中のエ
リスロシンの確認試験

粘膜以外医薬品，・化粧品および製剤中の
オイルエローABの確認試験

粘膜以外医薬品，化粧品および製剤中の
オィルエローOBの確認試験

粘膜以外医薬品，．化粧品および製剤中の
オイルオレンジSSの確認試験．

粘膜以外医薬品，化粧品および製剤中の
オイルレッドXOの確認試．験

粘膜以外医薬品，・化粧品および製剤中の
オレンジ1の確認試験

外用医薬品，化粧品および製剤中のオレ
ンジHの確認試験
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24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

4Q

41

42

43

44

45

46

標　　準　　品　名

ギネアグリーン B

サンセットエローFCF

タ　　一　　ト　ラ　　ジ　　ン

テトラクロルテトラブロムフルオ
レセイン

テトラブロムフルオレセイン

トルイジンレッド

ナフトールエロー　S

ニ　ュ　一　コ　ク　シ　ン

パーマネントオレンジ

ハ　　ン　　サ　　エ　　ロ　　ー

ファストグリーンFCF

ファストレッド　S

ブリリアントブルーFCF

フルオレセイン
フ

ボ

ポ

ポ

口

ン

ン

ン

キ

ソ

ソ

ソ

シ ン

R

一　　　SX

一　　3R

リソールルビンBCA

レ　一　キ　レ　ッ　ド C

レ　一　キ　レ　ッ　ド　CBA

レーキレッドDBA

ローズベンガル

包装単位

19入

19入

19入

19入

19入

19入

19入

19入

19入

19入

19入

19入

1．9入

19入

19入

19入

19入

19入

19入

19入

19入

19入

19入

1本

1本

1本

1本

1本

1本

1本

1本

1本

1本

1本

1本

1本

1本

1本

1本

1本

1本

1本

1本

1本

1本

1本

価格

960

500

570

720

650

620

460

580

600

600

1，700

1，000

1，000

620

590

53Q

54Q

560

560

560

610

600

560

使 用 目 的

粘膜以外医薬品，化粧品および製剤中の
ギネアグリーンBの確認試験

食品，医薬品，化粧品および製剤中のサ
ンセットエローFCFの確認試験

食品，医薬品，化粧品および製剤中のタ
ートラジンの確認試験

外用医薬品，化粧品および製剤中のテト
ラクロルテトラブロムフルオレセインの
確認試験

外用医薬品，化粧品および製剤中のテト
ラブロムフルオレセインの確認試験

外用医薬品，化粧品および製剤中のトル
イジンレッドの確認試験

粘膜以外医薬品，化粧品および製剤中の
ナフトールエローSの確認試験

食品，医薬品，化粧品および製剤中のニ
ューコクシンの確認試験

外用医薬品，化粧品および製剤中のパー
マネントオレンジの確認試験

外用医薬品，化粧品および製剤中のハン
サエローの確認試験

食品，医薬品，化粧品および製剤中のフ
ァストグリーンFCFの確認試験

粘膜以外医薬品，化粧品および製剤中の
ファストレッドSの確認試験

食：品，医薬品，化粧品および製剤中のブ
リリアントブルーFCFの確認試験

外用医薬品，化粧品および製掌中のフル
オレセインの確認試験

食：品，医薬品，化粧品および製剤中のフ
ロキシンの確認試験

粘膜以外医薬品，化粧品および製剤中の
ポンソーRの確認試験

粘膜以外医薬品，化粧品および製剤中の
ポンソーSXの確認試験

粘膜以外医薬品，化粧品および製剤中の
ポンソー3Rの確認試験

外用医薬品，化粧茄および製剤中のリソ
ールルビンBCAの確認試験

外用医薬品，化粧品および製剤中のレー
キレッドCの確認試験

外用医薬品，化粧品および製剤中のレー
キレッドCBAの確認試験

外用医薬品，化粧品および製剤中のレー
キレッドDBAの確認試験

食：品，医薬品，化粧品および製剤中のロ
ーズベンガルの確認試験
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昭和47年度国立衛生試験所標準晶出納状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（医薬品等試験用標準品）

標　　準　　品　　名

アスコルビン酸　　’

安息香酸エストラジオール

イソシュリソ

エストラジオール

エストロン

塩酸チアミソ

塩酸チアミン液

塩酸ピリドキシン

含糖ペプシン

ギトキシソ

血清性性腺刺激ホルモソ

酢酸コルチゾソ

酢酸デスオキシコルトン

酢酸ヒドロコルチゾン

酢酸プレドニゾロン

シアノコハフミソ

ジエチルスチルベストロール

ジギタリス

ジギトキシン

ジゴキシソ

酒石酸水素エピネフリソ

酒石酸水素ノルエピネフリン

G一ストロファンチン

胎盤性性腺刺激ホルモン

チロジソ

デスラノシド

トロンピン

ニコチン酸

ニコチン酸アミド

脳下垂体後葉

薄層クロマトグラフ用酢酸レ
チノ・一ル

薄層クロマトグラフ用パルミ
チン酸レチノール

パラアミノベンゾイルグルタ
ミン酸

バレイショデンプン

ビアルロニダーゼ

ビタミソA油
ヒドロコルチゾン

プレドニゾロン

プロゲステロン

プロピオン酸テストステロン

ヘパリソナトリゥム

マし！イソ酸エルゴメトリソ

融点測定用

前年度末
在庫数量

0

31

44

18

5

78

0

1

67

35

0

18

製造数量

個
319

　0
202

　0

　0

425

505

100

　0

　0
100

　0

　0

　0

　0
181

　0

　0

　0
36

　0

　0
50

　0

　0

50

　0

　0
99

70

　0

0

0

45

　0

104

　0

50

　0

　0

87

150

　0

売払数量

個
287

　9
146

　0

　1

393

565

168

12

　0
34

　6

　0

　3

　6
170

　0

　6

　2

　5

　0

16

　0

34

61

　0

　9
32

64

44

　0

0

18

60

10

103

15

　4

　1

　1

99

77

15

自家消費
数　　量
個
1

1

3

0

1

1

0

1

1

1

0

2

0

1

1

1

1

0

0

5

1

1

0

2

1

0

0

2

1

1

0

0

1

1

0

0

0

2

0

0

1

2

1

年度末
在庫数量

0

12

28

8

6

63

44

0

66

22

71

2

備　考
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標　準　品　名

葉　酸
ラナトシドC

リゾチーム

リボフラビン

硫酸プロタミン

リン酸ヒスタミン

ルチン

レ七ルピソ

薩綴劃製造数釧売払撚壕家1肖難 暮轟蚕備考
個
42

0

36

22

42

88

64

0

個
100

50

100

410

0

0

0

169

個
56

0

111

395

5

12

37

76

個
3

0

0

1

0

1

1

1

個　「
83　1
50　t
25

36

37

75

26

92

計 1・・819口・・2隔168 ・・臣・・8
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（色素試験用標準品）

標　　準　　品　　名

アシッドバイオレット6B

アシツドレツド

アゾルビンエキストラ

アマランス

イソジゴ

インジゴカルミン

エナシソ

エリスロシン

オイルニローAB

オイルエローOB

オイルオレンジSS

オイルレッドXO

オレンジ1

オレンジII

ギネアグリーンB

サソセットェローFCF

タートラジン

　　　　　　　　　ぞテトラクロルテトラフロムフ
ルオレセイソ

　　　ゆテトラフロムフルオレセイソ

トルイジンレツド

ナフトールエローS

ニューコクシン

パーマネントオレンジ

ハソサエロー

ファストグリーンFCF

ファストレッドS

ブリリアントブルーFCF

フルオレセイソ

フロキシン

ポソソーR

ポソソーSX

ポンソー3R

リソールルビンBCA

レーキレッドC

レーキレッドCBA

レーキレッドDBA

ローズベンガル

計

合 計

前年度末
在庫数量：

個

　0
266

208

139

212

226

279

284

366

371

399

368

422

　0
206

182

181

243

211

159

354

154

135

157

　0

　0
258

　0
236

355

315

332

459

473

210

224

301

製造数量

個
248

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　0
247

　0

　0

　0

　0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

8，685 495

売払数量

個
29

41

12

49

16

37

34

50

25

25

25

25

24

11

16

41

39

15

16

16

25

43

17

15

　0

　0

40

　0

64

12

23

27

12

14

12

13

65

928

10，504 3，897 4，096

自家消費
数　　量
個
12

11

1

16

1

1

3

1

1

1

1

11

1

13

1

1

1

3

1

1

1

1

2

2

0

0

11

0

32

11

11

11

1

1

1

1

6

174

219

年度末
在庫数量
個
207

214

195

74

195

188

242

233

340

345

373

332

397

223

189

140

141

225

194

142

328

110

116

140

　0

　0
207

　0
140

332

281

294

446

458

197

210

230

8，078

10，086

備考



衛生試験所報告への投稿について

国立衛生試験所図書委員会

投　　稿　　規　　定

1

2

投稿資格：国立衛生試験所所員とする（共著者はこの限りでない）．

内

報

ノ　　一

一

容：原稿は山高，ノート，資料とする．そのほか誌上発表，学会発表，業務報告，総説などを収

　　証する．

文：独創性に富み，新知見を含むまとまった研究業績

卜：断片的な研究業績で，独創性や新知見が認められるもの．

料：試験，製造または調査などで，記録しておく必要のあるもの．

　　誌上発表：衛生試験所報告以外の雑誌に発表したもの．

　　学会発表：学会で講演したもの．

　　業務報告：所長，各部長（支所も含む），および各薬用植物栽培試験場の長が過去1年間（前年度）の業

　　　　　　　　務成績，研究業績をまとめた報告．

　　総　　　説：所員の調査または研究を中心とした総説で，所長，部長会から要望されたものについて，図

　　　　　　　　＝書委員会が執筆を依頼したもの．

3　用紙および枚数の制限：

　　　　　　　　衛生試験所所定の原稿用紙を用いる・

　　報　　　文＝図表を含めて20枚以内．

　　　ノートおよび資料＝図表を含めて15枚以内．

　　誌上発表：1題目について3枚以内・

　　業務報告：各部および各薬用植物栽培試験場について8枚以内．

　　総　　　説：原稿を依頼するとき別に定める。

4　原稿の提出：原稿は表紙（第1ページとする），英文要旨，本文，文献，英文要旨の和文（参考），最後に．

　　　　　　　　図表を入れた封筒の順に左上をひもでとじ，表紙右上に報文，ノート，資料のうち希望する

　　　　　　　　分類を朱書し，所長宛の報告書を表紙の上に添えて，定められた原稿〆切期日までに図書館『

　　　　　　　　宛に提出する．

5　原稿の審査：図書委員会は提出された原稿の採否および分類を決定する．また，必要ならば字句や表現の

　　　　　　　　部分的な訂正，図表の書き直しなどを求める．

執　　筆　　規　　定

1　文

2　学術用語

3　略記，略語，記号＝物質名を略記するとき，和文，英文ともに最初は正式な名称とともに示す．

体：現代かなつかい，新送りがな，ひらがなまじり口語文とし，簡潔で理解しやすい表現にする・

　　止むを得ぬ学術用語以外は当用漢字を用いる．必要ならば全文を外国語で書いてもよい．

　＝学会の慣例に従う．文中では物質はその名称を記し，化学式は用いない．たとえば塩酸と

　　書きHCIとしない．また，化学名を英語で書く揚合，文中では原則として小文字で始める・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たとえばイ

　　ソニコチン酸（INA）と書き，（以下INAと略す）としない．略語，記号は日本薬局方の記

　　載方式に従う．



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　必ず用V・なければならないもの：m，cm，　mm，μ，　mμ，　A，　m2，　m3，♂（しとしなV・），

　　　　　　　　　mZ（ccは用いない），μ1，　kg，9，　mg，μ9（γは用いない），　ng，　N（normal　c。ncentmtlon），

　　　　　　　　　M（m。1ar　cQncentration，絶対量を示すときはmoleとする），　pH，。（degree　Celsius，。C

　　　　　　　　　としなV・．例：50。），％，w／v％，　R五fR，　ppm，　C三，　mCi，μCi，　mmHg．

　　　　　　　　　　主として図表にだけ用いられるもの：mp（融点），　bp（沸点），　dp　（分解点），　d（比重），

　　　　　　　　　n（屈折率），α（旋光度），hr（時間），　min（分），　sec（秒）（時間は複数のときもsをつけない），

　　　　　　　　　袖。x（吸収極大），2mln（吸収極小），　E｝臨（E値）．

4句読点：，．を用い，・。としなV・．
5　数　　　字：アラビア数宇を用いる．千の単位にコンマをつけない．ただし，成語となっている数字は漢

　　　　　　　　字とする．

石　字体の指定：黒鉛筆でつぎのように記す．

　　　　　　　　　ゴシック体　例：見出しなど試薬
　　　　　　　　　イ　クリ　ック体　　　例＝学名など　　　P4ρ4τ8r　5・〃‘π‘乖rκ’πL

　　　　　　　　　スモールキャピタル　　　例：著者’名など　　Masato　ASAHINA

7　報文，ノート，資料の記載要領：

7・1記載順序：7・2周7。5の順に書く。

7・2　題名，著者名：つぎの例に従い，表紙（用紙1枚全部）をこれに当てる．

　　　　　　　　　例：

　　　　　　　　　　　医薬品の確認試験法に関する研究（第2報）

　　　　　　　　　　　　　鎮痛剤のクロマトグラフィー

　　　　　　　　　　　　　用賀　衛・世田一郎・東　京子

　　　　　　　　　　Studies　on　the　Identi丘cat1on　of　Drugs．　II

　　　　　　　　　　Chromatgmph1c　Methods　for　the　Ana】gesics

　　　　　　　　　Mamoru　YoGA，　Ichir6　SETA　and　Ky6ko　AzuMA

7・3英文要旨：論文の内容を簡潔にまとめ，タイプライターで打つ．参考のため別紙に書いた和文を文献の

　　　　　　　　　つぎに添える．

7・4本

7・5文

文：新しいページから書き始める・本文のスタイルはとくに規定しないが，内容の重複を避ける・

　　凸版にする図，または屑〔稿用紙に書き切れない表がある揚州，それらのそう入位置に若干の

　　余白を設け，図表の番号・を明記する．

献＝本文の引用箇所の右肩に3），2・5），ト4）のように記し，終わりに文献として引用順に書く．

　　雑誌名はChem玉cal　Abstractsおよび日本化学総覧の略記法による．外国雑誌名はイタリッ

　　ク体であらわし，単行本は書名を省略しない．

　　例：

　　　　1）神蔵美枝子，谷村顕雄＝衛生試報，88，112（1970）

　　　　2）菅野三郎ら：衛生化学，17．ユ9（1971）

　　　　3）M．D．　Hollenberg，　D．　B．　Hope：βfo‘ゐ傭，　Z，106，557（1968）

　　　　4）A．White　et　aL＝Prfηc‘με∫o∫Bfocゐε泌‘5∫ry，4th　Ed．，　p．937（196S），　McGアaw－

　　　　　　Hi111nc．，　New　York
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7・6図 表：図または複雑な構造式など，凸版にする必要のあるものは厚手白色紙か青色方眼紙に黒イン

　　クまたはすみで書き，図中の数字，記号または説明などの文宇は黒鉛筆で記す．図の大きさ

　　は原則として原稿用紙1／2枚とする．表の画線はできるだけ少なくし，左右両端の縦線を省

　　く．簡単な表はなるべく本文中に書く．

　　図の番号はFig．1．，　Fig．2．，……とし，表題，説明はともに図の下に，表の番号はTable　1・，

　　Table　2．，……とし，　i表題は表の上に，説明は表の下に記す．なお，表題，説明は原則として

　　英語で書き（資料の場合はこの限りでない），表題は大文宇で始め，最後に・をつけない．

　　例：

　　　　Fig．1．　InHuence　of　enzyme　concentration　on■eductive　sugar　production

　　　　Table　2．　Reaction　of　ephedrine　and　pseudoephedrine　with　acetone　as

　　　　　　afunction　of　time

　　図および別紙に書いた表は，その裏に題名，著者名，本文中のそう入ページを記ず．

　　提出するとぎは一括して封筒に入れ，そのおもてに論文題名，著者名，ならびに図，表のそ

　　れぞれの枚数を記し，原稿の最後にとじる。

8　誌上発表の記載要領：題名のつぎに改行して著者名，雑誌名，巻数，ページ数，年号の順に記す．

　　　　　　　　さらに改行して論文の要旨のみを記す。

9　学会発表の記載要領：演者名に続いて演題名を記す．改行して学会名，日付け〔例＝（1972．4．5）〕を記す．

　　　　　　　　各演題ごとに余自2行を設ける．

校 正

　初校は著者が行なう．人名，化学名，数値，文献などはとくに綿密に校正する．内容の追加，行数の増加は認

めない．凸版の原図は黒鉛筆で校正する．

別 刷

　報文，ノート，資料は各題目につき50部を著者に無料で提供する．それ以上を希望するとき，超過分の実費は

著者の負担とする．
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